
茨城県教育財団文化財調査報告第 102集

(仮称)北条住宅団地建設工事

地 内埋蔵 文化 財 調 査 報 告 書

中 台 遺 跡

(上 巻)

平成 7年 12月

茨 城 県 住 宅 供 給 公 社

財団法人  茨城 県教 育 財 団



茨城県教育財団文化財調査報告第 102集

(仮称)北条住宅団地建設工事

地 内埋 蔵 文化 財 調 査 報 告 書

中 台 遺 跡

(上 巻)

平成 7年 12月

茨 :城 県 住 宅 供 給 公 社

財団法人 茨城県教育財団



茨城県つ くば市大字北条地内において,(仮称)北条住宅団地の建

設工事が茨城県住宅供給公社によって計画されております。これは,

筑波研究学園都市及びその周辺地域の急速な開発に伴って高まりをみ

せる,住宅団地の需要に応えようとするものでありますが,その予定

地内に中台遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県住宅供給公社 と埋蔵文化財発掘

調査事業についての委託契約を結び,平成 3年 4月 から平成 4年12月

まで,同遺跡の発掘調査を実施いたしました。その結果,貴重な遺

構・遺物が多数確認され,つ くば市,ひいては茨城県の歴史を解明す

る上で大きな成果をあげることができました。

本書は,中台遺跡の調査成果を収録したものであります。これが
,

研究の資料 としてはもとより,教育・文化向上の一助 として広 く活用

されることを希望いたします。

なお,発掘調査及び整理にあたり,委託渚である茨城県住宅供給公

社をはじめ,茨城県教育委員会,つ くば市教育委員会等関係各機関及

び関係各位からいただいた御指導・御協力に対し,哀心から感謝の意

を表します。

平成 7年12月

財団法人 茨城県教育財団

理穀 橋 本  昌
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1 本書は,茨城県住宅供給公社の委託により,財団法人茨城県教育財団が平成 3年 4月 から平成 4年12月 に

かけて実施 した,茨城県つ くば市大字北条に所在する中台遺跡の発掘調査報告書である。

2 中台遺跡の調査・ 整理に関する当教育財団の組織は,次のとお りである。

平成 4年度初めの組織改正により,従来の企画管理課は,企画管理課 と経理課の二課に分かれることとな

った。
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7 発掘調査及び整理に際して御指導・御協力をいただいた関係各機関並びに関係各位に対し,深 く感謝の意

を表します。
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側,E3・ 4区,E3区 ,Fl・ 2区ピット

群,E6・ 7区 )

PL5 中台遺跡遠景,A地区調査前風景,第 2号墳

石室残存状況,テ ス トピット,A3区 遺構確

認状況,D4区 遺構確認状況, B3区遺構確

認状況

PL6 第 1号住居跡遺物出土状況,第 2号住居跡 ,

第 2号住居跡遺物出土状況,第 3号住居跡 ,

第 3号住居跡遺物出土状況,第 4号住居跡 ,

第 4号住居跡遺物出土状況,第 5号住居跡

PL7 第 6号住居跡遺物出土状況,第 7号住居跡 ,

第 7号住居跡遺物出土状況,第 8号住居跡 ,

第 8号住居跡遺物出土状況,(1)。 (2オ 第23号

住居跡竃遺物出土状況,第24号住居跡

PL8 第28号住居跡,第28号住居跡遺物出土状況 ,

第29号住居跡,第29号住居跡遺物出土状況 ,

第30号住居跡,第30号住居跡炭化物出土状

況,第31号住居跡,第33号住居跡遺物出土状

況



P L15 第72号住居跡炉土層断面,第72号住居跡貯蔵

穴,第73号住居跡,第73号住居跡遺物出土状

況(D。 (動,第76号住居跡遺物出土状況(1)～(3)

P L16 第77号住居跡,第77号住居跡炉,第77号住居

跡遺物出土状況(1)。 鬱),第78号住居跡,第80

号住居跡,第80号住居跡遺物出土状況(1)。 (2)

P L17 第80号住居跡遺物出土状測 3)～(5),第81号住

居跡,第81号住居跡遺物出土状況,第82号住

居跡,第82号住居跡遺物出土状況

P L18 第84号住居跡,第85号住居跡遺物出土状況 ,

第86号住居跡,第86号住居跡遺物出土状況 ,

第88号住居跡,第90号住居跡遺物出土状況

(1)。 (2),第 91号住居跡遺物出土状況

P L19 第93号住居跡遺物出土状況 1)。 (2〉 第96号住

居跡,第96号住居跡遺物出土状況,第97号住

居跡,第97号住居跡遺物出土状況(1)～(9

P L20 第98号住居跡,第99号住居跡,第99号住居跡

遺物出土状況(1)。 (2〉 第100号住居跡,第101

号住居跡,第 102号住居跡遺物出土状況,第

104号住居跡遺物出土状� l)

P L21 第104号住居跡遺物出土状況(貌 第105号住居

跡遺物出土状況,第105号住居跡,第 105号住

居跡貯蔵穴遺物出土状況,第 106号住居跡,第

106号住居跡遺物出土状河 1)。 9),第 106号住

居跡竃

P L22 第107号住居跡,第107号住居跡遺物出土状況

(1)～ (3),第 110号住居跡遺物出土状況,第
111・ 173・ 174・ 175号住居眺 第111号住居跡

遺物出土状況(1)。 鬱)

P L23 第112号住居跡遺物出土状況,第113号住居跡

竃遺物出土状況,第115号住居跡,第 115号住

居跡遺物出土状況(1)。 (2〉 第■5号住居跡竃遺

物出上状況,第■6号住居跡,第117号住居跡

遺物出土状況

P L24 第118号住居跡,第122号住居跡,第124号住居

跡篭遺物出土状況,第 128号住居跡,第128号

住居跡遺物出土状況,第129号住居跡,第130

号住居跡遺物出土状況,第133号住居跡

P L25 第133号住居跡遺物出土状況,第135号住居

跡,第135号住居跡遺物出土状況,第137号住

居跡,第138号住居跡遺物出土状況,第 140号

住居跡遺物出土状況(1)。 (2),第 141号住居跡

P L26 第143号住居跡,第143号住居跡遺物出土状況,

第143号住居跡貯蔵穴遺物出土状況,第144号

住居跡,第145号住居跡,第 150号住居跡,第

150号住居跡遺物出土状況,第151号住居跡

P L27 第151号住居跡遺物出土状況(1)。 (2),第 151号

住居跡篭遺物出土状況,第153号住居跡遺物出

土状況,第154号住居跡,第 155号住居跡,第

155号住居跡遺物出土状況(1)。 (か

P L28 第162号住居跡遺物出土状況(1)・ 鬱〉 第163号

住居跡,第164号住居跡,第 168号住居跡遺物

出土状況(⊃・鬱】 第169号住居跡遺物出土状

況,第169号住居跡竃遺物出土状況

P L29 第171号住居跡竃遺物出土状況,第172号住居

跡,第173号住居跡,第174号住居跡,第175号

住居跡遺物出土状況,第 176号住居跡遺物出土

状況,第177号住居跡遺物出土状況,第183号

住居跡

P L30 第183号住居跡遺物出土状況,第183号住居跡

竃遺物出土状況,第 184号住居跡竃,第202号

住居跡,第203号住居跡,第204号住居跡,第

204号住居跡遺物出土状測 1)・ (2)

P L31 第205号住居跡,第205号住居跡遺物出土状

況,第206号住居跡,第207号住居跡,第207号

住居跡遺物出土状況,第208号住居跡遺物出土

状況,第209号住居跡,第210・ 211号住居跡

P L32 第210・ 211号住居跡遺物出土状況,第213号住

居跡貯蔵穴遺物出土状況,第215号住居跡,第

215号住居跡遺物出土状況,第216号住居跡 ,

第218号住居跡,第218号住居跡遺物出土状

況,第219号住居跡

P L33 第220号住居閉,第223号住居跡,第224号住居

跡,第224号住居跡遺物出上状況,第225号住

居跡遺物出土状況,第227号住居跡,第227号

住居跡遺物出土状況,第229号住居跡

P L34 第229号住居跡遺物出土状況,第232号住居

跡,第235号住居跡遺物出土状況,第237号住

居跡遺物出土状況,第239号住居跡遺物出土状

況,第240号住居跡遺物出土状況,第242号住

居跡遺物出土状況,第245号住居跡

P L35 第246号住居跡,第248号住居跡遺物出土状

況,第249号住居跡,第250号住居跡遺物出土

状況,第25卜 151号住居跡,第251号住居跡遺

物出土状況,第251号住居跡竃A,第 251号住

居跡竃 B遺物出土状況

P L36 第253号住居跡竃遺物出土状況,第254号住居

跡遺物出土状況,第256号住居跡,第256号住

居跡竃遺物出土状況,第257号住居跡,第259

号住居跡遺物出土状況,第262号住居跡遺物出

土状況,第264号住居跡

P L37 第264号住居跡遺物出土状況,第264号住居跡



竃澄物出土状況,第265号住居跡,第267号住

居跡,第268号住居跡遺物出土状況 1)。 (2),第

269号住居跡,第270号住居跡竃

P L38 第271号住居跡,第271号住居跡遺物出土状

況,第273号住居跡,第274号住居跡遺物出土

状況,第275号住居跡,第275号住居跡遺物出

土状況,第277号住居跡遺物出土状況,第277

号住居跡竃遺物出土状況

P L39 第278号住居跡,第278号住居跡竃遺物出土状

況,第279号住居跡,第280号住居跡,第280号

住居跡遺物出土状況,第281号住居跡,第281

号住居跡遺物出土状況,第282号住居跡竃遺物

出土状況

P L40 第283号住居跡遺物出土状況,第284号住居

跡,第286号住居跡,第286号住居跡遺物出土

状況,第287号住居跡,第287号住居跡遺物出

土状況,第288号住居跡遺物出土状況(1)。 (2)

P L41 第289号住居跡遺物出土状況,第294号住居跡

遺物出土状況(1)。 (2〉 第295号住居跡,第885

号土坑,第295号住居跡炉跡,第296号住居

跡,第296号住居跡遺物出土状測 1)。 (2)

P L42 第298号住居跡,第298号住居跡遺物出土状

況,第299号住居跡遺物出土状況(1)～(3),第

299号住居跡,第299号住居跡竃遺物出土状況

P L43 第300A号住居眺 第300B号住居跡,第300B

号住居跡遺物出土状況,第302号住居跡,第
302号住居跡遺物出土状況,第303号住居跡 ,

第303号住居跡遺物出土状況,第304号住居跡

P L44 第 1号土坑遺物出土状況,第■号土坑,第12

号土坑,第 14号土坑遺物出土状河 1)。 (2),第

15号土坑遺物出土状況,第27号土坑遺物出土

状測 1)・ (2)

P L45 第32号土坑遺物出土状況,第34号土坑遺物出

土状況,第35号土坑遺物出土状況,第41号土

坑,第44号土坑遺物出土状況,第45号土坑 ,

第46号土坑遺物出土状況,第49号土坑遺物出

土状況

P L46 第50号土坑,第53号土坑,第54号土坑,第58

号土坑遺物出土状況,第61号土坑遺物出土状

況,第62号土坑,第63号土坑遺物出土状況 ,

第72号土坑遺物出土状況

P L47 第73号土坑,第77号土坑,第86号土坑,第87

号土坑遺物出土状況,第90号土坑遺物出土状

況,第92号土坑遺物出土状況,第93号土坑遺

物出土状況,第95号土坑

P L48 第97号土坑,第 101号土坑遺物出土状況,第

102号土坑,第 107号土坑遺物出土状況,第109

号土坑,第110号土坑遺物出土状況,第113号

土坑,第 121号土坑遺物出土状況

P L49 第130・ 133号土坑,第 140・ 145・ 151号土坑 ,

第154・ 156号土坑,第159号土坑遺物出土状

況,第165号土坑,第 172号土坑遺物出土状

況,第176号土坑遺物出土状況,第185号土坑

遺物出土状況

P L50 第186号土坑遺物出土状況,第 196・ 430号土

坑,第197号土坑遺物出土状況,第204号土坑

遺物出土状況(1)。 (2),第 211号土坑,第221号

土坑

P L51 第224号土坑,第230号土坑,第237号土坑,第
238号土坑,第241号土坑遺物出土状況,第246

号土坑遺物出土状況,第248号土坑,第250号

土坑遺物出土状況

P L52 第252号土坑,第258号土坑遺物出土状況,第
262号土坑,第265号土坑遺物出土状況(1)・

り),第268号土坑遺物出土状況,第269・ 273・

277号土坑遺物出土状況

P L53 第269号土坑遺物出土状況,第273号土坑遺物

出土状況,第274号土坑遺物出土状況,第277

号土坑遺物出土状況,第279号土坑,第283号

土坑,第286号土坑,第292号土坑

P L54 第300号土坑,第305号土坑遺物出土状況,第
322・ 323号土坑遺物出土状況,第325号土坑遺

物出土状況,第327号土坑遺物出土状況,第
329号土坑,第330号土坑,第331号土坑遺物出

土状況

P L55 第332号土坑遺物出土状況,第333号土坑,第
334号土坑,第335号土坑,第337号土坑,第
338号土坑遺物出土状況 第343号土坑,第346

号土坑

P L56 第353号土坑,第355号土坑,第358号土坑遺物

出土状況,第359号土坑遺物出土状況,第362

号土坑遺物出土状況,第363号土坑,第364号

土坑遺物出土状況(1)。 (2)

P L57 第366号土坑,第366号土坑遺物出上状況,第
407号土坑遺物出土状況,第409号土九 第409

号土坑遺物出土状況,第413号土坑,第421号

土坑遺物出土状況,第441号土坑

P L58 第442号土坑,第444・ 445号土坑,第449号土坑

遺物出土状況,第458号土坑,第460号土坑遺

物出土状況,第464号土坑遺物出土状況,第
467号土坑,第470号土坑

P L59 第482・ 483号土坑,第482号土坑遺物出土状



況,第484号土九 第485号土坑,第487号土坑

遺物出土状況,第491号土坑遺物出土状況(1)・

(2),第 499号土坑

P L60 第501号土坑遺物出土状況,第507号土坑,第
510号土坑,第510号土坑遺物出土状況 (1)。

(2),第511号土坑,第515号土坑,第517号土坑

P L61 第518号土坑遺物出土状況,第523号土坑,第
524号土坑,第525号土坑遺物出土状況,第528

号土坑遺物出土状況,第530号土坑,第530号

土坑遺物出土状況(1)。 (2)

P L62 第531号土坑,第531号土坑遺物出土状況(1)・

(2),第532号土坑遺物出土状況,第 533号土

坑,第534号土坑,第535号土坑,第536号土坑

遺物出土状況

P L63 第539号土坑,第541号土坑,第542号土坑,第

544号土坑,第548号土坑遺物出土状況,第551

号土坑,第553号土坑,第574号土坑遺物出土

状況

P L64 第575号土坑遺物出土状況,第577号土坑遺物

出土状況,第 577・ 586・ 587号土坑,第 584・ 589

号土坑,第584号土坑遺物出土状況,第586号

土坑遺物出土状況,第593号土坑,第599号土

坑

P L65 第600・ 601号土坑,第604号土九 第605B号土

坑,第605B号土坑遺物出土状況,第607号土

坑,第608号土坑,第610号土坑遺物出土状況

(1)。 り)

P L66 第617号土坑遺物出土状況(1)。 鬱オ 第619号土

坑遺物出土状況,第624号土坑遺物出土状況,

第627号土坑人骨出土状況,第630号土坑遺物

出土状況,第631号土坑遺物出土状況

P L67 第632号土坑,第634号土坑,第639C号土坑 ,

第640号土坑,第645号土坑遺物出土状況,第
648号土坑遺物出土状況,第650号土坑遺物出

土状況,第651号土坑遺物出土状況

P L68 第653号土坑,第661号土坑,第664号土坑,第

665号土坑遺物出土状況,第667号土坑遺物出

土状況,第676号土坑,第677号土坑遺物出上

状況,第680号土坑

P L69 第684号土坑遺物出土状況,第685号土坑遺物

出土状況,第687号土坑遺物出土状況,第689

号土坑,第689号土坑遺物出土状況,第690。

691号土坑,第693号土坑遺物出土状況,第698

号土坑遺物出土状況

P L70 第699号土坑,第700号土坑遺物出土状況,第

702号土坑,第704号土坑,第705号土坑,第

707号土九 第707号土坑遺物出土状況,第708

号土坑遺物出土状況

P L71 第712号土坑遺物出土状況,第718号土坑,第
718号土坑遺物出土状況,第720号土坑遺物出

土状況,第721A・ B号土坑遺物出土状況,第
722号土坑,第725号土坑,第727号土坑

P L72 第729号土坑,第730号土坑,第731号土坑,第
732号土坑,第733号土坑,第734号土坑,第
735号土坑遺物出土状況,第738号土坑

P L73 第739号土坑,第743号土坑,第745号土坑遺物

出土状況,第 747号土坑,第748号土坑,第749

号土坑,第750号土坑遺物出土状況,第754号

土坑

P L74 第755A・ B・ C号土九 第756号土坑,第757

号土坑,第758号土坑遺物出土状況,第760号

土坑,第760号土坑遺物出土状況,第763号土

坑,第764・ 765号土坑遺物出土状況

P L75 第766号土坑,第768号土坑遺物出土状況,第
769号土坑,第770号土坑,第773号土坑,第
778号土坑遺物出土状況,第779号土坑遺物出

土状況,第780号土坑

P L76 第782号土坑遺物出土状況,第783号上坑遺物

出土状況,第786号土坑遺物出土状況,第789

号土坑,第790号土坑,第790号土坑遺物出土

状況,第791号土坑遺物出土状況,第792号土

坑

P L77 第794号土坑,第796号上坑遺物出土状況,第
797号土坑,第798号土坑,第799号土坑,第
799号土坑遺物出土状況,第800号土坑,第800

号土坑遺物出土状況

P L78第804号 土坑,第805A・ B号土坑,第805

A・ B号土坑遺物出土状況,第807号土坑遺物

出土状況,第810号土坑,第810号土坑遺物出

土状況,第813号土坑,第819号土坑遺物出土

状況

P L79 第821号土坑,第823A・ B・ C号土坑,第825

号土坑,第826号土坑,第828号土坑,第829号

土坑,第834号土坑遺物出土状況,第837・ 850

号土坑遺物出土状況

P L80 第838号土坑,第838号土坑遺物出土状況,第
841号土坑,第842号土坑遺物出土状況,第843

号土坑,第844号土坑遺物出土状測 1)。 (2),第

845号土坑遺物出土状況

P L81 第847号土坑遺物出土状況,第848号土坑,第
848号土坑遺物出土状況,第849号土坑遺物出

土状況,第851号土坑遺物出土状況,第853号



土坑,第854号土坑遺物出土状況,第861号土

坑

P L82 第863号土坑,第867号土坑遺物出土状況,第

870号土坑,第877号土坑,第878号土坑遺物出

土状況,第879A・ B号土坑遺物出土状況,第

880号土坑,第881号土坑

P L83 第883号土坑遺物出土状況,第884号土坑遺物

出土状況(ll―(3)第 886号土坑遺物出土状況 ,

第892号土坑遺物出土状況,第893号土坑,第
894号土坑

P L84 第897号土坑,第900号土坑,第901号土坑,第

901号土坑遺物出土状況,第902号土坑,第905

号土坑遺物出土状況,第 1号方形竪穴遺構,

第 2号方形竪穴遺構

P L85 第 3号方形竪穴遺構,第 5号方形竪穴遺構,

第 7号方形竪穴遺構,第 8号方形竪穴遺構 ,

第 11・ 12号方形竪穴遺構,第13号方形竪穴遺

構,第 13号方形竪穴遺構遺物出土状況,第
14・ 15号方形竪穴遺構

P L86 第 16・ 17号方形竪穴遺構,第 17号方形竪穴遺

構,第18号方形竪穴遺構,第 18号方形竪穴遺

構遺物出土状況,第20・ 21号方形竪穴遺構,

第 2号井戸,第 3号井戸,第 4号井戸

P L87 第 2号墳調査後風景,第 2号墳石室残存状

況,第 2号墳,第 2号墳作業風景,第 2号墳

墳丘土層断面,第 2号墳石室全景

P L88 第 2号墳石室全景,第 2号墳石室羨道,第 2

号墳墓道部,第 2号墳石室

P L89 第 2号墳石室内人骨,第 2号墳周溝遺物出土

状況(1)。 (2),第 2号墳周溝埴輪出土状況,第
4号墳,第 4号墳周溝土層断面,第 4号墳 1

号石棺内部

P L90 第 4号墳 1号石棺内部,第 4号墳 2号石棺確

認状況,第 4号墳 2号石棺,第 6号墳石室

P L91 第 6号墳石室,第 6号墳石室遺物出土状況(1)

～(3)

P L92 第 7号墳石棺確認状況,第 7号墳石棺,第 8

号墳,第 8号墳周溝土層断面,第 9号墳,第
9号墳遺物出土状況

P L93 第10号墳,第10号墳石棺,第11号墳,第12号

墳

P L94 第13号墳,第14号墳,第15号墳石棺

P L95 第15号墳石棺,第15号墳石棺 (人骨),第16号

墳,第16号墳周溝遺物出土状況

P L96 第17号墳,第18号墳,第18号墳石室,第18号

墳石室確認状況

P L97 第18号墳石室,第 18号墳石室石組状況(1)～

(3),第 18号墳石室遺物出土状況(1)。 (2),第 19

号墳,第 19号墳石室確認状況

P L98 第19号墳,第19号墳周溝遺物出土状況,第19

号墳石室

P L99 第19号墳石室遺物出土状況(1)。 (2),第20号

墳,第20号墳周溝遺物出土状況,第21号墳 ,

第21号墳石室石組状況

P L 100第 21号墳石室石組状況,第21号墳遺物出土状

況 (人骨),第21号墳石室遺物出土状測 1卜(0

P L 101第 22号墳,第22号墳周溝埴輸出土状況,第
23・ 24号墳,第23号墳石棺確認状況

P L 102第 25・ 26・ 27・ 28・ 37号墳調査後風景,第26

号墳周溝遺物出土状況(1)Ч 6)

P L 103第 27号墳,第27号墳周溝遺物出土状況,第28

号墳周溝遺物出土状況 (1)。 (2),第29号墳石

棺,第30号墳

P L 104第 31号墳,第31号墳遺物出土状況,第32号

墳,第32号墳周溝遺物出土状況,第33号墳 ,

第33号墳遺物出土状況

P L 105第 33号墳周濤遺物出土状況(1)～ (3),第 13・

14。 34・ 35・ 68号墳,第34号墳石室確認状

況,第34号墳石室

P L 106第 34号墳石室墓道遺物出土状況,第34・ 35号

墳,第34号墳石室遺物出土状況,第36号墳 ,

第28・ 29・ 37・ 38号墳,第37号墳石棺,第38

号墳周溝遺物出上状況

P L 107第 39号墳石棺確認状況,第39号墳石棺,第41

号墳石棺確認状況,第41号墳石棺

P L 108第 42号墳石棺確認状況,第42号墳石棺,第43

号墳石棺確認状況,第44号墳石棺,第45号墳

石棺確認状況,第45号墳石憶

P L 109第 46号墳石槽,第47号墳石棺確認状況,第48

号墳石棺確認状況,第49号墳,第50号墳石棺

確認状況,第50号墳石棺,第51号墳

P L l10第 52号墳,第52号墳石棺,第53号墳石棺粘土

出土状況,第53号墳石棺

PL■1第56号墳周溝土層断面,第57号墳,第58号墳

石棺確認状況,第59号墳,第59号墳石棺 (調

査エリア外),第 59号墳遺物出土状況

P L l12第 60号墳石棺確認状況,第60号墳石棺,第61

号墳埴輪円筒棺,第61号墳埴輪円筒棺確認状

況

P L l13第 62号墳石棺,第63号墳,第64号墳,第64号

墳遺物出土状洲 1)・ (2〉 第64号墳合口壺棺,

第64号墳合口壷棺 (骨粉)



P L l14第 65号墳,第66号墳埋葬施設,第66号墳,第      出土土器

66号墳埋葬施設遺物出土状況,第68号墳,第   P L142第 246B・ 248～ 250・ 256・ 258。 264・ 268・ 269・

68号墳遺物出土状況                 273・ 275号土坑出土土器

PL■5第69号墳,第70号墳,第71号墳,第71号墳遺   P L 143第 277・ 279・ 285・ 290・ 29卜 302・ 305・ 308・ 310・

物出土状況,第72号墳                318・ 322号土坑出土土器

P L l16第 2号埋設遺構,第 6号埋設遺構,第 9号埋   P L144第 332・ 337・ 340。 361・ 364・ 367号土坑出土土

設遺構,第■号埋設遺構,第12号埋設遺構,       器

第13号埋設遺構               P L 145第 409。 421・ 427・ 429・ 435・ 482・ 507・ 518号

P L l17第 15号埋設遺構,第16号埋設遺構           土坑出土土器

P L l18第 17号埋設遺構,第19号埋設遺構,第20号埋   P L146第 530～ 532・ 536・ 542・ 544号土坑出土土器

設遺構,第 1号石組炉,第 2号石組炉,第 3   P L 147第 544・ 548・ 562A・ 565・ 570・ 572・ 574・ 575・

号石組炉,第 4号石組炉,第 5号石組炉        585・ 592号土坑出土土器

P Ll19第 3・ 4・ 5。 16・ 20・ 28～30・ 36・ 38・    P L 148第 595。 601・ 605・ 607・ 613・ 615・ 619・ 624・ 630

41・ 42号住居跡出土土器               号土坑出土土器

P L120第42～44・ 48・ 49号住居跡出土土器      P L149第 630・ 640・ 641・ 645・ 647・ 648号土坑出土土

P L 121第 50・ 51・ 55～58号住居跡出土土器          器

P L 122第 60～62・ 65。 70。 72号住居跡出土土器    P L150第 649～ 651・ 655・ 660・ 666・ 667・ 683・ 687・

P L123第 72・ 76・ 77号住居跡出土土器            698号 土坑出土土器

P L124第 77・ 78・ 80～82・ 85号住居跡出土土器    P L 151第 698～ 700。 702・ 703・ 718。 735A号土坑出

P L125第 86・ 90・ 91・ 93・ 97・ 99号住居跡出土土器      土土器

P L 126第 100。 101・ 103・ 105・ 106号住居跡出土土器   P L 152第 735A・ B・ 737・ 745。 753・ 754A号土坑出

P L127第 107・ 110・ 111・ 113・ 115。 117・ 122・ 128号      土土器

住居跡出土土器               P L 153第 754A・ 760・ 766・ 775。 780・ 782・ 790。 791・

P L128第128～ 13卜 135。 138・ 140号住居跡出土土器      794・ 795。 796号土坑出土土器

P L129第 141・ 143・ 150・ 15卜 153・ 162・ 168号住居跡   P L154第 799・ 800・ 802・ 804・ 805A・ 807号土坑出土

出土土器                      土器

P L130第 168・ 169・ 171・ 173・ 175。 177・ 183・ 204号   P L 155第 810・ 811・ 814～816・ 818・ 824・ 834・ 835。

住居跡出上土器                   838号 土坑出土土器

P L 131第 204・ 205。 207・ 210・ 213・ 218・ 224・ 225号   P L 156第 838・ 842・ 844・ 847～849号土坑出土土器

住居跡出土土器               P L 157第 850・ 854・ 855・ 861・ 878・ 879A・ 880A・ 883・

P L132第 225。 227・ 229。 235。 239・ 242・ 251号住居跡      886・ 909号土坑出土土器

出土土器                  P L158第 32・ 64号墳出土土器,第 9・ 15号埋設違構

P L133第 254・ 259。 260・ 267～269・ 271・ 273・ 275・       出土土器

277・ 278号住居跡出土土器          P L 159第 16・ 17号埋設遺構出土土器,第 2・ 23・

P L134第262・ 293・ 295。 296・ 299・ 300～ 302・ 304号      33・ 44。 45号溝出土土器

住居跡出土土器               P L 160遺 構外出土器(1)

P L 135第 278・ 279B～ 282・ 287・ 288号住居跡出土土   P L 161遺 構外出土器(2)

器                     P L162各 遺構及び遺構外出土土偲 1)

P L 136第 14・ 15・ 27・ 32・ 35号土坑出土土器     P L163各 遺構及び遺構外出土土TR21

P L 137第 33～35・ 44・ 45・ 49・ 58・ 72号土坑出土土   P L164各遺構及び遺構外出土土働 31

器                     P L 165各 遺構及び遺構外出土上側 41

P L138第 87・ 91号土坑出土土器           P L 166各 遺構及び遺構外出土土側 5)

P L 139第 91～93・ 100・ 10卜 107・ 109号土坑出土土器   P L 167各遺構及び遺構外出土土製品

P L140第 109。 110。 112・ 116・ 159・ 185・ 197号土坑出  P L 168第 4・ 44・ 67・ 128・ 15卜 169・ 240・ 268・ 275・

土土器                       279B号 住居跡出土上製品

P L141第 204・ 224・ 228・ 230・ 241・ 242・ 246B号土坑   P L 169第 2・ 33号墳出土土製品(D



P L 170第 2号墳出土土製品(動

P L171第 4・ 6・ 14。 16・ 18号墳出土土製品

P L172第 18・ 20～22号墳出土土製品

P L 173第 22号墳出土土製品

P L 174第 22・ 26号墳出土土製品

P L 175第 26号墳出土土製品

P L 176第 28・ 31・ 33号墳出土土製品

P L 177第 33・ 36・ 38・ 61号墳出土土製品

P L 178第 67・ 69。 71号墳出土土製品,第 2・ 6・

11・ 18・ 19・ 21・ 25号墳出土石製品

P L179第21・ 26・ 34・ 66号墳,第117号住居跡出土石

製品

P L 180ぢ宥256・ 478・ 487・ 502・ 594・ 605・ 610・ 613・ 629・

675号土坑出土石器・石製品

P L 181各 遺構及び遺構外出土石器・石製品(1)

P L 182各 遺構及び遺構外出上石器・石製品(2)

P L 183遺構外出土石器・石製品

P L184第 1・ 9・ 42・ 104・ 134・ 287・ 299号住居跡 ,

第235・ 237号土坑出上金属製品

P L 185第 250。 290・ 884号土坑出上金属製品

P L 186第 2号墳出上金属製品

P L 187第 2・ 6号墳出上金属製品

P L 188第 19～21号墳出上金属製品

P L 189第 21号墳出上金属製品

P L 190第 21・ 34号墳出土金属製品

P L 191第 38・ 39・ 41。 45・ 66号墳出上金属製品,各
遺構及び遺構外出土古銭(1)

P L 192各 遺構及び遺構外出土古飢 2)

P L193第 47・ 151号住居跡出土瓦

P L194第 299。 300B号住居跡,第622号土坑出土瓦

P L 195第 309号土坑,第 2・ 14・ 21号墳出土瓦

P L196遺構外出土瓦

B地区

P L197 B地 区調査後全景,B地 医自構確認状況,B
地区調査前遠景,B地区調査前風景

P L 198第 1号住居跡,第 1号住居跡遺物出土状況

(り
。9〉 第 2号住居跡,第 2号住居跡遺物出

土状況(1)～(3〉 第 2号住居跡竃

P L199第 3号住居跡,第 3号住居跡遺物出土状況(1)

～(3),第 3号墳東側部,第 3号墳土層断面,

第 3号墳周溝遺物出土状Л l)

P L200第 3号墳周溝遺物出土状測 2)・ (3),第 1号堀

建柱建物跡,第 9号土坑遺物出土状況 1)。 9)

P L 201第 1・ 2・ 3号住居跡出土土器

P L 202第 3号墳出土埴輪,第 3号墳出土鉄製品

C地区

P L203 C地 区調査後全景,C地区遺構確認状況,C
地区調査前風景

P L204第 1号住居跡,第 2号住居跡遺物出土状況

(1)・ (2),第 3号住居跡,第 3号住居跡遺物出

土状測 0・ 鬱)

P L 205第 3号住居跡遺物出土状況(3),第 4号住居

跡,第 4号住居跡遺物出土状況,第 5号住居

跡,第 5号住居跡遺物出土状況

P L206第 6・ 7・ 8号住居跡,第 7号住居跡遺物出

土状況,第 3号土坑遺物出土状況(1)―14),第

3号土坑土層断面

P L207第 15号土坑遺物出土状況,第 1号溝,第 1号

道路状遺構

P L208第 2・ 3・ 5・ 6・ 7号住居跡出土土器

P L209第 7・ 8号住居跡出土土器,第 1・ 3・ 15号

土坑出土土器,第 3号住居跡出上瓦,第 3号

土坑出土鉄製品

D地区

P L210 D地 区調査後全景 (南側 ,D地区調査後全景

(北側),D地区調査前風景,D地区遺構確認

状況,第 1号住居跡,第 1号住居跡遺物出土

状況(1)。 鬱)

P L211第 2号住居跡,第 2号住居跡遺物出土状況 ,

第 3号住居跡,第 3号住居跡遺物出土状況(1)

～(り

P L212第 4A・ B号住居跡遺物出土状況(1)～(3】 第

4A号住居跡遺物出土状況,第 4B号住居跡

遺物出土状測 ll-0)

P L213第 4B号住居跡遺物出土状況141～ 9),第
4A・ B号住居跡遺物出土状況(4卜(0

P L 214第 5号住居跡,第 6号住居跡,第 7号住居

跡,第 7号住居跡遺物出土状況,第 7号住居

跡竃,第 8号住居跡,第 8号住居跡遺物出土

状況,第 9号住居跡

P L 215第10号住居跡遺物出土状測 1)。 9〉 第11号住

居跡竃,第11号住居跡遺物出土状況,第12号

住居跡,第12号住居跡遺物出土状況,第 3号

土坑,第 8号土坑

P L216第 9号土坑遺物出土状況,第 1号井戸,第 2

号井戸,第 2号井戸土層断面,第 3号井戸,

第 4号井戸土層断面,第 5号井戸,第 5号井

戸土層断面

P L217第 1・ 3号住居跡出土土器

P L 218第 4A・ B号住居跡出土土器



P L 219第 4B号住居跡出土土器

P L 220第 8号住居跡出土土器,第 11号土坑出土土

器,第 1・ 2号井戸出土土器,第 1号溝出土

土器,第 3・ 8号住居跡石製品,第 5号井戸

出土石製品,第 3・ 7号住居跡出土土製品,

第 8号土坑出土土製品,表採石製品

付編 1

P L221図 1 土器内灰試料の状況写真

付編 2

P L222図 1 分析資料の槻観

P L223図 2 鉄器から採取した試料片のマクロ組織

(そ の 1)

P L 224図 2 鉄器から採取した試料片のマクロ組織

(そ の 2)

P L225図 3 鉄器から採取した試料片のミクロ組織

(そ の 1)

P L226図 3 鉄器から採取した試料片のミクロ組織

(そ の 2)

P L 227図 3 鉄器から採取した試料片のミクロ組織

(そ の 3)

P L 228図 3 鉄器から採取した試料片のミクロ組織

(そ の 4)

図 4 h2直 刀 (刃),No l直刀付着馬具③に

みいだされた網目状組織の反射電子像

P L 229図 5 hl直 刀 (棟)か ら採取した試料片に

みいだされた非金属介在物の 2次電子

像 と反射電子像,EPMAに よる定性

分析

図 6 血 4直刀 (刃)か ら採取した試料片に

みいだされた非金属介在物の 2次電子

像 と反射電子像,EPMAに よる定性

分析

P L230図 7 ガラス質けい酸塩からなる非金属介在

物の 2次電子像 と反射電子像

P L231図 8 No48刀剣にみいだされた非金属介在物

の 2次電子像 と反射電子像,EPMA
による定性分析

図 9 ウスタイ ト, FeO― MgO― Si02系化合

物,ガラス質けい酸塩 もしくはマ トリ

ックからなる非金属介在物の 2次電子

像 と反射電子像

P L232図 10 No24刀子にみいだされた非金属介在物

の 2次電子像 と反射電子像,EPMA
による定性分析

醜25不明鉄器にみいだされた非金属介

在物 の 2次電子像 と反射電子像 ,

EPMAに よる定性分析
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第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査 に至 る経過

筑波研究学園都市及びその周辺地域は,研究学園都市自体の開発や工業団地の造成などが急速に進められて

おり,そ こに集まる人々の生活の拠点となるべき住宅団地の需要が高まってきている。このような現状をとら

え,茨城県住宅供給公社は,県の持ち家政策などもぶまえ,定住志向を促進するために,地域のエーズに合っ

た高質な住宅地の供給を目的として,(仮称)北条住宅団地建設事業を計画した。

平成 2年10月 ,茨城県住宅供給公社は茨城県教育委員会 と事業地内の埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を

した。当地には周知の遺跡 として中台遺跡群 (中台遺跡,中台古墳群,中台廃寺跡)が所在しており,地元つ

くば市教育委員会による範囲確認調査も実施されていた。その後, これらの取り扱いについて,茨城県教育委

員会と茨城県住宅供給公社につくば市教育委員会を加えた三者による協議が再三繰 り返された。そして,平成

3年 1月 ,茨城県教育委員会は茨城県住宅供給公社 と最終的な協議をもち,文化財保護の立場から,一部 (中

台廃寺跡)を現状録存 とし,中台遺跡及び中台古墳群については記録保存の措置をとることとして,調査機関

としての財団法人茨城県教育財団を紹介した。

当教育財団は,茨城県住宅供給公社と詳細な調整を重ね,埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結

び,当初平成 3年 4月 1日 から平成 4年 3月 31日 までの 1年間の予定で中台遺跡群の発掘調査を実施すること

になった。

なお,平成 3年 4月 ,茨城県教育委員会はつくば市教育委員会 と協議して,遺跡の名称を「中台遺跡群」か

ら「中台遺跡A～ D地区」に変更し,教育財団へ通知した。

第 2節 調査経過

中台遺跡の発掘調査は,平成 3年 4月 1日 から平成 4年 12月 31日 まで 1年 9か月間にわたって実施 された。

当初は,平成 3年度 1年間の予定であつたが,多数の遺構が確認され,期間内での調査終了が困難であると判

断されたため,関係機関 との協議により,調査期間が延長された。以下,調査の経過について,その概要を記

述する。

平成 3年度 A地 区 20,803m2, B地 区630m2,c地 区860m2,合計 22,293m2の調査を行った (中台遺跡調査区

図参照 )。 このうち,A地 区の 4,802m2に ついては遺構確認までの作業に留めた。

4月 発掘調査に必要な,現場事務所・倉庫の設置,調査器材類の搬入の後,17日 に鍬入式を挙行 し,直ちに

A地区から作業に入った。簡単な伐開,清掃の後,グ リッド発掘による試掘調査を開始 し,竪穴住居跡 ,

上坑,溝等の存在を確認 した。

5月 A, B,C地 区の試掘調査 と土捨て場用地の伐開を行った。下旬には,方眼杭打ち測量にあわせて, 2・

3号墳の墳丘測量を実施 した。

6月 重機による表土除去及び遺構確認作業をA地区北西部から開始 した。 6・ 7号墳のほか,そ の周囲から

竪穴住居跡や土坑が密集 して確認された。

7月  A地 区のほか, BoC地 区についても表土除去,遺構確認作業を行い,月 末 までにほぼ終了させた。A
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地区では,大小の古墳の周溝が互いに接しながら全面に展開し,その内外には竪穴住居跡 (縄文～平安時代)

や土坑が,ひ とつひとつの形状を明瞭に捉えきれないほどに重複 して確認された。

8月 A地 区北西部 (6号墳付近)か ら遺構調査を開始した。遺構の重複が激 しいため, まず,上層の平安時代

の竪穴住居跡から掘 り込みを始めた。一方で,遺構確認状況を踏 まえての業務量の把握 と不足気味の作業

員の募集に努めた。

9月 A地 区 6・ 7号墳付近 とB地区 3号墳の調査を行った。多数の遺構が確認され,期間内での調査の終了

が困難であると判断されたため,茨城県教育委員会及び茨城県住宅供給公社 との協議がもたれた。その結

果,作業員の増員,写真測量の導入,期間の延長などの手立てを講 じて調査を終了することで合意した。

なお,A地 区南部4,802m2に ついては,遺構調査を次年度に回すことになった。

10月 作業の能率を上げるため,調査員と作業員をA班とB班の 2班 に分け,調査区域 も分担 して調査を進め

ることにした。A地区の中央を横切る農道で南北に分け,A班 がA地区北側 とC地区を,B班 がA地区の

南側 とB地区をそれぞれ担当した。A班は, 6・ 7号墳 とその周囲の竪穴住居跡や土坑の調査を行った。

B班は, 2号墳の石室の調査を中心にして, B地区の 3号墳や竪穴住居跡などの調査を進めた。

11月 A班 は, 7・ 8号墳付近の調査 と併行 して,C地 区の調査を開始 した。 B班は,21・ 22号墳に調査の中

心を移 した。 B地区は,掘立柱建物跡などを確認して,調査を終了させた。 2・ 14・ 32号墳など大規模な

周溝の掘削には重機を使用 した。

12月 A班 は,10～ 14号墳付近のほか,C地 区の竪穴住居跡や溝の調査を行った。 B班は,16・ 19・ 20号墳付

近の調査を行った。

1月 A班 は,10号墳付近を中心に竪穴住居跡や上坑の調査を進めた。 また,C地 区では,竪穴住居跡や溝 ,

土坑,道路状遺構などを確認 して調査を終了した。 B班は, 4,15～ 18号墳付近の調査を行 った。

2月 A班 は,11号墳付近から34号墳付近を中心に調査を進めた。 B班は,51号墳付近から23号墳付近を中心

に調査を進めた。12日 には班内研修会を開き,早稲田大学の橋本博文氏から古墳の出土遺物について指導

を受けた。そして,調査成果の整理を進め,29日 に現地説明会を開いて,遺構や遺物を一般公開した。

3月  A班 は34号墳付近, B班 は32号墳付近を中心に調査を進め,24日 には航空写真を撮影 した。その後 は,

補足調査のかたわら,事務所 。倉庫内の整理,現場の安全対策などを行って,平成 3年度分の調査を終了

した。

平成 4年度A地区 6,936m2,D地 区570m2,合計 7,506m2の調査を実施 した。

4月 調査体制を新たに編成 して, 9日 から現地作業を開始 した。前年度に表土除去を済ませているA地区の

南西部から調査に入 り,52・ 53号墳 とその周辺の竪穴住居跡や土坑の調査を行った。

5月 30・ 39・ 45号墳 とその周辺の竪穴住居跡や土坑へ調査範囲を広げた。

6月  29・ 38号墳付近へ調査の中心を移した。一方で,新たに表土除去を行 うA地区東側 と北側の一部及びD

7月

8月

9月

10月

地区の試掘調査を行った。

26・ 27号墳付近へ調査の中心を移した。前月試掘調査を行った地区は,下旬から8月 上旬にかけて重機

による表土除去と遺構確認作業を行った。

26・ 27号墳以西の補足調査をしながら,A地区東側 (56号墳付近)の 調査に入った。

57～60号墳 とその周囲の竪穴住居跡や土坑の調査を行った。

A地区北側 (63～ 65号墳付近)へ調査の手を広げた。また,新たに用地買収が終了したA地区東端部の表

土除去と遺構確認作業を行った。29日 には,班内研修会を開き,国立歴史民俗博物館の白石太一郎氏から
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古墳群の構成や地域内での位置付けなどについて指導を受けた。

11月 A地 区東端部 (66号墳付近)と D地区 (竪穴住居跡や井戸など)の調査を行い,月末までに遺構調査をほぼ

終了した。

12月  3日 ,航空写真を撮影 し,現場作業の大半を終了した。そして, 5日 には現地説明会を行い,調査の成

果を一般に公開した。その後は,補足調査のかたわら,現場の安全対策,遺物・調査器材の搬出,事務所 。

倉庫の撤収 を進め,25日 ,現地での作業を終えた。

寸
，

　

　

　

　

∽

Ｔ

中台遺跡調査区
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

中台遺跡は,つ くば市大字北条字古城1,159外に所在する。

当遺跡が所在するつくば市は,茨城県南西部の中心的な位置にある。谷田部,桜,大穂,豊里,筑波の 5町

村が合併してできた広い市域は県内第 2位の面積 (約258Fdn2)を もち,隣接する市町村は土浦市や牛久市をはじ

め13市町村になる。北側の筑波山周辺を除けば,市域の大半は筑波・稲敷台地 と小只川及び桜川流域の低地

であり,筑波研究学園都市を中心に県内でも最も開発の進んでいる地域である。

中台遺跡の所在する北条地区は,つ くば市北部,旧筑波町の中心に位置する。この周囲の地形を概観すると,

ほぼ 3つ の地形に区分できる。北東側の筑波山(標高876m)と その支脈を含めた筑波山塊,南西側の筑波・稲敷

台地,そ して, その間に挟まれた桜川低地である。

筑波山塊は八濤山地の南部に位置し,主に標高300～ 500m程度の山頂や尾根が南北に連なる。その中でひと

きわ高 くそびえる筑波山は,そ の姿をさまざまな方向から望むことができ,当地域の象徴ともいえるものであ

る。筑波山を構成するのは中生代の深成岩類で,裾部から中腹には中粒黒雲母花闇閃緑岩 (筑波型花闇岩)が ,

山頂付近にはハンレイ岩が分布する。逆川を挟んで筑波山の南側に続 く支脈は同じく中生代の変成岩が主体で
,

3種類のホルンヘェルス(砂岩優勢層,頁岩優勢層,砂岩頁岩頻互層)が北東から南西方向に平行して分布する。

このうち,北条の東方,平沢付近に分布する砂岩頁岩頻互層は雲母類が層理面に平行に再結晶して片状ホルン

フェルスとなるといわれている。一般に雲母片岩とよんでいるものに相当するものとみられる。

筑波・稲敷台地は桜川と小貝川に挟まれて龍ケ崎方面にまで延びる細長い台地であるが,当地域はその北西

部に当たる。標高は24～30mで,緩い起伏をもち,北から南へ向かって徐々に低 くなっている。その内部は,

河成の砂礫層,あ るいは泥質堆積物の上をKP(鹿沼軽石層),TP(東京軽石層)を含むロームが覆っており,

地形分類では中位段丘に比定されている。

桜川低地は,北条付近では約 4血の幅をもち,標高は15m程度である。地形を細かく観察すると,水田化さ

れた低地の中の微高地に集落が点在している。この微高地はロームが堆積しており,桜川の自然堤防ではなく,

より古い時期の下位段丘に比定されている。

中台遺跡は,筑波山塊南西縁に沿った標高33m程の平坦な台地上に位置する。ここは,ロ ーム層の下に粘土

層があることや,周囲の段丘 との高度の対比などから上位段丘に比定されている。西側には,桜川低地に向か

って残丘状に突き出た城山(標高129。 4m)があり,ま た,東から北側には雲母片岩を産する丘陵状の支脈が連な

る。南側には桜川低地が開け, この台地の縁辺に沿って北条の町並みが展開する。現在,畑あるいは桑畑とし

て利用されている当地は, この周辺では最も広い平坦面 (南北約800m,東西約400m)を もつ高台で,古 くから

人々の生活の場 として重要な場所であった。

(参考文献)

(1)茨城県  F土地分類基本調査 真壁』 1981年
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第 2節 歴史的環境

調査された中台遺跡は,旧石器時代から中世にかけての複合遺跡である。この遺跡にみられる各時代の様相

を,旧筑波町内の遺跡を比較しながら概観してみる。

旧石器時代の遺跡は, これまで, この周辺では確認されていない。

縄文時代の遺跡としては,(1〉臼井遺跡,〈 2〉立野遺跡,(3〉上ノ台遺跡など筑波山麓から城山の北側部の

地域や,〈 4〉洞下遺跡など桜川を挟んだ対岸の地域に,加曽利E式期を中心とした中期の遺跡が多 く確認され

ている。また,後期の遺跡 としては,〈 5〉沼田遺跡,〈 6〉小田田向遺跡がある。いずれも発掘調査が実施され

ていないので,詳細は不明である。

弥生時代の遺跡は,〈 7〉 中菅間遺跡,〈 8〉福王地A遺跡など桜川右岸の微高地や筑波・稲敷台地縁辺部に多

く確認されている。調査例 としては,〈 9〉山木古墳 と〈10〉神郡条里遺跡がある。山木古墳の調査時にその墳丘

下から後期の住居跡が 1軒確認されており,神郡条里遺跡の調査では,多数の弥生式上器 (後期)が出土してい

る。

古墳時代の遺跡では,集落跡の調査例として,(11〉観音下遺跡,(12〉小田橋遺跡がある。観音下遺跡は筑波・

稲敷台地上にあり,前期の住居跡が 2軒確認されている。桜川左岸の微高地上にある小田橋遺跡では, 6～ 7

世紀の住居跡が 9軒確認されている。また,中菅間遺跡から,手捏土器を含む多数の上師器が出土しており,

古墳時代末期の祭祀遺跡 とし注目されている。

古墳をみると,桜川右岸の筑波 。稲敷台地縁辺にある(13〉桜塚古墳は,全長30mほ どの前方後方墳で,長大

な割竹形木棺を収めた粘土郭を主体部とし,変形四獣鏡,玉類,短剣などを出上しており,当地域では最も古

い 4世紀末の築造とみられる。これを筑波国の最初の首長墓とし,山本古墳 (全長48mの柄鏡式の前方後円墳,

5世紀初頭),(14〉土塔山古墳 (全長61mの前方後円墳, 5世紀後半),(15〉八幡塚古墳 (全長91mの前方後円墳,

6世紀前半),(16〉 甲山古墳 (規模不明,前方後円墳, 6世紀前半)と 首長墓の系譜をたどる見方がある。山木

古墳は桜塚古墳の南東に近接するが,土塔山古墳,八幡塚古墳,甲山古墳は桜川対岸の筑波山とその支脈の麓

に続 く台地上にそれぞれ離れて位置している。このことから,それぞれの地区ごとに小集国があり,各集団間

を首長権が移動していたものとも考えられている。 6世紀中～後半には,小型の円墳が筑波山麓に散在するが,

中台遺跡の古墳はこの頃に築造が始まっている。 7世紀に入ると,中台遺跡の東方の山麓には,小型の横穴式

石室をもつく17〉山口古墳群,(18〉平沢古墳群が形成される。中でも佐都ケ岩屋古墳ともいわれる平沢 1号墳は,

L字形の特異な横穴式石室をもつ20× 16mの長方墳で,平沢官行遺跡や中台廃寺跡を見下ろす平沢山南側斜面

の中腹にあることなどから, 7世紀後半から末葉の首長墓,すなわち筑波評造等の古墳 とみられている。

奈良 。平安時代の遺跡は,中台遺跡の東方に支谷を挟んで隣接する(19〉平沢官衛遺跡が注目される。発掘調

査によって,多数の掘立柱建物跡や柵列跡,建物群を取 り巻 く大溝などが確認されており,筑波郡衛の正倉跡

とみられている。(20〉 中台廃寺跡は同時期の遺跡で,かつては基壇状の高まりや礎石なども残っていたという。

採集される瓦片は8世紀前半から9世紀初めのものである。12世紀後半には,城山の南麓に(21〉 日向遺跡がみ

られる。調査によると,寺の主要建物は阿弥陀堂形式のものと判明したが,全体の伽藍配置は不明である。桜

川低地は条里制の遺構が残っている地域としても知られている。特に,筑波山とその支脈に囲まれた逆川流域

の神郡条里遺跡は,Ff隔 (1町四方の方形の地割)が良好に残っている。集落跡では,小田橋遺跡から10世紀代

の住居跡が 2軒確認されている。

中世の遺跡としては,当地を支配した小田氏の居城であった(22〉小田城跡をはじめ,(23〉水守城跡,(24〉北
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第 1図 中台遣跡周辺遺跡分布図
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条城跡,〈 25〉多気城跡,(26〉小泉館跡など城館跡が多い。〈27〉三村山清冷院極楽寺跡は,鎌倉時代の寺院跡で,

13世紀半ば,大和の高僧忍性が来往 し,布教に努めたことが伝えられている。

(参考文献 )

(1)つ くば市  『筑波町史 上巻』 1989年

(2)岩崎卓也ほか  「夜刀の神 と開発」 Fえ とのす 28』 1985年

表 1 中台遺跡周辺遺跡一覧表

番号 遺 跡 名

吐
別
　
旦
●

】
遇

県

　
番

時 代
旦
々

平
営 遺 跡 名

跡

号

遺県

番

時 代

旧瑞 縄文 弥生 古墳 奈・平 中世 旧朧 縄文 弥生 古墳 奈・平 中世

◎ 中 台 遺 跡 ○ ○ O ○ ○ ○ 土 塔 山 古 墳 O

1 臼 井 遺 跡 2950 ○ 八 幡 塚 古 墳 ○

立 野 遺 跡 2954 ○ 甲 山 古 墳 ○

Ｏ
υ 上 ノ 台 遺 跡 2949 ○ ○ ○ ○ 山 口 古 墳 群 2982 ○

4 洞 下 遺 跡 2963 ○ ○ 平 沢 古 墳 群 ○

5 沼 田 遺 跡 2955 ○ 平沢官衡遺跡 4089 ○ ○

6 小田田向遺跡 2999 ○ ○ 中 台 廃 寺 跡 ○

7 中 菅 間 遺 跡 2957 O ○ 日 向 遺 跡 5860 ○

8 福三地 A遺跡 2960 ○ O ○ 小 田 城 跡 2151 ○

山 木 古 墳 2983 ○ ○ 水 守 城 跡 2998 ○

神郡条里遺跡 2994 ○ 〇 24 北 条 城 跡 2995 ○

観 音 下 遺 跡 ○ 多 気 城 跡 2996 ○

小 田 橋 遺 跡 5862 ○ 〇 小 泉 館 跡 5863 ○

桜 塚 古 墳 5859 ○ 三村山清冷院極楽寺跡
〔
υ ○
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第 3章 遺

第 1節 調査方法 と遺構 。遺物の記載方法

1 地区設定

発掘調査を実施するにあたり,遺跡及び遺構の位置を

明確にするために調査区を設定した。

日本平面直角座標第Ⅸ座標系,X軸 (南北)+19,640

m,Y軸 (東西)+23,960mを 基準 として40m方眼を設

定し, この40m四方の区画を大調査区 (大グリッド)と

した。さらに, この大調査区を東西 。南北に各々十等分

して,小調査区 (小グリッド)を設定した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用いて

表記した。大調査区は,上記の基準点を起点として,北

か ら南へ A, B, C・ ・ 。,西か ら東へ 1, 2,

3・ ・・ とし,「 Al区」,「 B2区」のように呼称 し

た。小調査区は,北から南へ a, b, c・ ・・ j,西か

ら東へ 1, 2, 3・ ・・ 0と し,大調査区名 と併せて

「 Alal区」,「 B3d4区 」 と呼称 した。

第 2図 調査区呼称方法概念図

2 基本層序の検討

A地区南西部,E312区内にテストピットを掘削し,遺跡地下

の土層を観察した。

1層 は耕作上で,10～ 15cmの厚さがある。 2層 は黒褐色土層

(厚さ80～90cm)で,炭化粒子,焼土粒子を少量含み,粘性がや

や強 く,締まっている。層の上 。中位には多量の上器や埴輪の破

片が混入しているが, これらは東側に隣接して確認されている第

20号墳周溝に関わるものとみられる。 3層 は多量のローム粒子 ,

ローム小プロックを含む黒褐色土層 (厚さ15～20cm)で,黒色土

層からローム層への漸移層にあたる。 4層 はソフトローム層 (厚

さ15cln程度)で ,黄色のパ ミスを少量含む。 5層 は均質な褐色の

33.Om

ハードローム層 (厚さ20～25cm)である。 6層 もハードロームで  第 3図 基本土層図

あるが,上下の層に比べて色調が若干暗 く,いわゆる暗色帯にあたるものともみられる。15cln程度の厚さをも

つ。 7層 は褐色のハー ドローム層 (厚 さ15～20cm)で ある。 8層 もハードローム層 (20～ 30cm)で あるが,や

や砂質になり,色調も上層に比べて責色味がつよくなる。 9層 は砂質ローム層 (厚 さ10cln以 上)である。10層

は褐色ないし灰色の極めて締まりのつよい砂層である。D地区で確認された井戸の壁面をみると,底面付近の

灰白色粘土層の上位に砂を主体 とする部分があり,10層 はこの層にあたるものとみられる。

32.0 -―

31.0-
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テス トピット周辺では, 1～ 3層を合わせた黒色土層が lmを超えるほどの厚さをもつが, これが北側では

50～60cmであったり,北東部では30cm程度であつたりする。ローム層についてみても, もっと厚 く堆積してい

るところもある。現在の地表面ではほぼ平坦な畑地にみえる中台遺跡の所在するこの台地 も,地層の堆積状況

は一様ではない。

3 遺構・ 遺物の記載方法

本書における遺構及び遺物の記載方法は,以下のとおりである。

(1)使用記号

名称 竪穴住居跡 古墳 土坑 溝 掘立柱建物跡 埋設土器 ピット 酪 利 離 撹乱土層

記号 SI TM SK SD SB M Pl・ SX K

働 名称 土器 土製品 (埴輪も含む) 石器・石製品 金属製品 瓦

記号 P DP Q M T

(2)遺構及び遺物の実測図中の表示

□
囲
一

竃・炉

赫 齢

器   0

粘土

赤彩

☆ 金属製品

石断面

黒色処理

□ 石器・石製品

(3)土層の分類

各遺構における覆上の上層については,調査時に色相,含有物,粘性,締 まり具合などの観点から層を区分

し,観察記録を行った。整理の段階では,色相 と特に記載を要する含有物等について実測図の横に掲載し,そ

の堆積状況については,遺構解説本文中に記載した。なお,中台遺跡の遺構の覆土はシル ト質で,粘性がやや

強 く,硬 く締まっているものが一般的である。

(4)遺構実測図の作成方法と掲載方法

(実測図例)

O 各遺構の実測図は,縮尺20分 の 1の原図をトレースして版組し,縮尺80分の 1(炉 。篭については40分

の 1)の仕上がりで掲載することを原則 とした。古墳の周溝については,縮尺50分の1,あるいは100分

の 1の原図を適宜縮小して掲載した。

O 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。

O 出土遺物については,遺構平面図及び断面図中にその位置をドットで表示し,接合できたものは実線で

結んだ。 ドットに付した数字は,遺物実測図及び拓影図の番号と一致する。

鰯

囲

£
＝

輸
鞠嘲甥期嘲　　由四

製土
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第 2節 遺跡の概要

中台遺跡は,つ くば市大字北条字古城 1,159ほかに所在する。当地はつくば市の北部,旧筑波町の中心部に

当たり,筑波山塊南西縁に位置する城山と,それに続 く台地に沿って現在の北条の市街地が展開している。遺

跡は,市街地の背後に広がる標高約33mの平坦な台地上にあり,近年は畑,あ るいは桑畑として利用されてき

た。 F筑波町史』によれば,中台遺跡には,既に4基の古墳が確認されていたほか,縄文時代から古墳時代に

いたる多数の遺物が採集されており,大規模な集落跡の存在が予想されていた。

調査区は,台地の中心部をA地区 (22.937m2)と し,そ の東側から南東側の台地縁辺部にB地区 (630m2),

C地区 (860m2),D地 区 (570m2)を 設定した。その調査面積は併せて24,997m2でぁる。調査を開始する前は,

A地区の中央部に第 2号墳が横穴式石室の石材を露出させ,墳丘が一部残されていたほか,A地区北西部には,

通称「鞍掛石」と呼ばれた高さ約 1.7m,幅約 1.8mの 大きな板石 (後に第 6号墳石室の奥壁と判明)が立ってい

た。また, B地区東部には,第 3号墳の墳丘が一部削平を免れてわずかに残されていた。

今回の調査によって確認された遺構は,竪穴住居跡297軒 (縄文時代36軒,弥生時代10軒,古墳時代100軒
,

奈良・平安時代131軒,時期不明20軒),古墳65基 (前方後円墳 5基,円墳44基,周溝がなく埋葬施設だけのも

の16基。埋葬施設は,横穴式石室 6基,箱式石棺24基,埴輪円筒棺 1基),方形周溝墓 (古墳時代前期)2基 ,

掘立柱建物跡 (奈良 。平安時代)1棟,上坑937基 (内 ,縄文時代袋状土坑379基),方形竪穴遺構 (中世)17基 ,

井戸 9基 (古墳時代後期～奈良時代 5基,中世以降 4基),溝 26条,道路状遺構 2条,埋設遺構13基 (縄文時代

7基,古墳時代 1基,平安時代 9基),石組炉 (縄文時代)5基である。時代別に遺構の広がりをみると,縄文

～弥生時代の遺構はA地区だけにみられ,古墳時代以降になるとB～D地区にも広 く分布している。各地区と

も遺構の重複が多 く,形状を明確に留めるものが少ない。

遺物は,遺物収納箱 (60× 40× 20cln)に 1,034箱ほど出土している。その内容は,主なものを時代ごとに列記

すると次のようである。

十日石 器 時 代 ナイフ形石器 劉片

縄 文 時 代 縄文式上器 (深鉢,浅鉢,鉢,注口上器,器台,重,異形台付土器)土製品 (土偶,有孔

土錘,土製円板,耳栓,動物型土製品)石器・石製品 (有舌尖頭器,石鏃,石錐,打製石

斧,磨製石斧,石剣,石棒,石皿,磨石,敲石,凹石,石笛,狭状耳飾 り,硬玉製大珠)

弥 生 時 代 弥生式上器 (広 口壷,高不)土製品 (紡錘車)

古 墳 時 代 土師器 (甕,壷,甑,台付甕,鉢,器台,不,高不)須恵器 (甕,不)埴輪 (円筒埴輪,

形象壇輪一人物,盾持ち,水鳥,馬 ,器材)土製品 (土玉,土製鏡,紡錘車,土鈴,置 き

カマド)石製品 (勾玉,管玉,切子玉,棗玉)鉄製品 (直刀,小刀,刀子,馬具)金銅製

品 (馬鈴,鞍金具,耳環,釧,飾 り太刀)ガラス製品 (ガラス玉)

奈良・平安時代 土師器 (甕,甑,皿,不,高台付娩)須恵器 (甕,甑,盤,高不,蓋,不,高台付不)灰

釉陶器 (壷)土製品 (置 きカマド,瓦)鉄製品 (鎌,刀子,紡錘車,鉄鉦状鉄製品)

中 ・ 近 世 陶磁器 (常滑,瀬戸・美濃,鞠巴前,龍泉窯青磁片)内耳土器 古銭
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第 3節 旧石器時代

後世の遺構の掘 り込みが関東ローム層深 くまで達 しているので,石器の出土地点を確認する層位的な調査は

行えなかった。遺構の覆土層などから出上 した遺物の中で,形態からみて旧石器時代のものと認められるもの

について, この項で紹介する。

1 遺 物 (第 4図 )

1はナイフ形石器で,第27号土坑から出上している。石材は灰自色の買岩で,表面に2条の稜をもつ断面台

形状の縦長剣片が使われている。劉離方向は表裏とも一致する。計測値は,最大長4.92 cm,最大幅 1.46 cln,最

大厚 0.64cm,重 量 3.7gで,最大幅は全長の中央よりやや下位にある。細身で,打面側を基部 とし,先端部は

尖っている。刃部は右側縁上位にあり,使用痕 とみられる擦痕がみられる。調整加工は基部の両側縁と左側縁

上位に施されている。先端の左側縁が調整によって若千斜めに整形されているが,それ以外は素材の形状をあ

まり変えず,基部には打面やバルブの一部を残している。

2～ 5は劉片である。石材,及び計測値等については一覧表に示した。いずれにも二次的な調整加工は認め

られない。 4の右側縁下位には微細な剣離痕がみられる。

旧石器時代遺物一覧表

図版番号 器  種 石  質

計 測 値

備 考
最大長(cm) 最大幅(cm) 最大厚(cln) 重 量 (g)

第 4図 1 ナイフ形石器 頁  岩 4.92 1.46 0.64 3.7 Q1373 SK27覆土

剖  片 〃 5.45 3.51 1.82 36.2 Q47  S190覆土

０
じ 〃 〃 3.24 4.93 1,26 Q1063 SK151覆土

4 〃 油脂頁岩 4.37 2.78 0.95 9。 2 Q212  期

5 〃 安 山 岩 5。 12 1.60 48.4 Ql171 SK486覆土

2 ま とめ

旧筑波町域から旧石器時代の石器が出上したのは初めてである。ナイフ形石器に限ってみれば,つ くば市西

部の大境遺跡 (旧豊里町)以外には,筑波山麓周辺からの出土例はない。当遺跡から出上したナイフ形石器は,

素材の変形が少ないことや調整加工の部位などからみて従来の形式からいえば杉久保型ナイフ形石器に近いも

のといえる。層位的な裏付けはないが,後期旧石器時代のナイフ形石器文化第III期以降のものとみられる。

注

(1)茨城県教育財団  「茨城の先土器時代」 F研究ノー ト創刊号』 1992

(2)岡村 道雄  『日本旧石器時代史』 1990

旧
石
器
時
代
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中台遺跡で確認された縄文時代の遺構は,竪穴住居跡 (前～後期)36軒,土坑 444基 (袋状土坑 379基,陥

し穴 6基を含む),石組炉 5基,埋設遺構 7基である。これらはすべてA地区の全域に分布しており, B,C,

D地区では縄文時代の遺構は全 く確認されていない。遺物は,縄文式上器をはじめ,石器,石製品,土製品な

ど多種多様なものが出土している。

1 竪 穴 住 居 跡

縄文時代の竪穴住居跡は36軒確認されており,そ のうち前期が 1軒,中期が26軒,後期が 9軒である。これ

らは,A地区の全域に散在するように分布しているが,おおまかにみて中期の住居跡はA地区の全域に散在す

るのに対し,後期の住居跡はA地区の中央部から南部に分布している。これらの住居跡は後世の遺構によって

撹乱を受けたものが多 く,遺構の形状を明確に留めるものは少ない。遺物は,縄文式上器深鉢が主で,浅鉢や

異形台付土器も含まれる。打製石斧,磨製石斧,磨石,凹石等の石器 。石製品も出上している。

ここでは,比較的遺存状態の良い住居跡について解説を加え,その他は一覧表にまとめて掲載した。

働
　
　
代

第
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第31号住居跡 (第 5図 )

位置 C4bl区                                     縄

重複関係 北壁よりを小型円筒形のS K200に 掘 り込まれている。                      文

規模と平面形  3.57× 〔2.35〕 mの精円形 とみられるが,南側半分は削平されており,詳細は不明である。  属
主軸方向 N-5° 一W

壁 壁高14帥。外傾して立ち上がる。南側を除いて確認された範囲では,壁清 (上幅 8～20clla,深 さ7～ 10cm)

が全周している。

床 平坦。壁際を除いてほぼ全面が硬 く踏み固められている。

ビット 6か所。Pl,P2(径30～44cm,深 さ40～84cln)は 主柱穴。P5(径 33cln,深さ54c14)や壁際を巡るP3,

P4,P6(径 26～ 45cm,深 さ42～ 103c14)も 補助的な柱穴 とみられる。

炉 P5の南西20cm程 (本跡のほぼ中央部)に位置する地床炉。径50X37cmで,火床は 5 cmほ ど掘 りくばめられ

ている。赤変硬化の度合は少ない。

覆土 ローム粒子,炭化粒子を少量含む暗褐色土を主体 とし,壁際にはローム粒子をやや多 く含む褐色上が堆

積している。

遺物 覆土中から少量の縄文式上器片が出土しているが,器形を復元できるものはなかった。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。

第39号住居跡 (第 5図 )

位置 B4e8区

重複関係 2基の小型の土坑 (中央から北よりにS K520,南 よりにS K521)が本跡を撹乱して掘 り込まれて

いる。

規模と平面形 4.07× 2.75mの 隅丸長方形。

主軸方向 N-40° 一W

壁 壁高 5～ 10cm。 外傾して立ち上がる。西壁の一部は削平されている。

床 平坦で,ほぼ全体に硬 く締まっている。

ビット 3か所。Pl～ P3(径20～30cln,深 さ 3～ 17cln)は ,いずれも主柱穴 とは認められず,用途は不明で

ある。

炉 不明。

覆土 ローム粒子を中量含む黒褐色上が薄 く堆積している。

遺物 覆土中から縄文式上器片が少量出土 しているが,器形を復元できるものはなかった。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。

第43号住居跡 (第 5図 )

位置 B4h4区

重複関係 東側半分をS142(古墳時代)に よって掘 り込 まれている。

規模 と平面形 5.52X(2.15)mの 隅丸方形 とみられる。

主軸方向 N-8° 一W

壁 壁高 6～ 10cm。 外傾 して立ち上がる。北西,及び南側で確認できたが,南西側 は削平されている。
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床 平坦で,ほぼ全体に硬く締まっている。

縄  ピツト 2か所。Pl, P2(径 27～43cm,深 さ7～1lcm)は 壁際にあり,柱穴の可能性がある。

文  炉 北壁と南壁を結んだ長軸のほぼ中間に位置する地床炉である。東半部をS142に切られているため詳細は不

腐  明であるが,径80cln程 の円形で,10cln程掘 りくばめられている。火床 は赤変硬化している。

覆土 主に南側 には炭化粒子を少量含む黒褐色土,北側 には少量のローム粒子を含む暗褐色土が堆積 し,北壁

際にはローム粒子を中量含む褐色上が堆積 している。中央部 (炉周辺)の焼土を多 く含む部分を 2層 として区

分 した。

遺物 中央部か ら北側を中心に多量の縄文式上器片が出土 している。 4の深鉢は,中央部の覆上下層につぶれ

た破片がい くぶん散乱 した状態で出上 している。 1, 5の深鉢 と7の磨製石斧は中央部の覆上下層か ら, 6の

深鉢はやはり中央部の覆土中層から出上している。 2の 口縁部片は中央部の床面直上か ら出上 している。 3の

底部片は,中央部 と北部の床面直上から出上 したものが接合 した。

所見 本跡 は,縄文時代中期の住居跡である。

第 62号住居跡 (第 5図 )

位置 D3h区

規模と平画形 遺構確認の段階で周囲を削平された状態にあり,(3.83)X(2.98)mの 精円形の硬 く締 まった床

面の範囲のみが確認された。

主軸方向 N-7° 一E。 (現存する床面の範囲から推定 )

壁 不明。

床 中央がかる く盛 り上がるように緩い起伏がある。確認 された床面 は全面強 く焼 けてお り,そ の表面には細

い筋状 (費の子状)の圧痕が見 られる。

ビット なし。

炉 不明。

覆土 床面上に焼土粒子を含む暗褐色上がわずかに確認 された。

遺物 1の深鉢が細か く割れて東側の床面にはりつ くようにして出上 している。

所見 本跡 は,縄文時代後期の住居跡である。焼 けた床面の状態から,焼失住居 とみられる。賓の子状の圧痕

があることが本跡の特徴であるが, これは床面上の敷物の痕跡 と考えられる。

第 83号住居跡 (第 6図 )

位置 E2co区

重複関係 南東部に本跡より古い S K 224(袋状土坑,縄文時代中期)が重複 している。

規模 と平画形  3.18× 2.98mの隅丸方形。

主軸方向 N-10° 一W

壁 壁高 3～ 20cm。 外傾 して立ち上がる。南東部の上坑 との重複部分については明確にはできなかった。

床 周辺部にやや起伏があるが,全体的にはほぼ平坦で,硬 く踏み固められている。

ビット なし。

炉 中央から北壁よりにある赤変硬化 した範囲で とらえた。径28× 23cmの 橋円形の地床炉で,火床 は床面 と同

じレベルで使用されている。
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覆土 ローム粒子多量,焼土粒子中量を含む暗褐色土が全体に堆積 している。中央部の床面直上 には,焼土小

プロックが まとまって堆積 している。

遺物 覆土中か ら縄文式土器片が少量出上 しているが,器形を復元で きるものはなかった。

所見 本跡 は,縄文時代後期の住居跡である。

第 97号住 居跡 (第 6図)

位置 E3es区

重複関係 北側 をS K212,222,南側の一部をS K205,北 西側 をTM22周溝に掘 り込 まれている。

規模と平面形  (4.40)X4.30mの円形である。

主軸方向 N-50°一W

壁 壁高 10cln。 緩 く外傾 して立ち上がる。北西側及び南側の一部は削平され,不明である。

床 かるく凹凸があり,北西部 はやや低 くなっている。全体に硬 く踏み固められている。

ビット なし。

炉 床面の中央に位置する土器埋設炉である。径 72× 68cm,最深部で70cmの 円形の掘 り方に深鉢の上半部 を正

位で埋めている。土器内上層にはローム粒子を中量含む暗褐色土,下層にはローム粒子を多量に含む褐色土が

堆積 してお り,いずれにも微量の焼上が混入 している。土器の回唇部 にやや火を受けた痕があり, この上面を

火床にしたと考えられる。

覆土 多量のローム粒子,少量の焼土粒子,炭化物を含む暗褐色上が堆積 している。土層の細分 はせず, 1層

としてとらえた。

遺物 図示した土器はいずれも炉の周囲 (径 1.5m以内)か ら出上 している。 1の深鉢は炉に使用 されたもので

ある。 2の深鉢 は炉 を挟んで北西側 と南東側の覆上下層から出上したものが接合 した。 3の底部片は炉の西側

の覆上下層から出土 している。

所見 本跡 は,縄文時代中期の住居跡である。

第 102号住居跡 (第 7図 )

位置 E3b4区

重複関係 南東側をS K 275(中世以降)に掘 り込 まれている。

規模 と平面形  [4.90]× [4.36]mの長方形 とみられる。

主軸方向 N-72°一W

壁 壁高 5 cln。 外傾 して立ち上がる。北側 と東側の一部 にのみ確認できた。

床 平坦。 ピットに四まれた範囲を中心に硬 く締 まっている。

ピット 4か所。 Pl～ P3(径35～65cm,深 さ30～42cm)は主柱穴。北東部にはPl～ P3と対応する柱穴 は確

認できなかった。 P4(径83× 75cln,深 さ10cm)は南西コーナーにある楕円形の穴で,貯蔵穴の可能性 も考 えら

れる。

炉 なし。

覆土 ローム粒子を中量含む黒褐色上が,薄 く堆積 しているのが確認できた。

遺物 覆土中及び床面直上から,少量の縄文式上器片が出上 している。 1の深鉢底部片は北東部の床面直上か

ら出土 している。

縄

文

時

代
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所見 本跡は,遺構の形状から,縄文時代前期前葉の住居跡と考えられる。

縄

文   第117号住居跡 (第 7図 )

属  位置 E4j2区

重複関係 南側をS1118(平安時代)に掘 り込まれている。北東部にはS K 268(袋状土坑・縄文時代中期)

が重複している。

規模と平面形 5.43× [4.73]mの楕円形。

主軸方向 N-76° 一E

壁 壁高 5～ 15cln。 緩やかに外傾して立ち上がる。北側,東側及び南東側に部分的に確認できた。

床 平坦で,全体に硬 く締まっている。

ビット 10か所。Pl～ P5(径 38～57cln,深さ19～42cln)は 主柱穴。P6～ P10(径 32～ 46cln,深さ10～31cln)

はP5の東側に密集して確認されているが,本跡に伴うものかは不明である。

炉 ほぼ中央に位置する。径88× 62c14の楕円形で,火床は13cm程掘 りくばめられ,赤変硬化 している。炉中央

の小ピットは後世の撹乱である。

覆土 東側下層にはローム粒子を少量含む黒褐色土,西側下層にはローム粒子を多量に含む暗褐色土が堆積し,

さらにその上層には少量のローム粒子 と焼上を含む黒褐色土が堆積している。

遺物 1の深鉢は,東部 (P2付近)の覆土中層から出上したものに中央部の覆土中層から出土した破片が接合

した。 4の回縁部片はP9付近の覆土中層から出上している。 3の小型の深鉢下半部は炉内から出上している。

5の浅鉢は中央やや東寄 りの覆土中層から出土している。 6の長頸壷は炉とP4の中間付近の床面直上から出土

している。 2の深鉢形土器は南部の覆土中からの出上である。

所見 本跡は,縄文時代後期の住居跡である。

第 140号住居跡 (第 8図 )

位置 F3g8区

重複関係 東側のS1254(縄文中期)と ほぼ接するような位置にあるが,両住居跡とも壁面が明瞭でなく,遺

構 としての切 り合いは確認できなかった。遺物からみると,本跡の方が古いと判断される。

規模と平面形 壁が確認できず,撹乱も多いため,締まりのよい床の状態から [4.00]X[3.00]mの隅丸長

方形の範囲を本跡としてとらえた。

長軸方向 N-50° 一W

壁 不明。

床 平坦で,硬 く締まっている。

ビット 6か所。Pl～ P4(径 32～ 38cln,深さ10～30cln)は 柱穴の可能性がある。P5, P6に ついては性格不明

である。

炉 なし。

覆± 1層 としてとらえた。ローム粒子多量, ローム小ブロック少量を含む黒褐色土が堆積 している。

遺物 覆土中～上層から極めて多量の縄文式上器片が投棄された状態で出上しており,特に中央部は密集して

いる。 3の深鉢は,西部 と南西部の覆土中層から出上した破片が接合した。 1の小型の深鉢 と14の深鉢は,そ

れぞれ中央部 と南部の覆土上層から出土した破片が接合した。 4の深鉢の上半部は,中央部覆土上層から細か
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く破損 した状態で出上 した。13の浅鉢 は中央部の上層から出土 している。11,12,15は いずれ もガヽ型の深鉢で ,

中央部の覆土上層から出上している。

所見 本跡 は,縄文時代中期の住居跡である。

第 185号住居跡 (第 9図 )

位置 D418区

重複関係  S180(古 墳時代)に北側を掘 り込 まれている。

規模と平面形  [3.45]× 3.10m, P5付近で西壁がやや張 り出すような不整方形である。 S180に 掘 り込まれ

た部分で も柱穴が確認されており,形状 はほぼ推定できる。

主軸方向 N-60° 一W

壁 壁高15～ 20cm。 緩やかに外傾 して立ち上がる。

床 平坦。全体 に硬 く踏み固められている。

ピット 5か所。Pl～ P4(径45～50cm,深 さ42～58cm)はいずれも各コーナー部にあり,主柱穴 とみられる。

P5(径31× 26cm,深 さ41cm)は北西壁際のほぼ中央にあり,入日施設にともなう可能性がある。

炉 床面のほぼ中央に位置する地床炉である。北東側半分をS180に 削られて全体 は不明だが,径 25clnほ どの

円形で,火床は床面 と同じレベルで使用されている。

覆土 上下 2層 に区分される。上層には多量のローム粒子やロームブロック,少量の焼土を含む褐色土が,下

層には中量のローム粒子, ロームブロックを含む褐色土が周囲から流れ込むように堆積 している。

遺物 1の深鉢は南西コーナー付近の確認面か ら出上 している。 2の底部片はP3覆土からの出土であるが,遺

物の大半は南西部の確認面付近のレベルに集中しており,覆土中層以下からの出土 はほとんどない。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。

第 202号住居跡 (第 9図 )

位置 C3h3区

重複関係  S148(古 墳時代)に北側を掘 り込 まれている。

規模 と平面形  5.46× 4.20mの楕円形。

主軸方向 N-3° 一W

壁 壁高10cm。 外傾 して立ち上がる。北側 は削平されている。

床 平坦で,中央部が硬 く踏み固められている。

ピット 1か所。 Pl(径45× 36cm,深 さ57cm)が あるが,用途は不明である。

炉 中央からやや南よりに位置する。径50cm,深 さ 5 cm程の地床炉で,赤変硬化の度合 は少ない下層か ら径87

cm,深 さ15cmの浅い円形の掘 り込みが確認 された。いったん深 く掘 り込んだあと埋め戻 してその上面を火床 と

して使用したことが考えられる。

覆土 ほぼ上下 3層 に大別される。壁際の下層にはローム粒子を少量含む褐色土,中層にはローム粒子を少～

中量含む褐色土,壁際上層から中央部下層にはロームブロックを含む暗褐色土が, それぞれ壁際か ら流れ込む

ようにして堆積 している。

遺物 出土点数は少な くはないが,小破片が多 く,器形を復元できるものはなかった。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。

縄

文

時

代
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第220号住居跡 (第 9図)

縄  位置 C3dO区

文  規模と平面形  [4.15]× [3.55]mの精円形。

属  主軸方向 N-33° 一E

壁 壁高 5～ 9 cln。 外傾して立ち上がる。南側の一部は削平されている。

床 中央に向かつてかるく傾斜する。ピットに囲まれた内部は硬 く踏み固められている。

ビット 3か所。Pl～ P3(径35～45c14,深 さ10～52cm)はその配置が不規則ではあるが,いずれも主柱穴と

みられる。

炉 ほぼ中央に位置する。撹乱を受けているため詳細は不明だが,径 35cln程 の地床炉で,火床は床面と同じレ

ベルで使用されている。下層に深さ25clnほ どの掘 り込みがあり,炉構築前の掘 り方 と考えられる。

覆土 東側の壁際に黒色上がわずかにあるが, ローム粒子中量,庚化粒子少量を含む褐色上がほぼ全体に堆積

している。

遺物 覆土中から縄文式上器片が少量出上している。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。

第224号住居跡 (第10図 )

位置 C3b7区

重複関係 東側をTM14周 溝に掘 り込まれている。

規模と平面形  [5.38]× [4.33]mの隅丸長方形。

主軸方向 N-9° 一E

壁 壁高 2～ 5 cm。 西側から南側にかけてわずかに確認できた。

床 平坦。中央部から南側にかけて硬 く踏み固められている。

ビット 15か所。Pl～ P4(径31～60clll,深 さ43～67cm)は主柱穴。P5, P14(径24～ 28cln,深さ8～20cln)

は主柱穴の間にあり,補助的な柱穴とみられる。P8(径40× 28clll,深 さ43cm)は入口施設に伴う可能性がある。

P10～ P13(径 38～ 45cln,深さ8～46cln)は南西コーナー部 (P3の南側)に方形に配置されており,何 らかの

施設とこイ半うピットと考えられる。

炉 Pl～ P4に 囲まれたほぼ中央に位置する土器埋設炉である。径80× 58cln,深 さ28c14の楕円形の掘 り方の南

側に深鉢上半部を正位に据えている。上器内の焼上の混入は比較的少ない。

覆土 主にローム粒子,焼土粧子,炭化粒子を少量含む暗褐色上が堆積しており,床面直上にローム粒子を多

量に含む褐色上がわずかにみられる。

遺物 覆土中から縄文式上器片が少量出土している。 1の深鉢上半部は炉に使用されたものである。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。
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第228号住居跡 (第10図 )

位置 C3c5区

重複関係 北東部をS1225(古墳時代)に掘 り込 まれている。

規模 と平面形  4.55× 4.35mの不整円形。

主軸方向 N-10° 一W

壁 壁高14～ 20cln。 外傾 して立ち上がる。北側から南西側にかけて確認できたが,北東側,南側は撹乱を受け

ており,不明である。

床 中央に向かってわずかに傾斜するようにかるい起伏がある。全体に硬 く締 まっている。

ピット 8か 所。 Pl,P2,P3(径 28～36cln,深 さ28cln)は 主柱穴。 P4, P5(径 31～38cm,深 さ17～26cln)は

Plと P2を結ぶ線上にあり,補助的な柱穴の可能性がある。そのほかのピットについては用途不明である。

炉 Plと P6のほぼ中間に位置する。径30c14の地床炉で,火床は床面 とほぼ同じレベルで使用されている。赤変

硬化の度合 は少ない。

覆土 主 として,ロ ーム粒子を多量に含む暗褐色上が堆積 しており,床面直上には褐色上がわずかにみられる。

遺物 覆土中から縄文式上器片が出上 しているが,器形を復元できるものはなかった。

所見 本跡 は,縄文時代中期の住居跡である。

第 227号住居跡 (第■図 )

位置 C3d5区

重複関係 西壁の一部をS K527に掘 り込 まれている。

規模 と平面形  [5,18]× 3.97mの長方形。

主軸方向 N-64° 一W

壁 壁高16～ 39cm。 外傾 して立ち上がる。

床 平坦。全体に締 まりがよいが, Pl～ P4に 囲まれた中央部は特に硬 く踏み固められている。

ビット 9か 所。 Pl～ P4(径45～ 64c14,深 さ64～85cln)は 主柱穴。 P6～ P8(径26～48cln,深 さ13～ 53cm)

は補助柱穴。P5(径 64× 52cm,深 さ100c14)は北壁のほぼ中央を掘 り込む位置にあり,本跡に伴 う柱穴 と考えら

れる。

炉 なし。

覆土 主 として 3層 に区分される。上層にはローム粒子少量,焼土粒子 。炭化粒子中量 を含む暗褐色土,中層

にはローム粒子・ ローム小プロック中量を含む褐色土,下層にはローム粒子を多量 に含む褐色上が壁際から流

れ込むように堆積 している。壁際下層には,ロ ーム粒子を中量含む褐色土が堆積 している。

遺物 覆土中から多量の縄文式上器片が出上 している。 3の深鉢は,北東部の覆土上層からつぶれた状態で出

上 したものに北部上層から出上 した破片が接合 した。 5の深鉢は中央部の覆土上層から出上 している。 1は深

鉢の上半部で, Pl付近の覆土上層か ら出上 している。 4は北東部の覆土中から出上 している。 2は深鉢の下半

部で,北東コーナー,及び中央部の覆土上層からそれぞれ出上 している。 6の浅鉢 は南東部の覆土上層に散在

した破片が接合 した。 7の蓋 はPl付近の覆土最上層から出上 している。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。

縄
文
時
代
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第254号住居跡 (第12図 )

縄  位置 F3g9区

文  重複関係 床面直下にS K 766(袋 状土坑,縄文時代中期)があり,本跡はその上に構築されている。

腐  規模 と平面形  2.76× [2.54]mの精円形。

主軸方向 N-47° 一E

壁 壁高 6 cm。 外傾 して立ち上がる。東側か ら南側にかけて確認できた。

床 中央に向かって皿状 にくばみ,中央部 (S K 766直 上)が径 1.2mの範囲で陥没 している

ピット 2か所。 Pl, P2(径45～55cm,深 さ37～60cm)は ,いずれも撹乱である。

炉 中央の陥没部分に深鉢の胴部が正位で出上 しており,土器埋設炉であった可能性がある。

覆土 ローム粒子中～多量,焼土粒子,炭化粒子少量含む暗褐色土が堆積 している。南側にロームの混入が多

ヤゝ 。

遺物 1の深鉢の胴部は強 く火を受けた痕跡はないが,出土状態からみて炉に使用されたものと思われる。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。

第255号住居跡 (第12図 )

位置 F3g9区

重複関係 南側をS K682, S K 726に堀 り込まれている。

規模と平面形 4.33X2.55mの 長方形。

主軸方向 N-8° 一E

壁 壁高30cln。 やや外傾して立ち上がる。南壁から西壁にかけては多数の上坑に撹乱され,残 りが悪い。

床 平坦で,ほ ぼ全体に硬 くしまっている。

ビット 3か所。Pl～ P2(径56～58cm,深 さ56～60cm)は本跡に伴う可能性があるが,主柱穴 とは考えられ

ない。 P3は撹乱。

炉 なし。

覆土 主として上下 3層 に区分される。中層が覆上の主体を占める層で, ロームプロックが混じる多量のロー

ム粒子を含む暗褐色土である。上層にはローム粒子中量,炭化粒子少量を含む黒褐色上が,下層 (床面直上)

にはローム粒子を中量含む暗褐色上が堆積 している。

遺物 覆土上層から多数の縄文式土器片が出土している。比較的大 きめの破片もあったが,器形を復元できる

ものはなかった。

所見 本跡は,比較的整った長方形を呈し,柱穴,炉 とも確認されず,一般的な縄文時代中期の住居跡とは形

態を異にしている。

第261号住居跡 (第13図 )

位置 F4h3区

重複関係 南半をTM28周溝により掘 り込まれている。北東コーナーにはS K769が接している。

規模と平面形  [2.95]× (2.15)mの隅丸方形ないし隅丸長方形とみられる。

長軸方向 N-84° 一W

壁 壁高 4～ 10cm。 東側の一部にのみ確認できた。
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床 平坦。中央部は硬 く踏み固められている。

ピット なし。                                          縄

炉 なし。                        文

覆土 暗褐色上が堆積しており,含有物により上下 2層に区分される。下層にはローム粒子・焼土粒子少量,  
属

炭化粒子微量を含み,上層にはローム小プロック少量,ローム粒子中量を含む。

遺物 南西部覆上下層から縄文式上器片が少量出上しているのに対し,覆土上層には多量の上器片が投棄され

た状態で出上している。 1の深鉢は投棄された 1つ である。

所見 本跡は,炉,柱穴 とも確認されなかったが,硬 く締まった床面の広が りをもとに縄文時代中期の住居跡

としてとらえた。

第295号住居跡 (第14図)

位置 B3j8区

重複関係 S K 885に より西側の一部に撹乱を受けている。

規模と平面形 4,70× 4.20mの 楕円形。

主軸方向 N-4° 一E

壁 壁高 8～ 18cm。 外傾して立ち上がる。南東部の一部は削平されている。

床 平坦。硬 くしまっている。南側の壁際に70× 80c14の範囲で10cmほ ど盛 り上がった部分がある。硬 く踏み固

められており, P5と 併せて入回施設に伴うものと考えられる。

ピット 5か所。Pl～ P4(径25～31cln,深さ25～58cln)は 主柱穴。P5(径 48× 38cln,深さ20c14)は 入口施設

に伴うものとみられる。

炉 Pl～ P4に 四まれたほぼ中央に位置する土器片囲い炉である。平面形は67× 60clnの楕円形で,15clnほ ど掘

り込んで土器片を入れて埋めもどし,床面とほぼ同じ高さを火床として使用している。土器は深鉢の胴部片で,

炉の南側だけを取り囲むように埋められている。

覆土 ほぼ上下 2層 に区分される。下層にはローム粒子・焼土粒子 。炭化粒子を少量含む黒褐色土が,上層に

は暗褐色土が堆積している。

遺物 1の深鉢胴部片は炉に使用されたものである。

所見 本跡は,縄文時代中期の住居跡である。
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第詢号倒副魏土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

§

B'
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01

「
ジ
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1、

_、 ィ '本
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ml
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文

時

代

A 33.Om

Slll

A 32.8m

上3&Om    可    ―

B

SH6

④

札
A

S131

A 33.4m
ω

l

B

S:43
第4粥隆目出 明醐磁

黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 炭化粒子少量 粘性弱い

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子中量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量 粘性弱い

暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量 焼土粒子微量 粘性弱い

5 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量 粘牲爵い

6 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

7 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

8 褐   色 ローム粒子多量

第 5図 第 11・ lSe31・ 39・ 43・ 82号住居跡
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~

細 坤 触

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子中量 焼土小プロック少量

炭化物・炭イヒ粒子少量粘性弱い

暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子中量 焼土小プロック少量

炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック少量 焼土粒子中量 焼土小プロック少量

炭化物・炭化粒子少量粘性弱い

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

十
＼ ② 縄

文

時

代

B /

A33.Om

A 33.Om

ヽ、

ヽヽ

ヽ`

S K 224

A 32.8m

S1 83

383"翻
1 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロツク少量 焼土粒子中量 焼土小プロッ

ク少量 炭化物・炭化粒子徹量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子中量 炭化物少量 極めて硬 く締まる

01

A 33.2m                  
一

Si 87

第87号住居跡土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小プロツク少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロツク少量 焼土泣予微量

極めて硬 く締 まる

イ

第97坤 朗 翻

I 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 褐   色 ローム粒子多量

第97号住居跡土層解説

1 暗 褐 色 コーム小プロック少量 焼■/Jヽ プロック少量

2 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック多量

3 贈 褐 色 ローム小プロック少量

4 暗 褐 色 ローム小プロック少量

5 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化物少量

0               2m

第 6図 第 78・ 83・ 87・ 97号住居跡
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第 7図 第 102・ 117号住居跡

C

Ｅ

Ｑ
め
め
引

引

，

第Ю弾 解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子・炭化粒子微量

①

／

第117号住居跡と層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 ローム

小プロック少量 焼上粒

龍

2 黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小ブ

ロック少量 焼土粒子少

量 焼土小ブロック微量

3 黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小ノ

ロック少量

4 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム

小プロック少量

0               2m
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I 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロッ

ク少量 焼土粒子・焼土小プロッ

ク少量 炭化物中量 炭化粒子少

量粘性弱しll

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロッ

ク少量 焼土粒子・ 炭化物夢4
粘性弱い

3 黒 褐 色 ローム粒子少量

縄

文

時

代

A 3aOm

B

Sil19

② l

B

涎

A32.8m                          _

Pa

一
口171

I

I
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QI
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A 3&Om

01

０
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０
１悧刊１
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一″――｀

。

語0巳

S:140

第14∝珀距翻吐瑾解競

1 黒 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック少量 焼土粒子・炭化粒子徽量

第144・B48u解 説

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量

褐   色 ローム小プロック少量

黒 褐 色 ローム粒子少量

第14蜘 増 解説

I 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子・ローム小プロック少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 粘性弱い

第 8図 第 119・ 1400144・ 145号住居跡

三コ五二
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黒 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

① l

ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

ローム小プロック少量 焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小プロック少量 焼土粒子微量

大るヽ aヽ IQI

01

止

縄
文

時

代

A3■Om

Si146

第1… 解説

Ol

A
-33.2m

01

B

∝ |

A

B

引     引
A 33.Om

S1202

第18"解 説

1 褐   色 ローム中プロック少量  焼止小プロック少量

2 褐   色 ローム小プロック中量

第2磁号住居跡生層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 ローム小プロック中量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

4 褐   色 コーム粒子多量

5 によい賞掲色 ローム粒子極めて多量

6 褐   色 ローム粒子多量

第22申 解説

1 褐   色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

2 明 褐 色 ローム粒子極めて多量

3 黒 褐 色 炭化粒子微重 粘性締まり弱い

第 9図 第 148・ 185・ 202・ 220号住居跡
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謀

評
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薙 夢 推 瓢 雄 刷 戯

1 暗 褐 色 ローム小ノロック少量 焼土粒子・炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 焼土小プロック少量

炭化物・炭化粒子少量 粘性弱い

3 暗 褐 色 焼土粒子微畳 炭化粒子少量 粘性弱い

4 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

引  nl
42申 期

1 暗 掲 色 ローム粒子多量 焼土粒子・炭化粒子少量 粘性弱い

2 褐   色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量 粘性弱い

0               2蘭
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S1226

第10図 第224・ 226号住居跡
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惣 7… 船

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子中量 粘性弱い

褐   色 ローム粒子・ ローム小プロック中量 焼上粒子・炭化粒子少嘔

褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子少量 粘性弱い

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

①
l

A

塩
　
上 Ｅ

Ｏ
．∞
甲

謝

「

A 32.8m            
一

01

A334m                  
一 一

S1228
422… 翻

4231号住居跡土層解競

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子・炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量
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第11図 第227。 228・ 231号住居跡
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S1254

425弾 船

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子

・焼土小プロック・炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック中量 焼土粒子

・炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子・炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子

・炭化粒子少量

425"MBt
l 褐   色 ローム粒子・ ローム小プロック中遺 焼上粒子微量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量 ローム小アロック少量 焼土粒子徴量

炭化粒子少な

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子微量

炭化粒子少4
4 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック中量 ローム中プロ

ック少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 炭化粒子欲量

QI

縄
文
時
代

A

/

＼

＼
、、Ｂ〓Ａ

0101

中 1

第241号住居跡生層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 ローム小ノロック少量 焼土粒子中量 焼上小プロッ

ク少量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化物・炭化粒子

処

3 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子少量 極めて硬 く締 まる

4 赤 褐 色 焼土粒子極めて多量 焼土小プロック多量 粘性弱い

5 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック少量 焼■ef中量 焼土小プロッ

ク少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子・炭化粒子少量 粘

性月語予↓ゝ

″ 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック少量 焼土粒子・炭化粒子少量

1本す券f
翌生 33.2m

B==て 圭 重

=卒
重 三

=正

三 戸
三 三 三 乏 ラ

石
~

Si255

十お:建
＼ B

＼、 ノ

A 33.3m

S1257

第25蒼謝封討晩」□解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

第12図 第24卜 254・ 255・ 257号住居跡
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第四喝准居跡炉土層解説

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 粘性弱い

暗 褐 色 ローム粒子少量 粘性弱い

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 粘性弱い

A 33.2m

SI~巧更干「
~~~―――――――――一――――____

第261号倒 副醜土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

2 暗 褐 色 コーム粒子中量 焼止粒子・炭

化粒子少量

B 33.2m

S1 260

く
|

④

第2ω号佳居跡土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック中量 粘性溺い

4 黒 褐 色 ローム粒子 。ローム小プロック少量 粘性弱い

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子・炭化粒子微量

6 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

つ
′／、
、
４
♪

／

価
|

Ｅ

Ｏ
．∞
∞
引

引

土

／
ｆ

‐

′
ノ

　

ー
ー

ヽ
ヽ
ヽ
、　
　
　
ｍ

B
S1 266

第262号住居跡炉土層解説

1 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒

子・炭化粒子少量

2 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒

子少量 炭化粒子微量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒

子・炭化粒子少量

42申 翻     キ5Ⅲ

l 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒

子・炭化粒子微量     A
2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒 ~

子・炭化粒子少量

3 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量 焼土小ノ

ロック少量 炭化粒子微

4黒 褐 色 ユ 聴 砂 量 難 粒 プ

子・炭化粒子微量

|

「

｀ ヽゝ __、 ィ

と,、 _本

ヽ
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ヽ
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甦¬
/,ノ
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第13図 第259・ 260・ 26卜 262・ 286・ 278号住居跡
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S1295

第2%号住居跡土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

⑪

第2勇号住居跡炉土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子・炭化粒子少量

2 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量 炭化粒子少量 粘性弱い

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

4 褐   色 ローム粒子極めて多量 焼土粒子少量 粘性弱い

0               1m

5 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

6 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子・焼土

ガヽプロック少量

7暗 赤 褐 色 ‰ 醒

8 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子微量

9 褐   色 ローム粒子中量

10 褐   色 ローム

0               2m

l①
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第14図 第295号住居跡 ,
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Si 43

第15図 第43・ 62号住居跡出土遺物
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第18図 第 78・ 83・ 97号住居跡出土遺物
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第17図 第1820117号住居跡出土遺物
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第18図 第 119・ 140号住居跡出土遺物
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第19図 第 1400144・ 145。 148号住居跡出土遺物

S1146
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第20図 第 185・ 220。 224・ 227号住居跡出土遺物

Si 227
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第21図 第 227・ 241号住居跡出土遣物
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第22図  第 25牛 255・ 257・ 259。 280・ 26卜 282・ 288号住居跡出土遺物
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第23図 第295号住居跡出土遺物

S1 295 0             10Cm

第16号住居跡出土遺物観察表

器 種 制 値 lcm) 器 様文び及徴特の形 胎土 。色調・焼成 備  考

第14図

1

器

器

上

土

形

式

鉢

文

深

縄

B (234)
C  9,7

口縁部欠損。平底。胴部上位に耳状の突起が賠られている。胴部文様は隆
帯と巾広の爪形文により構成されている。

砂粒・長石・雲母
髄
普通 盈

朗
Ｐ７９
幌

第43号住居跡出土遺物観察表

器 種 細 値 lanl 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調・焼成 備  考

第14図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (238) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁
`橋

状把手を有する。口縁
部は刻み目のある隆帯により区画され,区画内には角押文や沈線が施され
ている。胴部には隆帯が賠られている。地文は単節RLの縄文である。

婉・麒 ・崩 ・那
髄
魏

躙
Ｐ・７６
腸 覆上下層

2

器

器

土

土

形

式

鉢

文

深

縄
280
(19.4)

Ａ

Ｂ

口縁部破片。波状口縁。波頂部には刻み目が施されている。日縁部夷様は
隆帯と隆帯に沿った爪形文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母
醐
普通 上直苅

Ｍ
Ｐ・７９
甥

3 器

器

土

土

形

式

鉢

文

深

縄

Ｂ

Ｃ

(20,7)

[10_4]

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には4単位の隆帯が垂下し,隆
帯に沿って角押文が施され,隆帯間に|ま債位の複列角押文が施されている(

地文は縄皮であるが,摩滅しているため原体は不明である。

砂粒・石英 '長石・雲母
髄
普通

S143

P180
30%床面直上

第15図

4

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

257
(271)

胴部から口縁部にかけての破片。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒。石英,長石・雲母
褐色
普通

S143

P175
40%覆 上下層

5

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
[234]
(251)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁部夷様は隆帯による渦巻
き文と爪形文により構成されている。胴部は隆帯により区画され 区画内
には隆帯に沿った爪形文と平行や波状の沈線が施されている。

砂粒・石英。長石・雲母
髄
普通

S143

P178
30%覆 上下層

6

器

器

土

土

形

式

鉢

文

深

縄
B (228) 口縁部破片。有孔把手と橋状把手を有する。文様は隆帯と爪形文により構

成されている。
砂粒・長石・雲母
髄
普通 層中盈

Ｓ‐４３
Ｐ・７７
賜

第62号住居跡出土遺物観察表

器 種 細 値 (cm) 器 文ぴ及徴特の形 様 胎上・色調・焼成 備  考

第15図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[210]
(187)

Ａ

Ｂ

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部には3条の隆起帯縄皮が巡り,

隆起帯間に刺突文が施され,そ の下には入り組み波状文に単節RLの縄文
が充填されている。胴部には弧線文が施されている。

嚇
髄
範

S162

P273
30%床 面直上

-42-



第78号住居跡出土遺物観察表

器 種 悧 値 (cm) 器 様の 文び及徴特形 胎土・色調・焼成 備  考

第16図

1

鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。平底。国縁部に沿って太い沈線が巡る。内・外面とも
削り後,ナデ整形されている。

砂粒・石英・長石
黒褐色
普通

S178

P347
70%床面直上

縄
文

時

代

第97号住居跡出土遺物観察表

図版 器 種 千測値 (cm) 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

第16図

1

深鉢形土器
縄文式上器

521
(166)

Ａ

Ｂ

胴部から底部にかけて欠損。日縁部には眼鏡状の隆帯が貼られ,隆帯上に
は刻み目が施されている。その下には隆帯と沈線により弧状に区画され縦
位の沈線が施されている。

砂粒・長石・雲母
髄
普通

S197

P419
20%炉体土器

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (189) 胴部上位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部文様は隆
帯によるクランク文と沈線により構成されている。胴部には直線や波状の

沈線が垂下し,単節RLの縄文が施されている。

闘 ・破 ・廟 ・副
絶

普通

S197

P420
20%覆 上下層

3

器

器

上

土

形

式

鉢

文

深

縄

Ｂ

Ｃ

(96)
198

底部から胴岡
`卜

位にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されてい

る。
砂粒。石英・長石・雲母
絶

普通

S197
P421
10%覆 上下層

第102号住居跡出上遺物観察表

器 種 制 値 lcml 器 文び及徴特の形 様 胎上・色調・焼成 備  考

第17図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(19)
C  70

上げ底ぎみの底部破片。胴部から底面にかけて貝殻背圧痕文が施されてい

る。
砂粒・長石・織維
髄
普通 趾痢

Ｓ‐・０２
Ｐ４４６
幌

図版番号 器  種
計 測 値 lcm) 孔 径

(αn)

重 量

(g)

現存率

(%)
出土地点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第17図 2 耳 栓 S1102覆上下擢 DP22中央に貫通孔を有し,側面の中央がくびれている。

第117号住居跡出土遺物観察表

器 種 翻 !値 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第17図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

194
(192)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部文様は,隆起帯縄文と貼瘤と孤線
文により構成されている。頸部には刻み目が施され,胴部には入り組み孤
線文に単節RLの縄文が充填されている。

砂粒 。石英
黒褐色
普通

S1117
P543
50%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

A  73
B(55)

口縁部破片。波状口縁。 4単位の橋状把手を有する。口縁部夷様は沈線と

刻み目により構成されている。
砂粒・石英
純
範 盈

朗Ｐ５５．幌
深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。辛底。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒
絶
魏

S1117
P547
50%炉

4

深鉢形土器
縄文式■器

＆

ａ

Ａ

Ｂ

口縁部破片。日縁に刻み目が施されている。口縁部には斜位の沈線が施さ
れている。

砂粒・石英
瞳
普通

S1117
P545
5% 覆上中層

5

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
[183]
56

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆起帯縄文が巡り,瘤が賠
られている3胴部は無文である。

砂粒・雲母
睡
普通

S1117
P549
40%覆 土中層

6

鱗
爛

長
緻

B (92) 頸部破片。隆起帯縄文が巡り,瘤が賠られている。 砂粒
睡
魂 邑面床

鮒Ｐ５５０腸
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第140号住居跡出土遺物観察表

図阪番 器 種 細 値 lcm) 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

第18図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけて一部欠損。平底。波状口縁。日縁に隆帯が巡り,隆
帯上には刻み目が施されている。日縁部から胴部にかけて 4単位の隆帯が

垂下し,隆帯上には押圧が加えられている。

砂粒・石英・長石・雲母
醐
普通 蝶土覆

Ｓ‐・４０
Ｐ５９２賜

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ
[206]
(108)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部にはV字状の隆帯が張られ
口縁に沿って複列の鋸歯状沈線文が巡る。胴部にも鋸歯状沈線文が巡って
いる。

砂粒・石英・雲母
醐

普通 融
蜘Ｐ５９６幌

3

深鉢形土器
縄文式上器

＆

儀

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から口縁部にかけて一部欠損。平底。口縁に隆帯が巡り,棒状工具に

よる押圧力功日えられている。隆帯に沿って有節沈線文と爪形文が巡り,胴
部にも爪形文が施されている。

長石・雲母嚇
髄
翻 覆土中層

Ｓ‐・４０
Ｐ５９．暢

4

深鉢形土器
縄文式上器

B (279) 胴部から口縁部にかけての破片。胴部には隆帯により楕円形に区画され
2条の有節沈線文が施されている。頸部には爪形文と波状沈線が巡り,胴
部文様は隆帯と有節沈線文 と波状沈線文により構成されている。

砂粒。石英・長石・雲母
髄
普通 層上融

珈Ｐ５９４Ｍ
5

深鉢形土器
縄文式土器

B(95)
C  64

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は隆帯と隆帯に沿った爪形

文により構成されている。

砂粒 '石英 ,長石・雲母

噛
普通 覆上下層

Ｓ‐・４０
Ｐ６０７期

6

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。口縁部には隆帯と爪形文が施され
ている。胴部には波状の隆帯が垂下し,隆帯間に斜位の爪形文が施されて
いる。胴部下端の 4か所に押圧力湧日えられている。

砂粒。石英・長石・雲母
髄

普通 層上融
珈Ｐ５９３幌

7

深鉢形土器
縄文式上器

(240)

138

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。胴部文様は断面三角形の隆帯と複列の角押
文と波状の沈線文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母
褐色
普通

Ｓ‐・４０
Ｐ５９８
暢 覆上中層

8

深鉢形土器
縄文式土器

(224)

(90)

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には波状の隆帯が垂下し, 2条
の角押文が施されている。胴部下端に棒状工具による押圧力功日えられてい

る。

砂粒 。長石 。雲母
髄

普通

S1140
P600
50%覆 土中層

9

深鉢形土器
縄文式上器

B (236)
C  96

口縁部欠損。平底。胴部には隆帯により楕円形に区画され 区画内には2

条の角押文と鋸歯状沈線文が施されている。
砂粒 。長石・雲母

褐色

普通

Ｓ‐・４０
Ｐ５９９
賜 覆上中層

深鉢形土器
縄文式上器

(115)
119

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部の外面はナデ整形されてい

る。胴部下端の 2か所に棒状工具による押圧わ漸日えられている。底面には

敷物による圧痕がわずかに残っている。

婉 ・破 ・廟 ・割
随
普通

珈Ｐ６０．期
覆土中層

第19図

11

深鉢形土器
縄文式土器

A  157
B 159
C  74

平底。口縁に 1単位の突起を有する。内面はナデ整形され 外面は磨きが

施されている。
砂粒・長石・雲母
髄
普通 饒土覆

珈Ｐ６０５賜
深鉢形土器
縄文式上器

[135]
(174)

[70]

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部と口縁部の一部欠損。有孔把手を有していたと思われる。外面は削り

後 ナデ整形されている。
砂粒・石英・長石・雲母
触
普通 層上盈

Ｓ‐・４０
Ｐ６０６
賜

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｄ

247
(5.6)

(104)

胴部から回縁部の一部欠損。平底。 4単位の波状口縁る口縁に隆帯が巡る。
内・タト面ともナデ整形されている。

砂粒・石英・雲母
髄
普通 層上盈

珈Ｐ６０２磁
鉢形土器
縄文式土器

A[17.7]
B(71)

底部から口縁部にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されてい

る。

砂粒・石英・長石・雲母
絶
普通 層中融

珈Ｐ６０３賜
第18図

15

鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(45)
[4.8] 底部から胴部にかけての破片。平底。地文は単節RLの縄皮で,胴部には

縦位の沈線が施されている。

砂粒・石英
黒褐色
普通 層上融

蜘Ｐ６０４期

第144号住居跡出土遺物観察表

器 種 悧 値 (cml 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土 。色調・焼成 備  考

第19図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (106) 口縁部破片。橋状把手を有する。日縁部文様は隆帯と複列の有節沈線文に
より構成されている。橋状把手の隆帯には刻み目が施されている。

感碗
髄
魏

・長石・雲母

盈
幽Ｐ６３０粥
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第145号住居跡出土遺物観察表

器 種 湘 !値 (cln) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第19図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(192)
35

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には斜位の沈線が施されている。

蜘髄魏 融
蜘Ｐ６３．磁

縄

文

時

代

第146号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 i線上値 (cln) 器 の 様文び及徴特形 胎土・色調・焼成 備  考

第19図

1

浅鉢形土器
縄文式土器

(124)
88

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。橋状把手を有する。橋状把手の隆帯
上には沈線による渦巻き文が施されている。胴部上位の文様は沈線により
構成されている。

砂粒・雲母
睡
普通

S1146
P632
50%覆 土中層

第185号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 種 捌 値 (cln) 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調・焼成 備  考

第20図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から口縁部にかけて一部欠損。平底。口縁には隆帯が巡り縄皮が施さ
れている。胴部上半は隆帯により区画され,無節縄皮が施されている。胴
部下半は削り落としがなされ,無文帯である。

砂粒・石英,長石,雲母
褐色

普通

S1185
P1245
80%確 認面

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(52)
63

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部はほぼ垂直に立ち上がる。
胴部には地文が無 く,内 。外面ナデ整形されている。

砂粒・石英・長石・雲母
掲色
普通

S1185
P1251
10%ピ ット3

第224号住居跡出土遺物観察表

器 種 認 に lcm) 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 傭  考

第20図

1

深鉢形土器
縄文式上器

407
(223)

Ａ

Ｂ
胴部下半欠損。橋状把手を有する。日縁部文様は隆帯と沈線と交互刺突文
により構成されている。胴部には沈線と単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英。長石・雲母
褐色
普通

S1224
P807
40%炉鶴

第227号住居跡出土遺物観察表

図版 器 種 細 値 (clnl 器 文び及徴特の形 様 胎土・色詞・焼成 備  考

第20図

1

深鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。胴部文様は沈線により構成されている。
地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

S1227
P819
20%覆 土上層

深鉢形土器
縄文式上器

(156)

90

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は隆帯と沈線により区画され
区画内には条線と横位の鋸歯状沈線文が施されている。底面には敷物によ
る圧痕が残っている。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

S1227
P821
30%覆 土上層

第21図

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から口縁部にかけて一部欠損。平底。外面は削り後,ナ デ整形されて
いる。底面には敷物による圧痕が残っている。

婉 ・藤 ・節 ・割
髄
普通 層上盈

勁Ｐ８．６醒
4

深鉢形土器
縄文式上器

(172)

92

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には複列の沈線と波状沈線が垂
下している。地文は多条縄文である。

砂粒・長石・雲母
絶

普通 盈
勁Ｐ８２０賜

5

深鉢形土器
縄文式上器

B(194) 胴部上位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。日縁部には沈線
により弧状に区画され,単節RLの縄文が施されている。胴部には隆帯と
爪形文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
褐色

普通

S1227
P817
10%覆土上層

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[529]
(163)

底部から口縁部にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されている 砂粒 。長石・雲母
褐色

普通

S1227
P823
20%覆土上層

第20図

7

蓋
縄文式上器

Ａ

Ｂ

一部欠損。橋状把手を有する。内面はナデ整形されている。 砂粒。石英,長石・雲目
暗褐色
普通

S1227
P824
80%覆 土上層
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縄

文

時

代

器 種 制 値 lcml 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上・色調 。焼成 備  考

図２．

８

第 壷形土器
縄文式土器

B (160 胴部から口縁部にかけての破片。胴部上位に2単位の有孔把手を有する。

胴部文様は隆線による渦巻き文により構成されている。地皮はない。
婉・石英張拓・スコリア

髄
普通

S1227

P825
60%南 壁外

第猜4号住居跡出土遺物観察表

図版 器 種 悧 値 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上 。色調・焼成 備  考

図２２

１

第 深鉢形土器
縄文式上器

B 口縁部破片。外面には単節LRの縄演が施されている。 砂粒・石英帳石'雲母
暗褐色

普通

S正254

P5040
20%炉 体土器

2

ミエチェア土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁直下に孔を有する。胴部文様は沈線

により構成されている。

英石嚇
髄
魏 盈

朗Ｐ５０４２朗

第257号住居跡出土遺物観察表

器 種 潮 値 (cnl 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎上 。色調・焼成 備  考

図２２

１

第 深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。胴部は太い沈線により区画されている。

地文は単節RLの縄文である。

婉 ・顧 ・節 ・副

醐
普通

S1257

P5043
40%覆 上下層

第259号住居跡出上遺物観察表

器 種 制 値 lcml 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第22図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (180) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁Ь有孔把手を有する。口縁

部夷様は隆帯と沈線による渦巻き文と縦位や斜位の沈線と沈線間の交互刺

突文により構成されている。胴部には単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・雲母

睡
普通

S1259

P5044
20%炉体土器

第260号住居跡出土遺物観察表

器 種 潮 値 lcml 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・ 焼成 備  考

第22図

1

器

器

土

土

形

式

鉢

文

深

縄

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部の一部欠損。平底。外面には斜位にナデ整形されている。 砂粒・長石

髄
普通

蜘Ｐ５０４５賜 覆上下層

第261号住居跡出土遺物観察表

器 種 制 値 lal 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

図２２

１

第 深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(21.8)

39
口縁部欠損。日縁部無文帯。胴部上位は沈線により長方形に区画され 区

画した沈線の接点には刺突文が施され区画内には弧線文に磨り消されてい

る。胴部中位は横位に,下位は縦位に削りが施されている。

砂粒・石英・雲母
黒褐色

魏

S1261

P5199
80%覆上上層

第262号住居跡出土遺物観察表

器 種 潮 値 (cml 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

図２２

１

第 異形台付土器
縄文式上器

０

”

Ｂ

Ｅ

脚部欠損と口縁に突起を有し,日縁部には4単位の三叉文の透しが施され

ている。胴部には2単位の突起と有孔把手を有し,突起の両側には三叉

文の透しが施されている。
嚇畿魏

S1262

P5046
60%覆土
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第295号住居跡出土遺物観察表

器 種 湘」値 (cml 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第23図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (150) 口縁部破片。文様は刻み目の施された隆帯と沈線と三叉文や交互刺突文に
より構成されている。

砂粒・石英'長石・雲母
縫
普通

S1295
P50■ 7

10%囀

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部破片。上げ底。胴部から底面にかけて貝殻背圧痕文が施されている。 砂粒・石英・長石・繊維
髄
普通

S1295
P5048
10%覆 上下層

縄

文

時

代

縄皮住居跡出土石器・石製品一覧表

図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土 地 点 備 考
長 さ (cln) 幅 (clm) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第15図 7 磨 製 石 斧 1573 粘 板 芦 S143 盈 刊雷 Q18

第16図 2 磨 石 5049 安 山 岩 S178 覆上下層 Q40

3 磨 石 8575 安 山 岩 S178 覆土刊雷 Q41

第16図 1 投 敵 弾 安 山 岩 S183覆土 Q46

第16図 4 石 皿 (10.5) (10.3) 4305 安 山 岩 S197 覆土中層 Q50

第17図 3 凹 石 (19.5) (10,1) 19861 ホルンフェルス S1102床面直上 Q58

身き17屋]7 石 鍾 安 山 岩 SI■ 7覆土 Q80

8 磨 石 10810 安 山 岩 S1117覆土 Q82

9 磨 石 9079 安 山 岩 S1117覆土 Q81

磨 石 2144 安 山 岩 SI■ 7覆上 Q83

凹 石 (16.8) (12_1) 1554.2 ホルンフェルス SI■ 7覆土 Q85

凹 石 (18.5) (18_6) 2313.6 ホルシフェルス S1117覆土 Q86

第18図 1 打 製 石 斧 1262 凝 灰 岩 SI■ 9覆土 Q90

2 磨 製 石 斧 粘 板 岩 S■19覆土 Q89

第19図16 打 製 石 斧 ホルンフェルス S1140覆土 Q101

四 石 (197) (148) 21459 ホルシフェルス S1140覆土中層 Q106

石 皿 (102) (109) 6772 安 山 岩 S1140覆土 Q102

第19図 2 四 石 (249) (172) 31781 ホルンフェルス S1145覆土中層 Ql19
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縄

文

時

代

2 土坑

縄文時代の上坑は444基確認した。そのうち最も多数を占めるのは袋状土坑で, 379基確認している。A地

区調査区域の西縁に沿った部分や北東部から東端部にかけての地域,すなわち東西の小谷に向かって傾斜する

台地の縁辺部を除くA地区のほぼ全域に分布している。特に台地の中央部,中でも調査区域北部のA3区 と南部

のF4区付近には密集した状態でみられる。規模は底径 lmほ どの小型のものから4m近い大型のものまである

が, 2m台 のものが一般的である。袋状土坑 どうしの重複もあるが,後世の遺構による撹乱が多 く,本来の形

状を保つものは少ない。壁面が崩れてはいるが,底面の状態や規模,遺物の出土状態などから,旧状は袋状土

坑であったと判断したものも多い。底面はほぼ平坦に整えられており,「子ピット」と呼ばれる小穴 (1～ 6

か所)が確認されているものが 170基ある。出土遺物も多 く,中台遺跡出上の縄文式上器のうち,器形を復元

できたものの大半は, これら袋状土坑から出上したものが占めている。

袋状土坑以外で特徴が認められるのは陥し穴である。平面形が細長い長方形あるいは隅丸長方形で,急角度

の壁面をもち,底面が極めて狭 くなるその形態から陥し穴 と思われる。陥し穴は6基確認されており, これら

はA地区の北部,西部,南西部に10m前後で近接したものが 2基ずつ分布している。

そのほか,円筒形や隅丸長方形を呈する土坑で,出土遺物から縄文時代のものと認められるものを59基確認

している。

本項では紙面の関係上,遺構の解説を省 き,一覧表にして掲載した。なお,遺物については復元できた土器

や大型破片を主として解説表 として掲載し,そ の他は土坑〒覧表の出土遺物の欄に簡単に記載した。
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表
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K2

A

第14号土坑土層解説

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム小ブロック中量

暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム小プロック中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム小プロック多量

ヽ

l

ザ

0               2m
串

一

B

A

ヘ

第 1,4号増 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 暗 褐 色 ローム粒子多量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子極めて多量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子匝めて多量

8 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼上粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子臣めて多量

10 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

11 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

12 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化泣子少量

13 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子中量

14 褐   色 ローム粒子多量

４「
　
，
ア
イ

ＫＳ

A

7

TM9

第21号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

A

SK20・ 21

第18号土坑土層解説

1 褐   色 ローム小プロック微量 ローム粒子多量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 褐   色 ローム粒子多量

北a● 7

③   f⑭
SK 44

A

帥�
第24図 第 1・ 2・ 4・ 13・ 14・ 18・ 20・ 2卜 22・ 71号土坑
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暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子極めて微量

褐   色 ローム粒子多量

/

I

A

SK 27

第ク号抑 騒解説

④

一
第1∞号土坑止層解説

1 褐   色 ローム粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 暗 褐 色 コーム粒子微量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 暗 褐 色 ローム粒子微量

|

＼

―全-330m

SK 33・ 41

432号坤 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム小プロック中量 焼土粒子少量 炭化物少量

3 褐   色 ローム粒子踵めて多量

4 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物中量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

13 褐   色 ローム粒子中量

14 褐   色 ローム粒子多量

15 褐   色 ローム粒子中量

16 褐   色 ローム粒子中量

17 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

B

ml

A

第127号

"解
説

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム紅子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子中量

9 褐   色 ローム粒子中量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

01

・汁

433号土坑J唇解説

黒 褐 色 ローム粒子微量

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム小ブロック微量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

― 一

第25図 第 27・ 29・ 32・ 33・ 35・ 4卜 95・ 1000127号 土坑
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SK44・ 55

B

SK 45

445号土坑土層解説

＼

A es.om

SK4e

S49号藉と層解説

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム小ブロック微蛋

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土プロック少量 炭化物中量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子微量

褐   色 ローム」ヽプロック微量 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

A 33.Om

SK48~Ц
三二IIIIIIIIIIIIS[:,[こテ==フ

~`~

348号と晩」唇解説

褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

明 褐 色 ローム小プロック微量 ローム粒子少量

褐   色 ローム小プロック少量 ローム粒子多量

明 褐 色 ローム粒子多量

＼

/

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

褐

　

　

褐

褐

褐

暗

暗

褐

褐

暗

暗

褐

tl

A 300m

ヘ

ローム小ブロック中量

ローム粒子少量 焼土粒子少量

ローム粒子微量 焼土粒子中量 炭化物少量
ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量 炭化粒子少量

ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

ローム粒子多量

0              2m
~/~SK 46・ 74

耳 口
|

第28図 第44・ 45・ 46・ 48049・ 55。 74号土坑
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SK54

第黎号坤 解説

黒 褐 色 コーム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子中量

褐   色 ローム小プロック多量

褐   色 ローム小プロック多量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム小プロック中量 焼と」ヽプロック中量 炭化物多量

暗 褐 色 ローム小プロック中量 焼■/Jヽ プロック中量 炭化物多量

黒 褐 色 ローム小プロック少量 焼土小プロック少量 炭化物中量

褐   色 ローム小プロック多量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック中量 炭化物中量

暴 褐 色 ローム粒子中量 焼■/1ヽ プロック少量 炭化物多量

第27図 第 50・ 52・ 53・ 54・ 56・ 57・ 8001340136号 土坑

/①
S K53

第53・EH土層解説

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量 炭化粒子少量

ロームガヽプロック少量

ローム粒子多量

ローム粒子少量 炭化粒子多量

ローム粒子多量

ローム粒子中量

ローム粒子多量

第134・9-解 説

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム小プロック多量

褐   色 ローム粒子多量

6 褐   色 ローム小プロック中量 焼土粒子少量 炭化粒子少遺

7 褐   色 ローム粒子多量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子極めて多量

■ 褐   色 ローム粒子中量

12 褐   色 ローム粒子中量
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SK 58

第581ELFW解 説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子微量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量

9 褐   色 ローム粒子多量

10 暗 褐 色 ローム粒子微量

11 黒 褐 色 ローム粒子少量

身

A

SK 63

第63号土坑土層解説

第28図 第 58・ G3・ 70・ 72・ 84・ 85・ 88・ 103号 土坑
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第72・I■
― 解説

暗 褐 色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子微量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微重

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少畳

6 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量

8 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化物少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子極めて微量

12 暗 褐 色 ローム粒子極めて微量

13 褐   色 ローム粒子少量

14 暗 褐 色 ローム粒子少量

15 暗 褐 色 ローム粒子少量

16 褐   色 ローム粒子多量

17 褐   色 ローム粒子中遺
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A
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１冽判１黒 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子少量
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487号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量

炭化粒子少畳

3 褐   色 ローム粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 明 褐 色 ローム粒子多量

488号上仇」騒解説

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

492号J魁 月 翻

1 褐   色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

489号土坑土層解説

よ 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 褐   色 ローム小プロック少量 ローム

A33.●m            ~~

A

＼

粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

_ 5 暗 褐 色 ローム粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子微量

10 褐   色 ローム粒子多量

ユ 褐   色 ローム粒子微量

12 褐   色 ローム粒子中量

13 褐   色 ローム粒子多量

/⑭

01

第91号土坑土届解説

C

S K88・ 92

＼

―全生e30m

C

SK 93・ 105

第93号土坑土層解説

B

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

炭化粒子中量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量

5 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子中量

炭化粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微畳 炭化粒子微量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

o               2m― ―
S K9o,91
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SK97
第
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土坑土層解説

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム中プロック中量

暗 褐 色 ローム小ブロック少量

ローム粒子多量 炭化粒子微量

ローム粒子多量

縄
文
時
代
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Ａ
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ml 色

色

褐

褐

1 褐   色 ローム小ノロック中量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 明 褐 色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

6 褐   色 コーム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子微量

8 黒 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 暗 褐 色 ローム小プロック中量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子中量

13 褐   色 コーム粒子極めて多量

14 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

15 褐   色 ローム粒子多量 焼上粒子中量 炭化粒子中量

A 326m

第1099-解 説

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

明 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

①
身

ゝ _■ /
A  3●.Om

SK101

第101号土坑土層解説

褐   色 ローム粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

5 暗 褐 色 ローム粒子微量

SK

6 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

7 黄 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子微量

8 暗 褐 色 ローム粒子微量

9 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子微量

10 褐   色 ローム粒子中量

■ 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

12 褐   色 ローム粒子多量

13 褐   色 ローム粒子多量

14 褐   色 ローム粒子少量
｀

15 褐   色 ローム粒子多量

16 褐   色 ローム粒子多量

17 褐   色 ローム粒子多量

0               2m

ml

第38図 第94・ 98。 97・ 101・ 1090121号 土坑
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SK l10

SK106
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時

代

第■喝 土坑上層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

3 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量

8 褐   色 ローム粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

11 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

12 褐   色 ローム粒子中量

13 褐   色 ローム粒子多量
ｔ
。
ｊ
。

く
‐B

C¬

S K106・ 110。 117

＼

A

SKl12

Ｅ

ミ

０
「

A

SK lll

第■努 上坑上層解説

1 褐   色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

4 褐   色 ローム粒子微量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子少量

9 明 褐 色 ローム粒子中量

10 明 褐 色 ローム粒子少量

■ 褐   色 ローム粒子少量

12 櫓   色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

13 明 褐 色 コーム粒子多量

14 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

15 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

ユ

＼

B

¬

第■8。 1知号上坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子微置 焼土粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子中量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少畳

6 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量

8 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子多量

10 暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子微量

H 褐   色 ローム粒子中量

12 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

0            2m
|

S帥 司
第113■■r― 解説

A

Ｅ
Ｏ
ＮＯ
Ｉ冽刊―

く
|

1 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

4 明 褐 色 ローム粒子極めて多量

5 明 褐 色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子中量

SKl18・ 120

第31図 第 106・ 110。 11卜 112・ 113・ 117・ 118・ 120号 土坑
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SK130・ 133

第1“号土坑圭層解説

B

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

01

Ｅ
Ｃ
００
１割
「
Ｉ

41

B

/

司監 is

A 300m

SK 141・ 145

第MI号土坑土層解説

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

黒 掲 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

第l″号土坑土層解説

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

7 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子微量

9 黒 褐 色 ローム粒子極めて微量 炭化粒

子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

■ 褐   色 ローム粒子多量

12 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

13 異 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

14 褐   色 ローム粒子多量

15 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

16 黒 褐 色 ローム粒子極めて微量 炭化粒

子少量

17 黒 褐 色 ローム粒子少量

第lお号土坑土層解説

黒 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

褐   色 ローム小プロック少量 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子微量

炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム小ノロック少量 焼土粒子少量

角 艶 認 唾

6 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

7 暗 褐 色 ローム小プロック微量 ローム粒子中量

0               2m

A .20m

A 3● 4m

SK 172

W

歩
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冽刊
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く
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B

SK

第1田号土坑土屈解説

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

SK 176

第32図 第 1300132・ 133・ 14卜 145・ 朽9・ 172・ 176号土坑
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S K153・ 185

第185・I」― 解説

A 3,4耐

∞
|

A

暗 褐 色 ローム粒f/Jヽ プロック少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

A   /

ml 口
|

A 39,Om

式

F鍵ヒー乃井~

0               2m

SK 192 /

K193

蜘
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   「

SK 197

第197号土坑止届解説

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少童

暗 褐 色 コーム粒子中量

褐   色 ローム粒子少量

暴 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量    >
暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 コーム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

SK 194

第33図 第 158・ 185。 186・ 19卜 193・ 1940197・ 423・ 431号土坑
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SK 210

勲 1∝選功吐漏解醜

V

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土小ブロック少量 炭化粒子少量

暗 赤 褐 色 ローム粒砂 量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 ローム粒子中量 焼■/Jヽ プロック少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭伯物少量

5 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック少量 炭化物中量

7 褐   色 ローム粒子多量

A .2.em

SK2o4
第孵

"解
説

＼

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少遺

褐   色 コーム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 炭化粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子多量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子中量
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⑭

第知 1号詢 性 層蹴

1 褐   色 ローム粒子中量 焼土小ブロック少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子極めて多量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒予極めて多量

A

A324m

∞
|

0              2m

第34図 第204・ 210・ 21卜 218号土坑
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1 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 褐   色 ローム小プロッ

ク少量 ローム

粒子少量

6 晴 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子多量

10 黒 褐 色 ローム粒子少量

炭化物中量

11 褐   色 ローム粒子多量

12 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

13 褐   色 ローム粒子多量

A

SK 226      
く

|

第2お号土坑土層解説

1 褐   色 ローム小プロック少量

2 暗 褐 色 ローム小プロック少量

炭化粒子少量

A

A

A

SK 224

A

SK 229

322碍土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子極めて多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子極めて多量

＼ ① l
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文

時

代

SK

第221号土坑土層解説

褐   色 ローム粒子極めて炭化

暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子多量

8 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子多量

① l

①
l

3224・ H■F― B鶴
1 褐   色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量

炭化粒子中量

4 黒 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量口
|

く
|

A

硝
|

ml

A 第2お号土坑土届解説

黒 褐

暗 褐

褐

黒 褐

黒 褐

黒 褐

色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

0              2m
SK 228

第35図 第22卜 223・ 224・ 225。 226・ 228・ 229号土坑
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A

第2調号土坑土層解説

黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 コーム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

働
|

423羽説却兜土層織

1 暗 褐 色 ローム小ブロック微量

炭化粒子少量

す４
SK

|>

SK 246 A・ B

B

/

ml

第2“骨上坑土層解説

I 暴 褐 色 ローム小アロック中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 褐   色 ローム粒子中量
―

第241号土坑止層解蔑

暗 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼上粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 4/」 プヽロック少量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

3248A号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

第38図 第230・ 234・ 24卜 242・ 248A・ B・ 248A号土坑
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勲 6場削 聯 醜

1 暗 掲 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ粒子少量

3 褐   色 ローム粒争睡めて多量

勲 64号増 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量 擁土粒子少量

炭化粒子少量

C
―――       C

Ｅ
ｅ
。
。
１

劇

刊

色

色

色

　

色
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褐
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黒

暗

暗

　

褐

褐

暗

褐

―S K 257B・ 293・294・ 299・ 308・314

4308号土け』�巨帥醜

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

ローム粒子少量 炭化粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

ローム粒子睡めて多量

ローム粒子多量

ローム粒子中量 焼土粒子少量

ローム粒子極めて多量

第25鍔土坑土層解説

暗 褐 色 ローム小プロック少量 ローム粒子中量 砂少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 砂少量

暗 褐 色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子極めて多量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

11 暗 褐 色 ローム粒子中量

12 褐   色 ローム粒子極めて多量

S K258・ 259

第37図 第257B・ 258・ 259・ 263・ 264・ 293・ 294・ 299・ 308・ 314号土坑

ソ
＼  S K293
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穀 67号土坑土層解説

黒 褐 色 ローム小プロック中量 焼土粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

5 暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土小プロック少量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

暗 褐 色 ローム粒子多量

A

第269。 273号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量 炭化物少量

2 褐   色 ローム粒子多量 炭化物少量

3 褐   色 ローム粒子中量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量

S K269・ 273・ 277

8 褐   色 ローム粒争極めて多量

9 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

炭化粒子少置

10 暗 褐 色 ローム粒子中量

n 褐   色 ローム粒子多量

第2771-解 税

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 ローム

粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子極めて多量

ミ  |

歩  ヽ

A_330n

第26碍土坑」唇解説

A 330m

暗 褐 色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒手極めて多量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量

S K 271

01

く

く '

01

第271号土坑土層解競

1 暗 褐 色 ローム粒子中遺

焼上粒子少重

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

焼土粒子中量

炭化粒子中量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

8

o              2m

S K 273

◎

SK277

∞  ◎

第38図 第287・ 268・ 289・ 271・ 273・ 277号土坑
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4274・ B・J― 触

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少曇

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量

S、
′

A

S K 279

第2カ号土航土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼と小プロック少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量

く
|

SK 284

S K 283

①

雑 蛸 翻

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

3 褐   色 口■ム粒子極めて多量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 暗 褐 色 ローム粒子多量

/①
l

4291号増 解駐

1 暗 褐 色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

焼土粒子少量

3 褐   色 ローム粒子極め

て多量

4 暗 褐 色 ローム粒子多量

炭化粒子少量

に

＝

Ｈ

旧

Ｎ

が

，
く

B

/
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S K291
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B    イ

(

＼
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く
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8      tキ

9295。 303号土坑と層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量

焼上粒子少量

2 暗 褐 色 ローム小プロッ

ク多量

3 暗 褐 色 ローム粒子多遺

塗 褐   色 ローム粒子多量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子極め

て多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量

o               2m

C

―第39図 第 274・ 279・ 283・ 284・ 29卜 295・ 383号土坑
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⑥  SK283

◎

S K279
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1 暗 褐 色 ローム粒子中量

焼土粒子少量

炭化物少量

2 褐   色 ローム粒子極め

て多遺

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化物少量

4 褐   色 ローム粒子極め

て多量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子多量

炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子極め

て多量 焼止粒

子少量

8 褐   色 ローム粒子多量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量

縄
文
時
代

A
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|

ε
Ｏミ
９
１冽判
１

＼

止蜘n 引     _∞ |

S K296く正三三
===正

三玉茎茅=ヽ三
===ラ

夢/洋
~~

329皓
"織

A

1 縛   色 ローム粒子多量

2 褐   色 ローム粒子極めて多量

3 褐   色 ローム粒子多量

B

A ..。 m

SK313

SK 318

鶏 1号

"触1 灰 褐 色 ローム粒子少量

2 褐   色 ローム粒子少量

3 褐   色 コーム粒子多量

周 曲 子微量

4 灰 褐 色 ローム粒子中量

5 灰 褐 色 ローム粒子少量

6 黒 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子中量

9 灰 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子極め

て多量

■ 嗜 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

12 褐   色 ローム粒子少量

B

く
|

Ｅ
Ｏ．Ｎ
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‐冽判
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SK

A.。
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暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少畳

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

6 褐   色 ローム粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子多量

第笠ユ号増 翻

暗 褐 色 ローム粒子中量 4/Jヽ プロック少量 炭化物少量
暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子極めて多量

暗 褐 色 ローム粒子中量

第322・ 323号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量

2 褐   色 ローム粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量
5 褐   色 コーム中プロック微量 ローム粒子少量

6 褐   色 ローム粒子少量

7 褐   色 ローム小プロック少量

8褐   色 ローム大プロック少畳

9 褐   色 ローム小プロック少量

10 暗 褐 色 ローム中プロック微量

0              2m

B

二          _

第40図 第298・ 313・ 318・ 320032卜 322・ 323号 土坑

SK 321・ 322・ 323

■

SK 322

H悟お18

SK 323
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第 2碍中

43259kFnE翻
黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中遺 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

嗜 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム中プロック少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム中ブロック少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒争臣めて多量

第327号土坑土属解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 褐   色 ローム粒子極め

て多量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子多量

炭化粒子微量

色 コーム粒子中量

炭化粒子微量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子極め

て多量

/
褐

褐

　

褐

身
>

褐

褐

Ｅ
Ｏ．Ｎ０
１悧判
Ｉ

C

SK 327 339

第3399■F― 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

SK 330

第41図 第325・ 328・ 327・ 329・ 330・ 339号土坑
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A 330m

SK 328・ 331・ 332・ 333

432碍土坑J騒解醜

1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子少量

4 黒 褐 色 コーム粒子少量

炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子微量

6 褐   色 ローム粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子中量

A

4331号 土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子

少量 炭化粒子少量
2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子

少量

3 褐   色 ローム小プロック少量 焼

土粒子少量 炭化粒子少量
4 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子

少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子

少量 炭化粒子少量
6 褐   色 ローム粒子少量 焼土小ノ

ロック少量 炭化粒子少量
7 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子

少量 炭化粒子

"童8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子

少量

9 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子

少量 炭化粒子少量

e/

433鍔削 唇醐

1 黒 褐 色 コーム粒子中量 EEL
粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ

粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土

粒子少量 炭化粒子少

量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土

粒子少量 炭化粒子微  7 褐

量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子多量 焼土

粒子少量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土

粒子少量

10 褐   色 ローム粒子極めて多量

43調号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

炭化粒子焼土

4 暗 褐 色 ローム粒子中量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 少量粒子焼上

炭化粒子少量

色 ローム粒子多量

B

Ｅ
一
Ａ

一

A'

日'

ざ

43弱号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼

■/」 プヽロック少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼

土粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼

土粒子少量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子中量 焼

↓」ヽプロック少量

員化物少量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子中量

0              2m

Ｂ

一

Ａ

一
~~ 4褐

5褐

6 褐

7褐

SK 334

第3341-解 説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量

炭化物少量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 褐   色 ローム粒子極めて多量

4 褐   色 ローム粒子極めて多量

第42図  第 32803310332・ 333・ 334・ 335号土坑
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SK346

暗 褐 色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化蔵子少量

暗 褐 色 ローム小ブロック中量 焼土粒子中量

SK 347

＼

第

“

7号

"解
説

1 暗 褐 色 ローム粒子中遺

2 褐   色 ローム粒子多量

SK 359

4359・■■F― 角硯

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子微量

0               2m

B

A

B

B

A a3.On

SK 357

第43図 第337・ 34Ⅲ 347・ 356・ 358・ 359号土坑

SK 3S8

435優赳功趾壻解説

1 褐   色 ローム粒子少量 おヽプロック粒子多量

2 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子

少量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

43371-解 説

1 暗 褐 色 ローム粒子多量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土大プロック

少量 炭化物少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

8 褐   色 ローム粒子極めて多量

9 褐   色 ローム粒子中量

10暗 赤 褐 色 焼土粒子極めて多量

■ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子多量

炭化粒子中量

12 褐   色 ローム粒子歩量 焼土粒子少量

炭化物中量

13 赤 褐 色 焼土粒子極めて多量

14 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

15 褐   色 ローム粒子多量

16 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

17暗 赤 褐 色 焼土粒子多量

18 褐   色 ローム粒子中量 焼土大プロック

少量 炭化物少量

止

A

ーSK 356
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第361号土坑土層解説

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量

熟 6号蛸 釉

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量
2 褐   色 ローム粒子多量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 n■ /」 プヽロック少量
4 褐   色 ローム粒子多量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量
6 褐   色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子多量
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SK383

鶏 6嗚蜘

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

6 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量

焼土粒子中量

炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子多量

炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子多量

10 褐   色 ローム粒子中量

11 褐   色 ローム粒子極め

て多量 焼土粒

子少量

12 褐   色 ローム粒子多量

焼土粒子少量

13 褐   色 ローム粒子極め

て多量

①

／

A

A 93.Om

SK 366

第44図 第38卜 382・ 383・ 364・ 386・ 387号 土坑
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SK 403

84叫前 妍 翻

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中遺 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 掟化粒子少量

褐   色 ローム小プロック少量

歩

A 
。。4m

炭化粒子少量 SK 407

ド
〓

／

／

′Ｉ
Ａ
賜
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Ｅ
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１冽判
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第407号土坑土層解説

B

01

J

9

10

A

第412・ 418号土航土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子少量

4 褐   色 ローム粒子少量

5 明 褐 色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 災化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

0              2い

A

S K408

A

SK 408・ 409・ 410

34∝号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

01

―

LI

|

引 上

D

Ш
I

B
A 一~~

計
患

第4∞号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒争腫めて多量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 炭化物中量

5 褐   色 ローム小プロック多量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子多量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子極めて多量

9 暗 褐 色 ローム粒子多量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 褐   色 ローム粒子多量

第45図 第403・ 407・ 408・ 409・ 410・ 412・ 418号土坑

駅∴Γ¬uβ― u「

,

SK 4o4

1 暗 褐 色 ローム泣子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子少量

4 明 褐 色 ローム粒子多量
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S K427

4427号土坑土層解説

Ｅ
ｔ
００
１コ判
Ｉ

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少4
褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

34剖号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量

4 黒 褐 色 ローム粒子欲量 炭化粒子少量

5 明 赤 褐 色 焼土粒子多量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量

SK 430,438・ 439・ 441

9 褐   色 ローム粒子多量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 褐   色 ローム粒子中量

12 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

13 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

14 褐   色 ローム粒子中量

15 褐   色 ローム粒子多量

口

|

B4228-解 説

1 褐   色 ローム小プロック少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

細 ll・E― 職

1 褐   色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子中量

/

0              2m
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SK421

3421号土坑止層解脱

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

旧

伸

「

嗣

【

一

フ

一

一

Ｃ一　智
C

SK

S K441

電
|

第46図 第41卜 414・ 42卜 422・ 427・ 430・ 438・ 439・ 441号土坑
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S K 434・ 486

B43“魅枡吐月曙磁

1 褐   色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

④
l

ml

翻 。4459-翻
1 暗 褐 色 ローム粒子中量

ユ

縄
文

時

代

2褐

3 褐

炭化粒子少量

色 ローム粒子中量

焼土粒子少量

色 ローム粒子多量

焼止粒子少量

色 コーム粒子多量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子極め

て多量

色 コーム粒子多量

色 ローム粒子多量

SK“s

} 褐

褐

褐

　

褐

褐

ml

A

A3●
2m

第4蒟号土坑土層解観

1 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少壇

炭化粒子少量

色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

色 ローム粒子少量

色 ローム粒子少量

第47図 第434・ 486・ 4440445・ 449・ 455A・ B・ 461・ 467・ 472号土坑

/

S K444・ 445

|
①

l

翔 碍 当 性 副 戦

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

10 褐   色 ローム小プロック少量 ローム

粒子中量

11 褐   色 ローム粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

13 褐   色 ローム粒子少量

±0● 2 /

①
l

ノ
一

～

く
|

A

4461。 467号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

2 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 明 褐 色 ローム粒子極めて多量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

0               2m

褐

褐

褐

S K467

SK 472
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SK468・ 469

8468・ 469号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 嗜 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子多量

A332m

SK47

A

第473・ 47鳴土生 断 腑 脱

1 黒 褐 色 ローム粒子微量 焼止粒子少量 炭化

粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム中ブロック微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

6 褐   色 ローム粒子多量
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44“号土坑と層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

2 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3487号 土坑土層解説

S K477・ 481・ 482・ 483'486・ 487,497

第481号土坑土層解説

44乾号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少

量

2 褐   色 ローム粒子微量 焼と小プロック少量

3 暗 褐 色 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

5 褐   色 焼土粒子微量 炭化粒子微量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 累 褐 色 ローム小プロック少遺  炭化粒子少量

9 褐   色 ローム小プロック少量

10 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

■ 暗 褐 色 ローム粒子少量

o               2m

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量   1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子

3 褐   色 ローム粒子

4 褐   色 ローム小プロック少量

第48図 第488・ 489・ 473・ 474・ 475・ 477・ 481・ 482・ 483・ 486・ 487・ 497号土坑

/

SK 482
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A

S K 478

第478・I― E解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム小プロック微量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量

n 褐   色 ローム粒子中量

12 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

13 褐   色 ローム粒子中量

/

ヽ

ヽ

A

S K s07

第開7号土坑土層解脱

ml

く
|

/

349碍
"船暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

第5Ю号土坑止層解説

1 暗 褐 色 コーム小プロック中量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ

粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化

粒子少量

4 暗 褐 色 ローム小プロック少量

炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量

第511号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 褐   色 ローム粒子少量

3 褐   色 ローム粒子少量

0               2m

t

●
/ ml

嗅

A

A

S K 511

S K soo

ち
卜
ＰA

暗 褐 色 ローム小ノロック少量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

黒 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 褐   色 ローム粒子臣めて多量
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第49図 第478・ 499・ 506・ 507・ 510・ 511号土坑
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SK 517
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第5ν号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

A

SK518

85221■FnE解 説

1 明 褐 色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子

中量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

炭化物中量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子多量

第51碍土坑土層解説

1 暗 褐 色 コーム粒子少量 焼土粒子少

量 炭化粒子中量

2 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土

粒子少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム小プロック少畳 炭化

粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量

∞
| ml

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子中量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量    A_33● m
4 暗 褐 色 ローム小プロック中量 炭化粒子

少量

5 褐   色  ローム小 プロック中量 炭化粒子

腿

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子 SK523
少量

8 褐   色 コーム粒子多量 炭化粒子少量

S K 522

イ  ぐ昼働 Tξ 椴 ム粒ヨニ中量 焼上粒子少量

A   /
―   |

キ

＼

＼
45お号土坑土層解説

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム小ノロック少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 暗 赤 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子中量 炭化粒子中量

0              2m

第50図  第 512・ 517・ 518・ 522・ 523・ 524号土坑
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第田0(SD-41)号 土坑土層解醜

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 砂少量

黒 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量 砂中量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量

11 褐   色 ローム粒子多量

12 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

13 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少遺 炭化粒子少量

14 褐   色 ローム粒子中量 炭化物少量

15 暗 褐 色 ローム小プロック中量

16 褐   色 ローム粒子多量

17 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化物少量

一司

/

A 332m

Ｅ

守

０
０
封

劇

―

＼

SK 530

④
l

Ｅ
“．００
１冽刊
Ｉ

SKS2Sitヽ ―____,一″J「

~~

B52碍鋤 性 前 硼

I明 赤 褐 色 ローム粒子傲量 焼上粒子

中量 炭化粒子少量

2暗 赤 褐 色 ローム粒子徴量 焼■uf‐

中量 炭化物少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子

少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子

少量

5 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子

夕量

色 ローム粒子多量

歩

第

“

2号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止

粒子中量 炭化粒子少

量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土

粒子少量 炭化粒子中

量

3 褐   色 ローム小プロック少量

炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土

粒子中量 炭化粒子焼

土

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化

粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化

物少量

9 皓 褐 色 ローム粒子微量 焼土

粒子少量 炭化粒子少

量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化

物少量

11 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化

粒子少量
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暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物夕量

褐   色 ローム粒子少量

暴 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子中遺 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量 焼上粒子少量

炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム小プロック少量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

n 褐   色 ローム粒子中量

12 褐   色 ローム粒子中量

13 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

第536・ B・」 ― 解脱

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量 炭化物少量

3 褐   色 ローム粒子多量 炭イヒ粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

5 褐

炭化粒子少量

色 ローム粒子中量 焼止粒子少量

炭化粒子少量

色 ローム粒子少量 炭化物少量

色 ローム粒子多量
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第51図 第325・ 530・ 532・ 532・ 535・ 536号土坑

-94-

SK 535・ 536



縄
文
時
代

く

/

I

ヽ

A 984m

SK 541

り/

―望L-330m              
一

B

SK

＼

ml

下
S K 531

翔 7・I■-88t
l 黒 褐 色 ローム小プロック微量 炭化物少量
2 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量
3 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量
4 暴 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量
5 暗 褐 色 ローム小プロック中量 炭化粒子少量
6 褐   色 ローム粒子中量

7 暗 褐 色 ローム粒子多量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 褐   色 ローム粒子多量

辮 増 触

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少担

3 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子極めて多量

5 暴 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

8 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

9 明 褐 色 ローム粒子中量  ′

10 褐   色 ローム粒子多量

11 暴 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

12 褐   色 ローム粒子少量

13 暗 褐 色 ローム粒子中量 弾  炭化粒子少量
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SK 542

45425-8EB
l 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化物中量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量
5 褐   色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子多量

3 暗 褐 色 ローム粒子微置 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 褐   色 ローム小プロック中量

12 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量
13 褐   色 ローム粒子中量

H 暗 褐 色 ローム粒子少量

15 褐   色 ローム粒子多量

16 暗 褐 色 ローム粒子中量

17 褐   色 ローム粒子中量

18 暗 褐 色 ローム粒子中量

A

い
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A 33やm         
―

SK

細 碍 増 翻

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量

∞
|

炭化粒子少量

引
「＼」

第52図 第53卜 541・ 542・ 544・ 547・ 548号土坑
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A

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 コーム粒子中量

暗 褐 色 ローム小プロック中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 コーム粒子中量

9 褐   色 ローム粒子多量

10 褐   色 ローム粒予極めて多量

11 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量 炭化物少量

12 褐   色 ローム粒子多量

13 褐   色 ローム粒子多量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

第5鍋号土坑土層解助

1 褐   色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 褐   色 コーム粒子多量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

第∞鍔

"解
説

暗 褐 色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム小プロック中量 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

黒 褐 色 EEL粒子少童 炭化粒子少量

黒 褐 色 コーム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

第53図 第382A・ B・ 563・ 598・ 598・ 6000801・ 603号 上坑
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黒 褐 色 ローム粒子中量

黒 褐 色 ローム粒子中量 長化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 コーム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

6 褐   色 コーム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 褐   色 ローム粒子極めて多量
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1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 炭化物少量

6 褐   色 ローム小プロック少量

7 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量

11 褐   色 ローム粒子極めて多量

12 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量 骨片少量

13 褐   色 ローム粒子多量

14 暗 褐 色 ローム粒子多量

A

A

SK575'576
SK 380

_く |

SK 534A・ B・ 589

第54図 第56牛 585・ 575・ 580・ 576・ 584A・ B・ 589号 土坑

第575。 5761-翻
暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

8 黒 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

9 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

11 黒 褐 色 ローム粒子微≧ 炭化粒子少量

45印号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

0             2m
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1 暗 褐 色 ローム粒子中量 n/Jヽアロック少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子多量

5 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

A.2.em WI

A

LI

4641号中

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

熱 77・B・― Ep■
1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼と小プロック少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム中プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

ｍ

／

Ａ
一

SK 577・ 586・ 587・ 633・641

A

ml

A 320m

45∞号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

SK 585

第55図 第 577・ 585・ 386・ 587・ 590・ 59卜 633・ 641号土坑

ml
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o              2m

D

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量

4 褐   色 ローム粒子中量

-98-
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1 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土小プロック中量

2 晴 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

3暗 赤 褐 色 焼土大プロック多量

4 暗 褐 色 ローム粒子焼土 焼土粒子小プロック

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中遺 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子少量

8 褐   色 ローム粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量

10 褐   色 ローム小プロック少量

ユI 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

13 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

縄
文
時
代

妊静触

A

SK 592
第5弱号土統土層解説

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 コーム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子中量

第599A号 土坑土層解説

暗 褐 色 コーム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 コーム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

9 暗 褐 色 口‐ム小アロック

少量 炭化粒子少

量
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86盟号土坑土層解説

SK 622・ 624

黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子中量 焼と小ノロック少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土小プロック少量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子極めて多量

SK 607
9 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 庚化粒子少量

第56図 第592・ 595・ 599A・ 804・ 607・ 822・ 824号土坑

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

明 褐 色 ローム粒子多量

0              2:il
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SK 605A・ B・ 606・ 628

第605A・ 6069-解 説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼止小プロック少量 炭イヒ物少量

2 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

3 暴 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量 炭化粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子中量 粘土少量

6 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量

8 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少量

n 暗 褐 色 ローム粒子中量

12 暗 褐 色 ローム粒子中量

13 褐   色 ローム粒子極めて多量

14 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

15 黒 褐 色 ローム粒子少量 粘土中量

E

D

4605B号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム小ノロック多量 炭化物少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化物少量

4 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土小プロック少量 炭化物少量

5 黒 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム小プロック少量 炭化物少量

く
|

16 褐   色 ローム粒子多量 焼上粒子少量 炭化物少量

17 褐   色 ローム粒子極めて多量

18 褐   色 ローム粒子多量

19 暗 褐 色 ローム粒子中量

20 褐   色 ローム粒子極めて多量

21 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭摺物少量

22 暗 褐 色 ローム中プロック中量 ローム粒子中量

23 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子レ雲

24 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

25 暗 褐 色 ローム粒子中量

26 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

27 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

28 褐   色 ローム粒子多量

29 褐   色 ローム粒子多量

30 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ物少量

31 褐   色 ローム粒子中量

46081■F― 解説

く
|

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子少量

7 明 褐 色 ローム粒子多量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

9 明 褐 色 コーム粒子多量

10 暗 褐 色 コーム小ブロック少量

■ 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ粒子少量

12 明 褐 色 ローム粒子多量

13 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

14 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

15 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

16 明 褐 色 ローム粒子多量

B

c‐
~屯√

A

SK∞ 8・613・ 632

第57図 第 60S A・ B・ 606・ 808・ 812・ 813・ 828・ 632号土坑
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1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 明 褐 色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

明 褐 色 ローム粒子多量

46219■
― 解説

1 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量

第6298・ 630号土航土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭北粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止泣子少量 炭化泣子少量

5 暗 褐 色 ローム中プロック中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

m 褐   色 ローム粒子煙めて多量

12 暗 掲 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化蔵子少量

13 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

14 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

15 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

16 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化泣子少量

17 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

18 褐   色 ローム粒子多量

19 褐   色 ローム粒子多量

20 暗 褐 色 ローム粒子中量

21 褐   色 ローム粒子多量

SK 610・ 620.621
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第 191■F― 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少量  sK 625
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SK 629A・ 629B・ 630631

第58図 第 810・ 6190820・ 82卜 825・ 823・ 629A・ B・ 630・ 631号土坑

「
0               2m

く‐

④

-101-



第6餡号姉 解説
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86鍋号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量

第鶴7号土坑土層解職

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

2 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子多量 炭Tmf少 量

3 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子多量 炭化泣子少量

4 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

5 明 褐 色 ローム粒子中量

6 明 褐 色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 暗 褐 色 ローム小プロック中量 ローム粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子極めて多量

■ 暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム中プロック中量
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SK 634・ 636・ 637

C

す

7 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼と」ヽ

プロック少量 炭化泣子少量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 褐   色 ローム粒子極めて多量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

11 褐   色 ローム粒子多量

12 褐   色 ローム粒子多量

13 暗 褐 色 ローム小プロッタ少置 焼■/Jヽ

プロック少遺

14 褐   色 ローム大プロック中量

第59図 第632・ 834・ 886・ 637・ 640。 851号土坑
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86佃号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

炭化粒子微量

4 晴 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

Ol

第651号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 粘土少量

3 褐   色 ローム小プロック中量 ローム粒子多量
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4639A号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物中量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 褐   色 ローム粒子極めて多量

第639B・ C・I― 解説

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒

子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック少量 炭化粒

子少量

3 褐   色 ローム小ブロック少量 焼土粒子少量 炭化粒

子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

6 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子徴量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム小プロック少量 焼■/Jヽ プロック少量

炭化粒子少量

9 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム小ノロック少量 焼土粒子少量

11 褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化物

少量

12 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

13 褐   色 ローム粒子中量

14 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒

子少量

15 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量
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1 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量
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SK 64S

E64B■F― n職
1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量 炭化物少量

4 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

5 褐   色 ローム中プロック中量

6 暗 褐 色 ローム小プロック中量

7 暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子中量 炭化物少量

8 褐   色 ローム粒子極めて多量

9 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量 粘上少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量
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4648・8-EIW
i 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化物少量

2 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量 媒イヒ物少量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 褐   色 ローム粒子極めて多量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量
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SK 659・ 661

第659。 661号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 明 褐 色 ローム粒子多量

4 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

7 褐   色 ローム小プロック少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

11 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

13 明 褐 色 ローム粒子多量

14 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

15 褐   色 ローム粒子中量

16 褐   色 ローム大プロック少量 ローム泣子少量

17 褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

18 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

19 褐   色 ローム粒子中量

20 褐   色 ローム粒子多量

21 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

22 褐   色 ローム粒子中量

23 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

24 褐   色 ローム粒子中量

25 褐   色 ローム粒子多量
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S K 664

86団号土坑土層解説

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック微量 焼土粒子小プロック 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量
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第61図 第648・ 650・ 859・ 66卜 684号土坑
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第662A号土坑土層解説

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

6 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 浪イヒ粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭イヒ粒子少量

10 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

■ 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

12 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

第6硝号土坑土層解離

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム小ノロック微量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

7 黒 褐 色 ローム粒f‐M 炭化粒子少量

4665・ 672号土坑止層解説

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

明 褐 色 ローム粒子多量
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5 黒 褐 色 ローム小ブロック微量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 明 褐 色 ローム小プロック少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 明 褐 色 ローム粒子多量

11 褐   色 ローム粒子中量

12 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

13 褐   色 ローム粒子中量

14 褐   色 ローム粒子中量

15 褐   色 ローム粒子少量 戌化粒子少量

16 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

17 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物微量

18 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

19 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒つ 壇

第

“

碍 土坑」彊解駐

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 災化粒子微量

3 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

8 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

0              2m

上存 争

SK662 A・ 662B・ 663

A 390m

B

SK 660.665・672

第62図 第 660・ 882A・ B・ 863・ 885・ 872号土坑
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A

4667・ 9■― 翻

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子夕量

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒撫

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

B

t

∀
鷺

|

Ｂ

一　
Ａ

一

V

ｔ
Ｏ．ＯＰ
引
剣
Ｉ

第67伊ヨ」究上層翻

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム小プロック微量 焼土粒子小プロック 炭化泣子少量

晴 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム小プロック中量 焼土粒子少量 反化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子微量

第63図 第 687・ 6680869・ 87卜 876・ 877号土坑

SK 677

4677■■F― 触

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 p■ /」、プロック少量 炭化粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子微量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

4 黒 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 コーム粒子少量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

8 黒 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子微量 炭化粒子少量

10 明 褐 色 ハー ドローム

0              2m

Ｅ

Ｏ
Ｓ

０

１

劇

― A33.Om

01

郷 71号」 赴 励 軸

1 褐   色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

劇 随 子微量

SK668:669

第668■■
―

解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 掲 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量

炭化粒子少量

5 明 褐 色 ローム粒子多量

6 明 褐 色 ローム粒子多量

7 黒 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子微量

炭化粒子少量

A.。
す。m

第

“

91■FnE辮 脱

1 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

脚 ヒ粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量

炭化粒子微量

SK 669

SK 668

S1143/

B
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S K682・ 726

第6乾号土坑土層解職

暗 褐 色 ローム小プロック中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

第64図 第G75・ 678・ 880・ 682・ 886・ 687・ 726号 土坑

B

S K675

縄
文
時
代

く

S K680

く

A

イ
+3■ 3

O/

B

01

第6鮒号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量
2 暗 褐 色 ローム粒子少重 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量
4 暗 褐 色 ローム小プロック微量 焼と」ヽプロック少量 炭化粒子少量
5 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量
6 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子微量 炭化粒子少量
7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量
8 暗 褐 色 ローム粒子少量 弾

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子徴量 炭化粒子少量
10 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子少量 炭化粒子少量
11 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック少量 炭化粒子少量

第687・I」― 解税

暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック・焼■/Jヽ プロック少量

褐   色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム小プロック微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

褐   色 コーム粒子中量 炭化粒子微量

S K 678

第σ碍 土統土居解醜

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量

SK687

0              2m
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SK683
イヽ~´

/
第684・I」― 解説

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子多量 焼止粒子微量 炭化粒子少量

暗 掲 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量 、

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

0               2m

8

9

10

B

>

A 33.Om

46鵠号土坑土層解説

黒 褐 色 ローム小ブロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子中量

黒 褐 色 ローム小プロック焼上 焼土粒子少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

10 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

11 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭TLu子少量

13 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

第6“号土坑土層解説

I 暗 褐 色 コーム小ブロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

7 褐   色 コーム粒子中量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

9 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子微畳

10 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量●
/

SK 883・ 684・ 685

B

A 32.Bm

SK 888

第68碍土娩」騒解説

1 黒 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子少量

10 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

11 褐   色 ローム小ブロック少量

第65図 第883・ 884・ 885・ 888・ 889号土坑
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SK 691・ 701
8691号 上坑土層解説

1 黒 褐 色 コーム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止小ブロック少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

6 晴 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

8 褐   色 ローム粒子中量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量

11 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

12 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

13 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

14 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

15 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

16 褐   色 ローム粒子中量

17 褐   色 ローム粒子多量

SK 692・ 698
第6ν号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 褐   色 ローム粒子少量 焼上粒子少量

3 褐   色 ローム粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

第693・E■Fd解 説

1 暗 褐 色 ローム粒f/Jヽプロック少量 焼

土粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子徴量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒

子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子中量
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A。3om

A

C

鯉
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A 3a On
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SK 696

A 300m

3 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量   SK 703
4 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

6 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

第88図 第89卜 692・ 693・ 695A・ B・ 898・ 702・ 703号土坑

「

た

A 32 Bm

翻 場 鋤 性 励 醐

1 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼■粒子少量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量

炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 褐   色 ローム粒子多量

0               2111
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第6"号土坑土層解説

暗 褐 色 コーム粒子中量 焼土小プロック少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム小プロッタ少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 褐   色 コーム粒子中量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子微重

8 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量

/⑭ l

ml

370曙坤 織

暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック中量 焼Etu子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

A

S K 698・ 715

370碍鋤 性 励 鶴

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム小プロック中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量

第87図 第698・ 899・ 700・ 704・ 706・ 7100715号 土坑

01
口

|

C

知 041■
―

翻

1暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

第7Ю号土坑土層解説

1黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少畳

2嗜 褐 色 ローム粒子中量 周 ヒ粒子少量
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S K704・ 706・ 710

SK 698
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効 伊号土坑土層解説

＼

A 330n

S K708
87081-翻
1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子夕量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子少量

3 褐   色 コーム粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量
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SK 711

|

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子中量 焼止粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 コーム粒子多量

＼ /ヽ
ヽ

，

01

|

S K709

第7叫 凱 上層翻

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

玉キ

―
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t〉

二

~ml

炭化物少量

炭化粒子少量

B

B

SK・ 712・ 713・ 714・ 732

知 lG■-8.Bt
l 褐   色 ローム粒子少量

焼土粒子少量

炭化粒子微量

2 褐   色 ローム粒子少量

焼土粒子微量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量

焼土粒子微量

炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

焼土粒子微量

炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

第7η号土坑と層解説

1 褐   色 コーム粒子多量

2 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子徴量
3 褐   色 ローム粒子中量 挽土粒子少量

4 暴 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量
5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子極めて多量

7 暗 褐 色 ローム粒子多量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少雪

細 号 」 性 励 職

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

2 暴 掲 色 ローム小ノロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼上粒子少重 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム小プロック少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

0               2m
1      4

S K 7t

第68図 第 707・ 708・ 709・ 71卜 712・ 7130716・ 732号土坑
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暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子多量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭イg物微量

/

く
|

B

S K70S'731

S K 714・ 739

く
|

＼

∞
|

A

S K717

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

m 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

期 17号土坑土層解説

黒 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭Thf少 量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化泣子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

∞
|

A_332m       十~

B~~キ さζ:ι
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C

く

A

知 18・■■
― 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 コーム粒子中量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 褐   色 ローム粒子極めて多量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

第727号土坑上層解説

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼Ir_t子少量 炭イヒ粒子少量

褐   色 ローム小プロック少量

褐   色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム小ブロック微量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

0               2m

第89図 第7850714・ 717・ 718・ 727・ 73卜 739号 土坑

S K 731

S K 739

S K 714
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SK719・ 720,734・ 737・ 738・743

第734・ 737号

"解
説

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少畳 焼土粒子少量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

11 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化蔵子少量

12 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

13 褐   色 コーム粒子少量 炭化粒子少量

14 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

15 褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

16 褐   色 ローム粒子中量

l④

01 Ш
I

悪糧雹E=会ぶ究影筵勧慈琢曇
財ヒ紆処T憲

土
撃 ム粒砂量焼述子鯉括屠彊EE章錘琢曇露と解筵

葱信電:=鑓軍,畳 解 欽畳留鍵軍欽畳  2暗 褐色晉生桜轟筆チ量焼土粒子少量驚想褐自E章経軍寡量脚ヒ粒子少量

第■ 9。 720号

"織1 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少塁

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

6 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子微量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

n 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

0               2m

3褐  色 晉と接系歩舌ック少量 焼土粒
お 暗 褐 色 ローム粒子少量 丼 ヒ新 腿

子微量 炭化粒子微量

4 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒

子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量

炭化粒子微量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量

角 随 子少量

7 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

劇 曲 子微量

＼

A

く|＼
S K 728A・ B

472碍J性 跡 職

A992n

1 黒 褐 色 ロームオヽプロック少二量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム小プロック少量

3 暗 褐 色 ローム小プロック少壇  焼土粒子少量 炭化物少量

4 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化物微量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

第70図 第719・ 7200728A・ B・ 729・ 734・ 737・ 738・ 743・ 794号 土坑

SK 729・ 794
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5721号 土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量

2 晴 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

10 褐   色 ローム粒子中量

11 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

13 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

14 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

15 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物微量

16 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

17 褐   色 ローム粒子中量

/18 褐   色 ローム粒子中量

19 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

20 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

21 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

22 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

23 明 褐 色 ローム粒子多量

第80∝選功■月解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子微量

5 黒 褐 色 ローム粒子微量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量
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第7調号土坑と層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 黒 褐 色 コーム粒子少量 炭化粒子少量

＼

A33.Om

SK730

873碍増 翻

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子極めて多量

10 褐   色 ローム粒子多量

11 褐   色 ローム粒子極めて多量

12 褐   色 ローム粒子中量

13 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

14 褐   色 ローム粒子極めて多量
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第7%号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子極めて多量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子多量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

H 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

12 褐   色 ローム粒子多量

13 褐   色 ローム粒子中量
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第72図 第 724・ 730・ 733・ 735A・ B号上坑
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翔 4碍」 性 島 硼

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック少量

月 眈 子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土小ノロック少量

炭化粒子微量

3 黒 褐 色 ローム絃子少量 焼土粒子少量 炭化

粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 黒 褐 色 コーム小プロック少量 焼と小プロッ

ク少量 炭化粒子少量

6 黒 褐 色 ローム小プロック少量 焼と」ヽプロッ

ク微量 炭化粒子少量
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翔 441■F― 翻
A

S K742A・ BoC・ 74o /

褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子微重

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少壇

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

C

D

0              2m

W
生 _1/

＼
S K745・ 750・ 798
効 4碍鋤 性 層B軸
I 黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 暗 褐 告 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム小プロック微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子多量 焼上粒子少量 炭化粒子中量

7 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

11 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

12 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化泣子少量

13 褐   色 ローム粒子極めて多量

14 暗 褐 色 ローム粒子多量

第7m号土坑止層解脱

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子少量 焼土紅子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

＼、
す

第79碍

"解
説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 コーム粒子微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 黒 褐 色 ローム粒子微量 庚化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

第73図 第740・ 742A・ B・ C・ 744・ 745・ 750・ 763・ 798号 土坑

-116-



式 」A

/~
SK

A

S K 754A・ B

第754A・ B号土娩」唇解説

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 コーム粒子多量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

第74図 第746・ 747・ 75卜 753A・ B・ 754A・ B・ 786A・ 813号土坑

第746。 747号土坑土層解説

1 暴 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

3 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

10 明 褐 色 ローム粒子中量

11 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

12 褐   色 ローム泣子中量

13 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

14 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

15 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

16 褐   色 ローム粒子中量

①

／ 縄

文

時

代

S K 746・ 747、

①

／

く
|

第万3B号土坑土届解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 戌化粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

>

C

A

第84号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 明 褐 色 ローム粒子多量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子中量

9 褐   色 ローム粒子中量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

n 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ粒子微量

期 8碍捌 醐 職

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

色  ローム粒子中量

色 ローム粒子中量

0              2m

/
A 褐

褐
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A 332m

S K755A・ B

A s3.2m

効 64・ 7鰐
"翻1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微重 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

V
B

D

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

11 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

第75図 第748・ 755A・ B・ 758B・ 757・ 760・ 764・ 765号土坑

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 庚化粒子少量

黒 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暴 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

第757号土坑土層解醜

黒 褐 色 ローム粒子微量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

第76碍土坑」唇解説

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 コーム粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム中量多量

0               2m

S K 755A

S K 760

と  式に

A_320m

E

ゴ
¬
ヒ 五 SI(743. 1757・ 760

第7481-解 脱

S K756B・ 764・ 765

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微畳

8 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量

∞
|
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S K762・ 778・ 779
知 6鍔鋤 性 励 職

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子中量

6 褐   色 ローム粒子多重

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子多量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

黒 褐 色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

/

＼

|

|

/

＼

＼

Ｅ
Ｏ．００
１冽刊
Ｉヘ 身(Q

S K767

Ｅ
Ｎ
０
０
１冽刊Ｉヘ

SK 766
期 66号増 解説

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

細 7号J脳 蝙 翻

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

0               2m

第7狗号土坑土層解説

第76図 第 762・ 786・ 767・ 778・ 779号土坑
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A 332m
黒 褐 色 ローム粒子中量 庚化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム泣子少量 焼主粒子少量 炭化蔵子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

SK 770

第77図 第773・ 738。 759A・ B・ 788A・ B。 770・ 780号土坑

第758・I― 解説

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

翔 5碍剪 唇B軸
1 嗜 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 褐   色 ローム粒子多量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 尿化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子中量

A s。
2m

S K 768A・ B

第お8A号

"解
説

1 暗 褐 色 コーム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子極めて多量

第狛8B号抑 唇解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

o              2m
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IS K759き

＼  /

S K 759A
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S K773

97潟号土坑土層解説
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477碍
"mlll 黒 褐 色 コーム粒子中量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子極めて多量

4 褐   色 ローム粒子多量

A 33.2m

菊 72号土坑土層解説

1 暗 褐 色 コーム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム小ノロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

5 褐   色 ローム粒子極めて多量

6 褐   色 ローム粒子多量

＼ ①
l

第782号土坑土届解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

第774・■

"解
説

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少重

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

第7巧号土航土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子う壇

炭化物少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒

子少量 炭化粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量 炭化粒子少量

ローム小プロック少量 焼土粒

子少量 炭化粒子少量

ローム粒子中量7褐

ヘ
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色
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褐

褐

暗

暗
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１冽判
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3 暗

4暗

焼土粒子少量

炭化粒子少量

褐 色 ローム粒子少量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

褐 色 ローム粒子少量

焼土粒子微畳

炭化粒子少量

色 コーム粒子中量

色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

褐 色 コーム粒子少量

炭化粒子少量

褐

褐

　

嗜

一
」生 _330m

SK 771 A・ B

S K 777

S K777

SK                               m

第78図 第771A・ B・ 7720774・ 775・ 776・ 777・ 782・ 793号土坑
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A330m

SK788

第7831-解 説

1 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量

4 暗 褐 色 ローム小プロウク少量 炭化粒

子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

7 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

戌化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

9 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量

A330m

SK 785

SK784

卸 8碍鋤 雄 尉 職

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

8 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼■/1Nプロック少量 炭化泣子

少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量

11 褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子

少量

知 8碍増 蹴

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子中量

効 871■F― 船

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒

子少量

3 褐   色 ローム粒子中量

4 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム泣子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 反化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子多量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

 ヽ 聖

Ⅲ

ノ

ml

0               2m

A

知 8場』 性 聯 鶴

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子微量

3 暗 褐 色 ローム小プロック

少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子微量

炭化粒子少量

6 黒 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

SK 787A・ B・ 788

第79図 第 783・ 784・ 785・ 787A・ B・ 788号土坑

/

SK787A
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S K789A・ B・ 796・ 802

第お9B号土坑止層解説

1 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

第亮9A号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

01

A

SK 800・ 801

38∽号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 擁土粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒f/Jヽ プロック少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒争小プロック少量 炭化粒子微量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム小プロック微量 炭化蔵子微量

8 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

翻 碍

"翻1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3暗 褐 色 焼土粒子微量 川 髄 誕

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量

6 褐   色 ローム粒子多量

7 褐   色 ローム粒子小プロック少量

8 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

9 褐   色 ローム粒子中量や
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1 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量

第801号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量

2 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子多量
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5 褐   色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

■ 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

12 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

13 褐   色 ローム粒子多量

第80図 第789A・ B・ 790・ 798・ 8000801・ 802号土坑
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979看
"翻1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 嗜 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

第狩1号抑 コ開脱

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 娩土粒子少量

炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少程

炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

9 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

11 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロッ

ク少量 炭化粒子伊童

12 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量
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97・ 799S鰍

第割8我却鬼上層翻

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

第 V号J脳 銅 翻

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少重

明 褐 色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

SK 799

SK 797

○

第7"号土坑止層解説

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子

少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック

罐

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

4 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子微量

＼ 、
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第81図 第79卜 792・ 797・ 7990803号 土坑
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SK 807
第307号土坑」騒解脱

よ 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック少量

炭化物少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロック少量

4褐
炭化物少量

ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化

粒子少量

コーム粒子少量

ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化

粒子少量

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子少量 焼止粒子少量

炭化粒子少量

6 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子中量

炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

色 ローム粒子中量

色 ローム粒子少量
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S K 811・ S K821

第阻1号土坑土層解醜

1 暗 褐 色 ローム粒子少畳

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子微重 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量
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第821号土坑止届解説

褐   色 ローム粒子少量 焼土小ノロック微量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 掲 色 ローム粒子少量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 災化粒子微量

9 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

10 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

■ 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

S K 812A・ 812B
第812A号土坑土層解説

1 暗 褐 色 コーム粒子少量 炭化粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

4 褐   色 ローム粒子少量 炭化泣子微量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

7 褐   色 ローム粒子中量

8 褐   色 ローム粒子多量

第812B号 土坑」唇解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ粒撫

2 褐   色 ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子多量

0              2m
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第8M号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 明 褐 色 ローム粒子多量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭イヒ粒子微量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

第8お号土朗■�巨,爾税

I 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム小プロック微量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

8 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少童

9 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

>

/
A 33.2m

ml

D

Z⊆ ゴ
S K314・ 816

、半 /′
1   /
′   /

億 1

/

A

A   / ′

:

V＼
 引「Ⅲ       守

を
｀
L千

 /   

＼＼
al  

「~~＼

細

…1暗 褐ξ
解説

ヨ ローム粒子少量 焼土!粒子少量 炭化粒子少量

A

01

S K817・ 822
熱 l弓鋤 性 層翻

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子微量

褐   色 ローム粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

6 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

熱 2鍔鋤 性 尉 硼

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム小プロック少量

第820■
―

解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化紅子少量

4 明 褐 色 ローム粒子多量

第83図 第 314・ 815・ 816・ 817・ 820・ 822号土坑
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ム 騨 1碍勤 性 釉 戯

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量 郷 子少量

炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子少量

5 褐   色 ローム小ノロック少量 炭Inf
少量

6 褐   色 ローム小プロック少量

7 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

8 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子

少量

9 褐   色 ローム小プロック微量 炭化粒子

燿

10 褐   色 ローム泣子少量

11 褐   色 ローム小ブロック少量

12 褐   色 ローム粒子中量

第80号
=uた

」唇解醜

I 褐   色 ローム小プロック少量 炭化粒子

う理

2 褐   色 ローム粒子中量

48獅号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム小プロック少童 焼土粒子少量 炭化物少量

2 褐   色 ローム粒子少量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化粒子り壇

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量 炭化物少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 多量粒子少量

暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼■df中量 多量粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量 炭化粒子少量
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SK818・ 819
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C

褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

彊   琶 :三 食建軍晏≧

ク

鍵三蓬牽歩量

子少量

」上__塗歩

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

S K835 をZ三三三三三三:三三:こここζξ
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二

AS K 823A・ 823B・ 823C
第3密号土坑土層解説

第8%号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

A

B

9835号 土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土小プロック少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子多量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化

粒子少量

4 褐   色 ローム粒子極めて多量

5 褐   色 ローム粒子多量

0               2m
,      1

第84図 818・ 8190823A・ BoC・ 825・ 8280885号土坑
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SK 828'329・ 853・ 855

48閉号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム小プロック少量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化物少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

5 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

6 褐   色 コーム粒子中量

7 褐   色 ローム粒子極めて多量

8 暗 褐 色 ローム粒子中量

第8狩号土坑土層解説

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 炭化物少量

4 褐   色 コーム粒子中量

5 褐   色 ローム粒子睡めて多量

―

|

435鍔当 社 励 軸

1 暗 褐 色 ローム小ノロック少量

2 褐   色 ローム中ブロック少量 炭化粒子少量

3 褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 灰化

粒子少量

5 暗 褐 色 ローム小プロック少量

6 暗 褐 色 ローム小ブロック少量 焼土粒子少量

災化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼上粒子少抵

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

炭化粒子少量

〕悪電黎こ鑓軍軽雄諄筵脚研圭子姓管Ft呼響

SK 837・ 850

第85図 第8280829。 8380837・ 850・ 853・ 833号上坑
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第圏碍 土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 掟化粒子少量

4837号土坑土層解説

1 暴 褐 色 ローム小ノロック少量

2 褐   色 ローム粒子中量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少担

5 褐   色 ローム粒子極めて多量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 多量粒子少量

7 暗 褐 色 ローム小プロック少量

0              2m
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|
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第 8381「― 解説

1 褐   色 ローム粒子多量

:露 握琶ユ錠斡曇岳麗軍筵 ＼

:悟 糧琶I章浮鐘劉鍵享筵  /
7 褐   色 ローム粒子中量           |
8 褐   色 ローム粒子中量           、

/

/② k①

S K 840   
く

|

/

第8如号土坑土層解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量

焼土粒子中量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量

脚 ヒ粒子少量
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聖生-330m 第3431J― 解説

暗 褐 色 ローム小プロック少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

暗 褐 色 ロエム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子中量

10 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

11 褐   色 ローム粒子極めて多量

第鰐 土坑土層解説

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 コーム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

暗 褐 色 ローム粒子中量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

第Ml号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量

2 褐   色 ローム粒子多量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

5 嗜 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子極めて多量

第M弓 J畑 煽 翻

1 暗 褐 色 ローム粒子多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土小プロッ

ク少量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

7 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

8 褐   色 ローム粒子多量 炭化粒子少量

9 褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

炭化物少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

11 暗 褐 色 ローム小ノロック少量 焼ELu
子少量 炭化粒子少量

SK843
④ /

ミ

0              2m
I

S K 841・ 842

B

第86図 第 838・ 840084卜 842・ 843・ 844号土坑
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"職暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量

第84碍土坑土層解説

I 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微重 焼土粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子少量
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485鳴」 性 騨 軸

S K847

第

“

7号土坑止層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少重 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子多量

A 330m

S K862

48望号土坑土層解脱

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

0              2m

く
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褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子極めて多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 決イヒ粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子中量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

A

第848・HJ― 解説

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

3 褐   色 ローム小プロック少量 焼土粒子

少量 炭化物少量

4 褐   色 ローム粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 暗 褐 色 ローム小プロック少量 焼土粒子

少量 炭化粒子少量

第87図 第845・ 847・ 848・ 8490852・ 85牛 860号土坑
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Q/1 第8Ю号土坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子極めて多量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化

粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化

粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土

粒子少量 炭化粒子少

量

褐   色 ローム粒子多量 焼土

粒子少量 炭化粒子少

量

褐   色 ローム粒子多量 炭化

粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

第8刀号土坑土届解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量

98781-解 説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

焼上粒子少量

炭化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量

焼土粒子少量

炭化粒子少量

色 ローム粒子中量

色 ローム粒子中量

炭化粒子微量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子中量
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3861号土坑土層解説

屠握包:三食連軍蓼畳浸厄念字ξ量
ツタ少量劇随子少量＼

褐   色 ローム粒子多量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム秘子少量 炭化泣子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

口
|

褐   色 ローム粒子中量

10 褐   色 ローム粒子多量

■ 褐   色 ローム粒子中量

12 暗 褐 色 ローム粒子中量

S K375

B8751■― 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

A

S K874

褐

褐

　

褐

褐

TM 14

A

B

SK 878

A

B

988鍔
"職1 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

3 褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

5 暗 褐 色 ローム粒子少量

6 褐   色 ローム粒子中量

SK 883

第88図 第86卜 870・ 874・ 875・ 878・ 883号土坑
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38∽号土坑土層解説

SK 887

第8師号上坑土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量
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第89図 第879A・ B・ 880A・ 882・ 888・ 887号土坑
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黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 コーム粒子少量

褐   色 ローム粒子多量

褐   色 ローム粒子中量

く /
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第8狩号土坑土層解説

褐   色 ローム粒子中量

褐   色 ローム小プロック少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子少量

褐   色 ローム粒子極めて多量

褐   色 ローム粒子多量 焼土粒子少量

褐   色 ローム粒子中量 燐土粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化物少量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

炭化粒子少量

色 ローム粒子多量

色 ローム粒子多量

988努土坑土届解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム小ノロック

少量 焼土粒子少

量 炭化粒子少量

3 黒 褐 色 ローム粒子少量

炭化粒子少量

4 褐   色 ローム小アロック

少量

第887号土坑土層解説

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化泣子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

嗜 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暴 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

o               2m
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暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム小プロック微量 炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

第9031「
― 解説

暗 褐 色 ローム粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

褐   色 ローム粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

口
|

990碍鋤 性 恥 硼

1 黒褐色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

2 黒褐色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

3 暗褐色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

4 晴褐色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

5 褐 色 コーム粒子多量

6 黒褐色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

7 黒褐色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化粒子少量

8 黒褐色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

0               2m

く
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SK

第8%号土坑土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭イヒ粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

3 褐   色 ローム粒子多量 焼止粒子少量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子極めて多量

5 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

6 褐   色 ローム粒争睡めて多量

7 暗 褐 色 ローム粒子多量

8 褐   色 ローム粒子中量

9 褐   色 ローム粒子中量

10 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量 炭化泣子少量

■ 褐   色 ローム粒子中量

12 褐   色 ローム粒子多量

13 褐   色 ローム粒子中量

14 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

15 暗 褐 色 ローム粒子中量

16 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

17 褐   色 ローム粒子多量

B

B

B

A

く
|

SK 905

第9∞号
=J薙

」唇解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 黒 褐 色 ローム絃子微量 炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

4 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

|

SK 90

ml

A.34m

第90図  第 894C・ 901・ 903・ 905・ 909号土坑
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図版 器 種 淑 lTEL(Cral 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調・焼成 備  考

第91図

1

深鉢形土器
縄文式土器

[260]
[305]

Ａ

Ｂ

口縁部から胴部にかけての破片。胴部は外傾し,口縁部は内脅して立ち上
がる。口縁に沿って隆帯が巡らされている。地文はない。

砂粒・石英・雲母
噛
不良

SKl
P1001
30%覆 土上層

深鉢形土器
縄皮式上器

[267]
(121)

Ａ

Ｂ

口縁部片。顕部から内彎気味に立ち上がる。日縁に沿って隆帯を巡らし,

隆帯上に指頭圧痕力功日えられている。地文はない。
恥 ・麒 ,節・副
髄
普通

SKl
P1002
10%覆 土上層

第91図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部片。底部上げ底。胴部には単節RLの縄皮が施されている。 婉・麒・斯 '割 靭
髄
普通

SK13
P1003
5% 覆上上層

第91図

1

深鉢形上器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁には三つ目状の大型中空把手を有している。日縁部は,隆帯の中を沈

線で割る隆帯で区画され 区画内は縦位の沈線文が施されている。胴部は

沈線によるクランク文が施されている。地文は単節RL縄虞施文である。

砂粒'石英・長石'雲母
4St
普通

SK14
P1004
90%覆 上下層

図９２

２

第 深鉢形土器
緻 端

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁には4単位の把手を有している。日縁部は隆帯と沈線で構成され 胴

部は沈線と波状沈線が垂下する。地皮は単節RLの縄皮である。
蜘 ・感 ・節 ・割

噛
普通

SK14
P1005
90%覆 上下層

第92図

1

深鉢形土器
縄文式土器

A  252
B 347
C 123

口縁部には1対の橋状把手を有し,隆帯により楕円形状に区画している。

区画内は2条の有節沈線文と円形刺突文が施されている。胴部は半楕円区

画で,逆 U字状の隆帯が垂下し,全体に円形刺突文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
暗褐色

普通

SK27
P1013
90%覆 土上層

2

深鉢形上器
縄文式上器

39,8

(299)

Ａ

Ｂ

突起 4単位の波状口縁金 波頂から垂下する短い隆帯に竹管で押圧が加え

られている。日縁に沿って有節沈線文が施されている。胴部には波状沈線
力渤雹されている。

砂粒・石英。長石・雲母
髄
普通

SK27
P1012
80%覆 上上層

図９３

３

第 深鉢形土器
縄文式上器

430
54.7

[164]

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部は内脅気味に立ち上がり,頸部でくびれ,口縁部は内彎しながら立ち

上がる。大型の無文土器も内・外面ナデ整形されている。
砂粒・石英・長石・雲母
褐色

普通

SK27
Ploll
60%覆 土上層

4

深鉢形上器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(66)
120

底部から胴部にかけての破片。胴部の地文はなく,底面には,敷物の圧痕
がわずかに残っている。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK27
P1017
10%覆 上上層

5

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(136)
117

底部から胴部にかけての破片。胴部の地文はなく,胴部下端に棒状工具に

よる圧痕が部分的にみられる。底面には敷物の圧痕が残っている。
砂粒王棋ザ拓・スコリア

褐色

普通

SK27
P1018
10%覆 上中層

6

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
[220]
(118)

口縁部片。日縁に沿って,断面三角形の隆帯が巡り,日縁から隆帯がY字
状に垂下している。

砂粒・石英・雲母
4Et
普通

SK27
P1016
5% 覆土上層

7

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
[268]
(140)

胴部から口縁部にかけての破片。胴部はほぼ垂直に立ち上がり,口縁部に

至る。日縁に隆帯を巡らし,厚みをもたせている。内面はナデ整形されて
いる。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
範 層上盈

勁Ｐ・０・４賜
8

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部は平底。胴部は外傾して立ち上がり,上位でややくびれ, 口縁部は外
反して立ち上がる。口縁に隆帯が巡り,突起を有する。外面は削り御 磨
きが施され 内面は磨きが施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
醐
普通

SK27
P1019
50%覆 土中層

第94図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

328
(416)

胴部から口縁部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり,上位でやや

くびれ 口縁部は外反して立ち上がる。外面はナデ整形が施されている。
砂粒・石英・長石・雲母
褐色
不良

Ⅸ 32

P1022
90%覆 上中層

第94図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(124) 頸部から口縁部にかけての破片。波状口縁る口縁部は隆帯で区画され,区
画内は隆帯に沿った爪形文と沈線が施されている。隆帝上には,単節LR
の縄皮が施されている。頸部は無文帯である。

砂粒 。長石・雲母
髄

普通

SK33
P1023
30%覆 上中層

第94図

1

深鉢形土器
縄文式土器

[288]
(12_4)

Ａ

Ｂ
胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡り,沈線により隆

帯の中を区画している。隆帯上には刻み目と刺突文が施されている。頸部
は無文帯である。胴部上位には隆帯が巡り,刺突文が施されている。

破 げ専巨・郵母,スコリア

髄
普通

SK35
P1026
10%覆 土中層

2

糊 齢
縄文式土器

α

多

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部はほぼ垂直に立ち上がり,口縁部はやや外傾して立ち上が

る。地文はなく,内・外面ともナデ整形されている。

砂粒 。長石・雲母
睡
不良

SK35
P1028
85%覆 土中層

第95図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(81)
C  76

底部から胴部下半にかけての破片。胴部には単節LRの縄文が施され 3
単位の隆帯と波状の隆帯が垂下している。底面には敷物による圧痕がわず

かに残っている。

砂粒・石英・長石・雲母
明褐色
普通

SK41
P1029
30%覆 土中層

第95図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

208
(334)

胴部は内彎飼味に立ち上がり,日縁部は外傾して立ち上がる。日縁にはS

字状の隆帯に刻目をもつ有孔把手を有し,胴部は沈線により山形文やクラ
ンク文が施されている。地文は単節RL縄文施文である。

砂粒・長石・雲母
髄
普通

SK44
P1032
90%覆 土中層

- 242 -



器 種 悧 値 (cln) 器 文び及徴特形 の 様 胎上 。色調・焼成 備  考

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半にかけての破片。胴部は内警気味に立ち上がる。胴部文

様帯は隆帯と刻み目のある隆帯で区画されている。隆帯に沿って,沈線及
び半我竹管による刺突文が伴う。

砂粒・長石・雲母

4Bt
普通

SK44
P1036
20%覆 上中層

第95図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[280]
(161)

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁には有孔把手を有し,日縁部は隆帯により半楕円形や三角
形に区画される。区画内には隆帝に沿つて角押文が施され その内側には

波状沈線が施されている。頸部は無文帯である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK45
P1037
20%覆 土上層

深鉢形土器
縄文式上器

(133)

[103]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半にかけての破片。胴部はほぼ垂直に立ち上がる。胴部文

様帯は,下半まで隆帯により半楕円三角形状に区画され,隆帯に沿って 2

条の有節沈線文が施されている。

砂粒・長石 。雲母

純
普通

SK45
P1041
30%覆 上下層

第96図

1

深鉢形土器
縄皮式上器

Ａ

Ｂ

[840]
(292)

胴部上位から口縁部にかけての破片。地文に単節RLの縄皮を施し, 2列
の隆帯を渦巻き状に賠り付け,隆帯間を磨り消している。

恥 感・賄 ,割 ,スコリ

睡

普通

SK48
P1044
30%覆 上中層

深鉢形土器
縄文式上器

B[79] 口縁部片。波状口縁と思われ,頂部に舟形の突起を有する。口縁上位に単

節RLの縄皮が施されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通 覆上中層

幽
Ｐ・０４６聰

第96図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (280) 胴部片。底部欠損。胴部は内彎気味に立ち上がる。胴部上位から4単位の

隆帯が垂下し,隆帯と隆帯の間を波状沈線文と単節RLの縄文が充壊され
ている。

砂粒・石英・長石・雲母
絶

普通

SK49
P1048
60%覆 土

深鉢形土器
縄文式土器

B (103) 把手部片。環状把手。口唇部は刻み目が施され 孔の周囲には隆帯が貼り
付けられ 隆帯上に沈線と刻み目が施されている。

砂粒 。長石・雲母

触

普通 盈

ＳＫ４９
Ｐ・０５２
琥

3

浅鉢形土器
縄文式土器

34.4

130
110

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎気味に立ち上がり,日縁に至る。口縁は内側への折り返
し口縁となっている。地文はなく,タト面は削り後,ナデ整形,内側はナ

デ整形されている。

砂粒・石英。長石・雲母

暗赤掲色

普通

SK49
P1049
95%底 面直上

浅鉢形土器
縄文式上器

41.4

133
[12.4]

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は外傾して立ち上がり,国縁に至る。地文はなく,内・外面
ともナデ整形されている。

・雲母・スコリア恥
髄
範 層上土覆

幽
Ｐ・０５０幌

第97図

1

深鉢形上器
縄皮式上器

(108)
84

Ｂ

Ｃ

胴部片。底部からほぼ垂直に立ち上がる。胴部文様帯は,条線による縦位
の区画後 横位の条線が充填されている。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK57
P1054
20%覆 土

2

深鉢形土器

縄文式土器

(167)
100

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下半にかけての破片。平底。胴部はやや外傾して立ち上
がる。地文はなく,縦位にナデ整形されている。底面には敷物の圧痕がわ

ずかに残っている。

砂粒・石英 。長石

髄

普通

SK57
P1055
60%覆 土

第97図

1

深鉢形土器
縄演式土器

A  228
B (246)

把手部と胴部下位から底部にかけて欠損。 3単位の波状口縁。口縁部は隆

帯により区画され 区画内には沈線や角押文や波状沈線文が施されている

隆帯上には無節縄皮が施されている。胴部地文は無節縄皮である。

砂粒・石英・長石`雲母
髄

普通

SK58
P1056
70%覆上下層

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[236]
[252]

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部は隆帯により長楕円形状に区
画され 区画内は無文である。隆帯上は縄文が施されている。顕部・胴部
の地文は単節RLである。

砂粒・長石・雲母
睡

普通

SK58
P1057
10%覆 上

深鉢形上器
縄皮式上器

A 128
B 200
C  7.6

平底。口縁部には隆帯が賠られ, 2単位の高く盛 り上がった渦巻き状の突

起を有する。胴部は沈線と交互刺突文により文様が胸或され,胴部下半は

削り取られ無文帯である。

恥 ・破 。節 ・剥

褐色

普通

SK58
P1058
80%覆 上

深鉢形土器
縄皮式上器

B (11,2) 胴部から口縁部にかけての破片。日縁部は刻み目のある隆帯により長精円

形状に区画され,区画内に,隆帯に沿って沈線と刺突文が施されている。
頸部は無文帯。地文はない。胴部文様は隆帯と沈線で構成されている。

り粒・穣・廟・割・スコ,ア

髄

普通

SK58
P1059
20%覆 上下層

器台形土器
縄文式土器

A[236]
B(26)

台部片。地文はなく,ナデ整形されている。 砂粒・石英・長石・雲母
嚇 髄

普通

SK58
P2430
5% 覆土

第98図

1

深鉢形上器
縄文式上器

[212]
(160)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡 り,隆帯上に縄皮
が施されている。胴部夷様は押圧が加えられているY字状の隆帯と交互刺
突文と沈線により構成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK63
P1062
20%覆土上層

第98図

1

深鉢形土器
縄文式上器

45.0

(480)

Ａ

Ｂ

底部と口縁部の一部欠損ほ口縁に沿って隆帯が巡る。胴部は肖」り後,ナデ

整形されている。地文はない。
砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK72
P1071
70%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(121)
95

底部から胴部 卜位にかけての破片。平底。胴部はやや外傾して立ち上がる

胴部に単節LRの縄文が施されている。底面には,敷物の圧痕が残ってい

る。

砂粒・石英・雲母
明褐色

普通

SK72
P1073
40%覆上下層

縄

文

時

代
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第99図

1

深鉢形土器

縄文式上器

[295]

(224)

Ａ

Ｂ

胴部上半から口縁部にかけての破片。口縁部には,隆帯をV字状に貼 り付
けている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

赤褐色

不良

SK87
P1085
25%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式上器

(294)

112

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。平底。胴部文様は隆帯と隆帯に沿って施された爪形文により

構成されている。地文は単節RLの縄文である。
砂粒・石英,長石・雲母

赤褐色

普通

SK87
P1086
80%覆 上下層

3

深鉢形土器

縄文式上器
[196]

(270)

[84]

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部と口縁部欠損。胴部はやや外傾して立ち上がる。胴部には内・外面と

もナデ整形されている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK87
P1087
60%覆 上下層

4

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(218)

92
口縁部欠損。平底。胴部文様は隆帯と隆帯に沿って施された爪形文と複列
の鋸歯状の沈線により構成されている。

砂粒・石英,長石・雲目

褐色

普通

К 87

P1088
80%覆 上下層

5

深鉢形土器

縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(118)

79
底部から胴部下半にかけての破片。平底。胴部はやや外傾して立ち上がる

胴部は単節RL縄文施文で,波状沈線が垂下している。底面には敷物によ

る圧痕が残っている。

砂粒・石英・長石壊母

髄

普通

SK87
P1089
30%覆 上下層

6

器

器疵
蠅

鉢

縄

B(79)
C  86

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部は単節RLの縄文が施され,

底面は敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英'長石・雲母

絶

普通

M87
P1091
90%覆上下層

第100図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(78) 口縁部片。口縁部文様は隆帯と沈線により構成され,橋状把手を有する。

内面にはナデ整形されている。
砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK90
P1093
5% 覆土

第100図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[336]
(50め

胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部には隆帯がク

ランク状に賠られている。頸部には隆帯と沈線が巡る。胴部文様は沈線に

より構成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英'長石・雲母

褐色

普通

塁 91

P1094
40%覆 土上層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (170) 口縁部片。波状口縁る口縁部文様は隆帯によって区画されている。隆帯上

には刻み目や有節沈線文が施され,区画内には条線文が施されている。地
文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK91
Pl100
10%覆 土上層

3

深鉢形土器
縄文式上器

B (195) 口縁部片。洟状口縁。口縁に沿って隆帝が巡り,刺突文が施されている。
日縁部は隆帯と沈線により区画され 橋状把手を有する。区画内は条線文

が施されている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK91
P1098
10%覆 土上層

4

深鉢形土器
縄文式土器

B(202) 口縁部片。波状口縁。口縁部夷様は隆帯と沈線で構成され,有孔把手を有

する。口縁部区画内は,単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英 `長石・雲母

醐

普通

SK91
Plo99
10%覆 土上層

第101図

5

深鉢形土器

縄文式土器

B (344) 胴部から日縁部にかけての破片。波状口縁る口縁部は隆帯を賠った後,縄
文が施されている。頸部には複列の隆帯と沈線が巡る。胴部には波状沈線
と複列の沈線が垂下している。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK91
P1095
30%覆 土

6

深鉢形土器
縄文式上器

B (114) 口縁部片。日縁部文様は隆帯と沈線により構成され,有孔把手を有する。 りⅢⅢ麒・節・謡・スコリア

暗褐色

普通

SK91
Pl103
5% 覆土中層

7

深鉢形土器
縄文式土器

B(106) 口縁部片。波状口縁。二重口縁で,口縁に沿って隆帯を巡らし,隆帯上に

刻み目が施されている。頸部は地文がなく, 3条 の沈線が巡る。

砂粒`長石'雲母・スコ,ア

暗褐色

普通

SK91
Pl102
10%覆 土上層

8

深鉢形土器
縄文式上器

[290]
(28D

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁に隆帯が巡り,沈線と刻
み目が施されている。胴部には複列の沈線と波状沈線が垂下し,単節RL
の縄�が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK91
P1096
40%覆土上層

9

深鉢形土器

縄文式土器

B (170) 胴部上位から下位にかけての破片。地皮は単節RL■ 3条の沈線と波状

沈線が交互 |こ垂下している。

砂粒・石英・長石・雲母

随

普通 層上土覆
蜘
Ｐ・・０４賜

深鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

[365]
(256)

胴部から日縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部文様は隆帯と

沈線で構成され,頸部は2本の隆帯が巡り,胴部は3条の沈線により直線

文やクランク文が施されている。地文は単節RLである。

砂粒・長石・雲母

赤褐色

普通

SK91
P1097
20%覆 土上層

第102図

1

深鉢形上器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。国縁部に 1単位の突起を有する。口縁には刻み目が施されている。
口縁部から胴部にかけての文様は隆帯と角押文により構成されている。地

文は単節LRの縄文である。

砂粒・石英・長石,雲母
髄

普通

SK92
Pl109
98%覆土

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[245]
(159)

胴部から口縁部にかけての戒片。日縁には刻み目が施されている。内 。外
面ともナデ整形されている。

砂粒 。石英・長石

髄

普通

SK92
Pll10
30%覆 土上層
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深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(204)

[118]

胴部上位から口縁部にかけて欠損。平底。胴部文様は隆帝と爪形文と沈線
により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK92
Pllll

50%覆 土下層

第102図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B (310) 胴部中位から口縁部にかけての破片。口縁部文様は隆帯と沈線により構成
されている。頸部は無文帯で,隆帯と複列の沈線が巡る。胴部文様は沈線
により構成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通 覆土中層

踊
Ｐ・・・３期

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

160
(223)

胴部下位から底部にかけて欠損。橋状把手を有する。口縁に刻み目のある

隆帯が巡り, 1単位の有孔把手を有する。胴部文様は隆帯と爪形文と角押
文により構成されている。地文はない。

砂粒。石英。長石・雲母
髄
普通 層上盈

ＳＫ９３
Ｐ・・１２
賜

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[308]
(76)

口縁部片。口縁に沿って隆帯を巡らし,V字状の隆帯が貼り付けられてい

る。地文はない。

砂粒 `石英帳石・雲月

髄

普通

SK93
Pll14
30%覆 土

第103図

1

浅鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[445]

(85)
胴部中位から口縁部にかけての破片。地文はなく,内・外面ともナデ整形

が施されている。

砂粒 。長石・雲母

絶

普通

SK95
Pll19
40%覆土

第103図

1

深鉢形土器
縄文式上器

(174)

[92]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部下半が張る。胴部には沈線によ

る渦巻き文が施され 沈線内に刻み目がある。底面には敷物による圧痕が

残っている。

砂粒・石英

髄
普通

SK100
Pl126
30%覆 土上層

第103図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。口縁に隆帯が巡る。胴部には単節RLの縄文が施されている。 砂粒・石英。長石・雲母
触

普通

SK101
Pl129
98%覆 上下層

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

132
(157)

胴部中位から口縁部にかけての破片。口縁部無文帯。頸部には3条の沈線
が巡る。胴部には複列の沈線が垂下し,多条縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

触

普通

SK101
Pl130
50%覆 上下層

深鉢形土器
縄文式土器

B ( 口縁部片。波状口縁心口縁に沿って隆帯が巡り,波頂部から渦巻き状の隆

帯が垂下している。日縁部は隆帯により区画され,区画内は隆帯に沿って
2列の有節沈線文が施されている。地皮はない。

蠅 ・麒 ・漸 ・剥

睡

普通

SK101
Pl132
10%覆 土

第104図

1

深鉢形土器
縄文式土器

[240]
(92)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁にそって隆帯を長楕円形

状に貼り付けている。頸部は無文帯で,胴部上位に爪形文が施されている
砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK103
Pl136
30%子ピット内

第104図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

底部と口縁部の一部欠損。日縁部無文帯。口縁には刻み目が施されている

頚部には爪形文が施されている。胴部文様は縦位の沈線により区画され,

区画内には波状文やゾウリムシ文が施されている。

砂粒 。長石

触

普通

SK109
Pl143
80%磨 十中層

2

深鉢形土器
縄文式土器

[302]
(27の

Ａ

Ｂ

頸部から口縁部にかけての破片。波状口縁。橋状把手を有する。口縁部文

様は,刻み目のある隆帯と隆帯に沿った沈線と鋸歯状の沈線により構成さ

れている。顕部は無文帯である。

砂粒 '石英張石・雲母
髄

普通

SK109
Pl144
40%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式上器

B(7.1) 口縁部片。地文は単節RLの縄文で,口縁に沿って隆帯が巡り,渦巻き状
に隆帯が貼り付けられている。隆帯上にも縄文が施されている。

砂粒。石英。長石・雲母
赤褐色
普通

SKlo9
Pl147
5% 覆土

深鉢形土器

縄文式土器

B (144) 口縁部片。波状口縁。口縁部文様は,隆帯と隆帯に沿って施された爪形文
により構成されている。

砂粒・長石・雲母

赤褐色

普通

訴 109
Pl148
5% 覆吐

5

深鉢形土器
縄文武土器

B(101) 口縁部片。波状口縁。有孔把手を有し,把手の文様は隆帯と沈線と角押文
により構成されている。隆帯上に単節RLの縄皮が施されている。

砂粒・石英。長石・雲母

赤褐色

普通

SK109
Pl150
5% 覆土中層

第105図

1

深鉢形土器
縄文式上器

314
373
103

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部はほぼ垂直に立ち上がり,口縁部は内彎気味に立ち上がる。口

縁にそって隆帯が巡り,V字状の隆帯が貼られている。胴部は内・外面と

もナデ整形されている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母
褐色
普通

SKl10
Pl151

90%覆土上層

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(162) 頸部から日縁部にかけての破片。波状口縁。地文は単節LRで,口縁に沿
って隆帯が巡り, 口縁から渦巻き状に隆帯が貼り付けられている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SKl10
Pl152
10%覆土

深鉢形土器
縄文式上器

B (229) 胴部片。地文はなく,内・外面ともナデ整形されている。 砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SKl10
Pl155
30%覆 土上層

第105図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。地文はなく,内・外面ともナデ整形されて
いる。

穆鴻卜T茨・用・割・スコ,フ

暗髄
普通

SKlll
Pl156
30%覆土

縄

文

時

代
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器 癒 制 値 lcml 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

第105図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から口縁部にかけて一部欠損。平底。有孔把手を有する。日縁部文様
は隆帯によるクランク文が施されている。胴部文様は3条の沈線と波状沈

線が垂下している。地文は単節RLの縄皮である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SKl12
Pl157
70%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (25.2) 胴部片。胴部には沈線による曲折文と複節縄文が施されている。内面はナ

デ整形されている。
砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SKl12
Pl159
30%覆 上中層

第106図

3

深鉢形土器
縄文式上器

138
(139)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。胴部文様は複列の沈線と波状沈線と沈線によるクランク文
により構成されている。地文は単節LRの縄文である。

砂粒・石英。長石・雲母

醐

普通

SKl12
Pl158
50%覆 土

4

深鉢形土器
縄文式上器

B (132) 口縁部片。有孔把手を有し,頸部には沈線が充嬢されている。 婉 ・感 。節 ・割

髄

普通

SKl12
Pl161

10%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式上器

B(11.6) 口縁部片。波状口縁。有孔把手を有し,口縁部は隆帯により区画される。

区画内は,隆帯に沿って沈線が施され その内側に単節RLの縄皮が施さ

れている。

砂粒・長石・雲母

醜

普通

SKl12
Pl162
10%覆 土

第106図

1

ミエチュ71X
縄文式上器

(3,0)

45
Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。地文はなく,胴部には複列の沈線が垂下し
ている。底面には敷物による圧痕のようなものがわずかに残っている。

砂粒・石英・長石・雲母
絶
普通

SKl13
Pl168
40%盈

第106図

1

深鉢形土器
縄文式土器

A  250
B(65)

口縁部破片。外面は条線が施され,内面にはナデ整形されている。 石英・長石・雲母

醜

普通

SK130
Pl181
5% 覆上

第107図

1

深鉢形土器
縄文式上器

８

０

■

４

Ａ

Ｂ

襲部から口縁部にかけての破片。日縁に隆帯が巡り,沈線が施されている(

頸部には隆帯を巡らし,交互刺突文が施されている。地文は単節LRの縄
文である。

石英・雲母・スコリア
髄
普通

SK132
Pl183
10%覆 上

第107図

1

深鉢形土器
縄文式上器

320
(323)

Ａ

Ｂ

口縁部の一部と胴部 卜位から底部欠損と口縁部無文帯。胴部文様は沈線に

よるクランク文や渦巻き文や波状文が施されている。地文は無節縄文であ
る。

砂粒 。石英・長石

暗褐色

普通

SK159
Pl194
60%覆 上下罹

第107図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A  253
B(7.3)

口縁部片。日縁に沿って降帯が巡る。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒。長石・雲母
4Bt
普通

SK172
P1200
30%覆 土

深鉢形土器
縄文式上器

(112)
62

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。内・外面ナデ整形が施されている。地文は
ない。

砂粒・石英・長石・雲母

醐

普通

SK172
P1201
40%覆 上下層

第108図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[283]

(227)

胴部から口縁部にかけての破片。地文は単節LRの縄文で,内面はナデ整

形されている。
砂粒。石英。長石・雲母
4Bt
普通

SK185
P1207
40%覆上中層

2

深鉢形上器
縄文式上器

制

０

＆

＆

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。地文は無節の縄皮が施されている。内面
はナデ整形されている。

砂粒'石英・長石・雲母
暴髄

普通

SK185
P1208A
10%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(137)
62

底部から胴部にかけての破片。胴部には縦位の無節縄文Lが施されている 砂粒・石英'長石・雲母
黒褐色
普通

SK185
P1208B
30%覆 土中層

第108図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (223)
C(90)

口縁部と胴部の一部欠損。平底。地文は単節RLの縄皮である。内面はナ

デ整形されている。
恥 ・感 ・節 ・副

褐色

普通

SK186
P1209
70%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(11.8) 口縁部片。日縁に隆帯を賠り付け,有孔把手を形成している。その下は縄
文地文に複列の沈線が施されている。

砂粒・石英。長石・雲母

髄

普通

SK186
P1213
10%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文式上器

B(71) 口縁部片。双孔把手で孔の周囲に隆帯と沈線が巡る。 恥 ・感・漸 ・副
褐色
普通

SK186
P1216
5% 覆土

4

深鉢形土器
縄文式土器

B (153) 頸部から口縁部にかけての破片。口縁部は地文がなく,隆帯と沈線により

構成され 有孔把手と橋状把手を有する。頸部は無文帯である。

砂粒'石英。長石・雲母

絶

普通

SK186
P1212
20%覆 土

5

深鉢形土器
縄文式上器

(49)
84

Ｂ

Ｃ

底部から胴部 卜位にかけての破片。底部平底。胴部地文は単節RLの縄皮
施文で複列の隆帯が垂下し,隆帯に沿って角押文が施されている。底部に

は敷物による圧痕がわずかに残っている。

砂粒・長石 。雲母
絶

普通

SK186
P1218
20%覆土中層
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第109図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

底部と胴部から口縁部にかけて一部欠損。有孔把手を有し, 2単位あった
と思われる。胴部文様は上半部が半我竹管による沈線が施され,下半部は

無文帯であり,上半部と下半部の境には段をもつ。

腕 ・麒 ・賄 ・割
絶

普通

SK197
P1225
80%底 面直上

深鉢形土器
縄文武土器

B(122) 胴部上位から口縁部下位にかけての破片。顕部で 2条の沈線が巡り,地文
は単節RLの縄皮施文である。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通

SK197
P1226
40%底 面直上

深鉢形土器
縄文式上器

[264]
(172)

Ａ

Ｂ

胴部中位から口縁部にかけての破片。波状口縁も波頂部には隆帯が貼られ
ている。日縁部から胴部にかけて条線文が施されている。

砂粒 。石英・長石

絶

普通

SK197
P1224
30%噸

浅鉢形土器
縄文式上器

A  32.0
B  83
C l1 2

底部平底。地皮はなく,内・外面ナデ整形が施されている。 婉 ・感 ・節 ,剥

絶

普通

SK197
P1229
80%覆 土

第109図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(227)

115
底部から胴部にかけての破片。底部平底。嗣部はほぼ垂直に立ち上がる。

胴部は縦位の条線文が施されている。

碗 ・感 ・節 ・剥

髄

普通

SK204
P1232
40%覆土

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(13.9)

102
底部から胴部にかけての破片。底部平底。胴部はほぼ垂直に立ち上がる。

胴部には撚糸文が施されている。底部には敷物による圧痕が残っている。

石英 。長石・雲母

髄

綿

SK204
P1234
40%覆 上下層

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(81)
3.8

底部から胴部にかけての破片。地文はなく,内・外面ナデ整形が施されて
いる。

砂粒・石英・長石・雲母
噛

普通

SK204
P1236
80%覆 土

深鉢形土器
縄文式上器

B(9.7) 有孔把手部片。隆帯上に刻み目が施されている。 石英・長石・雲母

赤褐色

範

SK204
P1237
5% 覆上

5

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(6.8)

103
底部から胴部下位にかけての破片。底部平底。胴部はほぼ垂直に立ち上が
る。胴部の地文はなく,隆帯が垂下し,隆帯に沿って沈線が施されている

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK204
P1235
20%覆 土

浅鉢形土器
縄文式上器

＆

＆

盈

Ａ

Ｂ

Ｃ

地文はなく,内・外面ナデ整形が施されている。 嚇 ・感 ・節 ・割

絶

普通

SK204
P2431
95%覆 土

第110図

7

深鉢形上器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。 4単位の波状口縁も有孔把手を有する。口縁部文様は,隆帯と沈線
により構成されている。胴部には隆帯が垂下し,隆帯上には押圧力渤日えら

れている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK204
F1231
70%覆上下層

第■0図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[24,0]

(128)

胴部上位から日縁部にかけての破片。有孔把手と突起を有し,対になって
いる。口縁部文様は頂部から垂下する隆帯により区画され 区画内にはク
ランク文が施されている。

砂粒。石英・長石,雲母

髄

普通

SK211
P1240
30%魏

深鉢形土器
縄文式上器

B(57)
C 103

底部から胴部 卜位にかけての破片。底部平底。胴部はやや外傾して立ち上
がる。地文はなく,底部に木葉痕が残っている。

鎚 ・感 ・節 ・副
髄

普通

SK211
P1243
20%融

浅鉢形土器
縄文式上器

A[160]
B  70
C 100

底部から胴部にかけての破片。底部平底。胴部はやや外傾して立ち上がる(

地文はなく,内・外面ナデ整形が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK211
P1242
20%藩十

第111図

1

深鉢形土器
縄文式土器

A  325
B (300)

胴部中位から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡り,V字状の

隆帯が賠られている。内面はナデ整形されている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK224
P1263
30%底 面盲 ト

深鉢形土器
縄文式上器

A[288]
B 433
C  99

胴部中位から口縁部にかけての破片。内・外面ともナデ整形されている。
地文はない。

加 ・感 ・漸 ・割

髄

普通

SK224
P1264
20%底 面盲

「

第■2図

3

深鉢形土器
縄文式土器

[400]
(240)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁にそって隆帯が巡り,V字状の隆帯
が賠 り付けられている。胴部は地皮がなく,上位と中位に6条から7条の

平行沈線が巡っている。

砂粒・石英・長石。雲母

醐

普通

SK224
P1265
30%覆 土下層

第112図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

[208]
(52)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁には棒状工具による押圧力渤Πえられ,

胴部には地文がなく,ナデ整形が施されている。
婉 ・麒 ・漸 ・割
醐
普通

SK225
P1269
20%融

2

壷型土器
縄文式上器

B(45) 胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁に瘤を有し,口縁部は無文帯で
ある。頸部には2条の沈線が巡り,胴部上位には楕円形状に隆帯が貼 り付
けられている。

砂粒・石英 。長石
純

普通

SK225
P1270
10%覆 上上層

縄
文
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代
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器台型上器
縄文式上器

B(44) 底部片。内・外面ナデ整形が施されている。 砂粒・石英 。長石

睡

普通

M225
P1271
5% 覆土上層

第■2図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。内 。外面ともナデ整形されている 砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK228
P1275
20%覆土

第■2図

1

深鉢形土器

縄文式土器

415
(173)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡 り,V字状の隆帯
が貼られている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK230
P1278
20%覆土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

[48_6]

(121)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部は無文帯で,顕部には隆帯が巡り,

交互刺突文が施されている。胴部は隆帯と沈線により槽成されている。

砂粒・長石・雲母

赤褐色

普通

SK230
P1280
20%覆 土中層

第113図

1

深鉢形土器
縄皮式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部の一部欠損。平底。口縁に沿って隆帯が巡る。内 。外面ともナデ整形
されている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通

SK241
P1285
80%覆土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (30.6) 胴部片。胴部莞様は刻み目のある隆帯と沈線と条線文により構成されてい

る。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK241
P1287
30%覆 土

3

深鉢形土器
縄文式上器

(221)

[132]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部はほぼ垂直に立ち上がる。

文様は隆帯と隆帯に沿って施された爪形文により構成されている。地文は

ない。

砂粒・石英・長石・雲母
赤褐色

普通

SK241
P1286
30%覆 土

4

浅鉢形土器
縄皮式上器

Ａ

Ｂ

[300]
(87)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁は方形を呈していると推定できる。
地皮はなく,内・外面ナデ整形されている。

砂粒・石英・長石・雲母

赤褐色

普通

SK241
P1289
40%覆 土中層

5

深鉢形土器
縄文式上器

B(58) 口縁部片。橋状把手を有し,日縁部は隆帯により区画され,区画内には隆

帯に沿って爪形文が施されている。

砂粒・長石・雲母

髄
普通

SK241
P1291
5% 覆土

第■3図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(77) 口縁部片。波状口縁も日縁に沿って隆帯を巡らし,その内側に角押文と隆

帯が貼られている。

秒粒・石英・長石・雲母

触

普通

SK242
P1294
5% 覆土下層

第■4図

4

深鉢形土器
縄皮式土器

397
(245)

Ａ

Ｂ

胴部上位から口縁部にかけての破片。日縁部には隆帯と隆帯に沿った爪形

文が施されている。胴部文様は隆帯と爪形文と鋸歯状の沈線により構成さ

れている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK242
P1292
20%底面直上

第114図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (324) 胴部片。胴部文様は,隆帯と沈線と巾広の山形爪形文により構成されてい

る。

砂粒・石英・長石・雲母

麹

普通

SK246A
P1307
20%覆 土

第114図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[274]
437
8.5

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から日縁部にかけて一部欠損。平底。口縁に刻み目が施され 口縁に

沿って沈線が巡る。頸部は無文帯。胴部は細い撚糸文が施されている。

砂粒・石英。長石・雲母
醜

普通

SK246B
P1302
70%覆上上層

2

鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部と日縁部の一部欠損。平底。日縁部から胴部には細い撚糸文が施され

ている。内面にはナデ整形されている。

砂粒・石英。長石'雲母
褐色
普通

SK246B
P1304
80%覆 上上層

3

深鉢形土器
縄文式上器

138
160
67

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。日縁部は横位の沈線により区画さ

れ 区画内には矢羽状の沈線文が施されている。胴部には細い撚糸文が施
されている。

砂粒・長石

暗褐色

普通

SK246B
P1305
60%覆 土上層

第115図

7

深鉢形土器
縄文式上器

A[240]
B 353
C  90

口縁部の一部欠損。平底。日縁には突起を有する。日縁部は無文帯を挟ん

で 2段づつの浮線文が施されている。胴部上位には横回転 中位から下位
にかけては縦回転の細い撚糸文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK246B
P1303
70%覆 土上層

第115図

1

深鉢形土器
縄文式上器

155
61)

Ａ

Ｂ

胴部から底部にかけて欠損。口縁部には爪形文が巡り,頸部には波状の沈

線と押圧力劫日えられた隆帯が賠られている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK258
P1336
30%覆上下層

2

深鉢形土器
縄文式土器

B(78) 頸部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部文様は刻み目
のある隆帯と角押文により構成されている。頸部には沈線が施されている(

剥石長麒砂粒．
髄
納

SK258
P1337
20%覆土中層

第■5図

1

ミエチュア齢

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部中位に爪形文が巡る。内面
はナデ整形されている。

砂粒・石英 ,長石・雲母

褐色

普通

SK259
P1341
60%覆 土
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器 種 謝唯 lcm) 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調・廃成 備  考

第115図

1

くニチュア堺
縄文式土器

Ａ

Ｂ

丸底。胴部は外傾して立ち上がり,日縁に至る。口縁に4単位の突起を有
する。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母
純

普通

SK264
P2433
100%覆 土

第■6図

1

深鉢形土器
縄文式土器

(607)
154

Ｂ

Ｃ

胴部から口縁部にかけて一部欠損。口縁部文様は波状の隆帯が賠られ 縄
文が充填されている。胴部文様は隆帯と沈線により構成され,単節LRの
縄文が充填されている。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英・長石・雲母

絶

普通

SK265
P1345
80%底 面直上

第■7図

2

深鉢形土器

縄文式土器

400
(60_9)

Ａ

Ｂ

4単位の波状国縁。波頂部には刻み目が施されている。口縁部文様は隆帯
と沈線と波状の沈線により構成されている。胴部文様は隆帯と沈線により

構成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

絶

普通

SK265
P1346
70%底 面盲 ト

第■7図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[230]
(139)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部文様は隆帯と交互刺突文と沈

線により構成され 単節RLの縄皮が充填されている。
嚇 ・麒 ・賄 ・副
髄

普通

SK268
P1348
20%覆 上下層

第■8図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A  273
B (250)

胴部中位から口縁部にかけての破片。日縁部には大小の突起がそれぞれ対
に賠られ,複列の沈線と棒状工具による交互刺突文が施されている。胴部
には単節RLの縄文が横と縦回転に施されている。

砂粒・石英・長石,雲母

髄

普通

SK269
P1353
60%底 面直上

2

深鉢形土器

縄文式上器

B (116) 口縁部片。環状把手を有する。口縁部文様は刻み目のある隆帯と沈線によ

り欄戎されている。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK269
P1357
5% 底面直上

3

深鉢形上器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[340]
(8,3)

胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁に沿って隆帯が

賠られている。地文はない。
砂粒・石英・長石・雲母
髄

普通

SK269
P1358
10%覆 土

4

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[656]
(76)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁に沿って隆帯が巡る。内
・外面ともナデ整形されている。地文はない。

帆 ・麒 ・節 ,瓢

赤褐色

普通

SK269
P1354
20%覆 上

第■9図

1

深鉢形土器

縄文式上器

260
(23.D

Ａ

Ｂ

胴部下半部欠損。日縁部文様は隆帯と沈線と交互刺突文により構成されて
いる。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK273
P1364
50%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

195
(194)

胴部中位から底部にかけて欠損。 2単位の橋状把手を有する。口縁部文様
は半我竹管による沈線と交互刺突文と爪形文により構成されている。胴部
には単節LRの縄皮が施されている。

砂粒・石英・長石`雲母

髄

普通

SK273
P1365
50%覆 土中層

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

257
(186)

口縁部片。 4単位の双頭状の扇状把手を有する。口縁部文様は隆帯と複列
の角押文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK273
P1366
20%覆土中層

第119図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(375)
110

口縁部と胴部の一部欠損。平底。外面は単節RLの縄文が施されている。

内面はナデ整形されている。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・長石・雲母
rHL4st

普通

SK274
P1368
60%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[304]
(90)

胴部から口縁部にかけての破片。日縁には刻み目が施され,内側に沈線が

巡る。胴部文様は沈線と条線文により構成されている。
砂粒・石英。長石・雲母
絶

普通

SK274
P1371
20%覆 十 卜層

3

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

96
(148)
64

底部から口縁部にかけての破片。平底。口縁には 1単位の突起を有する。

胴部には条線文が施されている。

砂粒・長石・雲母

睡

普通

縣 274
P1370
60%覆 土中層

4

深鉢形土器

縄文式上器

B(29)
C l1 0

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部はナデ整形されている。地

文はない。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英・雲母

髄

普通

M274
P1374
10%覆 上下層

5

深鉢形土器
縄文式土器

B(6.1) 胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が貼られ 沈線と

棒状工具による押圧力功日えられている。胴部には単節RLの縄文が施され
ている。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK274
P1372
10%覆 土中層

第120図

6

ミニチュア1器

縄文式上器

A  46
B  19
C  34

平底。胴部は外傾して立ち上がり口縁部に至る。地文はない。 砂粒・長石・雲母

純

普通

SK274
P1376
100%覆 上下層

第120図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[232]

(308)

胴部下位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。口縁部は無文帯(

頸部は隆帯と沈線が巡り,隆帯には交互刺突文が施されている。胴部には

単節RLの縄陳が施されている。

砂粒 ,石英・長石・雲母
髄

普通

SK276
P1377
40%覆土上層

第120図

1

深鉢形上器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[404]
(504)

胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有し,把手部には刻み目が施
されて,内面にはS字状の隆帯が賠られている。胴部文様は渦巻き文やク
ランク文により構成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英。長石・雲母
褐色

普通

SK277
P1378
60%覆土中層

縄
文
時
代
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第121図

1

深鉢形上器
縄文式上器

A  195
B 333
C  95

胴部の一部欠損。平底。波状口縁。 3単位の扇状把手を有し,渦巻き状の

隆帯が貼られている。日縁部には隆帯により区画され,区画内には沈線と

爪形文が施されている。地文は無節縄皮である。

砂粒 。長石・雲母

髄

魏

SK279
P1383
90%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (162) 頸部から日縁部にかけての破片。波状口縁も口縁部は隆帯により区画され,

部分的に隆帯上に刻み目が施されている。区画内には巾広の爪形文と複列
の波状沈線文が施されている。頸部は無文帯である。

砂粒・石英・長石・雲母
絶
普通

SK279
P1384
20%覆 上下層

第121図

1

深鉢形土器
縄文式土器

[400]
(80)

Ａ

Ｂ

胴部上位から口縁部にかけての破片。内・外面ともナデ整形されている。
地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK283
P1388
10%覆土

第121図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A  250
B 437
C 100

平底。波状口縁。橋状把手を有する。日縁部文様は隆帯と沈線により構成
され 隆帯上に縄皮が施されている。胴部には逆U字状の沈線が施されて
いる。地文は単節RLの縄文である。

砂粒。石英。長石・雲母

髄

普通

SK291
P1407
80%底 面盲 ト

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (11.8) 口縁部片。波状口縁る国縁部夷様は隆帯と角押文と山形沈線文により構成
されている。波頂部から垂下する隆帯上には刻み目が施されている。

恥 ・麒 。節 ・副

暗褐色

普通

SK291
P1410
5% 覆上下層

第122図

1

深鉢形土器
縄文式上器

17.4

(265)

Ａ

Ｂ

底部欠損。平底。 1単位の突起を有する。内 。外面ともナデ整形されてい

る。地文はない。

砂粒・石英・長石'雲母

髄

普通

SK308
P1422
90%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (128) 口縁部片。有孔把手を有する。口縁部文様は隆帯と複列の爪形文により構
成されている。

婉 ・感 ・節 ・副
絶

普通

SK308
P1423
5% 覆土

第122図

1

深鉢形土器
縄文式上器

(161)
92

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部はやや外傾して立ち上がる。胴

部中位に連続爪形文が巡る。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲目

髄

普通

M313
P1431
30%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(5,0)
C  78

底部から胴部 卜位にかけての破片。平底。胴部文様は降帯と爪形文により

構成されている。

砂粒・石英・長石'雲母
絶
普通

SK313
P1433
20%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文武土器

B (88) 胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。胴部文様は刻み

目のある隆帯と山形の角押文により構成されている。

砂粒・石英。長石'雲母

赤褐色

普通

SK313
P1435
10%覆 上下層

第122図

1

深鉢形土器
縄文式土器

398
(156)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部夷様は,隆帯と沈線により構成さ

れている。胴部には単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK318
P1445
10%覆 上

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[268]
(164)

胴部上位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部文様は沈

線が施された隆帯による渦巻き文や三叉文,沈線文により構成されている

頸部には隆帯が巡り,胴部には多条縄文が施されている。

砂粒,石英・見百・雲母
髄
普通

SK318
P1446
20%覆 土

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
[316]
(105)

胴部上位から回縁部にかけての破片。口縁部は無文帯。頚部には2条の沈
線が巡り,胴部には多方向からの単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石,雲母
暗褐色

普通

SK318
P1449
20%覆 土中層

第123図

1

深鉢形土器
縄文式土器

＆

６

ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。平底。日縁部は隆帯により区画され,区画内には縄皮
が施されている。胴部には単節RLの縄皮が施されている。

砂粒・石英'長石・雲母

絶

普通

SK322
P1453
90%覆土下層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B 胴部片。胴部文様は隆帯と隆帯に沿って施された爪形文と山形沈線文によ
り構成されている。

恥 ・麒 ・節 ・剥

髄

普通

SK322
P1456
20%覆 土

第123図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (16_2) 頸部から口縁部にかけての破片。波状口縁。日縁部は刻み目のある隆帯と

角押文と山形沈線文により構成されている。頸部は無文帯である。
砂粒・長石・雲母

赤褐色

普通

SK323
P1458
10%底 面直上

第123図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

刻

６

珂

＆

併

７
．

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。波状口縁。平底。胴部は外傾し,日縁部
は内彎して立ち上がる。環状把手を有していたと思われる。地文はない。

内面にはナデ整形されている。

嚇 ・破 ・漸 ・割

絶

普通

SK325
P1460
50%覆 土

2

壷形土器
縄文式土器

A  7.8
B  9_0
C  82

平底。胴邸は外傾し,胴部中位で内彎して立ち上がる。橋状把手を有する

内・外面ナデ整形されている。部分的に赤彩した顔料が残っている。

砂粒 。長石・雲母

赤褐色

普通

SK325
P1461
90%底 面直上

第123図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(111)
105

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部はやや外傾して立ち上がる

胴部には4単位の隆帯が胴部下位まで垂下している。内・外面ともにナデ

整形されている。地文はない。

恥 '麒 '節・剥

馳

普通

SK331
P1468
80%覆 上
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図版番 器 種 抑 I値 (釦 ) 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

2

浅鉢形土器
縄文式上器

B(62) 口縁部片。口唇部が赤彩されている。内・外面ともナデ整形されている。 碗・斯・期 ,スコリア

樅

普通

SK331
P1467
5% 底面直上

第124図

1

深鉢形上器

縄文式上器

B (392) 胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁に沿って隆帯が

巡り,隆帯上には複列の交互刺突文が施されている。胴部文様は隆帯と爪

形文と沈線により構成されている。地文は撚糸文である。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK332
P1470
30%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式土器

[272]
(250

Ａ

Ｂ

胴部中位から口縁部にかけての破片。口縁には突起を有していたと思われ

る。口縁部文様は,ク ランク状の隆帯と沈線により構成されている。胴部
には複列の沈線と波状沈線が垂下する。地文は複節縄皮である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK332
P1471
40%覆 土中層

3

深鉢形土器
縄文式上器

A[292]
b (7.6)

口縁部片。日縁に沿って陸帯が巡り,隆帯上に棒状工具による押圧お功口え

られている。日縁部文様は隆帯により楕円形状に区画され 区画内には 2

列の角押文が施されている。

砂粒・石英。長石・雲母

暗褐色

普通

SK332
P1472
10%覆 土

4

浅鉢形土器
縄文式上器

[206]
74

[86]

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。胴部は外傾し,日縁部でやや内彎
して立ち上がる。口縁に沿って隆帯が巡る。内・外面ともナデ整形されて
いる。毘がいまない。

砂粒・長石・雲母

施

普通

SK332
P1473
30%覆 土中層

第124図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (10.0) 口縁部片。波状口縄 有孔把手を有する。隆帯と沈線により構成されてい

る。
恥 ・融 ・節・剥
4et
普通

SK335
P1476
5% 覆土

第124図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

A  139
B  90
C  8,0

底部平底。胴部はやや外傾して立ち上がり, 日縁部に至る。内 。外面ナデ

整形されている。地文はない。
砂粒 。長石

髄

普通

SK337
P1479
80%覆 土中層

第124図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[370]
(186)

Ａ

Ｂ

胴部中位から口縁部にかけての破片。日縁部無文帯。頸部は沈線が巡 り,

胴部文様は地文が単節LRの縄文■ 隆帯と沈線により構成され 沈線間
を磨消している。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK346
P1494
20%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(7.0)
C 10.0

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は外傾して立ち上がる。胴部は

削り後 沈線が施されている。

砂粒・石英。長石・雲母

麹
普通

SK346
P1493
20%底 面直上

第125図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(58) 口縁部片。有孔把手を有し,隆帯上に刺突が施されている。地文は単節L
Rの縄文である。

砂粒・石英 。長石

髄

普通

SK357
P1500
5% 覆上

第125図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B ( 口縁部片。波状口縁。環状把手を有する。孔の周囲を沈線が巡り,把手の

下位に束」突が施されている。
婉 ・破 ・節 ・剥

髄

範

SK358
P1505
5% 覆上

第125図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[300]
(260)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部無文帯。頸部には隆帯が巡り舌状
突起を有する。胴部には単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通

SK359
P1506
30%覆 土中層

2

深鉢形上器
縄文式土器

(12.6)

67

Ｂ

Ｃ

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部は外傾して立ち上がる。胴
部には複列の沈線が垂下し,内・外面とも磨きが施されている。地文はな
い。

砂粒・石英・長石
純

普通

SK359
P1507
30%覆土下層

第125図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

498
(41.3)

胴部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部文様は隆帯と

沈線と交互刺突文と円形束」突文により構成されている。胴部には鋸歯状沈

線や沈線によるクランク文が施されている。地文は多条縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

魏

SK361
P1508
80%覆 土中層

第125図

1

深鉢形土器
縄文式土器

み

＆

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。平底。胴部文様は複列によるクランク文と波状沈線に

より構成されている。地皮は単節RLの縄文である。

砂粒・石英

髄

普通

SK362
P1510
80%覆 土

2

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

44.0

(113)

底部と胴部の一部欠損。内面に稜をもつ。内・外面ともナデ整形されてい

る。
砂粒'石英・長石・雲母
睡
普通

SK362
P1511
60%覆土

第126図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[196]
(12の

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部には,隆帯によるクランク文が施
されている。胴部には2条の沈線と波状沈線が垂下し,単節RLの縄文力ゞ

施されている。

砂粒 。長石・雲母

褐色

魏

SK363
P1512
20%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(121) 口縁部片。有孔把手を有する。把手は渦巻き状の隆帯と沈線により構成さ

れている。
嚇 ・感 ・覇 ・剥
髄

普通

SK363
P1513
5% 覆土

3

深鉢形土器
縄文式上器

B(52) 口縁部片。波状口縁。有孔把手を有する。日縁部は隆帯により構成されて
いる。内面にはナデ整形されている。

砂粒・石英・長石。雲母
赤褐色

普通

SK363
P1514
5% 覆土

縄

文

時

代
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図版番 器 種 翻 !値 lcml 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

第126図

1

深鉢形土器
縄文式土器

A[208]
B 473
C 102

底部から口縁部にかけての破片。平底。有孔把手を有する。口縁部は隆帯

で区画され,区画内には爪形文と鋸歯状の沈線が施されている。胴部夷様

は隆帯と爪形文と横位の沈線により構成されている。

母奎
〓

石長英石

砂粒．髄
魂

SK364
P1515
50%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

227
(290)

Ａ

Ｂ

胴部中位から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁部は縄�が施された

隆帯により区画され 区画内には沈線と波状沈線が施されている。胴部文

様は隆帯と沈線により構成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・長石・雲母

4g」t
普通

SK364
P1516
20%覆 土下層

3

深鉢形土器

縄文式土器

B (267) 胴部から日縁部にかけての破片。波状口縁も日縁部文様は,角押吹 と交互

刺突文により構成されている。胴部は隆帝と角押文と鋸歯状の沈線が施さ

れている。地文は条線文である。

砂粒・石英。長石・雲母

髄
普通

SK364
P1517
30%覆土

4

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部には下端まで単節RLの縄

文が施されている。

砂粒 。長石・繊維

髄

普通

SK364
P1521
5% 移■

第127図

1

深鉢形土器
縄文式上器

(171)
88

Ｂ

Ｃ

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部文様は隆帯と沈線により構

成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

醐

普通

SK366
P1522
30%覆土

第127図

1

深鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は削り後,ナデ整形されている。地皮はない。底面には敷物に

よる圧痕が残っている。

割石長破砂粒．
純
魏

SK367
P2443
98%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

271
(260)

Ａ

Ｂ

胴部下半部欠損。 4単位の波状口縁。口縁部文様は隆帯と爪形文と波状沈

線により構成されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK367
P1524
50%底 面直上

第128図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

[460]
154
102

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。胴部は外傾して立ち上がり,口縁

部に至る。外面は削り後,ナデ整形されている。
砂粒・石英 ,長石・雲母

髄

普通

SK407
P1536
40%覆 土上層

浅鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(84)
124

底部から胴部にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されている。

憲 はない。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK407
P1537
30%覆 土上層

第128図

1

器

器騰
蠅

鉢

縄

A  325
B 174
C  98

平底。日縁部文様は刻み目や沈線の施された隆帯と爪形文と沈線により構

成されている。胴部は無文帯である◇

砂粒 。長石・雲母

睡

普通

SK409
P1538
100%覆土

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[272]
(210)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁に太い隆帯が賠られ 隆帯上に

押圧力功日えられている。胴部文様は隆帯により構成されている。地文は単

節RLの縄文である。

砂粒 。長石 。雲母

髄

普通

SK409
P1539
20%覆 上

第128図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(107) 胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部は隆帯に

より区画され,区画内には巾広の山形爪形文が施されている。胴部には沈

線が施されている。

砂粒・石英・長石 '雲母

純

普通

SK421
P1546
10%覆土中層

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(77) 日縁部片。有孔把手を有する。 砂粒・石英。長石・雲母

髄

普通

SK421
P1547
5% 覆上中層

第129図

3

深鉢形土器

縄文式土器

[364]
(190)

Ａ

Ｂ

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部は隆帯により楕円形に区画さ

れ 区画内には巾広の爪形文が施されている。隆帯上にも縄皮が施されて

いる。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石,雲母

髄

普通

SK421
P1545
20%覆 土

第129図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (322) 胴部上位から口縁部にかけての破片。 4単位の波状口縁。口縁部は隆帯に

より区画され 区画内には爪形文や波状沈線が施され,隆帯上には縄皮が

施されている。胴部には隆帯に沿って爪形文が施されている。

砂粒。石英・長石・雲母

睡

普通

SK427
P1548
40%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式土器

A  380
B (278)

胴部中位から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡る。口縁より

隆帯が逆U字状に貼られている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK427
P1549
30%覆 土中層

第130図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(87) 口縁部片。有孔把手を有する。口縁部文様は隆帯と縄皮により構成されて

いるが,縄文は摩滅している。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK438
P1555
5% 覆土

第130図

1

浅鉢形土器
縄文式土器

[308]

(86)

Ａ

Ｂ

底部から口縁部にかけての破片。地文はない◇外面には削り後,磨きが施

され,内面にはナデ整形されている。

砂粒,石英 ,長石・雲母

睡
普通

SK449
P1560
20%覆土

2

鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から口縁部にかけての破片。底部欠損。口縁部には棒状工具による押

圧力勒日えられている。地文はない。

砂粒'石英'長石・雲母

髄

普通

SK449
P1561
90%覆 土
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図版 器 種 綿 」値 (cln) 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調・焼成 備  考

第130図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(160) 日縁部片。波状口縁ぉ口縁部は刻み目のある隆帯により区画され 波頂部
に円形の突起を有する。区画には,隆帯が貼られ,交互刺突文が施され
その内側には複列の沈線が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

暗褐色

普通

SK468
P1585
10%覆土

第130図

1

壺形土器
縄文式土器

A[86]
B (168)

胴部中位から口縁部にかけての破片。口縁部と胴部中位に有孔把手を有す
る。胴部文様は単節RLの縄皮に沈線を施し,沈線間を磨り消している。
口縁から有孔把手にかけて赤彩した顔料が残っている。搬入品の可能性。

砂粒・長石

暗褐色

普通

SK472
P1590
20%覆土中層

第131図

1

深鉢形土器

縄文式生器

Ａ

Ｂ

[121]
(185)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部には円形の隆帯を貼り,中央に刺
突文が施され,日縁に沿って隆帯が巡り,隆帯上には棒状工具による圧痕
わ渤田えられている。】同部には単節LRの縄皮が施されている。

砂粒 。長石

暗褐色

普通

SK473
P1591
40%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[158]
(137)

胴部中位から口縁部にかけての破片。口縁部には細い沈線が巡り,胴部に

は斜位の沈線が施されている。

砂粒・長石

暗褐色

普通

SK473
P1592
20%覆 土

第131図

1

深鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

E228]
(104)

口縁部片。橋状把手を有する。口縁部文様は隆帯と沈線により構成されて
いる。地文は多条縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK482
P1600
20%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[416]
(309)

胴部中位から口縁部にかけての破片。口縁部夷様帯が広く,楕円形状に区

画され,三叉文の周囲に短い沈線が施されている。胴部には単節RLの縄
文が施されている。

砂粒・長石・雲母

暗褐色

普通

SK482
P1597
30%覆 土中層

3

器台形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

[258]
(45)

脚部から台部にかけての破片。台部は中央にむかってわずかにくぼむ。内
・外面ともナデ整形されている。

砂粒。石英'長石・雲母
褐色

普通

SK482
P1612
30%覆 土

4

器台形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[222]
(26)

脚部片。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK482
P1613
20%覆 土

第132図

7

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[412]
238
[120]

平底。口縁部無文帯。頸部には交互刺突文が施されている。胴部上位の文

様は隆帯と沈線により構成され,胴部下位は無文である◇

砂粒・長石・雲母

暗褐色

普通

縣 482

P1599
50%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[360]
(116)

胴部上位から口縁部にかけての破片。国縁部無文帯。胴部にはS字状の隆

帯が貼られている。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK482
P1601
20%覆土中層

第132図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[256]
(180)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯力韻占られ,隆帯上には

横位の単節LRの縄皮が施され,胴部には縦位の単節LRの縄文が施され

ている。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK499
P1634
10%覆 土

第132図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[238]
(281)

胴部中位から口縁部にかけての破片。橋状把手と渦巻き状の突起を有する

国縁部文様は隆帯と沈線により構成されている。胴部には隆帯と波状沈線
が垂下し,単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK507
P1651
50%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(48)
95

底部から胴部下位にかけての戒片。平底。内・外面ともナデ整形されてヽ

る。
砂粒・石英・長石・雲母
髄

普通

SK507
P1657
10%覆 土中層

第133図

3

深鉢形土器

縄文式上器

A 292
B 872
C  92

口縁部と底部の一部欠損。平底。口縁部は朝顔状に開く。胴部には平行沈

線と波状沈線が横位に施されている。地文は単節RLの縄支である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK507
P1650
90%覆上下層

第133図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(27)
[110]

底部片。底部上げ底。外面と底部には単節LRの縄文が施されている。 砂粒・石英・長石・織維

褐色

普通

SK510
P1662
5% 覆土

第133図

1

深鉢形土器

縄文式土器

A 106
B 239
C  85

平底。 2個で組みになる橋状把手を有する。胴部文様は沈線による刺突文
やクランク文により構成されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK518
P1666

90%覆上下層

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[308]
(297)

胴部から口縁部にかけての破片。胴部はやや外傾して立ち上がり,口縁部
くヽ 反する。外面は削り後,ナデ整形され 内面はナデ整形されている。

は はない。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通

SK518
P1667
30%覆土中層

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[155]
(64)

胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。内・外面ともナ

デ整形されている。地文はない。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK518
P1668
30%覆 土

第134図

4

浅鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。 4単位の波状口縁。内面に稜をもつ。内・外面ともナデ整形されて
いる。

砂粒・石英 ,長石・雲母
暗掲色

普通

SK518
P1672
95%覆 土下層

縄

文

時

代
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器 種 細 値 lcm) 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

第134図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(10.0) 口縁部片。有孔把手を有する。把手には隆帯上に沈線が施されている。 砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK522
P1674
5% 覆土上層

第134図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A[184]
B(88)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も沈線により文様が施されてい

る。 2次焼成を受けたと思われ,外面の赤変が特に激しい。

砂粒・石英・雲母
赤褐色

普通

SK525
P1676
20%覆 上

第135図

1

深鉢形土器
縄文式土器

A  255
B 436
C  98

3単位の有孔把手を有する。日縁部には隆帯による渦巻き文が施されてい

る。胴部には複列の沈線と波状沈線が垂下している。地文は単節RLの縄
文である。

砂粒・石英。長石・雲母

触
普通

SK530
P1679
90%底 面直上

2

深鉢形土器
縄文武土器

A  231
B 440
C 129

口縁部には複列の沈線が施されている。頸部には沈線が巡り,刺突文が施
され,胴部文様は沈線 と波状沈線が垂下している。地文は単節RLの縄虞
である。

砂粒・長石・雲母

絶

普通

SK530
P1680
70%底 面直上

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

246
(19.1)

胴部から口縁部にかけての破片。地文は単節RLの縄皮t 口縁に沿って

横位に,それより下位は縦位に施されている。

砂粒・長石・雲母

噛

普通

SK530
P1681
40%底 面直上

4

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[291]
(201)

胴部中位から回縁部にかけての破片。単節RLの縄文が施されている。 砂粒・長石・雲母

髄

範

SK530
P1682
20%覆上下層

第135図

1

深鉢形土器
縄文式土器

＆

＆

盈

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。単節RLの縄文が施されている。 砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

Ⅸ 531

P1686
95%覆 上下層

第136図

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

176
274
81

底部の一部欠損。口縁部には隆帯と沈線による楕円形を主とした区画に渦

巻き文などを加えている。地文は単節RLの縄文である。底面には木葉痕

が残っている。

砂粒 。長石 。雲母
暗褐色

普通

SK531
P1687
95%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文式上器

164
324
[86]

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。胴邸文様は沈線により構成されて
いる。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・長石

髄
普通

SK531
P1688
60%覆 土中層

4

深鉢形土器
縄文式上器 B

A [187]
(25,0

胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部には隆帯によ

るクランク文や渦巻き文や沈線が施されている。胴部には複列の沈線と波

状沈線が垂下している。地文は単節RLの縄及である。

砂粒 。長石・雲母
絶

普通

SK531
P1689
50%覆 土中層

5

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。橋状把手を有する。日縁部文様は,隆帯による渦巻き文や三叉文に
より構成されている。胴部は無文帯である。

砂粒・石英・長石・雲母
褐色
普通

SK531
P1691
90%覆土下屠

6

浅鉢形土器
縄文式上器

B(92)
C  99

底部から胴部中位にかけての破片。日縁部欠損。平底。内・外面ともナデ

整形されている。地文はない。

砂粒。石英,長石・雲母
睡
普通

SK531
P1692
60%覆 上下層

7

深鉢形土器
縄文式上器

[444]
(133)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部は無文帯。頸部には隆帯が巡 り,

刺突文が施されている。胴部文様は,沈線が施された隆帯と沈線により構

成されている。

砂粒・石英・長石・雲母
髄

普通

SK531
P1690
20%覆土中層

8

ミニチュ71X
縄文式土器

A「 43」

B  30
C  19

平底。胴部は外傾して立ち上がり,口縁部に至る。内・外面ともナデ整形
されている。地文はない。

砂粒・長石・雲母

絶

普通

SK531
P1693
100%覆 上下層

第137図

1

深鉢形土器
縄文式土器

A 211
B (260)
C「 80」

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には沈線と波状沈線が垂下して
いる。理がCはない。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK532
P1694
40%覆 上下層

2

器

器疵
胤

鉢

縄
[200]
(103)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁には隆帯が巡り,部分的に棒状工具
による押圧が施されている。胴部は内・外面ともナデ整形されている。地

文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK532
P1695
30%覆土下層

第137図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｚ

＆

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。有孔把手を有する。日縁に沿って降帯が巡る。胴部には単節LRの
縄皮が施されている。

砂粒 。長石 。雲母

睡

普通

SK536
P1696
95%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式土器

[340]
(369)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡る。胴部には条線

文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
暗褐色

普通

SK536
P1697
30%覆 土中層

3

深鉢形土器
縄文式土器

[280]
(319)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。胴部上位には逆U字
状の隆帯が賠られている。

砂粒・石英・長石・雲母
髄

普通

SK536
P1698
20%覆 土中層
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4

深鉢形上器
縄皮式上器

B(96) 胴部上位から日縁部にかけての破片。有孔把手を有する。夷様は刻み目の

ある隆帯と沈線により構成されている。胴部には単節RLの縄文が施され
ている。

腑 ,感・漸 ・剥
褐色

普通

SK536
P1700
10%盈

第138図

5

深鉢形土器
縄文式上器

[488]
(151)

Ａ

Ｂ

胴部上位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁に沿って隆
帯が巡 り,把手部には隆帯上に沈線が施されている。頸部は無文帯。胴部
上位には復列の隆帯が貼られている。

砂粒・石英。長石・雲母
髄

範

SK536
P1699
10%覆 上中層

深鉢形土器
縄文式上器

[460]
(148)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部は無文帯。胴部には隆帯と沈線が

巡り,縦位に4条の沈線が刻んでいる。
嚇 ・麒 ・節 。割
軸
普通

SK536
P1704
30%覆 上下層

第138図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (205) 胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も日縁には沈線と束惇夢〔力沌 さ
れている。胴部文様は沈線と列点文により構成されている。地文はない。

砂粒 。長石

暗褐色

普通

SK541
P1709
20%覆 土

第138図

1

深鉢形土器
縄皮式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[252]

(35働

[90]

底部から口縁部にかけての破片。平底。有孔把手を有する。口縁部には隆
帯によるクランク文が施されている。胴部には復列の沈線が垂下し,沈線
によるクランク文が施されている。地皮は単節RLの縄�である。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通

SK542
P1714
50%覆 上中層

耕 形盤
縄皮式上器

B(10.1) 胴部中位の破片。波状沈線が垂下している。地文は単節RLの縄文である( 砂粒・石英,長石。雲母
髄

普通

SK542
P1716
30%覆 上

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(101)
97

底部から胴部 卜位にかけての破片。平底。胴部には単節RLの縄文が施さ
れている。

恥 ・麒 ・節 ・割
髄

普通

SK542
P1718
30%盈

器台形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[162]
(49)

脚部から台部にかけての破片。脚部に貫通孔を有する。台部中央がややく
ぼんでいる。外面はナデ整形されている。

砂粒・石英・長石
4Bt
範

SK542
P1727
30%覆土

第139図

5

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

235
(300)

胴部下半欠損。有孔把手を有する。口縁部には隆帯によるクランク文が施
されている。胴部文様は沈線によるクランク文や複列の沈線が垂下してい
る。地文は多条縄皮である。

砂粒・石英・長石・雲母
触
普通

SK542
P1713
50%覆 十 卜層

深鉢形土器
縄文式上器

B(21.1) 胴部片。複列の沈線と波状沈線が垂下している。地文は複節縄皮である。 砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK542
P1715
40%覆上中層

7

器台形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｄ

[200]
72

[22.8]

脚部から台部にかけての破片。脚部上位に孔を有する。内・外面ともナデ
整形されている。部分的に2次焼成による赤変がみられる。

砂粒・石英・長石・雲母
髄

普通

SK542
P1726
30%覆 上

第139図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A[395]
B (266)

胴部中位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。日縁部は隆帯に
より区画され 区画内には縦位の沈線が施されている。胴部には複列の沈
線が垂下し,単節LRの縄文が施されている。

碗 ・破 。斯 ・割
純

普通

SK544
P1737
30%aLL層

2

深鉢形土器
縄皮式上器

B (154) 胴部上位から日縁部にかけての破片。波状口縁。橋状把手を有する。日縁
部は隆帯により区画され 区画内には沈線が施されている。胴部には条線
文が施されている。

砂粒 '石英・長石・雲母
睡

普通

SK544
P1739
20%覆 上中層

第140図

9

深鉢形土器
縄文式上器

[209]
(212)

Ａ

Ｂ

胴部中位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部には隆帯
と沈線が施されている。胴部には多条縄皮が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK544
P1738
40%覆 土上層

深鉢形土器
縄皮式土器

Ａ

Ｂ

[273]
(150)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部に渦巻き状の突起を有する。
日縁部には隆帯により楕円形状に区画され 区画内には縦位の沈線が施さ
れている。胴部には多条縄文が施されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK544
P1740
20%盈

第140図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(129) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁。有孔把手を有する。把手
部内側には沈線と刺突文が施され,胴部夷様は沈線により構成されている(

砂粒 。長石・雲母
触

普通

SK548
P1748
10%覆 上中層

2

深鉢形土器
縄皮式上器

B (107) 口縁部片。波状口縁も有孔把手を有する。把手部には同心円状の沈線と刺
突文が施されている。外面には磨きが施されている。

砂粒 。長石・雲母

施

普通

SK548
P1749
5% 覆土中層

第140図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(172) 胴部から口縁部にかけての破片。口縁部には眼鏡状の隆帯が賠られ,孔の

周囲には刻み目が施されている。胴部には条線上に沈線や曲折文が施され
ている。

砂粒・石英・長石'雲母
絶
普通

SK562A
P1766
20%覆 上下層

深鉢形土器

緻 難 器

Ｂ

Ｃ

(43)
[72]

底部から胴部 卜位にかけての破片。平底。内面はナデ整形。外面は磨きが
施されている。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒 。長石・雲母
黒褐色

普通

SK562A
P1768
10%覆上

縄

文

時

代
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図版 器 種 悧 値 (cml 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調 。焼成 備  考

第141図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[122]

(88)

Ａ

Ｂ

口縁部片。口縁部文様は隆起帯縄皮 と刻み目のある隆起帯と角押文 と沈線
により構成され,各段の隆起帯上には賠瘤が施されている。

砂粒・長石

睡

普通

SK563
P1772
30%盈

第141図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (228) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁部文様は隆帯と爪形

文と沈線により構成されている。

砂粒・石英。長石・雲母

髄

普通

SK565
P1774
20%覆 上

2

深鉢形土器
縄文式土器

B 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁。有子し把手を有する。口縁

部文様は隆帯と沈線と羽状縄皮により構成されている。日縁部の下は無文

帯である。

砂粒・石英・長石・雲母
暗褐色
普通

SK565
P1775
20%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文式上器

A  150
B (146)

底部と口縁部の一部欠損。有段口縁。国縁部には沈線が巡り,刺突文が施
されている。胴部には半裁竹管による弧線文が施されている。地文はない

砂粒・石英・雲母

髄

普通

SK565
P1777
70%覆 土

4

深鉢形土器
縄文式上器

５

０

倒

ａ

Ｚ

６
．

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部には横位の条線が施されている。 砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK565
P1778
80%底 面直上

5

深鉢形土器
縄文式土器

[114]

(125)
85

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部文様は隆帯と横位の沈線に

より構成されている。

砂粒・石英,長石・雲母

睡

普通

Ⅸ 565

P1779
30%覆 上下層

第141図

1

深鉢形土器
縄文式土器

[286]
(172)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部無文帯。胴部上位には弧線文が施

され,単節RLの縄文が充填されている。胴部中位から下位にかけては斜

位の沈線が施されている。

砂粒・雲母
黒褐色

普通

К 574

P1796
20%覆 上中層

深鉢形土器
縄文式上器

[170]
(157)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って 2条の沈線が巡り,沈線間
に刻み目が施されている。胴部には上下の連続孤線文に沈線が施され,文
様の交点には瘤が貼られている。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

SK574
P1797
20%覆 上下層

第142図

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

(304)

(163)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部無文帯。胴部文様は複列の沈線や

渦巻き文により構成されている。

砂粒・長石

黒褐色

普通

Ⅸ 574

P1802
20%覆 土中層

4

深鉢形土器

縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(120)
30

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には斜位の沈線が施されている( 砂粒 。長石

醜

普通

SK574
P1799
20%覆土中層

5

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[420]
(16つ

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁ぉ波頂下に貫通子しを有する。内
・外面ともナデ整形されている。

砂粒・石英。長石・雲母

褐色

普通

SK574
P1803
30%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式上器

B(95) 胴部から口縁部にかけての破片。有7LIE手を有する。胴部には沈線による

渦巻き文が施されている。地文は単節LRの縄文である。

砂粒・石英・雲母

髄

普通

SK574
P1798
5% 覆土中層

第142図

1

鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

底部丸底。胴部は内彎気味に外傾し,口縁部は直立する。口縁部は2段の

隆起帯縄皮が施され 隆起帯に沿って細い沈線が巡る。 1段の隆起帯には

粘土粒を貼 り付けた把手を有する。胴部は磨きが施されている。

砂粒・石英・長石

醐

普通

SK575
P1804
90%覆土

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(95)
116

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は削り後,ナ デ整形されている 砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK575
P1805
20%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部から胴罰
`卜

位にかけての破片。胴邸は下端まで磨きが施されている。

底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・長石・スコリア

髄
普通

SK575
P1806
5% 覆土

第143図

4

深鉢形土器

縄文式上器

B (133) 有孔把手を有する。把手部は隆帯と沈線と刺突文により構成されている。 砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK575
P1807
5% 蕨上

第143図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (102) 口縁部片。有子し把手を有する。把手部には孔の周囲に沈線が巡 り,隆帯に

は刻み日と沈線が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK576
P1809
5% 覆上

2

深鉢形土器
縄文式土器

B (127) 口縁部片。有孔把手を有する。口縁部文様は沈線が施された隆帯と沈線に

より構成されている。

V/u・石英帳拓奪母・スコリラ
髄
普通

駅 576

P1808
5% 覆土

第143図

1

ミエチェア土器

縄文式上器

A[68]
B(18)

胴部上位から日縁部にかけての破片。内黒で磨きが施されている。 砂粒 。雲母

暗褐色

普通

駅 580
P1814
5% 覆土

-256-



図版 器 種 計測値 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第143図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(65)
C  75

底部から胴部下位にかけての破片。平底。内・外面とも磨きが施されてい

る。地文はない。

長石・スコリア

触

普通

SK584A
P1816
10%覆土

2

深鉢形土器

縄文式上器

B(70) 口縁部片。有孔把手を有する。子しの周囲には沈線が巡る。 砂粒・石英,長石・雲母

髄

普通

SK584A
P1817
5% 覆土

第143図

1

深鉢形土器
縄文武土器

265
(259)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。口縁部には眼鏡状の隆帯が貼られている。胴部は沈線によ

り方形に区画され,区画内には渦巻き文が施されている。地文は単節LR
の縄文である。

婉 ・融 ・覇 ・剥

褐色

普通

SK585
P1818
70%覆 土中層

第144図

2

器

器腑
蠅

鉢

縄
[118]
74
80

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は内彎気味に外傾し頸部でややくびれ,日縁部は外傾して立ち

上がる。胴部上位にはS字状の隆帯力胡占られている。内・外面ともナデ整

形されている。

砂粒`石英 ,長石・雲母

褐色

普通

M585
P1819
98%覆 上下層

3

浅鉢形土器

縄文式上器

B(50)
C  76

底部から胴部にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されている。 砂拉,石英,長石・雲母

髄

普通
螂Ｐ・８２．舛

覆上下層

4

深鉢形土器

縄文式上器

B ( 口縁部片。波状口縁。把手を有し,把手には隆帯が賠られ,孔を有する。 砂粒 。長石・雲母

暗褐色

普通 ＳＫ５８５Ｐ・８２０婢
5

ミエチェア土器

縄文武土器

A  86
B  49
C  40

底部から口縁部にかけての破片。口縁部には把手を有し,胴部文様は複列
の沈線により渦巻き文や連弧文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
赤褐色

普通

SK585
P1822
60%覆 土中層

第144図

1

深鉢形土器
縄文式上器

(321)

[128]

Ｂ

Ｃ

胴部片。外面は削り後,ナ デ整形され,内面はナデ整形されている。 砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK586
P1824
30%覆 上下層

第144図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(192) 胴部上位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部文様は隆

帯と沈線により構成され,単節RLの縄皮が施されている。胴部には単節
RLの縄文と複列の沈線が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通 蜘Ｐ・８３４婢第144図

1

注目土器

縄文式上器
棚 55
螂離 28
長さ 65

注目部片。注目部の下に瘤が賠られ,刻み目が施されている。 砂粒・石英

赤褐色

普通

縣 591

P1836
5% 覆上

第144図

1

深鉢形土器

縄文式土器

B(133) 口縁部片。波状口縁。有孔把手を有する。国縁部文様は刻み国のある隆帯
と沈線より構成されている。

砂粒・石英,長石 '雲母

醜

普通

SK592
P1840
5% 覆土中層

第145図

4

深鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。有孔把手と橋状把手を有する。口縁部夷様は渦巻き状の隆帯と沈線
により構成されている。胴部には単節LRの縄文が施されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通 覆上下層
勲Ｐ・８３８確

第145図

1

深鉢形土器
縄文式■器

[288]
(162)

Ａ

Ｂ

胴部中位から口縁部にかけての破片。文様は縦二段構成で, J字渦巻きや
X字状文が施されている。地文は単節LRの縄文である。

砂粒・石英'長石・雲母
髄

普通 ＳＫ５９５叫婢器

器腿
蛇

鉢

縄
[258]

(102)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に刻み目が施されている。地文はな
い 。

砂粒・石英・長石

醐

普通 螂Ｐ・８５５］第145図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位にかけての破片。上げ底。胴部から底面には単節LRの
縄文が施されている。

秒粒・長石・雲母・繊維

褐色

普通

縣 599A
P1861
5% 覆土

第146図

1

深鉢形土器

縄文式上器

B(164) 胴部片。胴部文様は隆帯と沈線により構成されている。地文は単節RLの
縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通 層中期Ｐ・８６４婢第146図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(192)

[84]
底部から胴部にかけての破片。平底。胴部はほぼ垂直に立ち上がる。胴部
には単節LRの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

赤褐色

普通 蜘Ｐ・８６５］深鉢形土器
縄文式上器

B (256) 胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁。有孔把手を有する。文様は隆

帯と爪形文と沈線により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK601
P1866
40%覆 土

3

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[240]
(101)

頸部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。口縁部文様は隆帯と

刻み目のある隆帯と沈線と刺突文により構成されている。頸部は無文帯で

ある。

砂粒,石英・長石・雲母
髄

普通

Ⅸ 601

P1867
10%覆 土

縄
文
時
代
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図阪 器 種 計測値 (cln) 器 文ぴ及徴特の形 様 胎土・色調・焼成 備  考

4

深鉢形土器
縄文式上器

B(6.7) 頸部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。頸部には隆帯を巡ら

し,交互刺突文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK601
P1868
5% 覆土

5

注目土器
縄文式上器

B(50) 胴部から口縁部にかけての破片。注口部一部欠損。 4段の刻み目のある隆

起帯が巡り,貼瘤により連結している。内面はナデ整形されている。

スコリア

鵬触魏

SK601
P1869
10%覆 土

6

鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部には単節RLの縄文が施されている。 砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK601
P1870
10%覆 上

7

ミエチュア鍛

縄文式上器
[68]
(31)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部には刻み目が施されている。 砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK601
P1873
20%覆土

第146図

1

深鉢形土器
縄文式土器

(22幼
4,3

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。内面はナデ整形されている。外面は斜位の削りが施さ

れている。底面には棒状工具による押圧力訪日えられている。

砂粒 。長石

黒褐色

普通

SK605A
P1876
80%覆土

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(18.1)

50
底部から胴部にかけての破片。平底。胴部中位には条線文が施され,下位

は無文帯で削りが施されている。

砂粒 。石英 。長石

髄

普通

SK605A
P1877
20%覆土

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[34.6]

(77)
口縁部片。日縁部には推定で 4単位のV字状の隆帯が貼られ,単節RLの
縄文が充填されている。V字状の隆帯間には爪形文と沈線により文様が施

されている。

嚇 ・破 ・節 ・剥
髄
普通

SK605A
P1878
10%覆土

第147図

4

深鉢形土器
縄文式上器

A  29,1
B 406
C  54

口縁部と頸部に紐線が賠られ刻み目が施されている。紐線間には縦区画の

沈線が施されている。胴部には条線と磨きが施されている。底面には敷物
による圧痕が残っている。

砂粒 。長石
黒褐色

普通

SK605A
P1875
90%覆 土

第147図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(68) 口縁部片。口縁に沿って隆帯が巡り,日縁から短い断面三角形の隆帯が垂

下している。

砂粒 。石英 。雲母

触

普通

SK605B
P1880
5% 覆土

2

深鉢形土器
縄支式上器

B (129) 胴部から口縁部にかけての破片。双頭波状口縁も日縁には隆起帯が賠られ,

隆起帯上には単節RLの縄文が施され,賠瘤により刻み目のある微起隆線
と連結している。微隆起線間には浅い沈線と磨きが施されている。

砂粒・スコリア

黒褐色

普通

劇K605B
P1879
10%覆土

3

深鉢形土器
縄文式上器

B(88) 口縁部破片。波状口縁も把手には沈線が施され,孔を有する。日縁には沈

線と単節RLの縄文が施されている。胴部には単節RLの縄文が施され

沈線で区画し,外側を磨り消している。

砂粒 。長石

醐

普通

SK605B
P1881
5% 覆土

4

深鉢形土器
縄文式上器

B(91) 胴部片。胴部には2条の沈線が巡り,沈線間には下向きの連弧文が施され,

連孤文の外側は磨り消されている。地文は単節RLの縄文である。内側に

は赤彩された顔料が残っている。

砂粒・長石

黒褐色

普通

SK605B
P1884
20%覆 土

第148図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (300)
C  36

底部から口縁部にかけての破片。 2条の隆起帯縄文上に瘤が貼られている

胴部文様は弧線文に単節RLの縄皮が施されている。
砂粒 。長石

触

普通

SK607
P1888
50%覆 土上層

深鉢形土器

縄文式土器
[306]
(22.働

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部と胴部に隆帯が巡 り,刻み目が施
されている。地文は斜位の条線文である。

砂粒 。長石

醐
普通

SK607
P1889
20%覆 上上層

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[276]

(19の

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部には単節RLの縄文が施され 胴

部は削り,日縁部との境に段をつけている。内面はナデ整形されている。

砂粒・長石

睡

普通

SK607
P1890
30%覆 土

4

深鉢形土器
縄文式上器

A  202
B (235)
C  9_0

底部から口縁部にかけての破片。平底。日縁部文様は陸帯と爪形文により

構成されている。胴部には隆帯が垂下し,隆帯に沿って爪形文が施されて
いる。

砂粒・石英・長石・雲母

晴福色

普通

SK607
P1891
60%覆 上

5

深鉢形土器
縄文武土器

B(78)
C  35

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には弧状の条線文が施され 胴

部下位は磨きが施されている。
砂粒 。長石・雲母

暗褐色

普通

SK607
P1895
30%覆 土

深鉢形土器

縄文式上器
[129]
(38)

Ａ

Ｂ

2段の隆起帯縄皮が巡り,隆起帯に沿って連続の三角刺突文が施されてい

る。内面はナデ整形されている。

砂粒・長石

醐

普通

SK607
P1897
5% 覆土

7

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[132]
(87)

胴部から口縁部にかけての破片。 2段の隆起帯縄文が巡る。内面はナデ整

形されている。

砂粒。長石・スコリア

触

普通

SK607
P1892
20%覆 土
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8

鉢形上器
縄文武土器

[172]
5.2

Ａ

Ｂ

底部から日縁部にかけての破片。日縁には刻み目が施され,胴部上位には
2条の沈線が巡り,沈線間に単節LRの縄文が施されている。その下は無
文帯である。内面は磨きが施されている。

砂粒・石英 。雲母

睡

普通

SK607
P1893
20%覆 土

第149図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

底部片。底面には敷物による圧痕が残っている。 砂粒 。長石・雲母
醐

普通

SK608
P1903
5% 覆上上層

第149図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(75) 口縁部片。有孔把手を有する。口縁部文様は隆帯と複列の有節沈線文によ

り構成されている。
婉 ・麒 ・廟 ・割
4FJt

普通

SK612
P1906
5% 覆土

第150図

1

鉢形土器
縄文式上器

４

多

ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部の一部欠損。平底。日縁には刻み目が施され, 日縁部文様は帯縄皮に
縦位の沈線が施されている。底面には致物による圧痕が残っている。

砂粒 。長石
黒髄

普通

SK619
P1926
60%覆 土

第150図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[322]
(276)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。文様は大小の蛇行沈線により構成されて
いる。地文は単節LRの縄皮である。

砂粒・長石

髄

普通

SK624
P1939
20%覆 土

深鉢形土器
縄文式土器

B (23.2) 胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。文様は沈線により構
成され,沈線間には単節LRの縄皮が充填されている。

砂粒 。石英 。長石

暗褐色

普通

SK624
P1940
30%覆土

第151図

4

深鉢影土器
縄文式土器

B(13_1) 口縁部破片。橋状把手を有する。日縁部文様は,隆帯と爪形文と角押文に
より構成されている。

砂粒 。長石・雲母
睡

普通

SK629A
P1946
20%覆 土

第151図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[280]
(296)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。内・外面ともナデ整形されている。地文はない。 砂粒・石英・長石・雲母
絶

普通

SK630
P1951
50%覆 土下層

深鉢形土器
縄文式上器

B (324) 胴部破片。内・外画ともナデ整形されている。 砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK630
P1948
50%覆 上下層

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

底部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡り,V字状の隆帯
が貼られている。隆帯上には刻み目が施され,隆帯に沿って爪形文が巡っ
ている。胴部はナデ整形されている。地文はない。

恥 ,破・節 ・割
4Bt
普通

SK630
P1954
30%覆上下層

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[31.2]

(12.4)

口縁部破片。日縁部文様は刻み目のある隆帯により楕円形状に区画され
隆帯に沿って複列の角押文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

噛

普通

SK630
P1949
20%覆 上下層

5

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[148]
167
80

底部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡る。内 。外面とも

ナデ整形されている。地文はない。

砂粒。石英。長石・雲母
睡

普通

SK630
P1955
70%覆 上下層

第152図

7

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[256]
(228)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁には隆帯を縦に貼った突起を有
する。胴部には隆帯と爪形文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
褐色
普通

SK630
P1950
20%覆 上下層

第152図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[24_0]

(27.6)

胴部上位から口縁部にかけての破片。 4単位の突起を有する。口縁部には

隆帯によるクランク文が施されている。胴部文様は沈線によるクランク文
と波状文により構成されている。地文は単節RLの縄文である。

恥 ,麒・断・割
暗褐色
普通

SK640
P1966
30%覆 上上層

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[200]
(200)

胴部から口縁部にかけての破片。 4単位の波状口縁。胴部には複列の沈線
によるクランク文が施されている。地皮は単節RLの縄皮である。

砂粒・長石・雲母

鞭

普通

SK640
P1968
30%覆 土上層

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
[156]
(185)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁に沿って交互刺突文が施
されている。胴部には沈線が巡る。地皮は単節LRの縄潔である。

砂粒・石英・長石・雲母
睡
普通

SK640
P1970
30%覆 土中層

4

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

255
(143)

胴部から口縁部にかけての破片。 4単位の波状口縁。口縁に沿って隆帯が

巡り,隆帯上に細い粘上が渦巻き状に貼られている。胴部文様は沈線によ

り構成されている。地文は多条縄文である。

砂泣・石英・長石・雲母

絶

普通

SK640
P1967
30%覆上中層

5

課鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[372]

(12_9)

口縁部破片。回縁部文様は隆帯と沈線によるクランク文により構成されて
いる。地文は単節RLの縄皮である。

砂粒 。長石・雲母

褐色

普通

SK640
P1971
10%覆 土中層

第153図

6

深鉢形土器
縄文武土器 B

A [238]
(64)

頸部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡り,三角形状の突
起を有する。頸部には複列の隆帯が賠られている。

砂粒・石英 。長石
睡

普通

SK640
P1972
10%覆 土中層

縄
文
時
代
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7

深鉢形土器
縄文式土器

(17め
84

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は複列の沈線により構成さ

れている。地文は多条縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK640
P1973
40%覆 土中層

8

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(181)
66

底部から胴部にかけての破片。胴部文様は複列の沈線により構成されてい

る。地文は単節RLの縄文である。
砂粒・石英・長石・雲母

純
普通

SK640
P1974
20%覆 土中層

第153図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[219]
(149)

胴部から日縁部にかけての破片。日縁部無文帯。胴部には縦位の条線が施

されている。

砂粒・石英・雲母

醐
範

Ⅸ 641
P1985
30%覆 土中層

第153図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(144) 口縁部片。有孔把手を有する。把手部文様は隆帯と角押文と円形刺突文に

より構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

純

普通

SK642
P1986
5% 覆十 ,層

2

器台形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｄ

[170]
31

[194]

脚部から台部にかけての破片。内・外面ともナデ整形されている。脚部に

貫通孔がある。

砂粒・石英・長石・雲母

絶

普通

SK642
P1987
30%覆 土

第153図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (225) 胴部から頸部にかけての破片。頸部には2条の沈線が巡り,沈線間に刻み

目が施されている。胴部文様は入組弧線文に縄皮が充填され,胴部下位に

は単節LRの縄文が施されている。

砂粒
黒褐色

普通

SK645
P1995
30%盈

2

深鉢形土器
縄文式土器

B(109) 口縁部片。有孔把手を有する。把手部は,刻み目のある降帯と沈線と交互

刺突文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK645
P1996
5% 覆土

第154図

7

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から口縁部の一部欠損。口縁部文様は隆帯と波状の隆帯により構成さ

れている。胴部は隆帯によるクランク文と単節RLの縄文が施されている
砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK645
P1994
70%底 面盲 ト

第154図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。口縁と頸部に隆起帯が巡り,隆起帯上に

は押圧力功日えられている。口縁部から胴部には斜位の浅い沈線が施されて

いる。

砂粒・長石

暗褐色

普通

SK647
P1998
20%覆 土

第155図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[212]
(27.3)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡り,隆帯に沿って

爪形文が施されている。胴部には単節LRの縄皮が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK648
P1999
40%覆 土上層

深鉢形上器
縄文式上器

B(312) 胴部から口縁部にかけての破片。口縁部文様は隆帯による渦巻き文と沈線

により構成されている。胴部には単節RLの縄�が施されている。

砂粒。石英・長石・雲母

髄

普通

SK648
P2000
30%覆 土劇雷

第155図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。胴部夷様は隆帯により構成されている。地文は無節縄�であ

る。

砂粒 。長石・雲母

髄
普通

SK649
P2439
80%盈

皿

縄文式土器

６

５

Ａ

Ｂ

丸底。胴部は内彎気昧に外傾し口縁部に至る。日縁部に双頭状の突起を有

し,突起は貫通孔を有している。胴部には2条の沈線が巡り,底面には沈

線によりひまわりの花のような文様が施されている。

恥 `石芙Ⅲ薄百・スコリア

髄

普通

SK649
P2438
100%覆 土

第155図

1

深鉢形上器

縄文式上器
[24,0]

310
114

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。胴部には隆帯による対Eluと 隆帯

に沿った角押文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK650
P2003
40%底 面直上

第156図

1

深鉢形土器
縄文武土器

[248]
(222)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。 2単位の有孔把手を有する。口縁には隆帯をS字状に貼り

付けている。胴部にはY字状の隆帯が垂下している。地文は単節RLと L
Rの羽状縄皮である。

砂粒・石英・長石・雲母

純

普通

SK651
P2006
50%覆 土上層

2

深鉢形土器

縄文式上器

B (138) 胴部から口縁部にかけての破片。口縁部文様は刻み目のある隆帯と沈線と

爪形文により構成されている。

砂粒・長石・雲母

噛

普通

SK651
P2007
10%覆 土上層

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[312]
(184)

胴部から口縁部にかけての破片。頸部には角頭状工具による鋸歯状の沈線

が巡る。口縁部から胴部にかけて単節RLの縄皮が施されている。

砂粒 。長石・雲母

施

普通

SK651
P2009
10%覆 土中層

4

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(133)

129
底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部には縦位の条線が施され

,

4単位の隆帯が垂下し,隆帝上には棒状工具により押圧力劫日えられている

底面には敷物による圧痕が残っている。

闘 `麒・節 ・副

絶
普通

縣 651

P2008
50%覆 土中層

ミニチュア土器

縄文式上器

A  40
B(22)

外面はナデ整形されている。 砂粒・石英,長石,雲母

施

普通

SK651
P2012
90%覆 土中層
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第156図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(120) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁。有孔把手を有する。胴部

には単節LRの縄文が施され,沈線間を磨り消している。

砂粒・石英 。長石

醐

普通

Ⅸ 653

P2016
10%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(70) 口縁部片。有孔把手を有する。文様は浅い沈線内に単節LRの縄文が充填

されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK653
P2017
5% 覆土

第157図

1

注目土器

縄文式上器

B(63) 口縁部片。波状口縁。有孔把手を有する。日縁部は隆帯により構成されて

いる。

砂粒・長石・スコリア

髄
普通

SK664
P2034
10%覆 土

第157図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[197]
81
64

底部から口縁部にかけての破片。波状口縁。平底。胴部は内彎剣末に外傾

し口縁部に至る。内・外面ともナデ整形されている。地文はない。

砂粒・長石・雲母

噛

普通

SK665
P2037
70%底 面直上

2

深鉢形土器
縄文式上器

(114)

[120]

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には隆帯が賠られ,部分的に隆

持に沿って角押文が施されている◇地文は縦位の条線文である。

砂粒・石英・雲母

髄

範

SK665
P2036
20%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文式上器

４

盈

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部と口縁部の一部欠損。平底。外面には沈線が施されている。内面はナ

デ整形されている。

砂粒・石英 。長石

髄

魏

SK665
P2035
60%底 面直上

第157図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (114) 胴部片。沈線により文様が施されている。地文はない。内面はナデ整形さ

れている。

砂粒・石英 。長石

睡

普通

SK666
P2039
20%覆 土

2

深鉢形土器

縄文式上器

(93)
116

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部は内・外面ともナデ整形さ

れている。胴邸下位の 4か所に棒状工具による押圧力渤日えられている。底

面には敷物による圧痕がわずかに残っている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK666
P2040
10%覆 土

第158図

6

深鉢形土器

縄文式土器
[309]

[268]

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。Л同部に隆帯が巡る。 砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK666
P2038
20%覆 土

第158図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A  269
B 368
C 109

平底。口縁に隆帯が巡る。日縁部にはV字状の隆帯が貼られ,V字状の隆

帯から胴部にかけて波状の隆帯が垂下している。地文はない。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK667
P2042
90%覆 土

第158図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(80)
101

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部は削り後,ナ デ整形されて

いる。 2次焼成を受け,赤変している。

砂粒 。長石

赤褐色

普通

SK671
P2046
30%覆土

2

器台形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[20_0]

(47)
脚部から台部にかけての破片。脚部には貫通孔を有し,角押文が施されて

いる。

砂粒 。長石・雲母

暗褐色

普通

SK671
P2047
10%覆 土

第158図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(151) 口縁部片。波状口縁も口縁部文様は隆帯と複列の角押文により構成されて
いる◇内面はナデ整形されている。

砂粒 。長石 。雲母
暗褐色

普通

SK677
P2052
20%覆 土

第159図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[232]
(65)

胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状担手を有する。口縁には隆帯と

沈線が巡り,隆帯上には縄皮が充填されている。胴部文様は隆帯と沈線と

波状沈線により構成されている。地文は単節RLの縄文である。

婉 。感 ・節 ・剥

髄

普通

SK678
P2055
10%覆 土

第159図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(60)
C[70]

底部から胴部下位にかけての破片。底部底上↓九 胴部から底面まで押圧縄

文が施されている。

砂粒。長石・雲母・繊維

髄

普通

SK680
P2060
5% 覆土

第159図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(171) 橋状把手部片。巾広の橋状把手で削り後,ナデ整形されている。 砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK682
P2061
5% 覆土

第159図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B ( 口縁部片。有孔把手を有する◇把手部文様は爪形文と有節沈線文により構

成されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK683
P2062
5% 覆土

2

ミニチュア齢

茜

縄文式上器

54
20

Ａ

Ｂ

4つ の貫通孔を有し,弧状や渦巻き状の沈線文が施されている。 砂粒・石英,長石,雲母

髄

普通

SK683
P2063
100%覆 上下層

第159図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[231]
(234)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。日縁に沿って隆帝が巡り, V字状の隆帯が貼られている。

隆帯に沿って 2条の有節沈線が施されている。地文はない。

砂粒・雲母

睡

普通

SK687
P2065
40%底 面直上

縄

文

時

代
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第160図

2

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部無文帯。胴部文様は沈線により構

成されている。地文は単節LRの縄文である。

砂粒・石英・雲母

醐

普通

SK687
P2066
40%覆 上

第160図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[240]
(53)

Ａ

Ｂ

口縁部片。口縁部は隆帯により区画され,区画内には複列の角押文や渦巻
き状や直線的な沈線が施されている。

恥 サ嘉百・郵琺tスコリア

睡

普通

SK689
P2069
10%覆 上

第160図

1

深鉢形土器

縄文式上器

咽

つ

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部文様は刻み目と沈線のある隆帯と沈線間の交互刺突文と

直線や波状の沈線により構成されている。

砂粒・石英・長石

髄
普通

SK693
P2072
10%覆 土中層

第160図

1

深鉢形上器
縄文式上器

B (186) 胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。文様は刺突文が

施された隆帯と沈線により構成されている。地文は単節LRの縄虞である 肺
髄
範

・長石・スコリア SK698
P2085
10%覆 土上層

2

浅鉢形土器
縄文式土器

189
92

[92]

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。口縁に沿って隆帯が巡る。胴部文様は上位に沈線による濁巻き文と

斜位の角押文が施されている。

砂粒・長石・雲母

随

普通

SK698
P2086
70%覆 土中層

第161図

3

深鉢形土器
縄文式上器

[261]

(28か

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁と頸部に隆帯が巡り,隆帯に沿って

爪形文が施され,隆帯間に横位の鋸歯状の沈線が施されている。胴部文様
はY字状と爪形文と横位の鋸歯状の沈線により構成されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK698
P2083
30%覆 土上層

4

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[266]
(191)

頸部から口縁部にかけての破片。波状口縁。波頂部に刻み目が施されてい

る。日縁部文様は隆帯と爪形文と沈線により構成されている。頸部は無文

帯である。

恥 ・破 ・節 ,瓢

醐

普通

SK698
P2084
10%覆 土中層

第161図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

220
(128)

胴部上位から回縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部には隆帯
によるクランク文や交互刺突文が施されている。胴部文様は沈線により構

成されている。地文は多条縄文である。

砂粒・雲母

睡

普通

SK699
P2088
20%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

(6.3)

106

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位にかけての破片。胴部には撚糸文が施されている。底面
には敷物による圧痕が残っている。

砂粒,石英・長石・雲母

髄

普通

SK699
P2090
10%覆 土上層

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

201
(15.6)

胴部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部には隆帯によ

るクランク文と縦位の沈線が施されている。胴部は複列の沈線が垂下し,

その間を横位の波状沈線が施されている。地文は多条縄文である。

恥 ・麒 ・節 ・瓢

醐

普通

SK699
P2087
30%覆 土上層

第161図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[330]
(144)

口縁部片。口縁部には孤状の隆帯が賠られ 隆帯に沿って爪形文が施され

ている。

助 ・破 ・漸 ・割

髄

普通

SK700
P2094
30%覆上下層

第162図

3

浅鉢形土器
縄文式土器

B (147) 胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も内・外面ともナデ整形されて
いる。地文はない。

砂粒,石英・長石・雲母

髄

普通

SK700
P2093
30%覆 土中層

4

深鉢形土器

縄文式上器
(244)

[120]

B
C

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は隆帯と爪形文と条線文に

より構成されている。
砂粒'石英・長石・雲母
髄

普通

SK700
P2095
30%覆■

第162図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。波状口縁も口縁部には隆帯により山形状に区画され縄文が

充娯されている。胴部には単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK702
P2096
60%覆 土上層

第162図

1

深鉢形土器
縄文式上器

197
(212)

Ａ

Ｂ

胴部の一部と底部欠損。口縁に沿って隆帯が巡る。胴部には縦位の条線が

施されている。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK703
P2097
60%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(6.5) 口縁部片。波状日縁。沈線と刺突文により構成されている。内面はナデ整

形されている。

砂粒 。長石・雲母
黒褐色

調

SK703
P2098
5% 覆土

第163図

1

深鉢形土器
縄文式土器

[340]

(212)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。口縁部文様は隆帯と

沈線と半我竹管による交互刺突文により構成され,縄文が充填されている(

胴部には単節RLの縄皮が施されている。

砂粒`石英 ,長石・雲母

触

普通

SK705
P2100
20%覆 土

第163図

1

浅鉢形土器

縄文武土器

A[398]
B 161
C 120

底部から口縁部にかけての破片。平底。外面は削り後 ナデ整形され,内
面はナデ整形されている。地文はない。

穆粒・破・漸・剥・スコリフ

髄
普通

SK707
P2102
40%覆土中層

第163図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

(61)
92

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されている。

蝦 はない。

砂粒 。長石・雲母
触

普通

SK708
P2104
20%覆 土中層
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第164図

1

鉢形土器
縄文式上器

A  150
B(70)

底部欠損。橋状把手を有する。口縁に沿って隆帯が賠られ,棒状工呉によ
る押圧力渤Eえ られている。胴部は無文帯である。内面はナデ整形され 外
面は磨きが施されている。

恥 ・感 ・断 ・割

赤褐色

普通

SK712
P2106
90%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式土器

(170
90

Ｂ

Ｃ

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部文様は単節RLの縄文が施
され,複列の沈線により構成されている。

砂粒・長石・雲母・スコリア

絶

普通

SK712
P2107
50%覆 上下層

第164図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[370]

(297)

胴部から日縁部にかけての破片。日縁直下に段を有し,鋸歯状に削り出し
がされている。胴部には陵位の綾繰文が施されている。

砂粒・石英,長石・雲母

髄
範

SK713
P2108
30%覆 上

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(97) 胴部片。外面には綾繰文が施され,内面はナデ整形されている。 砂粒・長石

黒褐色

普通

SK713
P2110
20%覆 土

3

鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[252]
(159)

胴部中位から口縁部にかけての破片。日縁部は無文帯。胴部には2条の沈

線が巡り,その下は単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK713
P2109
10%覆上

第164図

1

浅鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

[460]
(192)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁部には赤彩した顔料が残
っている。胴部 2か所に穿孔されている。内面はナデ整形され,外面は磨
き力渤伍されている。

砂粒・石英・長石・雲母
噛

普通

M714
P2114
20%覆 土

第165図

1

器台形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[23.3]

(25)
台部片。脚部に貫通孔を有する。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒・長石・雲母

醐

普通

甑 715

P2115
10%覆 土

第165図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[501]
(228)

Ａ

Ｂ

胴部上位から日縁部にかけての戒片。橋状把手を有する。日縁部文様は渦
巻き状の隆帯と沈線と交互刺突文により構成されている。胴部には単節R
Lの縄文が施されている。

婉 ・感 ・節 ・割
髄
普通

SK718
P2117
20%融

2

深鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

[368]
(27_3)

胴部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。胴部には波状の条線
文が施されている。

開 。感 ・節 ・瓢

絶

普通

SK718
P2118
10%覆 土中層

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

201
(234)

2単位の橋状把手を有する。把手の孔の周囲には刻み目が施されている。
頸部には交互刺突文と沈線が巡る。胴部には沈線による渦巻き文が施され
ている。

砂粒・長石 。雲母

睡

普通

SK718
P2116
80%覆 土中層

第166図

4

深鉢形土器
縄文式上器

B (245)
C  90

口縁部欠損。平底。口縁部には縦位の条線文が施されている。胴部には単

節RLの縄皮が施されている。

砂粒 。長石・雲母

施

範

SK718
P2119
80%覆 土上層

5

深鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

19.1

(237)

胴部下半欠損と口縁部は隆帯により長楕円形状に区画されている。胴部に
は結節のRLの縄文が縦位に施されている。

砂粒・石英・雲母

睡

魏

SK718
P2120
60%覆 土上層

6

深鉢形土器
縄文式上器

[219]
(164)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部文様は沈線と単節RLの縄文によ
り構成されている。胴部には条線が施されている。

恥 げ恵巨・割 `スコリア

髄

普通

SK718
P2121
20%覆 土中層

7

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[184]

(119)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部文様は沈線と交互刺突文と刻み目
により構成されている。胴部はナデ整形されている。地文はない。

砂粒・ 長石・雲母

髄

普通

SK718
P2122
30%覆土

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(59)
111

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部は内・外面ともナデ整形さ

れている。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒,石英・長石・雲母

髄
魏

SK718
P2128
10%覆 上上層

深鉢形土器
縄文式土器

０

■

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。橋状把手と渦巻き状の把手を有する。日縁部東様は隆帯
と沈線と交互刺突文により構成されている。胴部文様は沈線により構成さ

れ 部分的に刻み目や刺突文や単節RLの縄波が施されている。

ついと石藻・賄・剥・スコリア
絶
綿

SK718
P2130
90%覆 土中層

第166図

1

深鉢形土器
縄文式土器

(247)
12.2

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部外面には縦位の磨きが施され
内面はナデ整形されている。

砂粒・石英。長石・雲母

純

普通

SK721A
P2132,
50%覆 上

2

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[394]
135
[106]

底部から口縁部にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されている 恥 ・破 ・漸 ,割

噛

普通

SK721A
P2134
20%覆 土

第166図

1

深鉢形土器

縄文武土器

Ｂ

Ｃ

(127)
62

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は沈線により構成され 沈
線間に列点文が施されている。

嚇 ・感 ・節 ・割
髄

普通

SK728B
P2140
70%覆土上層

縄
文
時
代
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第167図

1

浅鉢形土器
縄文式土器

[440]
182

[11,0]

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。口縁に沿って断面三角形の隆帯が

巡る。内・タト面ともナデ整形されている。

砂粒・石英。長石・雲母

髄

普通

SK732
P2146
30%覆 上

第167図

1

深鉢形土器

縄文式上器
[616]
(180

Ａ

Ｂ

口縁部片。口縁蔀文様は隆帯と沈線により構成されている。部分的に赤彩
された顔料力浅 っている。

砂粒・長石・雲母

絶

普通

SK735A
P2150
10%覆 土上層

第168図

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

325
(359)

底部欠損L口縁部無文帯。頸部に隆起線が巡る。胴部には単節RLの縄皮
わ沌 されている。

砂粒・長石・雲母

噛
普通

SK735A
P2147
90%覆 土J雷

3

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡り,隆帯上には棒

状工具による押圧力訪日えられている。胴部には単節RLの縄文が施されて
いる。

砂粒 。長石・雲母

暗褐色

普通

SK735A
P2149
50%暦十上層

4

深鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

299
(134)

胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部は隆帯に

より区画され 隆帯上には波状の粘土紐が貼られている。胴部には単節R
Lの縄文が施されている。

砂粒・石英・雲母

髄

普通

SK735A
P2152
20%覆 土J膏

5

深鉢形土器
縄文式上器

B (295) 胴部から口縁にかけての破片。有孔把手を有する。日縁部文様は隆帯によ

るクランク文と縦位の沈線により構成されている。胴部には単節RLの縄

文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

醐

普通

SK735A
P2148
50%覆 土上層

6

深鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

134
(126)

胴部中位から口縁部にかけての破片。日縁部無文帯。胴部には多条縄皮が

施され 複列の沈線と波状沈線が垂下している。

砂粒・長石・雲母

暗禍色

普通

SK735A
P2153
30%覆 土上層

7

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(263)

94
底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部には多条縄文が施されてい

る。

砂粒・石英・雲母

触

普通

SK735A
P2154
40%覆 上上層

第169図

8

深鉢形土器
縄文式上器

B (193) 胴部破片。莫様は複列の沈線によるクランク文や渦巻き文や懸垂文により

構成されている。地皮は単節RLの縄文である。

砂粒・長石・雲母

噛
普通

SK735A
P2155
20%覆 土上層

鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。口縁部には縦位の沈線が施されてる。胴部上位には複列の沈線によ

る逆U字文が施されている。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK735A
P2159
80%覆 土上層

深鉢形土器
縄文式上器

[428]
(170)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部には渦巻き状に隆帯が貼られてい

る。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

SK735A
P2151
20%覆 土上層

ミエチェア齢
縄文式上器

(3.1)

3.1

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は沈線により構成されてい

る。

飩 ・麒 ・誦 ・割

褐色

普通

訴 735A
P2158
60%覆 土上層

深鉢形土器
縄文式上器

B (145) 口縁部片。有孔把手を有する。把手部文様は隆帯と沈線により構成されて
いる。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK735A
P2156
5% 覆上J雷

第169図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[162]

(282)

胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。波状口縁。胴部文様
は沈線と沈線間に施された列点文により構成されている。

砂粒。石英。長石・雲母
睡
普通

SK735B
P2160
30%覆 上中層

深鉢形土器
縄文式上器

B 底部から口縁部にかけての破片。平底。外面には単節RLの縄文が施され

ている。

砂粒・長石・雲母

聴

普通

SK735B
P2161
60%覆 上中層

第170図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

267
(348)

胴部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部にはS字状の

隆帯は縦に賠られ 隆帯上に刻み目が施されている。胴部文様は隆帯と爪

形文と波状沈線により構成されている。

砂粒・石英。長石・雲目

絶

普通

SK737
P2166
20%覆 上下層

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

[314]
(198)

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が賠られ,口縁直下に

連続爪形文が巡る。胴部文様は連続爪形文と鋸歯状の沈線により構成され

ている。地文はない。

砂粒・石英,長石・雲母

暗褐色

普通

SK737
P2167
20%覆 土中層

ミニチェア土器
縄文式土器

B (32)
C  39

底部から胴部にかけての破片。胴部には複列の隆帯が垂下し,隆帯上には

押圧力功Πえられている◇

砂粒・石英。長石・雲母

髄
普通

SK737
P2169
50%覆土

第170図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[247]
(155)

A
B

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部から胴部にかけての文様は沈線に

より構成されている。

砂粒・長石
黒褐色

普通

SK740
P2176
20%覆 上

-264-



器 種 講 !値 (cln) 器 の 様文び及徴特形 胎土・色詞・焼成 備  考

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[244]
(116)

胴部から口縁部にかけての破片。文様は隆起帯縄文と粋状文と刻み目をも

たない縦長の突起により構成されている。隆起帯に密に施されている縄�
は,単節RLである。

砂粒・長石

黒褐色

魏

SK740
P2177
20%覆 土

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[272]
(104)

胴部から口縁部にかけての破片。文様は2条の隆起帯刻文の間に沈線と単

節LRの縄文が施されている。胴部地文は単節LRの縄�で,結節である(

砂粒 。雲母

睡

普通

SK740
P2178
10%覆 上

第171図

4

深鉢形土器

縄文式上器

B ( 口縁部片。波状口縁。波頂部に双頭状の突起を有する。文様は縦に刻み目
のある賠瘤と刻み目のある隆起線 と単節RLの縄文により構成されているで

砂粒・長石

純
普通

SK740
P2179

5% 覆土

第171図

1

鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。隆起帯縄皮が巡 り,縦位の隆帯と瘤により連結している。その下に

は弧線文が施されている。地文は単節LRの縄文である。底面には木棄痕

が残っている。

砂粒・長石

黒褐色

普通

SK742A
P2181

90%覆土■_8

深鉢形土器
縄文武土器

[210]
(143)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。国縁部から胴部にかけての文様は,複列
の沈線により構成されている。内面には磨きが施されている。

砂粒 。長石

睡

魏

SK742A
P2182
30%覆 上

3

器

器慨
蛇

ム
ロ
煙
偶

B(18) 脚部片。脚部に透かしを有する。 伽
黒褐色

普通

SK742A
P2184
5% 覆上

第171図

1

鉢形土器
縄文式土器

[196]
(118)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。胴部文様は渦巻き文や三叉文が施され隆

帯上には押圧力渤日えられている。地文は細かい単節RLの縄�である。内

面は磨きが施されている。

砂粒・雲母

暗褐色

普通

SK742B
P2185
20%覆 土

第171図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(233) 胴部から日縁部にかけての破片。波状口縁。有孔把手を有する。口縁部文

様は隆帯と沈線と刺突文により構成され,沈線間に単節LRの縄文が充填
されている。胴部文様は沈線と充填縄文により構成されている。

砂粒・石英・長石

赤褐色

普通

SK743
P2186
20%覆 上

2

深鉢形土器
縄文式上器

(101)
62

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には単節RLの縄皮が施されて
いる。

砂粒 。長石

髄
魏

SK743
P2187
10%盈

第171図

1

深鉢形土器

縄文武土器

276
319
109

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。口縁には4単位のV字状の隆帯が賠られている。胴部に,却釈形文が

巡る。
砂粒 t石英・長石・雲母

純

普通

SK745
P2189
70%底 面直上

第172図

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。口縁に沿って隆帯が巡 り,V字状の隆帯が賠られている。地文はな
い。胴部下端の 3か所に棒状工具による押圧がある。底面には敷物による

圧痕が残っている。

砂粒・石英。長石・雲母

髄

普通

SK745
P2188
80%底 面直上

3

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

207
(280)

口縁部の一部と底部欠損。 4単位の波状口縁。日縁部は隆帯により三角形

状に区画され,区画内には爪形文が施されている。胴部夷様は陸帯と爪形

文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

噛

普通

SK745
P2190
80%覆 土

4

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[272]
(167)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部には隆帯により楕円形に区画され
区画内には隆帯に沿った複列の有節沈線文と波状沈線が施されている。

砂粒 ,石英・長石。雲母
純

普通

SK745
P2194
20%盈

5

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

胴部から日縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡る。外面は削り後,

ナデ整形されている。

砂粒 。長石・雲母

黒褐色

普通

SK745
P2193
40%覆 上

6

深鉢形土器
縄文武土器

A 180
B 230
C 106

胴部から口縁部の一部欠損。平底。無文。内・外面ともナデ整形されてい

る。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK745
P2191
70%覆 土

7

深鉢形土器
縄文式土器

332
(330)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。口縁部には蛇行した隆帯が賠られ,隆帯に沿って爪形文が

施されている。頸部は無文帯。胴部文様は隆帯と爪形文と横位の鋸歯状沈

線文により構成されている。

砂粒・長石 。雲母

睡

普通

SK745
P2192
70%覆 土

第173図

8

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

波状口縁。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒・長石・雲母

絶

普通

SK745
P2196
95%覆土J冒

第173図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (122) 口縁部片。橋状把手を有する。文様は隆帯と刺突文により構成されている
内面はナデ整形されている。

砂粒・石英 。長石

髄

普通

SK746
P2197
10%覆土中層

2

台付土器
縄文武土器

Ｂ

Ｄ

底部片。台部外面には単節RLの縄皮が施されている。 砂粒 。長石・雲母
灰色

普通

SK746
P2198
10%覆 土

縄

文

時

代
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器 種 細 !値 lcm) 器 の 様文及徴特形 び 胎土・色調・焼成 備  考

第174図

1

深鉢形土器
縄文式土器

(130)
70

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は隆帯と沈線により構成さ

れている。地文は撚糸文である。

砂粒・長石・雲母

睡

普通

弘 751

P2201

40%覆 土

2

深鉢形土器

縄文式上器

B (111) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁Ь橋状把手を有する。日縁

部文様は刻み目のある隆帯 と沈線により構成されている。胴部には条線文

が施されている。

砂粒 。長石・雲母

睡

普通

SK751
P2202
10%融

3

深鉢形土器
縄文式上器

B(90) 日縁部片。波状口縁も波頂部に突起を有し,突起部には沈線 と刺突文が施
されている。

砂粒・石英・長石

4St
普通

SK751
P2203
5% 覆上

第174図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (112) 胴部上位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁に沿って隆

帯が巡 り,隆帯上には棒状正具による押圧が加えられている。胴部夷様は

刻み目の施された隆帯と沈線と複列の角押文により構成されている。

砂粒・石英 ,長石・雲母

暗掲色

普通

SK753A
P2205
20%覆 土

第174図

1

深鉢形上器
縄文式上器

A 317
B 450
C 101

平底。口縁部には波状の隆帯が貼られ 単節LRの縄文が施されている。

胴部には懸垂文が孤線で結ばれている。地文は単節LRの縄文である。

砂粒 。長石・雲母

暗褐色

普通

SK754A
P2206
95%覆 上上層

第174図

1

深鉢形土器
縄文式上器

(254)
104

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。平底。胴部文様は隆帯と2条の角押文により構成されている( 砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK756B
P2213
80%底 面直上

第175図

2

深鉢形土器

縄文武土器
[120]
(150
(68)

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁から刻み目のある隆帯が垂下し

隆帯に沿って複列の有節沈線文が施されている。
砂粒・石英・長石・雲母
暗褐色

普通

SK756B
P2214
5% 覆土

3

深鉢形土器
縄文式土器

B(64) 口縁部片。波状口縁も波頂部に突起を有し,突起内面には沈線と刺突文が

施されている。日縁部外面には沈線と単節LRの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石

暗褐色

普通

SK756B
P2215
5% 覆上

第175図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(221)
101

胴部上位から口縁部にかけて欠損。平底。胴部には刻み目の施された隆帯
により逆U字状に区画されている。

砂粒・石英・雲母

髄
普通

SK759
P2217
50%覆 土

第175図

1

深鉢形土器
縄文武土器

Ａ

Ｂ

[22.0]

(183)
胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁ぉ口縁部は隆帯により精円

形状に区画され,区画内には隆帯に沿った沈線と鋸歯状沈線文が施されて
いる。地文は単節RLの縄波である。

砂粒・石映・長石・雲母

暗禍色

普通

SK760
P2220
20%底 面直上

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[166]
(95)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁には隆帯が波状に賠られ,有子L

把手を有していたと考えられる。胴部は無文帯である。

砂粒・石英・長石・雲母

黒髄

範

SK760
P2221
20%覆土

第175図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(144)

[76]
底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は沈線により構成されてい

る。胴部下位は無文帯である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK761A
P2222
20%覆 土

第175図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[416]
(77)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁。波頂部に押圧DttΠえられてい
る。内・外面ともナデ整形されている。

恥・節・割 ・スコリア

赤褐色

普通

SK761B
P2223
10%覆 上

第176図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

23.4

(29,8)

口縁部の一部と底部欠損。有子し把手を有する。口縁郡文様は刻み目のある

隆帯と交互刺突文により構成されている。胴部には沈線による渦巻き文が

施されている。地文は単節RLの縄皮である。

砂粒 。長石・雲母

雛

普通

弘 766

P2224
90%底 面直上

2

深鉢形土器
縄文式上器

７
．
■

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

2単位のみみずく状の把手を有する。内・外面ともナデ整形されている。

は はない。

砂粒・石英 。長石

髄

普通

SK766
P2225
80%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(338)
99

日縁部の一部欠損。平底。把手を有していたと推定される。日縁部文様は

隆帯と沈線と交互刺突文により構成されている。胴部には単節RLの縄文

が施されている。胴部下端の 2か所に押圧力勒日えられている。

砂粒`石英・長石'雲母
軸
普通

SK766
P2226
60%覆上下層

4

深鉢形土器
縄文式上器

B(131) 口縁部片。橋状把手を有していたと思われる。文様は隆帯と沈線と鋸歯状
の沈線により構成されている。

砂粒,石英・長石。雲母
4Bt
普通

SK766
P2227
10%覆 土下層

第177図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

226
(304)

口縁部の一部と底部欠損。夷様は隆帯と沈線により構成されている。地文

単節RLの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

暗褐色

範

SK768A
P2231
80%底 面直上

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

213
(255)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に刻み目が施され,日縁部には沈線
により楕円形に区画され 区画内には刺突文が施されている。胴部には沈

線が垂下し,刺突文が施されている。

砂粒・長石・雲母
赤褐色

普通

SK768A
P2233
60%覆上下層
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器 種 細 値 (cln) 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調 。焼成 備  考

3

深鉢形土器
縄文武土器

B (248) 胴部破片。頸部に爪形文が巡る。胴部にはY字状の隆帯と波状の隆帯が垂
下し,隆帯に沿って爪形文が施されている。

砂粒・石英・長石'雲母
髄

普通

SK768A
P2232
40%覆 上下層

4

深鉢形土器
縄文式上器

B(119) 口縁部片。波状口縁も有孔把手を有し,把手部には隆帯と沈線が施され
単節RLの縄皮が充填されている。

穆荘・麒・斯・瓢・スコリ
髄
普通

SK768A
P2235
5% 覆上J膏

5

深鉢形土器
縄文式上器

(B 口縁部片。橋状把手を有する。口縁郡文様は隆帯と沈線と交互刺突文によ
り構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄
普通

SK768A
P2236
5% 覆土

第177図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B(93) 胴部片。胴部には連続爪形文が巡る。地文はない。 砂粒・石英・長石・雲母
絶

普通

SK771B
P2238
20%覆 上中層

第177図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (147) 胴部上位から口縁部にかけての破片。突起を有する。日縁部文様は隆帯と

沈線により構成され 隆帯上には縄皮が施されている。胴部には孤状の沈
線と懸垂文が施されている。地文は単節RLの縄文である。

砂粒・長石・雲母
黒褐色

普通

SK775
P2241
30%覆土

第178図

2

深鉢形土器
縄文式上器

[232]
(140)

Ａ

Ｂ

頸部から口縁部にかけての破片。波状口縁。波頂部に押圧力湧日えられてい

る。口縁に沿って隆帝が巡り,隆帯に沿って爪形文と鋸歯状沈線文が巡る
頸部にも鋸歯状沈線文が巡る。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通

SK775
P2242
20%覆上

3

浅鉢形土器
縄文式上器

＆

＆

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。波状口縁。内・外面ともナデ整形されている。 け粒・融・漸・剥・スコリア
醐
普通

SK775
P2244
90%覆 上

第178図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(13.3) 口縁部片。有孔把手を有する。把手文様は角押文と鋸歯状の沈線文により
掏或されている。

V地・節・副・スコリア
髄
普通

SK778
P2245
5% 覆上

2

深鉢形土器
縄文式上器

B(9,6) 胴部上位から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。日縁部文様は刻
み目のある隆帯と沈線により構成されている。頸部には6条の沈線が巡る(

胴部には多条縄文が施されている。

砂粒・長石・雲母

髄
普通

SK778
P2246
10%盈

第178図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (356) 胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も日縁部は隆帯により楕円形状
に区画され,区画内には角押文が施されている。胴部文様は隆帯と沈線と

角押文により構成されている。

砂粒・石英・長石。雲母
絶

普通

SK779
P2248
20%底 面直上

第179図

1

浅鉢形土器
縄文式土器

A[420]
B 250
C[90]

底部から口縁部にかけての破片。平底。内・外面ともナ7~t2形 されている 砂粒・石英・長石

髄

普通

SK780
P2249
30%覆 土

2

台付上器
縄文式土器

(43)
[102]

Ｂ

Ｄ

台部破片。 砂粒・石英。長石・雲母
髄

普通

SK780
P2250
10%覆 土

第179図

1

深鉢形土器

縄文式上器

288
(224)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。口縁に沿って隆帯が巡る。胴部は縦位の削り後,ナデ整形
されている。

砂粒・石英 ,長石・雲母
噛

普通

SK782
P2253
50%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[270]

(24動

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って爪形文が巡る。外面は削り

後 ナデ整形されている。
砂粒 。長石・雲母
黒髄

普通

SK782
P2254
20%覆土

3

器台形土器

縄文式上器

５

５

ａ

Ａ

Ｂ

Ｄ

脚部から台部にかけての破片。台部は中央部に向かって若干くぼむ。 砂粒・石英・長石

絶

普通

SK782
P2255
20%盈

第179図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[330]
(15,0)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡り,隆帯上に
は縄文が施されている。頸部には孤線文が施されている。地文は単節RL
の縄文である。

砂粒・石英・雲母
髄

普通

SK783
P2256
20%覆 上下層

第179図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (128) 口縁部片。有孔把手を有する。把手部文様は隆帯と複列の有節沈線文 と鋸
歯状の沈線により構成されている。

砂粒・石英・雲母

睡

普通

SK784
P2257
5% 覆土

第180図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (128) 口縁部破片。口縁部文様は隆帯による渦巻き文や交互刺突文や沈線により
構成され,隆帯上には多条縄皮が充填されている。

婉 ・破 ・節 ,剥

髄

普通

SK785
P2258
20%覆 土

2

鉢形土器
縄文式上器

A  78
B  71
C  70

平底。口縁部は隆帯により楕円形状に区画され区画内は無文帯である。地
文はない。

砂粒・石英。長石・雲母
髄

普通

SK785
P2261
90%覆上下層

縄

文

時

代
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図版 器 種 湖 1値 lcm) 器 び 様文及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

第180図

1

深鉢形土器
縄文式上器

251
(208)

Ａ

Ｂ

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部には5単位の渦巻き状の突起
力胡占られている。文様は斜位の沈線と渦巻き文により構成されている。胴

部には複節縫陳が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

曲

普通

SK786A
P2262
40%覆 上下層

第180図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (183) 日縁部片。波状口縁も日縁部文様は隆帯と沈線と鋸歯状沈線と爪形文によ

り構成されている。

恥 ,麒・節 '割
暗褐色

普通

弘 788
P2304
5% 覆上下層

第181図

4

深鉢形土器
縄文式土器 B

A [486]
(390)

胴部から口縁部にかけての破片。胴部文様は沈線により構成されている。 砂粒 。石英 。長石

髄
普通

SK788
P2301
20%覆 土中層

5

深鉢形土器
縄文式上器

[354]
(236)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部には隆帯力期占られ,隆帯上には円

形の押圧が加えられている。胴部には条線が施されている。

砂粒 '石英。長石・雲母

醐

普通

SK788
P2302
20%覆 土上層

6

深鉢形土器
縄文式上器

B (293) 胴部から口縁部にかけての破片。口縁部と胴部の文様は隆帯と爪形文と沈

線により構成されている。顕部は無文帯である。

砂粒 '石英・長石・雲母

絶

普通

SK788
P2303
10%覆 上下層

第182図

1

深鉢形土器
縄文式上器

222
(281)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。波状口縁も口縁部は口縁に沿って隆常による渦巻き文が施

され,縦位の隆帯で区画されている。胴部には複列の沈線と波状沈線が垂

下している。地文は単節LRの縄文である。

婉 ・感 ・節 '瓢
暗褐色

普通

SK790
P2265
50%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。 1単位の橋状把手を有する。口縁部文様は隆帯により構成されてい

る。胴部には単節LRの縄皮が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
褐色

普通

SK790
P2267
80%覆 土中層

深鉢形土器

縄文式上器

(149)

[128]

Ｂ

Ｃ

胴部片。胴部文様は複列の沈線により構成されている。地文は単節RLの
縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

純

普通

SK790
P2268
50%覆 土中層

第182図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

口縁部の一部と底部欠損。波状口縁。日縁部には隆帯により区画され,区
画内には縦位の角押文が施されている。胴部文様は隆帯と爪形文により構
成されている。

砂粒 。長石・雲母

髄
普通

SK791
P2274
70%盈

深鉢形土器
縄文式土器

５

０
，
子

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。日縁に沿って隆帯が巡り,隆帯に沿って爪形文が施されている。胴

部には条線文が施されている。底面には敷物による圧痕がわずかに残って

しゝる。

砂粒・石英。長石・雲母

髄

普通

SK791
P2275

98%覆 土上層

3

深鉢形土器
縄文式上器

A  180
B 205
C  90

口縁部の一部欠損。平底。口縁に隆帯が巡る。内・外面ともナデ整形され

ている。地文はない。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK791
P2276

98%覆 上下層

第183図

5

深鉢形土器
縄文式土器

155
(268)

Ａ

Ｂ

底部欠損。 1単位の突起を有し,隆帯と爪形文により構成されている。胴

部には複列の角押文が施されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK791
P2277
80%覆 土

第183図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (113) 口縁部片。波状口縁る口縁部文様は隆帯と沈線と単節RLの縄文により構

成されている。
恥 ・祓 ・用 ・割
絶

普通

SK792
P2279
10%覆土

第183図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[332]

(134)

A
B

胴部上位から日縁部にかけての破片。口縁部文様は隆帯 と沈線と単節RL
の縄文により構成されている。頸部には複列の沈線が巡り,胴部文様は沈

線と単節RLの縄文により構成されている。

砂粒・長石・雲母

睡

普通

SK793
P2281
20%覆土

第183図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A  375
B 718
C 140

4単位の波状口縁。口縁部には波頂部より隆帯が垂下している。胴部には

縦位の条線文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

瞼

普通

SK794
P2282
90%覆 土中層

2

深鉢形土器

縄文式上器

B (132) 胴部上位から日縁部にかけての破片。波状口縁も有孔把手を有する。把手

部には沈線と刺突文が施されている。胴部文様は沈線により構成されてい

る。地文は単節LRの縄文である。

砂粒・長石

睡

普通

SK794
P2283
20%覆 土

第184図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (218) 口縁部片。波状口縁も口縁部文様は刻み目のある隆帯と沈線と波状沈線と

沈線間に施された刺突文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK795
P2285
10%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式上器

B (177) 口縁部片。波状口縁る口縁部文様は刻み目のある隆帯と押圧力潮日えられた

隆帯と波状沈線と爪形文により構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK795
P2286
10%覆 土

3

浅鉢形土器
縄文式上器

B (119) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁。外画はナデ整形されてい

る。内面は隆線により精円形状に区画され,区画内には爪形文が施されて

いる。

砂粒 。石英 。長石

髄

普通

SK795
P2284
40%覆 土中層
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器 種 言十瀕唯   lcm) 器 様文び及徴特の形 胎土・色調・焼成 備  考

第184図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

376
(140)

胴部から口縁部にかけての破片。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒 。長石 。雲母

赤褐色

普通

SK796
P2287
50%覆土上層

第184図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[224]
(18の

胴部下半欠損。有孔把手を有する。口縁部には隆帯によるクランク文や単
節RLの縄文が施されている。胴部には複列の沈線と波状沈線が垂下して
いる。地文は単節RLの縄皮である。

砂粒 。長石・雲母
髄

普通

SK799
P2289
30%覆 土中層

第185図

4

深鉢形土器
縄文式土器

(517)

[108]

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。口縁郡文様は隆帯による渦巻き文
と縦位の沈線により構成されている。胴部には多条縄文が施されている。

婉・麒・漸 ,剥

絶
普通

SK799
P2290
50%覆 土中層

5

浅鉢形土器

縄文式土器

A  460
B 217
C l1 2

底部から口縁部にかけての破片。平底。波状口縁。内 。外面ともナデ整形
されている。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英・長石

髄

普通

SK799
P2293
40%覆 土

第186図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A  480
B (428)

胴部下半欠損L口縁部は隆帯により長楕円形に区画され,区画内には縦位
の沈線が施されている。胴部には単節RLの縄文が施されている。

砂粒 。長石・雲母

純

普通

SK800
P2294
70%覆 土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

胴部の一部と口縁部欠損。平底。胴部は隆帯により横位に区画され,区画
内には隆帯によるS字状文や 3本指文,沈線による同心円文が施され 単
節RLの縄皮力琉 壊されている。

砂粒・石英 。雲母

髄

普通

SK800
P2296
30%覆 土中層

3

深鉢形土器
縄文式上器

B (207)
C  8_0

底部から胴部にかけての破片。日縁部欠損。平底。胴部には条線文が施さ
れ 胴部下端には棒状工具による押圧力劫日えられている。底面には敷物に
よる圧痕が残っている。

恥 ・感 ・斯 。剥
随

普通

SK800
P2297
60%覆 ■TR

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。日縁に沿って隆帯が巡り,V字状の隆帯が賠られている。胴部下端
には押圧力渤日えられている。

砂粒 。長石・雲母
髄

普通

SK800
P2295
90%覆土中層

第187図

5

浅鉢形土器
縄文式上器

441
178
111

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。波状口縁。内・外面ともナデ整形されている。胴部上位に補修孔が

あいている。
砂粒・石英・長石・雲母

噛
普通

SK800
P2298
90%覆上下層

第187図

1

鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。有孔把手と橋状把手を有する。日縁部文様は隆帯と沈線により構成
され,隆帯上には無節縄文が施されている。胴部はナデ整形されている。

婉 。顧 ・節・剥

純

普通

SK802
P2305
95%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式上器

[28.6]

(130)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡る。内・外面とも
ナデ整形されている。

碗・麒 `節。割
軸
普通

SK802
P2307
10%融

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[277]

(86)
底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は,隆帯と沈線による渦巻
き文により構成されている。地文は単節LRの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK802
P2308
10%覆土

第187図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (203) 口縁部破片。 4単位の波状口縁と口縁部には刻み目のある隆帯により区画
され,区画内には沈線と交互刺突文が施されている。

恥 ・醸・節・割
髄

普通

SK804
P2309
20%覆 土中層

第188図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。平底。橋状把手を有する。口縁部は隆帯により半楕円
形区画され,区画内には複列あるいは巾広の爪形文や鋸歯状沈線文が施さ
れている。

砂粒・長石 。雲母

純
普通

SK805A
P2310
90%覆 土下層

第188図

1

深鉢形土器
縄文式上器

A  176
B 223
C  96

平底。口縁部文様は隆帯と爪形文により構成されている。胴部には条線文

が施されている。
恥 ・麒・節・剥

絶

普通

SK807
P2311
80%覆 上下層

2

深鉢形主器
縄文式上器

(41)
110

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部下端に棒状工具による押圧
拘渤日えられている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK807
P2313
10%覆 上下層

第188図

1

深鉢形土器

縄文式上器
[328]

(17か

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡り, 日縁からY字
状の隆帯が貼られている。隆帯上には押圧が加えられている。

砂粒・石英・長石・雲母

絶

普通

SK809
P2315
10%覆 土

第188図

1

深鉢形土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒・石英 。長石

髄

魏

SK810
P2317
80%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式上器

A  242
B 306
C  93

平底。日縁部には弧状の隆帯が賠られ 隆帯に沿って爪形文が施されてい

る。胴部文様は隆帯と爪形文により構成されている。
恥 ・麒 ・斯 ・割
暗褐色

普通

SK810
P2316
80%覆 土

縄
文
時
代
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深鉢形土器

縄文式上器

E378]

(233)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に隆帯が巡る。内。外面ともナデ整

形されている。

砂粒・石英・長石・雲母

睡

普通

SK810
P2318
80%覆 土中層

第189図

4

浅鉢形上器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。口縁部の内面には隆帯により楕円形区画されている。外面はナデ整

形されている。底面には敷物による圧痕がわずかに残っている。

砂粒・長石・雲母

触

普通

SK810
P2322
85%覆 上下層

5

鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(166)
48

口縁部欠損。平底。頸部には2条の沈線間の刻み目が巡る。胴部には入組

孤線文が施され,単節LRの縄文が充填されている。

砂粒・長石

暗褐色
普通

SK810
P2323
80%覆 土中層

6

深鉢形土器
縄文式上器

(129)
73

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には縄文が施されている力ゝ 摩

滅しているため原体は不明である。

砂粒・石英・長石・雲母

暗褐色

普通

SK810
P2321
40%覆 上中層

第189図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B (223)
C  81

底部から口縁部にかけての破片。平底。口縁部文様は隆帯と沈線により構

成されている。胴部には多条縄文が施されている。胴部下端の 3か所に押

圧力功日えられている。

砂粒・長石・雲母

IBt
普通

SK811
P2324
30%覆 土上層

2

深鉢形土器
縄文式上器

(102)
90

Ｂ

Ｃ

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には複列の沈線が垂下している
地文は単節RLの縄文である。底面には木葉痕が残っている。

砂粒・石英・長石。雲母

髄

普通

SK811
P2325
20%覆 土

第189図

1

深鉢形土器

縄文式上器
[136]
(127)

Ａ

Ｂ

胴部から日縁部にかけての破片。口縁部に沿って隆帯が巡り,隆帯上には

押圧が加えられている。胴部文様は斜位の沈線が施されている。地文は縄

文であるが,摩滅しているため原体は不明である。

砂粒・雲母

髄

普通

SK813
P2326
20%覆 土

第190図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(144)

[72]
底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は隆帯により区画され 区画内
には爪形文や波状沈線が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

褐色

普通

SK814
P2327
20%覆 土

2

深鉢形土器
縄文式土器

B (200) 胴部上位から口縁部にかけての破片。波状口縁も有孔把手を有する。日縁

部から胴部にかけての文様は刻み目のある隆帯と沈線と爪形文と角押文に

より構成されている。

砂粒・石英・長石・雲母

醜

普通

SK814
P2328
10%覆 土

3

深鉢形土器
縄文武土器

B(78) 胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。胴部文様は沈線
により構成され,沈線間には刻み目や交互刺突文が施されている。

砂粒 。長石・雲母

褐色

普通

SK814
P2331
5% 覆土

第190図

1

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[273]
129
100

平底。内・外面ともナデ整形されている。地文はない。 砂粒'石英,長石。雲母

触

普通

SK815
P2332
80%覆土

第190図

1

深鉢形土器
縄文式上器

＆

歩

ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。 4単位の波状口縁と口縁部は隆帯により区画され,区画内を巾広の

爪形文や鋸歯状沈線文が施されている。胴部文様も隆帯や沈線文により構
成されている。底面には敷物による圧痕が認められる。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK816
P2333
80%覆 土

2

小 型 奏
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[146]
(103)

胴部から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部から胴部にか

けての文様は隆帯と爪形文と角押文により構成されている。
蜘 '顧・節 ・割

髄

普通

SK816
P2334
10%覆 土

第190図

1

深鉢形土器
縄文式上器

０

２

制

＆

＆

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部と口縁部の一部欠損。橋状把手を有する。胴部上位には波状沈線が施

され,中位から下位にかけては複列の沈線と波状沈線が垂下している。地

文は無節縄文である。

砂粒・石英,長石・雲母

暗褐色

普通

SK818
P2336
90%覆 土上層

2

ミーjュ 71X
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。底部から胴部下位にかけてはほぼ垂直に立ち上がり,胴部中位から

外傾し口縁部に至る。内面はナデ整形されている。

砂粒 。長石・雲母

4Bt
普通

SK818
P2338
90%覆 上

3

ミエチュア土器

縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[45]
11

[32]

底部から口縁部にかけての破片。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒・石英,長石・雲母

褐色

普通

SK818
P2339
70%覆 土

第191図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[316]
(268)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部は隆線により区画され,日縁と隆

線上に瘤が貼られている。胴部には波状の沈線が施されている。

砂粒・石英 。長石

暗褐色

普通

SK838
P2356
30%覆土中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

254
(268)

胴部下半欠損は口縁に沿って2条の隆帯が巡り,下の隆帯上には押圧力功日

えられている。胴部には条線文が施されている。

砂粒・石英・長石'雲母
絶
普通

SK838
P2354
70%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[132]
(178)
74

底部から口縁部にかけての破片。波状口縁。平底。口縁部から胴部にかけ
ては隆帯により文様が構成されている。地皮はない。

嚇・麒 ・節・割
醐
魏

SK838
P2355
70%覆土司膏
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4

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

183
89
70

平底。内・外面ともナデ整形されている。地文はない。 砂粒・石英・長石・雲母

噛

普通

Ⅸ 838

P5189
98%覆上下層

第192図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損。 4単位の波状口縁。把手には孔を有する。口縁部は隆帯に
より楕円形に区画され 区画内には複列の角押文と沈線が施されている。
胴部文様は隆帯と角押文により構成されている。地文は条線文である。

砂粒・麒 ・長石・割
絶

普通

SK842
P2358
70%底面直上

2

深鉢形土器
縄文式土器

[440]

(427)

A
B

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部にV字状の隆帯が貼られ 隆帯に

沿って爪形文や波状沈線が施されている。胴部には押圧の加えられた隆帯
が垂下し,隆帯に沿って爪形文や波状沈線が施されている。

砂粒 。長石・雲母

暗褐色

普通

SK842
P2359
40%覆 土中層

深鉢形土器
縄文式上器

７
．
ａ

６

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部と日縁部の一部欠損。平底。口縁に沿って隆帯が巡る。胴部は内・外
面ともナデ整形されている。地文はない。胴部下端の 2か所に押圧力功口え
られている。

砂粒・石英・雲母
髄

普通

SK842
P2364
80%覆 土中層

4

深鉢形土器
縄文式上器

B (14.4) 胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も内・外面ともナデ整形されて
いる。地文はない。

砂粒・石英,長石・雲母

絶

普通

SK842
P2365
20%盈

深鉢形上器
縄文式上器

B(7.5)
C 102

底部から胴部下位にかけての破片。平底。底面には敷物による圧痕が残っ
ている。

恥 ・麒 ・節 ・剥
髄

普通

SK842
P2366
20%覆 土中層

第193図

6

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[44.2]

(109)
胴部から口縁部にかけての破片。内面に稜をもつ。内 。外面ともナデ整形
されている。地皮はない。

・スコリア

呻紬範

SK842
P2367
20%底面直 ト

第193図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

332
(308)

胴部下半と口縁部の一部欠損。日縁部には隆帯による渦巻き文が施されて
いる。

砂粒・石英・長石,雲母
噛

普通

SK844
P2368
40%底 面盲 ト

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[152]
(207)

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に突起を有する。胴部には単節RL
の縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK844
P2370
30%覆土

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[248]
(21.0)

胴邸から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。口縁部文様は隆帯と

沈線により構成されている。胴部には複列の沈線と波状沈線が垂下し,単
節RLの縄皮が施されている。

婉 。麒 ・節 ・割
絶

普通

SK844
P2369
40%覆上中層

第194図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(10,0)

92
底部から胴部「 位にかけての破片。平底。胴部は内・外面ともナデ整形さ

れている。胴部下端には4か所に棒状工具による押圧力潮Πえられている。
底面には敷物による圧痕がわずかに残っている。

砂粒・石英・長石

絶

普通

SK845
P2372
30%覆 土中層

第194図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

胴部から日縁部にかけての破片。口縁に隆帯が巡る。頸部は横位,胴部に
,漱位の条線文が施されている。

嚇 ・祓 ・節 ・割

睡
範

SK847
P2378
60%覆 上中層

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

234
(32.8)

胴部下半欠損と日縁に沿って隆帯が巡る。内・外面 ともナデ整形されてい

る。
婉・麒・節 ・割
髄
普通

SK847
P2377
60%覆 土中層

3

深鉢形土器

縄文式上器

B (247)
C  99

平底。内・外面ともナデ整形されている。地文はない。 砂粒・石英・長石・雲母

醜

普通

SK847
P2379
90%覆 土中層

第194図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

132
242
77

平底。口縁に刻み目のある隆帯が巡る。胴部上半には縦位の沈線に横位の

鋸歯状の沈線が施されている。胴部下半は削り出しがなされ 無文である
砂粒・長石・雲母

聴

普通

SK848
P2380
100%底 面直上

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(116)
121

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は内・外面ともナデ整形されて
いる。地文はない。胴部下端には2か所に押圧が加えられている。底面に
は敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK848
P2383
30%底 面直上

3

深鉢形土器

縄文式上器

B(92)
C  120

底部から胴部 卜位にかけての醐叶。胴部には単節RLの縄文が施されてい

る。胴部下端の 4か所に棒状正具による押圧力渤日えられている。底面には

敷物による圧痕が残っている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK848
P2384
10%覆 上下層

4

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[212]

(277)

胴部から日縁部にかけての破片。有孔把手を有する。把手から胴邸上位に
かけての文様は,刻みのある隆帯と3本指文,沈線による蕨手文,蓮幸文
により構成されている。胴部下半は削り落としがされ無文帯である。

砂粒・長石・雲母

噛

普通

SK848
P2381
20%底 面直上

第195図

5

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

565
(80)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部には沈線間の交互刺突文が施
されている。その下には隆帯が賠られ, 4か所で波状に賠られている。隆
帯上には縄文や刻み目が施されている。地文は単節LRの縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

SK848
P2382
10%覆 上下層

縄

文

時

代
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縄

文

時

代

器 種 潮 値 にm) 器 文び及徴特の形 様 胎土・色調・焼成 備  考

第195図

1

深鉢形土器
縄文式上器

[432]
(353)

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って隆帯が巡り,内面に横位の

沈線が施されている。胴部には条線文と単節RLの縄文が施されている。

砂粒・長石・雲母

睡

普通

縣 849

P2385
40%覆 土中層

深鉢形土器

縄文式上器
[9.2]
130
51

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部から口縁部にかけての破片。平底。口縁部には隆帯が賠られ 角押文

が施されている。胴部は無文帯である。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK849
P2386
60%覆 土中層

第195図

1

深鉢形土器
縄文式土器

B (214) 胴部破片。文様は隆帯と沈線により構成されている。地文は単節RLの縄

文である。

砂粒・石英・長石・雲母
髄
普通

縣 850
P2387
40%覆土下層

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(153)
99

底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部には4単位の隆帝が垂下し,

隆帯には押圧が加えられ 隆帯に沿って爪形文が施されている。隆帯間に

は沈線により文様が構成されている。底面には敷物による圧痕が残る。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK850
P2388
50%覆 土下層

第196図

1

深鉢形土器
縄文式上器

２

６

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。底部よりほぼ垂直に立ち上がり,日縁部は外傾す

る。口縁部無文帯。胴部には単節RLの縄皮が施されている。

砂粒・長石・雲母

褐色

普通

SK853
P2391
90%覆 上下層

第196図

1

浅鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。波状口縁。口縁に沿って隆帯が巡る。内・外面ともナデ整形されて

いる。

砂粒,石英・長石 '雲母

髄
普通

SK854
P2393
60%覆上下層

第196図

1

深鉢形土器
縄文式土器

263
(253)

Ａ

Ｂ

胴部下半欠損
`口

縁に沿って隆帯が巡り,そ の下に爪形文と波状沈線が巡

る。胴部にはY字状の隆帯が垂下し,隆帯に沿って爪形文が施され,隆帯

間を横位の波状沈線が結ぶ。

砂粒・石英坂石・雲母

睡

普通

SK855
P2395
50%覆 土中層

第196図

1

深鉢形土器
縄文式土器

[310]
(14の

Ａ

Ｂ

胴部から口縁部にかけての破片。日縁よりY字状の隆帯が垂下し,隆帯上

には押圧力功日えられている。胴部文様は鋸歯状の沈線と沈線により構成さ

れている。地文は単節RLの縄皮である。

砂粒。石英・長石・雲母

純

普通

SK860
P2400
20%覆土中層

2

深鉢形土器
縄文式土器

B (6.0)
C  88

底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部には単節RLの縄虞が施さ

れ,胴部下端と底面には無節縄皮が施されている。
砂粒 。長石・繊維

髄

普通

SK860
P2401
10%覆土中層

第196図

1

深鉢形上器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[254]
(19め

胴部から口縁部にかけての破片。日縁と頸部に隆帯が巡る。内・外面とも

ナデ整形されている。地文はない。

恥・麒・朋・割・スコリア

絶

普通

SK870
P2408
20%覆 土

第197図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

236
(257)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に隆帯が巡る。隆帯の下に角押文と

波状沈線が巡る。胴部は無文である。

砂粒・石英 '長石・雲母

髄

普通

SK878
P2412
60%覆 上下層

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[225]

(253)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁ぉ口縁部は隆帯により区画され,

区画内には複列の沈線が施されている。胴部には隆帯が賠られている。

地文は単節RLの縄皮金 隆帯上にも施されている。

婉 。麒 '覇・割

暗褐色

普通

SK878
P2413
40%覆 上下層

3

深鉢形土器
縄文式上器

[210]
(240
[10.1]

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部から日縁部にかけての破片。口縁部無文帯。胴部には波状の隆帯が垂

下し,単節RLの縄皮が施されている。

砂粒・長石 。雲母
縫

普通

SK878
P2414
60%覆 土

第197図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

(311)
95

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は隆帯による渦巻き文と沈

線文により構成されている。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK879A
P2417
30%覆 土上層

第197図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

272
364
[99]

平底。口縁部無文帯。胴部には複列の沈線が垂下し,そ の間を横位の沈線

が結ぶ。地文は多条縄文である。

砂粒・石英・長石・雲母

醐
普通

SK880A
P2419
80%覆土

第198図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

250
467

[107]

平底。 2単位の有孔把手を有する。把手部には隆帯上に刻み目が施されて

いる。胴部には単節RLの縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK883
P2421

90%覆 上下層

第198図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[268]

(228)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁に沿って刻み目のある隆帯が巡り,

隆帯の下にも刻み目が巡る。胴部には隆帯が垂下し,隆帯上には押圧力湧日

えられている。隆帯に沿って爪形文が施されている。

恥 ・麒 ・荊 ・副

髄

普通

SK886
P2423
20%覆 土中層

第198図

1

深鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。平底。波状口縁。口縁に沿って隆帯が巡る。胴部には

沈線が施されている。

砂粒・石英・長石。雲母

噛

普通

SK909
P2429
90%覆 土
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縄文時代土坑出上上製品一覧表

図版番号 器  種
計 測 値 lcm) 孔 径

(cm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出土地点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第91図 6 土製円板 SKl  覆土 DP1077土 器片を円板状に加旺している。

第95図 5 土 製 円板 SK35 覆螂 DP1002土 器片を円板状に加工している。

第109図 1 土製円板 (32) 1.1 SK194 覆土 DP1006土器片を円板状にnEEしている。

第■1図 4 土製 円板 1719 SK216 覆土 DP1007鳴ににや獣きめのf報孔怖ウそのF咄に4対0/1ヽ さ耀嗣砧を仇

第■2図 4 耳 飾 り ( SK224 覆土 DP1009瘤 が賠られ瘤には刻み目が施されている。

第■4図 3 土   錘 132 SK246A盈瑚 DP1010縦 位と横位にそれぞれ1条の沈線が巡る。

第115図 6 土製円板 220 SK258 覆土 DP1015土 器片を円板状に加工している。

第125図 3 不明土製品 (4.2) (40) SK353 覆土 伊W3ヒ ト翔 蹴れ ,中央に貫通孔を有する。貫通孔明囲に触 が施さ版いる。

4 不明土製品 SK358脚 層DP1074中央にやヽ大きめの買通孔を有ウ貫通孔の周囲には刺突文が施されている9

第127図 1 土製円板 1盈 7 SK403 覆土 DP1075土 翻キを円オ犀伏に

'正

としている。

第130図 4 耳   栓 SK449 覆土 DP1076無 文

第131図 4 耳 飾 り (30) SK475 覆土 DP1022

第131図 6 土製円板 SK482 覆土 DP1023土 器片を円板状に加工している。

第146図 8 上製円板 SK601 覆土 DP1036土 器片を円仮状に加工している。

第148図 1 上製円板 SK607 覆土 DP1037土 翻キを円麟 に厳 している。

第149図 3 土製円板 SK613 覆土 DP1040土 器片を円板状に加工している。

第150図 3 土製 円板 (33〕 SK629A覆土 DP1044土 翻キを円1蹴にnEEしている。

第159図 4 牙状土製品 (5.8, SK682 覆土 DP1051斜 位の貫通孔を有する。先端がふくらむ形状をしている。

第163図 7 耳   栓 SK703 覆土 DP1053無 文

第166図 1 亀形土製品 SK718斑観 DP1055縁 辺部に6つの突起を有する。

第166図 2 耳 飾 り (29) 1&2 SK728B覆土 DP1057

第170図 5 土製円板 100 SK739 覆土 DP1059珊 を円麟 に厘 している。

土製円板 SK739 覆土 DP1060と器片を円蹴 に厘 している。

第173図12 土製円板 SK745 覆土 DP1061■ 器片を円板状に加工している。

第184図 3 耳   栓 09 SK799 覆土 DP1064全 体に赤彩痕が認められる。

第191図 1 耳   栓 SK886 覆土 DPlo68貫通孔の内側に赤彩痕が認められる。

第197図 4 耳   栓 SK879A覆土 DP1070全 体に赤彩痕が認められる。

縄
文

時

代

縄文時代土坑出上石器・石製品一覧表

図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土 地 点 備   考

長さ (cm) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重 量 (g)

第95図 8 暦 石 777.1 安 山 岩 SK45  盈 Q1014

第96図 6 凹 石 (126) (203) 2504.1 ホルンフェルス SK48 盈 韓 Q1016

第103図 7 投  敵  弾 安 山 岩 SK101融 Q1045

第104図 4 投  敵  弾 硬 砂 岩 SK103 覆土 Q1048

う自106週]11 凹 石 (263) (160) 20764 安 山 岩 SKl12孤韓 Q1049

第107図 4 石 皿 (278) (35,7) 11850.0 花 闘 岩 SK130 融 Q1055

第109図 7 凹 石 (22,8) (34.0 62000 ホルンフェルス SK186盈韓 Q1067

第114図 4 磨 製 石 斧 (84) (43) 硬 砂 岩 SK246A盈中帰 Q1088

第117図 4 凹 石 (109) (17.0) 210,3 花 闘 岩 SK268駐韓 Ql104

第118図 1 磨 石 5764 安 山 岩 SK271 数 Qll10

第120図 2 磨 石 4164 安 山 岩 SK277 覆上 Qll13

第128図 3 石 鏃 チ ャ ー ト SK407 覆上 Q1372

磨 製 石 斧 (95) 2661 グリーンタフ SK407 盈 Ql128

5 凹 石 (106) 5192 安 山 岩 SK407屠難 Q1371
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縄

文

時

代

図版番号 器 種
計 涙J 値

石  質 出土 地 点 備   考
長さ (cln) 幅  (cln) 厚さ (cm) 重 量 (g)

第129図 1 凹 石 5767 安 山 岩 SK430盈韓 Ql133

第130図 4 磨 石 659,5 安 山 岩 SK455B尾戴土 Ql144

第130図 2 凹 石 3734 安 山 岩 SK472盈権 Ql156

第131図 3 石 皿 40298 安 山 岩 SK475 盈 Ql159

第131図 1 石 鏃 安 山 岩 SK478 覆土 Q■ 61

第133図 3 磨 製 石 斧 (95) 2532 硬 砂 岩 SK510 盈 Q■ 76

第140図■ 石 鏃 黒 曜 石 SK544 盈 Ql192

第142図11 磨 製 石 斧 (77) 2742 グリーンタフ SK574 盈 Ql198

第143図 2 石 鏃 黒 曜 石 SK577 盈 Q1200

3 凹 石 4223 安 山 岩 SK577 盈 Ql199

第144図 2 石 鏃 メ ノ ー SK590 盈 Q1211

第147図 5 凹 石 (212) (115) 28197 安 山 岩 SK605A盈 Q1222

凹 石 434.1 安 山 岩 SK605A盈 Q1223

7 打 製 石 斧 105 1962 凝 灰 岩 SK605A盈 Q1224

第148図 9 敲 石 214.1 安 山 岩 SK607覆■T層 Q1227

第149図 2 凹 石 383,4 安 山 岩 SK608巧裁 Q1229

第149図 2 硬 玉 製 大 珠 1646 翡 翠 Ы∞10 覆土 Q1232

第149図 1 凹 石 (225) (140) 40740 ホルンフェルス SK613 覆上下雇 Q1235

打 製 石 斧 3724 ホルンフェルス SK613 覆土 Q1236

第150図 5 投  敵  弾 1230 硬 砂 岩 SK624 覆土 Q1245

第150図 2 石 棒 15.3) 3322.5 安 山 岩 SK629A馳 韓 Q1248

第152図 2 磨 製 石 斧 (45) 2021 凝 灰 岩 SK639A覆吐中層 Q1255

第154図 8 磨 製 石 斧 硬 砂 岩 SK645覆土 Q1265

凹 石 (239) 59132 安 山 岩 SK645 融 中層Q1261

第154図 2 投  敵  弾 安 山 岩 SK647 覆土 Q1266

第156図 7 磨 製 石 斧 (65) (47) 1773 粘 板 岩 SK656 盈 Q1271

第158図 5 磨 製 石 斧 (11.3) 硬 砂 岩 SK675 融 Q1276

第159図 4 暦 石 202.2 安 山 岩 SK685盈 Q1281

第160図 1 打 製 石 斧 凝 灰 岩 SK695A覆土 Q1283

第161図 7 敲 石 17985 凝 灰 岩 SK699 a■ T眉 Q1284

Я雷162E□ 8 磨 製 石 斧 (45) 粘 板 岩 SK700 B LL眉 Q1286

第162図 3 磨 製 石 斧 (49) 硬 砂 岩 SK702屠益 Q1287

第163図 4 凹 石 237) (125) 安 山 岩 SK707 E■ T眉 Q1292

第163図 3 磨 製 石 斧 174.2 凝 灰 岩 SK711覆土 Q1295

4 打 製 石 斧 2143 ホルンフェルス SK7■ 覆土 Q1294

第166図 1 石 球 安 山 岩 SK724 盈 Q1300

第167図 3 凹 石 (188) (270) 3874.1 ホルンフェルス SK730 覆土 Q1303

4 凹 石 (194) 3778.1 ホルンフェルス SK730盈 Q1304

第171図 2 打 製 石 斧 安 山 岩 SK744晒紐 Q1309

第175図 7 凹 石 555.5 安 山 岩 SK756B盈 Q1314

第175図 2 磨 製 石 斧 粘 板 岩 SK761A盈 Q1317

磨 製 石 斧 (91) 2173 硬 砂 岩 SK761A覆土 Q1318

第177図 1 凹 石 640.2 安 山 岩 SK770 覆上下層Q1323

第179図 3 磨 製 石 斧 凝 灰 岩 SK780 離 Q1330

第180図 4 凹 石 282 (193) 28192 安 山 岩 SK785 覆土 Q1332

第187図 8 磨 石 安 山 岩 SK800盈稲 Q1336

第189図 7 打 製 石 斧 2620 凝 灰 岩 SK813 盈 Q1343
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図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土 地 点 備   考
長 さ (cln) 幅 (clm) 厚 さ (cm) 重 量 (g)

第190図 5 磨 製 石 斧 安 山 岩 SK814覆土 Q1344

第192図 4 磨 製 石 斧 2787 硬 砂 岩 SK840激 蝶 Q1349

第193図 7 磨 石 安 山 岩 SK842盈苺 Q1351

磨 製 石 斧 3550 凝 灰 岩 SK842君説 Q1353

磨 製 石 斧 硬 砂 岩 SK842 覆土 Q1354

第194図 4 凹 石 安 山 岩 SK845盈韓 Q1356

5 敲 石 11.2 3691 安 山 岩 SK845盈韓 Q1355

第196図 3 石 棒 (113) 凝 灰 岩 SK854盈韓 Q1358

第196図 1 磨 石 2062 安 山 岩 SK861冦雛 Q1360

第198図 2 エンドスクレーパー チ ャ ー ト SK887雇祉 Q1363

第198図 1 耳  飾  り 翡   翠 SK901 融 Q1365

第198図 1 硬 玉 製 大 珠 892 翡   翠 SK905憑赴 Q1367

縄

文

時

代

3 石 組 炉

竪穴住居跡外から石組炉が 5基確認されている。炉の周囲に大小の板石 (雲母片岩)を方形,あ るいは楕円

形に組み込んで構築したものである。第 1号,第 2号石組炉は調査区域の南西部,及び南東部にそれぞれ点在

するが,第 3～ 5号石組炉は北側部のC3区内に近接して築かれている。遺物はほとんどないが,第 3号石組

炉から縄文式上器片が出土している。

第 1号石組炉 (第119図 )

FlhO区に位置する。76× 67clnの 不整方形で,長軸方向はN-84°一Eを指す。遺構確認面から10cmほ ど掘 り

込み,長さ15～55cm,幅 10～15cmの板石 5枚を方形に組み込んでいる。炉内には暗褐色土が堆積しているが,

焼上の混入はごく少ない。炉壁のロームの一部に焼けた部分がみられた。

第 2号石組炉 (第■9図 )

F4c6区に位置する。径40× 50cmの楕円形を呈する。遺構確認面から25c14ほ ど掘り込み,長さ8～20cm,幅 5

～10cmの小さな板石 8枚を楕円形に組み込んでいる。確認の段階ですでに火床が露呈され,覆上の大半は不明

であるが,火床上面には焼土が薄 く堆積している。炉の西側30clnに 焼上が径40cln程度の範囲で散在しているの

が観察された。硬 く踏み固められた状態ではないが, この面が竪穴住居跡の床面に当たる可能性も考えられる。

第 3号石組炉 (第119図 )

C3a3区に位置する。70× 65cmの不整方形で,長軸方向はN-59° 一Eを指す。遺構確認面から20clnほ ど掘り込

み,長さ35～ 45cln,幅 10clnの 板石 4枚を方形に組み込んだものとみられるが,内 2枚 はすでに失われていた。

炉内には暗褐色上が堆積しているが,焼上の混入はわずかである。覆上下層から縄文式土器片 6点が出上して

セゝる。
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綾

_ A

A
――-33.2n

第 1号石組炉

第 二号石組炉朗 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒

子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒

撫

3 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化池

子少量

4 暗 褐 色 ローム粒子多量

A
一――●acm

A~33.4m

第 2号石組炉

第 2潮醐 炉 W欝 甑

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子微童

第 5号石組炉

第 5朝酪 夢 J醐 観

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 炭化粒子少量

2 赤 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒子少量

3 褐   色 ローム粒子中量 炭化粒子少量

4 褐   色 ローム粒子少量 炭化粒子微量

第 3号石組炉

第 3号石組炉土層解駐

1 暗 褐 色 ローム粒子微量 焼土粒

撫

2 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒

鞭

3 黒 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒

撫

A

刊  可 ' |

第 4号石組炉

第 4既酪 炉 ヨ 1停髄

1 暗 褐 色 ローム粒子微量 反化粒子少量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量 炭化粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子少量

0               1m

第199図 第 1・ 2・ 3・ 4・ 5号石組炉
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第 4号石組炉 (第119図 )

C3c4区に位置する。50× 45cmの方形で,長軸方向はN-55° 一Eを指す。遺構確認面から15clnほ ど掘 り込み,

長さ50cm,幅 10cmの板石 1枚 と長さ30cm,幅 10c14の 板石 2枚を方形に組み込んでいる。北東側の 1枚 はすでに

失われているが,石の抜かれた痕跡からみて,長さ50cmほ どの大きめのものであったと思われる。炉内には暗

褐色上が堆積しているが,焼上の混入は少ない。火床には焼上が部分的に残っている。

第 5号石組炉 (第119図 )

C3b5区 に位置する。75× 62clllの方形で,長軸方向はN-72° 一Wを示す。遺構確認面から10cmほ ど掘 り込み,

長さ25～45cm,幅 5 cmの板石 5枚を方形に組み込んでいる。炉内の覆土上層には暗褐色土,下層には多量の焼

土が堆積しており,火床も強 く焼けている。

4 埋設遺構

当遺跡で確認された埋設遺構は13基あるが, このうち縄皮時代に属するものは7基 (Ml・ 2・ 4・ 7・ 10・ 13・ 14)

である。確認の段階で上部が失われているものが多く,遺存状態は良くない。A地区の中央部と北側部に点在

するように分布している。

第 2号埋設遺構 (第200図 1)

A3g3区 に位置する。カロ曽利EI式の深鉢の胴部片が正位で埋設されていたものが,南側半分だけ確認された。

北側は失われて不明である。掘 り方は88× 80cmの 楕円形で,30c14ほ ど掘 り込まれ,ローム粒子,焼土粒子,炭

化粒子微量を含む暗褐色上が堆積している。

第 4号埋設遺構 (第200図 2)

A3h3区 に位置する。中峠式の深鉢の上半部が正位で埋設されていた。周囲の上層との判別が難しく,掘 り方

は確認できなかった。

第13号埋設遺構 (第200図 3)

E3d5区に位置する。 S1101南端の貼床下に,阿玉台Ⅳ式の深鉢の胴部片が正位で埋設されていた。土器内

にはローム粒子,焼土粒子中量を含む暗褐色上が入っている。掘 り方は,径 55clnほ どの円形で,35cm掘 り込ま

れ,暗褐色土が堆積 している。

縄

文

時

代

縄文時代埋設遺構出土遺物観察表

器 種 潮陥 lcm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

4」200図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B 胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部は隆帯により区画され,区画

内には縄文が施されている。胴部には巾広の沈線や波状沈線が施されてい

る。地文は単節RLの縄文である。

瓢石長麒鵬
髄
魏

Ｍ２
Ｐ５．３
Ｍ

深鉢形土器
縄文式土器

A 21.4
B (183)

胴部下半欠損。有孔把手を有する。口縁部文様は刻み目の施された隆帯と

沈線と交互刺突文により構成されている。胴部には縦位や僕位の複列の沈

線が施されている。地文は多条縄文である。

砂粒 。長石・雲母

髄

普通

Ｍ４
Ｐ５．３
幌

深鉢形土器
縄文式上器

B 胴部下半と口縁部欠損。文様は隆帯と沈線により構成されている。地文は

単節RLの縄文である。

恥 。破 ・踊 ・副
髄

醜

M13
P5136
20°/。
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生◎)

望生-33.Om 鹸
M4

第 1号埋甕土層解説

1 褐   色 ローム粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子微量

M l

B

M2

第 2号埋期 解説

1 暗 褐 色 焼上粒子・炭化粒子少量

2 褐   色 ローム粒子 炭化粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子欲量

M13

第200図  第 1・ 2・ 407・ 10・ 13・ 14号埋設遺構 ,

A_..3m     _

す

M 10

第10号埋甕土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量

2 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量

3 暗 褐 色 ローム粒子微量

, 
一

A
一―-33.Om

A

/

(4(ラノ
＼

⑭

一（ム］）＼）
上

〓

ｑ
ｄ
Ｏ
Ｉ
Ｉく

一

A_33.Om

Mi~R通
て ノ

＼

第13号埋甕土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土泣子中量

第14号埋― 解説

1 暗 褐 色 ローム粒子中量 炭化粒子微量
0        1m

―
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5 遺構外出土遺物

中台遺跡の発掘調査では,縄文時代のものでは竪穴式住居跡が36軒,土坑が444基確認され,多数の遺物が出  縄

:と三と[写告まt「警揚量塗璽[三髯:弩と骨罹證争室量を絶:こ上堡量を唇F:[覆畳三雫ヨ再:會書受 蕉
まかな時期に分類した。

第 I群土器 縄文時代早期の上器である。出土点数は極めて少ない。

1類 野島式上器

第■群土器 縄文時代前期前葉の上器。さらに4類に分類した。

1類 花積下層式上器     2類  ニツ木式上器     3類  関山式上器

4類 黒浜式上器

第Ⅲ群土器 縄文時代前期後葉の上器。破片が多数出土した。さらに 4類に分類した。

1類 諸磯式上器       2類  浮島式上器      3類  興津式土器

4類 粟島台式土器

第Ⅳ群土器 縄文時代中期前葉の土器。中台遺跡では主体を占める土器群である。さらに3類に分類した。

1類 勝坂式上器       2類  阿玉台式上器     3類  中峠式上器

第V群土器 縄文時代中期後葉の上器。中台遺跡では主体を占める土器群である。さらに3類に分類した。

1類 大木 8a式上器     2類  加曽利E式土器    3類  曽利式土器

第Ⅵ群土器 縄文時代後期の上器。さらに5類に分類した。

1類 称名寺式土器      2類  堀之内式上器     3類  加曽利B式上器

4類 曽谷式上器       5類  安行 I・ H式上器

第Ⅷ群土器 縄文時代晩期の上器。さらに5類に分類した。

1類 安行maoⅢ b・ Hc式上器      2類  大洞B式土器

3類 大洞BC式上器     4類  大洞Cl式上器    5類  大洞A式上器
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縄文時代遺構外出土遺物観察表

器 種 測 値 lml 器 形 の 特 徴 及 ぴ 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

第附1図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(55) 尖底土器の底部片。地文はなく,ナデ整形されている。 砂粒・石英・長石

髄
普通

SK15
P1008
10%

深鉢形土器
縄文式上器

B(4_4) 尖底土器の底部破片。地文はない。 英石恥
髄
範

TM22
P3217
5%

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(32)
[14.4]

底部破片。上げ底。底面から胴部にかけてループ文が施されている。 砂粒 。長石・繊維
髄
普通

Ｓ‐・３３
Ｐ５８０
賜

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(65)
[78]

底部から胴部下位にかけての破片。単節LRの縄皮が施されている。 恥 ,破・瀬 ・鰈
髄
普通

Ｍ
Ｐ３３３
幌

第拗2図

4

深鉢形土器
縄文式上器

B (267) 胴部から口縁部にかけての破片。口縁部文様は刻み目のある隆帯と沈線に
より構成され 有孔把手を有する。顕部は隆帯に刺突文が施され,胴部に
は渦巻き状の沈線と爪形文が施されている。

婉 ・感 ・蕗 ・副
赤褐色

普通

SK107
Pl142
40%

器台形土器
縄文式上器

A[220]
B  2.5

台部片。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒・石英・長石・雲母
暗褐色
普通

SK571
P1791
40%

深鉢形土器
縄文式上器

B (110) 日縁部片。有孔把手を有する。把手の孔の周囲には爪形文が巡る。日縁部
文様は隆帯と爪形文と鋸歯状の沈線により構成されている。

帆 ・節 靖割既・スコリア

髄
普通

SK654
P2019
5%

7

器台形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[274]
(22)

台部破片。縁に刻みが施されている。 砂粒・石英・長石,雲母
触
普通

E2嚇
P5192

20%

浅鉢形土器
縄文式上器

■

＆

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。平底。口縁部は隆帯により長楕円形状に区画され 区
画内には2条の有節沈線文が施されている。内・外面とも赤彩され,内面
には磨きが施されている。

婉 ・感 ・節 ・剥
黒褐色

魂

Ｍ
Ｐ３３７
嘲

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[160]
(159)
6.6

底部から口縁部にかけての破片。平底。口縁に隆帯が贈られている。胴部
には爪形文が施されている。底面には敷物による圧痕がわずかに残ってい

る。

砂粒・石英・雲母
触

普通

S1133

P579
40%

ミ予ュ71X
縄文式上器

A  32
B  62
C  23

口縁部欠損。平底。日縁部に隆帯が巡り,刻み目が施されている。地文は
ない。 恥

髄
範

石英 。長石 TM28
P3252
80,る

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

(24.4)

(227)
胴部下半と把手部欠損。日縁部は刻み目のある隆帯により区画され,区画
内には複列の有節沈線文が施されている。胴部文様は隆帯と有節沈線文に
より構成されている。

砂粒 。長石・雲母
触

魏

麹
P5178
40,堵

第拗3図

4

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[220]
(6.5)

口縁部破片。内・外面ともナデ整形されている。 剥石長麒鵬
髄
綿

SK655
P2023
10%

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
[26,7]

(34.5)

胴部から口縁部にかけての破片。日縁に沿って隆帯が巡り, V字状の隆帯
が賠られている。内・外面ともナデ整形されている。

砂粒・長石・雲母
髄

魏

SK107
Pl141
30%

深鉢形土器
縄文式上器

B 346
C  8.6

底部から口縁部にかけての破片。平底。波状口縁。橋状把手を有する。口
縁部は隆帯により三角形に区画され 胴部文様は陸帯と沈線により構成さ
れている。口縁部から胴部にかけて単節RLの縄文が充填されている。

砂粒。石英・長石・雲母
髄

普通

SKl16
Pl169
50%

11

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ
E29,0]

(80)
胴部上位から口縁部にかけての破片。胴部文様は条線文と有節沈線文によ
り構成されている。

恥 。藤 ・節 。割
髄
魏

SK618
P1921
10%

第劉4図

1

器

器腿
蠅

鉢

縄

A  155
B  84
C  77

平底。胴部に隆帯が巡る。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒 ,石英・長石・雲母
髄

普通

Ｓ‐４８
Ｐ２００
蜆

2

ミニチェア土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[80]
35

底部から日縁部にかけての破片。口縁に刻み目が施されている。胴部は無
文である。

恥 ・麒 ・節 ・割
醐
普通

TW138
P3330
30,お

3

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[201]
(19つ

胴部から口縁部にかけての破片。口縁部に沿って隆帯が巡る。日縁部は横
位にナデ整形され 胴部には縦位の削り衡 ナデ整形されている。地文は
ない。

砂粒・石英。長石・雲母
絶

普通

硼
Ｐ３２９腸

縄

文

時

代
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時

代

図躊 器 種 潮 値 lcm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

4

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[250]
355
10,9

胴部から口縁部にかけて一部欠損。平底。日縁部から胴部には単節LRの
縄文が施されている。

砂粒・石英。長石'雲母

暗褐色

普通

Ｓ‐・２‐
Ｐ５５６
磁

5

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[214]
(99)

胴部上位から口縁部にかけての破片。口縁部文様は,刻み目の施された隆

帯と沈線で構成されている。頸部には縄�施文後,沈線を施し,胴部には

単節RLの縄皮施文後,沈線が施されている。

砂粒・石英。長石。雲母

髄

普通

SK66
P1068
10%

6

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[290]
(13.0)

胴部から口縁部にかけての破片。日縁部無文帯。頸部は隆帯が巡り,本西

刺突が施され その下に複列の沈線が巡る。胴邸地文は単節RLの縄文が

施されている。

砂粒・石英帳石'雲母
軸
普通

SK215
P1253B
30°/O

7

深鉢形土器
縄文武土器

B (222) 胴部から口縁部にかけての破片。口縁部文様は隆帯と沈線による渦巻き文
と縦位の沈線により構成されている。胴部には単節RLの縄皮が施されて

いる。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

S1235

P838
60%

8

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[251]

(7.0)

口縁部片。口縁部には2条の沈線が巡り,そ の中に交互刺突文が施されて

予ゝる。

砂粒・石英張石・雲母

絶

普通

表採
P1754
10%

9

深鉢形土器
縄文式上器

B (196) 胴部から口縁部にかけての破片。有孔把手を有する。日縁部文様は隆帯と

沈線と交互刺突文により構成されている。胴部には単節RLの縄文が施さ

れている。

砂粒・石英。長石,雲母

睡

普通

隷
P2080
20%

第205図

9

深鉢形土器

縄文式上器

B(83)
C[77]

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部には単節RLの縄文が施されて
いる。

婉 ・藤 ・用 ・割
絶

普通

S113

P77
20%

器台形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｄ

(2.1)

[132]

脚部破片。貫通孔を有する。外面は摩滅している。 砂粒・石英帳石・雲母

純

普通

S123

P89
5%

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

16,7

(24,0)

胴部から口縁部にかけての破片。波状口縁も口縁に沿って隆帯が巡り隆帯

上には沈線が施されている。日縁部文様は隆帯により孤線が描かれている(

胴部には直線と波状の沈線が垂下し,単節RLの縄文が施されている。

砂粒・長石・雲母

睡

普通

S圧 50

P220
30°/O

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(21.1)

89
底部から胴部にかけての破片。平底。胴部文様は隆帯と複列の波状沈線文
により構成されている。

砂粒 。長石・雲母

睡

普通
朗Ｐ８４０幌

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部「位にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されてい

る。底面には敷物による圧痕が残っている。 郭殊
絶
魏

S1100

P440
20%

深鉢形土器
縄文式土器

B(21)
C  75

底部破片。平底。底面には敷物による圧痕が残っている。 砂粒'石英・長石・雲母

純

普通

SK148
Pl190
5%

ミエチェア土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

底部と口縁部の一部欠損。平底。口縁部には2単位の双孔があいている。

胴部には隆帯が貼られ,隆帯上には押圧力渤日えられている。

砂粒・長石・雲留
絶

普通
朗Ｐ７９２賜

ミ予ェア端
縄文式上器

Ａ

Ｂ

外面ナデ整形されている。 砂粒 。長石

髄

普通

薪
P1329

100%

深鉢形土器
縄文式土器

B(5_6) 口縁部片。橋状把手を有し,口縁には波状や渦巻き状の細い隆帯が貼られ

ている。

砂粒・石英・長石・雲母

髄

普通

SK255
P1326
5%

深鉢形土器
縄文式土器

B(96) 胴部片。胴部文様は沈線によるクランク文が施され,波状沈線が垂下して
いる。

砂粒・石英・長石`雲母

髄

普通

SK579
P1813
30°/O

第206図

1

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

155
(187)

胴部下半欠損。口縁には橋状把手を有する三角形の突起と,円形で沈線文

の施された突起を有する。胴部には多条縄文が縦位に施されている。

砂粒・長石・雲母

暗褐色

普通
鮒Ｐ８３９賜

2

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(157)

83
底部から胴部中位にかけての破片。胴部には, 3条 の沈線と波状沈線が垂

下している。地文は単節RLの縄皮である。

砂粒・石英・長石・雲母

明髄
普通

SK34
P1025
50°/O

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[300]
(189)

胴部から日縁部にかけての破片。頸部に2条の隆帯を巡らし,口縁部と胴

部を区画している。口縁部は無文帯である。胴部には単節RLの縄波が施

され,沈線により文様が構成されている。

砂粒 '石英・長石・雲母

髄

普通

SK66
P1067
10%

-296-



器 種 潮 値 lcall 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調 。焼成 備  考

4

深鉢形土器
縄文式上器

B(58)
C l1 7

底部から胴部 卜位にかけての破片。平底。胴部には撚糸文が施され,沈線
が垂下している。

砂粒・長石・雲母

髄

普通

SK146
Pl188
10%

5

深鉢形■器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[384]
(120)

胴部から口縁部にかけての破片。頸部から内彎して立ち上がる。外面には

単節RLの縄文が施され,内面はナデ整形されている。

恥 ・破 ・節 ・副
純
普通

SK460
P1574
20°/。

深鉢形土器
縄文式上器

B(53) 口縁部片。橋状把手を有する。口縁部文様は隆帯と沈線により構成されて
いる。

婉 ・感 。節 ・剥
醐
普通

SK460
P1575
10%

7

深鉢形土器

縄文式上器

B(62) 把手部破片。文様は沈線と刺突文により構成されている。 砂粒・石英・長石

睡

普通

SK571
P1792
5%

深鉢形土器
縄文式上器

B (12,8) 口縁部片。橋状把手を有する。内・外面ともナデ整形されている。 割廟破嘘
絶
魂

SK598
P1857
5%

9

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[12.6]

(90)
胴部から口縁部にかけての破片。日縁部無文帯。頸部には1条の沈線が巡
る。胴部には複列の沈線と波状沈線が垂下し,単節RLの縄文が施されて
いる。

砂粒・長石・雲母

睡

普通

SK824
P2344
10%

深鉢形土器
縄文武土器

B (301) 胴部片。胴部文様は複列の沈線と孤状や波状の沈線により構成されている
地文は複節縄文である。

碗 ・感 ・節 ・割
絶

普通

線

P2081
20°/。

効 07図

4

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[224]
(65)

口縁部片。口縁部は隆帯により区画され,区画内には沈線と多条縄皮が施
されている。

砂粒。石英。長石・雲母
鵜
普通

SK413
P1542
10%

効 08図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[130]
(100)

胴部上位から口縁部にかけての破片。日縁部から頸部にかけては僕位にナ

デ整形され,胴部は削り後,ナデ整形されている。

砂粒・長石・雲母

暗褐色

普通

SK579
P1812
10%

2

ミ予ュ714
縄文式上器

A[24]
B  38
C  17

口縁部の一部欠損。平底。胴部文様は沈線により構成されている。地文は

ない。

砂粒・石英・雲母
絶

普通

TM52
P3388
90°/。

3

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[365]
(236)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁にそって隆帯が巡り,隆帯上には棒

状工具による押圧が加えられている。胴部には無節の縄皮が施されている
砂粒 。長石

髄

普通

SK655
P2022
30,お

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[363]
(35_0)

胴部から日縁部にかけての破片。日縁部は隆帯により区画されている。胴

部は縦位の条線が施されている。

砂粒・石英 。長石

髄

普通

TM26
P3234
60°/。

第拗9図

1

深鉢形土器
縄文式上器

B(69) 口縁部片。有孔把手を有する。把手の内側には隆帯と沈線と刺突文により

文様が構成されている。
砂粒・石英 。長石
絶

普通

SK623
P1932
5%

2

深鉢形土器
縄文式土器

Ａ

Ｂ

[190]
(123)

胴部上位から口縁部にかけての破片。橋状把手を有する。日縁部内面に段

を有する。外面には簡状工具による沈線文と刺突文が施されている。

砂粒 。長石 。雲母

純

普通

TⅢ126

P3237
10%

3

蓋
縄文式上器

Ａ

Ｂ

(108)

42
環状把手を有する。沈線と刺突文により夷様が構成されている。2次DEI
痕有り。

砂粒・石英

髄

普通

隷
P5191
80%

4

蓋
縄文式上器

A  71
B  28
F25G12

環状把手を有する。内・外面ともナデ整形されている。 砂粒・雲母

灰褐色

普通

TM27
P3373
70'る

第211図

14

浅鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(32)
33

底部から口縁部にかけての破片。平底。胴部文様は下端まで単節RLの縄

文が施されている。

砂粒・石英

黒褐色

普通

SK302
P1416
20%

浅鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(33)
33

底部から口縁部にかけての破片。胴部上位は無文。中位に刻み目が巡り,

その下に単節LRの縄皮が施されている。底部には沈線が施されている。

砂粒・石英

醐
普通

TM38
P3328
50%

鉢形土器

縄文式土器

ｚ

ａ

＆

Ａ

Ｂ

Ｃ

胴部と口縁部の一部欠損。平底。口縁に沿って 2条の沈線が巡り,沈線間
には刻み目が施されている。胴部には入組孤線文に単節LRの縄皮が充填
されている。

砂粒
醐

普通

SK570
P2440
85°/O

縄

文

時

代
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器 種 悧 値 lo4) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(141)

40
底部から胴部中位にかけての破片。平底。胴部中位に単節RLの縄文が施
されている。下位 |こ は磨き力珀 されている。

砂粒・石英・長石・雲母

純

魏

隷

P1781
30°/O

第212図

1

注目土器
縄文式上器

鞘 58
躙 32
長さ105

注目部片。外面は削り後 ナデ整形されている。 砂粒・石英・長石

髄

普通

SK567
P1786
5%

注目土器
縄文式上器

雛 27
鄭離 17
長さ 68

注口部片。 砂粒。石英・スコリア
髄
普通

TM16
P3169
5%

注目土器
縄文式上器

離 2.8

螂朧 10
長さ 76

注口部片。外面はナデ整形されている。 砂粒・ スコリア

髄

普通

TM30
P3260
5%

ミ予ュア器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

注口部欠損。口縁部に4単位の突起を有し,口縁直下に円形刺突文が巡る

胴部は沈線で文様が構成され,磨 り消しが施されている。

砂粒・石英
黒褐色

普通

F3区表採

P5195
90°/。

浅鉢形土器
縄文式上器

B ( 胴部から底部にかけての破片。胴部夷様は沈線により構成され,単節LR
の縄文が充壊されている。内面には磨きが施されている。

砂粒

睡

普通

TM52
P3337
50°/。

器

器胸
用

鉢

縄

Ａ

Ｂ

[160]
(72)

胴部から口縁部にかけての破片。地文は単節RLの縄炭で,沈線により区
画され 沈線間を磨り消している。

砂粒・長石

髄

普通

SK621
P1929
10%

角底土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

(43)
[116]

底部から胴部にかけての破片。外面には沈線が施されている。胴部コーナ
ー部に瘤が賠られている。地文は単節RLの縄皮である。内面は磨きが施
され,赤彩された顔料がわずかに残っている。

砂粒 '石英・スコリア

髄

普通

TM28
P3251
10%

深鉢形土器
縄文式上器

４

６
．
Ｚ

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部の一部欠損。波状口縁。口縁に沿って 3段の沈線が巡り,刻み目が

施されている。胴部には弧状の入り組み文が施されている。地文は単節L
Rの縄文である。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・長石

睡
魏

隷
Ｐ・７９
賜

鉢形土器
縄文式上器

Ｚ

盈

Ａ

Ｂ

丸底。口縁には5単位の刻み目のある瘤が賠られている。胴部には単節R
Lの縄皮が施されている。

蠅

睡

普通

線
Ｐ５．５
賜

角底土器
縄文式上器

B(14) 底部から胴部にかけての破片。外面には沈線が施されている。地皮は単節
LRの縄皮である。

恥

睡

普通

隷
Ｐ５．９
呼

ミユチェア■器
縄文式上器

A  36
B  54
C  18

平底。 3単位の波状口縁ぉ口縁部には沈線が巡り,沈線間には刺突文が施
され,瘤が賠られている。胴部には単節RLの縄文が施されている。 恥

絶
魂

S199

P433
100%

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

198
(351)

4単位の波状口縁。口縁部夷様は隆起帯縄文と瘤の貼付により構成されて
いる。胴部には入り組み連弧文が施されている。地文は単節RLの縄文で

ある。

英石嚇
絶
醜

S圧 99

P431
90°/。

深鉢形土器
縄文式上器

B(95) 胴部中位から下位にかけての破片。胴部文様は中位には斜位の沈線が施さ

れ 下位は無文でる。

砂粒・長石・雲母

触

普通

SK618
P1922
20°/。

深鉢形土器
縄文式上器

B(46)
C  47

底部から胴部「位にかけての破片。平底。胴部には単節RLの縄文が施さ

れ 下位は無文である。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英 。雲母

睡
普通

SK618
P1923
10%

器

器腿
胤

異

縄

B(49) 胴部片。横位の隆起帯が巡り,隆起帯上に刻み目が施されている。隆起帯
間には貫通孔や瘤が賠られている。

砂粒
黒褐色

普通

線
Ｐ５．９
琥

異形台付土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

脚部から日縁部にかけての破片。 3条の隆起帯縄文が巡り, 2条 と3条の

隆起帯間に瘤が賠られている。貫通孔を有する。

砂粒・石英

黒髄

普通

報

P5194
30°/O

効 13図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[25.6]

(135)

胴部から口縁部にかけての破片。口縁と頸部に隆帯が巡り,隆帯上には刻
み目が施されている。胴部には斜位の沈線が施されている。

砂粒・長石

触

魏

SK643
P1988
20%

深鉢形土器
縄文式上器

Ｂ

Ｃ

口縁部欠損。胴部には縦位の沈線が施されている。 砂粒・石英・スコリア
黒褐色

普通

TM16
P3170
60%
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図版 器 種 潮 1値 lon) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色詞・焼成 備  考

異形土器
縄文式上器

B(30) 脚部破片。 4単位の孔を有し,外面には沈線が施されている。 砂粒

睡

普通

TM20
P3190
10%

台付土器
縄文式土器

B (38) 台部破片。台部の外面には単節LRの縄文が施されている。 砂粒・石英・長石
黒褐色

普通
期Ｐ４８５期

鉢形土器

縄文式土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[24,2]

113
64

底部から口縁部にかけての破片。内・外面とも磨きが施されている。

嚇触範
蜘Ｐ８３６賜

効 14図

1

深鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[357]
(267)

胴部破片。外面には沈線が施されている。 砂粒・石英 。長石

醐

普通

TM80
P3262
40%

蓋

縄文式上器

４

α

Ｂ

Ｃ

4単位の有孔把手を有する。内 。外面ともナデ整形されている。 砂粒・長石

髄

普通

SK249
P5187
60%

壷形土器
縄文式上器

B(3.9)
F  45
G  2.8

把手部片。環状把手を有する。 嚇 ・麒 ・節 。剥
灰褐色
普通

SK461
P1583
5%

深鉢形土器
縄文式土器

Ｂ

Ｃ

底部から胴部下位にかけての破片。平底。内・外面ともナデ整形されてい

る。底面には敷物による圧痕が残っている。

砂粒・石英 。長石

髄

普通

SK643
P1989
10%

深鉢形土器
縄文式上器

A[252]
B 255
C  80

底部から口縁部にかけての破片。平底。日縁部は横位にナデ整形されてい

る。胴部は縦位に削リカ沈 されている。

砂粒。石英・長石・雲母
髄
普通

TM21
P3209
60%

蓋

縄文式上器

Ａ

Ｂ

Ｃ

把手部欠損。環状把手を有する。 砂粒 。長石・雲母

醐

普通

TM26
P3243
95%

ミエチェアlll
縄文式上器

Ａ

Ｂ

32
(10)

口縁部の一部欠損。胴部には沈線や刻み目が施され 瘤が賠られている。 砂粒 。石英・雲母

髄

魂

F4区表採

P5197
95°/O

深鉢形土器
縄文式土器

B(72) 口縁部片。波状口縁で波頂に突起を有する。 砂粒・石英 。長石

純

普通

SK217
P1254
5%

浅鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

149
113

丸底。 4単位の波状日縁も波頂部に瘤が賠られ 口縁部夷様は渦巻き文や

=叉文や瘤の貼りつけにより構成されている。胴部には磨り消し縄�が施
されている。

砂粒・石英

醐

駆

TM26
P3238
95°/。

第215図

1

深鉢形土器
縄文式土器

＆

ａ

生

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。口縁部には孤線文が施されている。胴部の外面は削りが施され 内
面はナデ整形されている。地文はない。

砂粒・石英 。長石

睡

普通

SK655
P2024
60%

台付土器
縄文式上器

B(66) 脚部破片。 2条の沈線間に刻み目が施されている。 砂粒・石英 。長石

噛

魂

TM20
P3188
10%

台付土器
縄文武土器

B(48) 脚部破片。 2条の沈線間に刺突文が施され 5単位の瘤が賠られている。 砂粒・石英・スコリア
絶
普通

TW120
P3189
10%

4

角底土器
縄文式土器

B(26) 底部から胴部にかけての破片。胴部文様は沈線とtl」突文により構成されて
いる。

砂粒・ 石英
絶

普通

SX7
P5152
10%

5

鉢形土器
縄文式上器

Ａ

Ｂ

[242]
(8,8)

底部から口縁部にかけての破片。波状口縁も胴部文様は沈線により構成さ

れ 沈線間を磨り消している。地文は単節RLの縄演が施され,口縁部に

も縄文が施されている。

砂粒・石英・雲母

鵡

普通

隷

P1328
30°/。

注目上器
縄文式上器

B (52) 胴部破片。胴部上位の文様は沈線と刺突文により構成されており,その下
は無文帯である。

砂粒・石英

黒掲色
普通

S199

P432
30°/。

縄

文

時

代
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6 土偶

縄   当遺跡から出土した土偶の数は35点 を数えるが,完形品は1例 もなく,いずれも破損した状態のものである。

文  遺構に伴って出上したものはなく,流れ込みや表面採集として取 り上げたものばかりで頭部は10点 ,胴部は14

属  点,脚部は9点出上している。本項では数点について若干の解説を加えた力ゞ, その他は一覧表にして掲載した。

DP43(第 216図 2)

みみずく土偶で,A地区の第143号住居跡の覆土中から出土した。額部の左右に瘤状の突起が配され,後頭部

にも一部欠損しているものの突起が配されている。顔の輪郭は,刻み日のある隆帯で縁取りされ,ボタン状の

粘土を貼 り付け目・ 回 。耳が表現されている。

DP1017(第216図 4)

みみずく上偶で,A地区の第270号土坑の覆土中から出土した。頭部破片でその他は欠損している。頭頂部に

は突起が貼られ,顔面の輪郭は縄文が施された隆帯により縁取 りされている。隆帯により表現された日と目の

間には有節沈線文が施されている。耳部には円孔を有し,赤彩痕が認められる。

D P3108(第 216図13)

山形土偶で,TM-16の覆土中より出土した。頭部・両腕・右脚を欠損している。胸部は粘土を貼 り付け乳

房を表現し,首部から下腹部にかけて刺突が施された隆帯が垂下し,腰部にも同様の隆帯が巡る。肩や足に刺

突文が施されている。

D P3153(第 216図15)

ハー ト形土偶で,TM-21の覆土中より出上した。頭部から胸部にかけての破片である。眉と鼻は隆帯により

連結して表現されている。後頭部は突出している。胸部は粘土を貼 り付けた乳房がみられ,背部には沈線が施

されている。

D P 3287(第 216図18)

山形土偶でTM-22の周溝より出上した。隆帯による眉と,粘土貼付による鼻 。目を配し,日 は刺突で表現さ

れている。円孔のあいた耳部をもつ。後頭部の一部は突出し,周囲に菱形文様の沈線が施されている。

D P 3388(第 217図31)

中期の上偶で, TM-27の覆土中より出上した。胴上部は欠損している。下部は広がる板状の形状をし,中

央に粘土瘤が貼られ,有節沈線文が表裏の周縁部や側面部に施されている。

-300-



¨

緯鋭の墾勤

級
魁

ヽ ゆ◎別
第216図 土偶(1)

-301-



代

鶴畑画5

息
彎

湘

趨
為
ぱ

Ｒ

匙

∈

６

0             10Cm

第217図  土偶(2)

-302-



上偶一覧表

図版番号 器  種
計 測 値 (oml 重 量

(g)

現存率

(%)
出土地点 胎土・色調・焼成 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第216図 1 土  偶 (46) 5 S150 覆土 碗・節 馳 醜 WW 間形判盈頭訛粘1瘤により日と耳を表兄郵は隆帯晒

2 土  偶 (83) S1143 覆上 砂粒'雲母 黒褐色 罰 DP43  みみずく土倶頭騒刻み目のある隆鸞で茨嘲 を縁取り

3 土  偶 (5_5) (30) 弘 268霧祉 碗 ,麒 醜 柳 DP1072ハート形土偶局話姦に沈緻

4 土  偶 (6.9) (41) 637 SK270冦祉 腕 触 魏 WmWみみずくlR頭訛耳部にRnj赤影痕有り

5 土  偶 (47) 297 5 TM9 盈 恥 。麒 髄 魏 DP3358みみずく土儡隅 日観甑文

土  偶 (56) ( 5 SK600遇避 砂粒 黒褐色 普通 DPlo81 阻 沈線の中に刺突文

7 上  偶 (39) 5 SK333を裁 砂粒・石英,長石暗褐色罰 DP1080脇 陪h翻 る

土  偶 (60) (3.6) SK607孤 砂粒・長石 黒褐色 輛 DP1039みみずくと脚酪爾腸を備守肩馴郡例配熊縄期蚊

土  偶 (46) (26) 429 SK824 覆土 憐・割 純 範 DP1065ハート形靭 隆帯による眉と民沈線により目を親

土  偶 (68) (62) 990 TM21触 恥・麒 髄 魂 DP3155鵬 泌説嘲

11 土  偶 (5_7) 5 SK779つ赴 恥・感 睡 罰 DPlo63観姓働泌黒による選弱謬潮勿電脚 Ⅱ

土  偶 (9_1) SD45 盈 恥・麒 触 靭 DP119 みみずく土偶脚訛入り組み三叉え沈線により指棚

土  偶 (68) TM16  盈 恥・駆 髄 範 llP3108 山形士R周鵠乳房を強認肩や足に刺突文

土  偶 TM21鵬 恥・麒 躙 割 DP3378 園乳眉と鼻がT字状の隆構により表現されている

土  偶 TM21 覆土 恥・斯 髄 醜 DP3153ハーH狙組霰榔から脇筋を議融辛雫部に沈線文

土  偶 (77) (65) TM21 覆土 腑 絶 魏 DP3380鵬と刻み目,晩期

17 土  偶 (43) 5 TM26  周騒 腕 馳 魏 DP3395 山形土鯛 瘤劇お耐

土  偶 (46) TM22  周溝覆土砂粒・石英 帽色 普通 DP3207 山形土働頭瓢粘」削寸による鼻と日日殿 旬

土  偶 (5.3) (53) (30) 532 TM22 覆土 砂粒 黒褐色 普通 DP3384 山形土鶴た肩から腕訛肩部に2条の沈鶴縄陳施文

土  偶 (62) (81) 莉 122耀 腕 ・副 絶 範 DP3206 山形土働頭瓢隆帯によりT字状に眉と鼻を表R首部に刺簸

土  偶 (36) 御 126罐 砂粒・石英 黒褐色 蜘 DP3387 1W土脚瓢眉と鼻がT字状脚

第狙7図22 上  偶 (62) 815 TM33腿 砂粒 黒褐色 普通 DP3389醍土偶胴阻望房を鯛朧郡り閣胃醐郷,罷

土  偶 (76) 1339 5 TW158罐 碗・感・斯 絶 柳 DP3333 ハート形1縄脚訛沈線文

土  偶 (79) 1728 Th/134融 醜・荊・割 絶 靭 W3316下部力蜘
'る

板状け移代全体軸 線による渦巻載

土  偶 (8.0) (26) TM38罐 砂粒 黒褐色 普通 〕路321山形土島碑h雪卒団奴

上  偶 (10,8) (89) F2区  表採 砂粒・雲母 黒褐色 卸 DP104 みみずく土偶31に泌紋

土  偶 (7.2) F4区  表採 腕・感・剥 暗馳 都 DP106山杉土鰯 酪鞭で見目,日を期 に縄文施漠

土  偶 (53) (33) 5 Th133躙 艶・覇 触 範 W3390牲納翻叙とI執卿

土  偶 (82) 隷 砂粒・長石・雲母暗褐色梯 DPⅢ9下部が広がる板状け移代全体に有離泌熊えIIM

土  偶 (109) F4区  表採 砂粒・石英・長石黒掲色卸 IIP107 軽判即阻泌鯛酪躙破

土  偶 (91) TW127融 恥 `漸・剥 絶 都 W3388椒醜魂叛の磁紳鰤部に触

土  偶 1321 隷 恥 絶 範 W■0聞耽騨躯閥酔請によ侃瑯叩孔鉢に触

土  偶 F3区  表採 砂粒 黒褐色 普通 WⅢ みみず朝 嗣訛乳房を強識期 に刺奴

土  偶 報 腕・破 朧 魏 W‖M蹴 腕劇霜〔敢罷醐

上  偶 (28) 薪 砂粒・石英 褐色 普通 DPl12 山形土隅 乳房を強語肩か朔郡にY鞘りi戦祀敏

縄
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7 土製 品

当遺跡から出土した土製品は76点 (耳栓12点,耳飾り4点,土錘 4点,有孔土錘 1点,土器片錘 3点,舟形

土製品1点,腕輪 1点,亀形土製品 1点,棒状土製品 1点,牙状土製品 1点,土製方板 1点 ,上版 1点,土製

円板36点,有孔円板 6点,不明土製品3点)で,縄文時代の竪穴住居跡や土坑から多数出土しているが,投棄

された状態で出上したものが多く,遺構が営まれた時期と同一時期として把握することは必ずしもできない。
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遺構外出土土製品一覧表

図版番号 器  種
計 測 値 lcm) 孔 径

(cm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出土地点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第218図 1 耳 栓 [55] [55] [41 5 S1153 DP46  縁に刻み目を有し,内側には沈線により文様が施されている。

2 耳   栓 SK270 DP1016ていIat】にナラ乾移されている0

3 耳   栓 TM6 DP3077敏

4 耳 飾 り (58) (28) [13 TM26 DP3271 小さな貫通孔を有する。倒厨には2条の連続円形刺突文が施されている。

5 耳 栓 TM28 DP3278縁辺部に1対り刻み目が施き版いる。

耳   栓 [64 [ [46 F2区  羨採 DP105 縁に刻み目姉し,内即には沈線による渦巻き文が施されている。

7 耳 栓 204 薪 DP108 中央に大きめり貫通孔コ子する。赤彩痕が翻められる。

有孔円板 S148 Wll 中央に買通孔を有する。1器片を肛し,副用している。

有孔円板 1650 S1106 DP31  中央にやや大きめの貫通孔を有協その両脇に2対の小さな買通孔釉 る。

有孔円板 1100 100 S1155 DP49  中央に韓大きめ蜘 を有ウその両脇に2対の小さな買通孔え第ける。

有孔円板 SK453 DPlo20 1淵印キを円鰍にnEEし ゆる。破に拝細砥孔を紺る。

有孔円板 (51 (25) [22] TM26 DP3272 土器片を円仮状に加エウ中央にやや大きめの貫通孔を有する。

有孔円板 (54 (42) 315 TM30 DP3280朝名W火に期 を有ウその畑にlVlヽさな棚技醜さ版いる。

有孔土錘 757 S148 DP12 沈線と刺映文が施されている。線の貫

"凱

を有する。

土 錘 S1153 DP47 椒較差するように触と機位碗協瀞処る。

土 錘 (70) (59) 1034 SK579 DP1031絡記に泌嗣にされ貫通砲群するこ

17 上 錘 486 TM26 DP3268 殺長幅通孔第する。

土器片錘 SK892 DP1071土器片を酬蹴に力旺レ1対り1みロカ魂されている。

土器片錘 TM7 DP3355 土器片を情円形に加区協1対明み目が施されている。

土器片錘 軸 121 DP3379 1器片を症い拗朋目�さ版いる。

土製円板 169 SK152 DP1004土削キ綱献に加臣している。

土製円板 (48) (50) 35,3 SK275 IIP1013』 騨キを円献にIEEしている。

土製円板 (28) (35) SK527 DP1029』舒キを円蹴に力旺している。

土製円板 SK588 llP1032』 計を円鰍にVEEしている。

土製円板 SK598 DP1035』計を剛蹴に力にしれ】る。

土製円板 SK832 DPl“7』研を醐献にVEEしている。

土製円板 SK857 DPlo69』酵キを「開犬に症Eしている。

土製円板 TM6 DP3352酬騰を醐蹴慟正している。

土製円板 TM7 llP3354選 騨キを剛蹴に力正している。

土製円板 270 勒 伍9 IIP3356 珊 牛を開 に腫 して,ゝる。

土製円板 莉 19 DP3357ユ 裁印キ岬鰍にIEEし 3璃。

土製円板 莉  〔6 IIP3351』計を酬献にaEEしている。

土製円板 (51) (311 1洵110 〕円359制札土削キを円,献にlnIしている。

土製円板 鶴 111 DP3360 1制キを円‖蹴にDIEEしている。

土製円板 TMll DP3361 1謡片を円板状にalEEしてし)る 0

土製円板 TW112 DP3081 1鍬 Vキを「開劇大にDIEEしてヽ】る。

土製円板 TM12 DP3032珊を「硝瑠院に症しaち。

土製円板 TM13 DP3862 1η 印キを「朔財犬に肛してヤ】る。

土製円板 TM14 DP3363 酬キを円獄に厘している。

土製円板 (43) (43: TM28 DP3276 酬 キを円鰍に肛してヤゝる。

土製円板 硼 128 DP3277 悧キを隅 に腫している。

土製円板 11 隷 DP1030 1XIを円‖蹴に力肛している。

ミニチュア
舟 形 土 器

E4区 隷 DP103  丸底で両端は上位に向かって突出している。

44 腕   輪 (59) (70) 11 出 任38 W33粥 舶障触の腺瑯る。

45 土   版 (89) (75) 1753 E3区  表課 llP102 表裏に沈線文が施されている。
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8 石器・石製品

当遺跡からは15種類 (打製石斧12点,磨製石斧21点,石皿 5点,磨石19点,凹石26点,敲石 5点,石錘 7点 ,

石錐 1点,石鏃15点,投敵弾 5点,石球 2点,サイ ドスクレーパー 1点,エンドスクレーパー 1点,ス タンプ

型石器 1点,軽石 1点)の石器 と, 5種類 (石棒13点,石剣 4点,硬玉製大珠 2点,耳飾 り1点 ,石笛 1点 )

の石製品が出上 している。なお,個々の石器・石製品の出上位置・ 計測値・石質等については一覧表にして掲

載した。

図版番号 器  種
計 測 値 lcm) 孔 径

(cln)

重 量

(g)

現存率

(%)
出土地点 考備

最大長 最大幅 最大厚

棒状土製品 SK255 llP1078

不明土製品 (8.4) (8.3) 1747 S1107 D聞2 療 には瀦により踏 き文従つ故か流さ版いる。

土製方板 劉  【6 DP3353 1XIを方形状に加匡している。

遺構外出土石器・石製品一覧表

図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土地 点 備   考
長さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ (cln) 重 量 (g)

第班9図 1 打 製 石 斧 132.2 安 山 岩 SK187盈 Q1072

2 打 製 石 斧 193.2 ホルンフェルス SK487覆土 Ql172

3 打 製 石 斧 207.1 安 山 岩 SK502覆上 Ql174

4 打 製 石 斧 (80) 頁 岩 麹 Ql100

5 磨 石 安 山 岩 S176  覆土 Q36

6 磨 石 8009 安 山 岩 SK42  盈 Q1013

7 磨 石 安 山 岩 SK66 覆土 Q1025

8 磨 石 安 山 岩 SK256屠班 Q1087

9 暦 石 4078 安 山 岩 SK453霧班 Ql138

磨 石 2927 硬 砂 岩 麹 Q175

磨 石 (3.6) 蛇 紋 岩 報 Q178

石 錘 (1,0) 粘 板 岩 SK15 覆土 Q1006

石 錘 凝 灰 岩 SK252冦赴 Q1097

石 錘 386 粘 板 岩 隷 Q180

石 鍾 粘 板 岩 隷 Q181

石 鍾 硬 砂 岩 SK594A覆土 Q1216

石 棒 グリーンタフ S136 覆上 Q10

石 棒 (73) (10) 221 粘 板 岩 S1150 覆土 Q121

石 棒 (11,8) 1913 グリーンタフ TⅢ12  周溝覆土 Q3040

石 棒 (6.9) 123.5 粘 板 岩 TM2  周溝覆1 Q3041

石 棒 (13.1) 772 粘 板 岩 TW12  周溝覆土 Q3042

石 棒 (55) 495 硬 砂 岩 TM4  周溝覆土 Q3067

石 棒 4718 グリーンタフ TM26 周浦覆土 Q3224

石 棒 (9,0) 粘 板 岩 TM65 周溝覆1 Q3398

石 棒 (81) 粘 板 岩 麹 Q185

負雷220優雪26 石 棒 (5.4) (12) 粘 板 岩 報 Q187

第21図52 石 棒 77.3 34000.0 ホルンフェルス 報 Q206

効 20医]27 石 剣 (7.3) 515 粘 板 岩 SK220盈 Q1081

石 剣 (6.2) (1,9) ホルンフェルス SK551 Z説 Ql193

石 剣 (5.6) (46) 油 板 岩 TM52盈 Q3389
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図版番号 器 種
計 瀕J 値

石  質 出土 地 点 備 考
長 さ (cm) 幅 (cln) 厚 さ (cln) 重量 (g)

第
"0図

30 石 ( 粘 板 岩 隷 Q186

有 茎 石 鏃 メ ノ ー 隷 Q193

有 墓 石 鏃 チ ャ ー ト 隷 Q194

有 茎 石 鏃 チ ャ ー ト 隷 Q195

石 鏃 頁 岩 S1151 覆土 Q123

石 鏃 チ ャ ー ト 隷 Q197

石 鏃 チ ャ ー ト 隷 Q198

石 鏃 黒 曜 石 SK578覆上 Q1201

石 鏃 メ ノ ー SK579落難 Q1203

石 鏃 17 メ ノ ー SK588 覆土 Q1207

石 鏃 14 チ ャ ー ト SK588覆上 Q1208

石 鏃 黒 曜 石 SK588覆土 Q1209

石 錐 チ ャ ー ト SK139覆土 Q1059

敲 石 3419 凝 灰 岩 SK316 盈 Ql120

敲 石 3070 安 山 岩 SK617覆土 Q1238

凹 石 3692 安 山 岩 SK557覆土 Ql194

石 球 硬 砂 岩 SK461 覆土 Ql152

石 笛 394 安 山 岩 S1141A覆土 Ql12

サイドスクレイパー チ ャ ー ト S1204 覆土 Q132

石 皿 (118) (12.4) 12710 安 山 岩 SK82 覆土 Q1029 凹石兼用

黎 石 皿 40.5 394000 安 山 岩 線 Q213 凹石兼用

第
"0図

50 スタンプ型石器 (71) (45) 1197 安 山 岩 SK748 覆土 Q1312

軽 石 流 紋 岩 麹 Q190

効 21図 53 石 剣 (10.0) 買 岩 麹 Q210

9 まとめ

中台遺跡の縄文時代の遺構・遺物はすべてA区からのものである。ここでは調査で得られた成果を各時期ご

とにまとめておきたい。なお,各時期にまとめた遺構番号は,時期を確認できたものに限定した。

縄文時代早期

本期の遺構は確認されていない。尖底土器の底部破片と,野島式上器が遺構外から出上している。

縄文時代前期前棄

第102号住居跡が本期に属する。A区の中央部,やや西側で確認している。平面形は長方形で主柱穴は3本で

ある。出土遺物は花積下層式の底部破片が床面直上から出土した。本跡は花積下層式期である。遺構外からは

花積下層式の他に,ニツ木式,関山式,黒浜式上器が出上している。

縄文時代前期後葉

本期の遺構は確認されていない。遺構外からは諸磯式,浮島式,興津式,大木 5式,粟島台式上器が出土し

ている。
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縄文時代中期前葉

第43・ 140・ 185・ 224・ 259。 295号住居跡が本期に属する。A区の中央からやや北側と南部に点在している。平面  縄

形は隅丸方形や隅丸長方形が多い。中峠期の住居跡には土器囲い炉や土器埋設炉が目立つ。          文

勤 潮まとんとが袋姓 坑であ乱 245・ 49・ 58・ 87・ 92・ 172・ 197・ 204・ 224・ 2み糾 雅 絡 邪 郷H静 路
腐

331・ 332・ 364・ 367・ 472・ 565・ 586・ 630・ 650・ 687・ 745。 756D760。 766・ 768。 779・ 788・ 800・ 805A・ 807・ 810・ 838・ 842・ 844・

848・ 850・ 854・ 878・ 883号土坑が本期に属する代表例である。袋状上坑はA区の北部 と南部に集中して確認された。

中央部は少ないが, これは古墳のマウンドや周溝 を構築 した際に削平 されたものと考えられる。

第109号住居跡の中層から,共伴するかは不明であるが勝坂式上器 と阿玉台Ⅲ式上器が出上している。また,

第197号住居跡の底面直上からは阿玉台Ⅲ～Ⅳ式上器 と勝坂式上器 と加曽利EI式上器が出土 している。遺物 は
,

下小野式,五領ケ台式上器が破片で出土 し,勝坂式,阿玉台式,中峠式上器が遺構外からも多数出上している。

縄文時代中期後棄

第97・ 254号住居跡が本期に属する。いずれ も土器埋設炉をもち,第97号住居跡 は大木 8a式期,第254号住居

跡は加曽利 E正 式期の住居跡である。

土坑は袋状土坑が主で,第 14・ 72・ 101・ 103・ 159・ 186・ 325・ 507・ 530・ 531・ 532・ 562A585・ 592・ 645・ 665・ 712・ 853号

土坑が本期の代表例である。いずれ もA区の北部 と南部に集中して確認されている。

第112号住居跡の覆土中層から,加曽利 EI式上器 と大木 8a式上器が共伴するかは不明であるが出上してい

る。第518号住居跡の覆土下層から大木 8a式上器 と阿玉台式上器が出上している。第585号住居跡の覆土中層

から大木 8a式上器 と勝坂式上器が出上 している。第651号住居跡の覆土上層から大木 8a式上器 と勝坂Ш式上

器が出上 している。第800号住居跡の覆土中層か ら大木 8a式上器 と阿玉台Ⅲ式上器が出上 している。

遺物 は,大木 9式,曽利式上器が破片で出上 した他に,大木 8a式,加曽利 E式上器が遺構外からも多数出

土 している。

縄文時代後期

第62・ 78・ 117号住居跡が本期に属する。A区の中央から南部にかけて点在 している。平面形は円形 または楕円

形である。第62号住居跡は安行 I式期,第 78・ 117号住居跡は曽谷式期の住居跡である。

土坑 は時期のはっきりしないものも多いが,第359・ 683号土坑が本期に属する。

遺物 は,新地式上器が破片で出上 した他に,称名寺式,堀之内式,加曽利 B式,曽谷式,安行 I・ Ⅱ式が遺

構外を含めて多数出上 している。

縄文時代晩期

第246B・ 649・ 740・ 742B号土坑が本期に属する。第246B号土坑の覆上上層からは本県からの出土例が少ない

大洞A式の深鉢形土器が 5個体 まとまって出上 している。

遺物は,安行HI a・ Ⅲb・ Ⅲ c式,大洞B,大洞 BC,大 洞Cl,大洞A式土器が遺構外 を含めて出土してい

る。
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第 5節 弥生 時代

弥

1 竪穴住居跡                                 生

当遺跡で確認された弥生時代の竪穴住居跡は10軒である。 これらの住居跡 は,調査A地区の南部から確認さ
 腐

れている。遺物 は,弥生時代後期の上稲吉式上器の破片がほとんどで,器形が分かるものは少ない。また,土

製紡錘車 も出上 している。

住居跡の形状および時期が明確なもの,遺物の出土状況が良好なものに限って解説 し,そ の他のものは一覧

表に記載 した。

第153号住居跡 (第223図 )

位置 調査A区の南部, F2f5区 に確認されている。

重複関係 本跡の南コーナーから南西部にかけて第593・ 594号土坑に掘 り込まれている。

規模と平面形 4.08× (2.13)mの隅丸長方形 と考えられるが,隅 はかなり丸 くなっている。

主軸方向 N-32° 一E

壁 北西部 と南東部のみ,壁高 0～ 15cllaで 外傾して立ち上がる壁を確認 しているが, そのほかの壁は削平され

ていて,床面のみ確認できた。

床 やや凸凹していて,かなり踏み固められている。

炉 北西部に付設された地床炉。平面形は長径68cm,短径56c14の精円形。炉床は,床を 8 cln程掘 り込んでいる

が,赤変硬化の割合は弱 く,短期間の使用と考えられる。北側に炉石をもつ。炉床から灰の塊が出上している。

覆土 覆土は薄 く,ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子を少量含む黒褐色± 1層からなっている。

遺物 南西部床面から第225図 6の弥生式上器広口壼 (第594号土坑と接合)が横位の状態で,粘土塊が同じく

南西部床面からまとまった状態で出土している。覆上下層からは,第225図 2～ 5の弥生式上器広口重をはじめ

比較的多 くの弥生式土器の破片が出上している。覆土中からは土製耳飾 り,磨石が 2個 (内 1個 は炉跡の南西側

床面から出上しているので本跡に伴う可能性も考えられる)出上している。中央部から縄文式土器蓋 (堀之内式

土器)が出土している。

所見 本跡は,弥生時代後期後半の住居跡である。

第275号住居跡 (第224図 )

位置 調査A区の南部, F5dl区に確認されている。

重複関係 平安時代の住居跡である第274号住居跡が本跡の上に床面を貼って構築 している。

規模と平面形  (4.52)× (3.57)mの隅丸長方形。

主軸方向 N-46° 一E

壁 東側・北西側 。西側は壁高 8～ 12cmで緩やかに立ち上がっている。南東部は削平されている。

床 平坦。主柱穴の内側を中心に踏み固められている。

ピット 7か所。Pl～ P4(径 25～34cm,深 さ20～65cm)は 主柱穴。P5(径75cm,深 さ25cln)の 性格ははっきりし

ないが,形状は他のピットと異なり, その位置が炉跡の北東側に隣接しているので,炉跡にかかわる可能性も

考えられる。覆土上層から径14cm程 の礫が出上している。P6(径 21cm,深 さ33cm)はその位置から,補助柱穴と

考えられる。P7(径 17cln,深 さ20cm)の 性格は不明である。
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463号佳居跡生層解碗

1 褐   色 ローム粒子多量 焼止粒子・炭化粒子微量

第108・B・tXu解 脱

1 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼止粒子微量

2 黒 褐 色 ローム粒子中量

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック少量

第43弾 解説

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子中量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・焼土小プロック少量

暴 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子少量

暗 褐 色 ローム粒子 焼上粒子・炭イ瞳 報

黒 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック少量 焼土粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子中量 焼土粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 燒土粒子少量

暗 赤 褐 色 ローム粒子少量 焼■uF中量 焼■/1ヽ プロック少量

暗 赤 褐 色 ローム粒子夕量 焼土粒子多量 焼■/」 プヽロック少量

暴 褐 色 ローム粒子 。ローム小プロック少量 焼土粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子少量

0               2m

TM 16

S163・ 103

Si 133A・ B

第222図 第63・ 108・ 113A・ B号住居跡

二  i

01

01
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Sl153

S K 594

S KS03

ml
A32.3m32.3m                               ~~~

A33.6m

A 32.4m

Sl154・ 237

第154。 23憂招距翻吐燿解説

1 黒 褐 色 ローム粒子中量 粘性弱い

2 暗 褐 色 ローム粒子多量 粘性弱い

3 暗 褐 色 ローム粒子多量 ローム小プロック少量 焼土粒子微量

4 褐   色 ローム粒子極めて多量 焼土粒子微量

5 黒 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量

6 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼上粒子微量

7 暗 褐 色 ローム粒子・ ローム小プロック少量 炭化粒子微量

第223図 第153・ 1540176・ 237・ 244号住居跡

sl176

第lお号倒酎破上層解説

I 黒 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロッタ少量 焼土粒子・焼土小プロック少量

炭化物・炭化粒子少量

Q

01

1 黒 褐 色 ローム粒子・ローム小プロック少量 焼上粒子・

焼土小プロック少量 炭化物・炭化粒子少量

8 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子微量

9 暗 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量

10 暗 褐 色 ローム粒子中量 焼止粒子微量 粘性弱い

11 黒 褐 色 ローム粒子中量 ローム小プロック少量 焼土粒子・炭化粒子微量

12 黒 褐 色 コーム粒子少量 焼土粒子・焼土小アロック少量 炭他物中量

0                2m

、ヽ_fξ ′́歩募彦て

-315-



弥

生

時

代
盗

◎。

TM 59

Q
井

Q ノ

//

・ 堤
=軍

翼 諄 _二
十

B 32.4m

ィラ
//

口
|

Si248

第韓 路土層解説

A 33.2m

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼■ur・ 炭化粒子微量

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子微量

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子少量

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子微量

褐   色 ローム粒子中量 焼土粒子・炭化粒子微量

黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子微量

黒 褐 色 ローム粒子少量 第39号墳の覆土)

暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子・炭化粒子微重

~…
＼

＼」

~＼
_ゴ

~~″
「

~｀
―一―十 ~~~~~~~~~~― ヽ

¬

も「

~~

S1284∀

Ｂ
一
　
　
　

Ｃ

一　

　

Ｄ
一

＼

A 33.2m                   
一―

B 33.Om

42お号住居跡土層解説

1 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子

・炭化粒子少量

2 黒 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子

・炭化粒子少量

3 暗 褐 色 ローム粒子・ローム小ブロ

ック少量 焼上粒子・炭化

粒子少量

4 種 暗 褐 色 ローム粒子少量 焼土粒子

・炭化粒子少量

5 褐   色 ローム粒子中量 ローム小

プロック少量 焼土粒子・

炭化粒子微量

0              2m

S1150

橘
Tと

炉石    ′  ~ヽ

S1248  1・ ―

'

QdS胞 84

（警

驚

嘲OB
⑩巳 

痛
   ^③ 吼

第224図  第248・ 275。 284号住居跡
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炉 中央よりやや南側に付設された地床炉。平面形は長径58cm,短径38cmの 橋円形。炉床は,床面とほぼ同じ

レベルで,かなり焼土化している。北側に炉石をもつ。                          弥

覆± 6層から成り立っている。 2層 は壁際に堆積した褐色上でしまりが強い。 1・ 5層 はローム粒子 。焼土  生

粒子 。炭化粒子を少量含む黒褐色土, 3・ 4層 はローム粒子・焼土粒子 。炭化粒子を少量含む暗褐色上である。  腐

6層 はローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を少量含む極暗褐色土である。

遺物 南東コーナー床面から第225図 2の弥生式土器広日重が横位の状態で,東部床面から3の土製紡錘車が出

土している。覆上下層からは 1の弥生式上器広口重をはじめ比較的多 くの弥生式上器の破片が出上している。

所見 本跡は,弥生時代後期後半の住居跡である。

表 4 弥生時代住居跡一覧表

住居跡

番 号
位 置 主軸方向 平 面 形

規 模 (m)
(長軸 X短軸 )

錦
ｍ

蘊

内 部 施 設
炉 出 土 遺 物

備   考

饉構の重複関係 :古→新)

藍澤 馘 ツト 災回

N-5σ ―W [方  形 ] (266)× [259 4^ψ7 平坦 弥t武土器1(Pl,S1108と 接御 と重複        第222国

N-lS― E [方  形 ] [26]× [252 14～3と 平連 萄床 弥生武土器10(翌 101,打製石斧1,石鏃1 →本跡→Th116    第222図

133A F4g3 N-7r― E [方  形 ] [558]× (423) 8 平坦 1 弥生式土器3(Pl,TP2) 本跡→S1133RTM2働SK694 第222図

N-3雰―E 隅丸長方形 408× (213) 1/-15 雅 炉
弥生式土器7(1点はSK594と接0,耳飾1

(安行Ⅲb),雷 (堀之内式土器),磨 石2
本DI・ SK593・ 594  第223図

D3gl N-lσ―E [長 方形 ] (437)× (413) [2-1( 平坦 1 炉 弥生式土器9伽,TD 本跡→S161       第223国

F2a4 N-7r― E 方   形 (402)× (257) 24‐■ 平姪 2 弥生発路 8 el.TPD.磨石2 本跡→S1154       第223図

N-2r― E 方   形 450× [135 4～7 平坦 碇L尭鴎 12(TP切 本跡→S1243,247     第223国

N-1『一E 長 方 形 (420)X381 削平 平を 炉 推 期鴎 16 1Pl.TP10 炉乱 南東部に径80飩程の粘上質の高ま
り。本跡→S115 削ヽ 53   第224図

275 F5dl N-4σ―E 隅丸長方形 (4乾 )× (357) 8^ヤ 12 平TR 4 3 炉 弥生式土器18(PZTP17),土 製紡錘車1 ホB4‐ S1274     第224図

N-8°一E 楕 円 形 642× [558 10～ 1〔 礎 炉 姓 式出悟5(TP0 本跡→TM59・ 60       第224図

住居跡出土弥生式上器観察表

器 種 悧 値 (cln) 文及徴特の形器 び 様 胎土・色調・焼成 備  考

第225図

lA
広 口 壺

弥生式土器

190
(125)

Ａ

Ｂ

頸部から口縁部にかけての破片。顕部から口縁部にかけて外反している。

無文の複合口縁で,下端には刺突文が施され,細長い瘤が 6単位に賠られ,

瘤の中央部が穿孔されている。口唇部は縄文原体により押圧されている。

頸部下端を無文帯とし,それ以外には単節RLの縄文が施され,羽状構成
をとっている。

砂粒・石英・雲母
にぶい橙色

範

S163, S1108

P486
30,路

S163と S1108の

覆土

lB 広 口 壷

弥生式土器

B (133) 胴部から頸部にかけての破片。胴部から頸部にかけては内彎して立ち上が

る。頸部を無文帯とし,胴部には単節RLの縄皮が施され 羽状構成を取
っている。

砂粒・石英 。雲母
にぶい橙色

普通

S163

25%
lA。 lBは同一個体

第225図

1

広 口 重

弥生式土器

(31)
76

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種研勤E2条 )

の縄文が施されている。底面に木葉痕を持つ。

砂粒 。石英・雲母

髄
普通

S1133A P578
10%
南東部床面

第225図

1

イ
端式

高
腱

Ｂ

Ｃ

(52)
4_9

脚部から郷部にかけての破片。脚部は「ラッパ」状に開く。イ部は内彎気

味に立ち上がる。外面ヘラナデされている。
砂粒・石英・長石・雲母
にぶい赤褐色

普通

S1153  P1850
40°/。

SK594覆上

2 広 口 童
弥生式上器

B(13)
C  56

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (m勤日2条 )

の縄文力鴻 されている。

砂粒・石英・長石
にぶい橙色

普通

S1153  P650
5%
南部覆土

3 広 口 壺

弥生式上器

Ｂ

Ｃ

(20)
[78]

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (M勒口2条 )

の縄文が施されている。底面に布目圧痕を持つ。

砂粒・石英・長石
にぶい橙色

普通

P649舶
賜
融

4 広 口 壷

弥生武土器

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (町切E2条)

の縄皮が施されている。底面に木葉痕を持つ。

砂粒・石英・雲母
にぶい橙色

普通

S1153 P651
5%
南東部覆土
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図版番号 器 種 悧 値 (cln) 器 文び及徴特の形 様 胎上・色調・焼成 備  考

第225図

5

広 日 壺

弥生式土器
(33)
[154]

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種

(附加 2条)の縄皮が施されている。底面に本葉痕を持つ。
砂粒・石英 。長石
にぶい赤褐色

普通

S1153 P647
5%
北西部覆土

6 無 頸 壷
弥生式土器

Ｂ

Ｃ

179
70

平底。胴部は底部から内脅して立ち上がり,口縁部に至る。日唇部は破損
部を磨き,作出している。胴部全面に附加条 1種 (附加 2条)の縄文が施
され,羽決備成を取っている。底面に木葉痕を持つ。

V粒・麒 ,踊・剥・スコリア
にぶい橙色
普通

S1153
SK594
60°/。

４ ６

合Ｐ６
撃

効 25図

1

広 口 壷
弥生式上器

Ｂ

Ｃ

(122)

[116]
底部から胴部にかけての破片。胴部は底部から外傾して立ち上がり,単節
RLの縄文が羽状に施されている。

砂粒 ,石英。長石・雲母
にぶい赤褐色

普通

P718

飾聰盈
薙 25図

1

広 口 壺

弥生式上器

B(44)
C 148

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (町切日2条
の縄文が施されている。

砂粒・石英・長石・雲母
にぶい橙色
普通

Ы237 P845
10%
東部覆土

第225図

1

広 口 壷

弥生式土器

Ｂ

Ｃ

(115)
70

底部から胴部にかけての破片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,

附加条 1種 (附加 2条)の縄文が施されている。
砂粒・石英・長石・雲母
にぶい赤褐色
普通

S1248  P862
30°/。

北西部床面

第225図

1

広 口 壷

弥生式上器

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (町勤日2条 )

の縄支が施されている。
砂粒・石英 。長石
にぶい橙色

普通

P926Ｓ‐２７
粥
盈

2 壷
端

口

式
広
雌

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。胴部は底部から内脅して立ち上がり,頸部から日縁部にかけて外反
している。国縁部には附加条 1種 (附加 2条)の縄皮が施され,口唇部に
は縄文圧痕が見られ 口縁下端には棒状工具による刺突が施されている。
頸部は無文帯で,胴部には附加条 1種 (附加 2条)の羽状縄文が施されて
いる。底面に木葉痕を持つ。

砂粒・石英。長石・雲母
にぶい赤4Bt
普通

S1275  P925
100,も

南西部床面

弥

生

時

代

2 遺構外出土遺物

当遺跡からは,遺構外及び弥生時代以外の遺構の覆土からも弥生式上器が出土している。本項では,そ れら

の主な弥生式上器について遺構外出土遺物 として掲載することにする。
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遺構外出土弥生式上器観察表

図版番号 器 種 制 値 (cm) 器 形 の 特 徴 及 び 文 様 胎土・色調・焼成 備  考

効 26図

1

広 口 壷
弥生式上器

A l1 3
B(96)

頸部から口縁部にかけての破片。頸部から口縁部にかけて外反して立ち上

がる。胴部は附加条 1種 (附加 2条)の縄文が施されている。無文帯の顕

部下端には縄文が押圧され,上下 2段に5本櫛歯の波状文が施されている。
口縁部には附加条 1種 (附加 2条)の縄皮が施され,そ の上に棒状工具に

よるキザミロが 2段に施されている。日唇部は縄皮原体により押圧されて

いる。

砂粒 。長石・石英

灰褐色

普通

Ｐ

飽賜馳

2 広 口 壷

弥生式上器

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (附加 2

条)の縄炭が施されている。底面に二重の木葉痕を持つ。

砂粒`石英・長石・雲母
にぶい赤褐色普通 Ｐ・２５

誕
SK218
10%

3 広 口 壷

弥生式上器

B(22)
C [80]

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (附加 2

条)の縄皮が施されている。底面に木葉痕を持つ。

砂粒・石英・長石・雲母
にぶい赤渦色普通 Ｐ・６７

融
X523
5%

4 広 口 壷

弥生式上器

B
C

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,単節縄文が施されて
いる。底面に木葉痕を持つ。

砂粒・石英・長石
にぶい橙色普通

SK567 P1787
5%  覆土

5 広 口 壷
弥生式上器

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (附加 2

条)の縄陳が施されている。底面に木葉痕を持つ。

砂粒 。石英 。長石
にぶい赤掲色普通 Ｐ・８２

離
SK586
5%

6 広 口 壷

弥生式上器

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (附加 2

条)の縄文が施されている。底面に木葉痕を持つ。

砂粒・石英。長石・雲母
にぶい赤IBt普通 Ｐ・８３

融
SK588
10%

7 広 日 立
弥生式上器

B(31)
C  82

底部片。平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (附加 2

条)の縄文が施されている。底面に木葉痕を持つ。

砂粒・石英・雲母
にぶい赤褐色普通 Ｐ・９８

融
SK640
5%

広 口 壷

弥生式上器

B (110)
C  67

平底。胴部は底部から外傾して立ち上がり,附加条 1種 (附加 2条)の縄

文が施されている。底面に木葉痕をもつ。

砂粒・長石・雲母
にぶい黄橙色普通 Ｐ３２５

激
飩
期

3 まとめ

本遺跡 は,つ くば市の北東部,旧筑波町に位置する。その旧筑波町内の弥生時代の遺跡は,桜川右岸の洪積

台地上の微高地に比較的多 く見 られる。調査された遺跡 としては,山木遺跡や神郡条里遺跡等がある。前者か

らは,住居跡が 1軒確認されている。遺物 は,附加条縄文の壷片 と,円形竹管文が施 された紡錘車が 3点出土

している。後者からは,遺構 は確認されなかったが,上稲吉式上器が 2個体 と紡錘車が 1点出土している。

本遺跡で確認できた当時期の遺構 は,竪穴住居跡10軒であり,旧筑波町内で確認された当時期の住居跡数 と

しては,最大の数である。住居跡内からは弥生式土器広日壷やその破片が出上している。また,遺構外からも

何点かの弥生式上器が出上 している。

まず,住居跡についてまとめてみると,竪穴住居跡は他時代の遺構 との重複関係が激 しく,平面形全体が分

かるものは 3軒である。平面形は基本的には隅丸方形を示すと思われるが,隅はかなり丸味をおび,楕円形に

近いものが多い。主柱穴は4本を基本 とすると思われるが,重複が著しく,そ れを示すものは第275号住居跡の

みである。炉は6軒の住居跡から確認され, そのうち 3軒の住居跡は炉石をもっている。第275号住居跡の炉は,

中央部から南側位置する場所から確認されている。 この時代の炉は,中央部あるいは中央部から北側に位置す

る場所から確認 される事が多 く,そ ういう意味では珍しい例 と思われる。

集落 という観点で住居跡を見てみると, 3つ のグループ (第63・ 108・ 176号住居跡のグループ,第 153・ 237・

244・ 248号住居跡のグループ,第 276・ 284号住居跡のグループ)に分けられる。この時代の集落の在 り方 として
,

一般に中小の河川流域に拠点的な大集落があり,そ の周 りにい くつかの分岐的集落が存在するというものであ

ろう。本遺跡でのこれら1つ 1つ のグループが世帯共同体 と考えられ, これらの共同体がい くつか集 まって分

岐的集落につながるのではないかと思われる。

遺物をみると実測可能な弥生式土器 は21点である。19点が広口壷で, 1点が無頸重, 1点が高不である。広

回壺は底部片が多 く,器形全体が分かるものは 6点である。胴部の文様 は,附加条 1種 (附力日2条 )の縄文が施
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されるものが17点,単節縄文が施されるものが 3点である。底部のあるもので,木葉痕を持つものは8点で
,

布目圧痕を持つものは1点である。顕部に櫛描波状文の施されている土器も1点出上している。時期的には,  弥

弥生時代後期後半の上稲吉式期のものであろう。上製紡錘草は,第275号住居跡から完形で出上している。側面  生

時
に刺突のあるものである。

代
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